
A
Q

玄

恵迫寮同窓会 第8号平成20年



1983---2008 

設立総会

恵迫寮同窓会創立二十五周年

~西日本大寮歌祭で祝賀行事~
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25年の歩みと歴代会長
昭和 58年 3月18日 設立総会

名誉会長 :木原均 ・御手洗毅 ・山本吉之助

会 長 :星光一

昭和 60年 開拓の村恵迫寮舎落成祝賀会

昭和 62年第2代会長 :大原久友

平成 3年第3代会長 :繁富一雄

平成 13年第4代会長 :中瀬篤信

平成 19年恵迫寮百年記念祭

第 5代会長 :横山清

「北海道開拓の村」 恵迫寮舎開寮式典にて

量
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寮
歌
歌
始
め
の
会
(
平
成
初
年
1
月
訪
日
)
・
恵
迫
寮
観
桜
会
(
平
成
初
年
5
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6
日
)
・
第
卯
回
恵
迫
寮
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濡
る
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-
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i
-
-
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木

村

咲

哉

巧

寸
前
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上
問
題
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想
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:
:
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i
-
-
:
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i
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-
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・
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司
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寮
歌
問
題
に
対
す
る
事
務
局
の
見
解
:
・
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
高

井

宗

宏

勾

入
寮
印
周
年
同
期
会
・•••••••• 

尽
き
ぬ
珠
玉
の
思
い
出
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・:
:
j
i
-
-
:
:
:
古

川

俊

実

戸

感
慨
新
た
、
祝
賀
会
に
灯
人
:
:
:
:
・
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
・
河
野
民
雄
日
目

記
念
文
集
に
必
人
・
日
編
の
玉
稿
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
桜

庭

慎

吾

刀

入
寮
却
周
年
に
あ
た
っ
て
:
:
・

涙
・
・
:
:
恵
迫
寮
の
思
い
出
・
:
:
・
・
:
:
・
・
・
:
:
・
・
・
:
:
:
:
・
:
・
・
:
佐
々
木
宏
治

還
暦
の
寮
友
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畑

博
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蒸
及
文
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会
始
末
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そ
の
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四
方
英
四
郎

①
昭
和
初
期
の
恵
迫
寮
@
「
文
武
会
ス
ト
と
恵
迫
寮
の
移
転
L

②
「
住
民
票
事
件
」
と
寮
史
沼
田
久

変
わ
り
ゆ
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も
の
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変
わ
り
な
き
も
の
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叩
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手
を
と
り
て
美
し
き
国
を
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(
昭
和
初
年
寮
歌
)
:
:
・

山
本
玉
樹
(
作
歌
者
)

三
河
勝
彦
(
作
曲
者
)
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p
「
草
は
繭
え
出
で
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昭
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田
年
第
叩
回
記
念
寮
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北
海
道
支
部
ニ
ュ
ー
ス
:
:

東
日
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス
:
・

西
日
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス
:
・

j
i
-
-

西
日
本
大
会
に
寄
せ
て
植
松
高
志
・
内
藤
拓
・
間
中
俊
夫
:
:
:
:
・

悠
久
の
古
都
・
京
都
に
参
集
!
・
:

「
霊
山
歴
史
館
」
佐
藤
等
:
・
・

入
寮
五
十
年
を
想
う
・
・
........................................ 深
谷

北
大
構
内
を
散
策
す
る
・
.............................. ・・・・・・・・中西

寮
歌
愛
好
会
か
ら
の
誘
い

:
j
i
-
-
:
:
:・:
j
i
-
-
:
:
:
:横
平

も
の
ご
と
の
順
序
・
・
・
・
:
:
:
・

j
i
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:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:・
:
:
千
田

忠三
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北
大
恵
迫
寮
歌
C
D
「
都
ぞ
弥
生
」

ポ
ス
ト
カ

ド

「

都
ぞ
弥
生

北
大
恵
迫
寮
歌
と
構
内
風
物

恵
迫
百
年
記
念
オ
ル
ゴ
ー
ル

:-ji---::::::
明

平
成
初
年
度
寸
年
会
費
」
納
入
の
お
願
い
・
:

会
誌
「
恵
迫
」
第
7
号
訂
正
一
覧
:
j
i
-
-

編
集
後
記
・
... 
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会
会
長

横
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年
入
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一一富
一

一頭
一

一巻一

恵
辿
寮
よ
永
遠
に

石
狩
平
野
に
澗
漫
の
春
が
訪
れ
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
精
気
溢
れ
る
新
入
生
が
閲
歩
し
て
い
ま
す
。

同
窓
諸
氏
に
お
か
れ
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
昨
年
九
月
の
恵
迫
百
年
記
念
祭
か
ら
早
く
も
半
年
余
を
経
過
し
、
こ
の
短
い
期
間
に

政
治
・
経
済
・
社
会
が
劇
的
に
変
貌
し
只
な
ら
ぬ
情
勢
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
記
念
祭
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
と
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。
実
行
委
員
長
と
し
て
裏
方
の
仕
事
を
受
け
持
っ
た
者
と
し
て
、
直
接
札
幌
に
馳
せ
参
じ
た
方
々
、
そ
し
て
残
念
な
が
ら
参
加
で

き
な
く
て
も
精
神
的
、
資
金
的
な
支
援
を
惜
し
ま
ず
、
記
念
祭
を
歴
史
に
残
る
大
イ
ベ
ン
ト
に
盛
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
諸
兄
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
こ
の
当
日
、
多
少
の
予
感
は
あ
り
ま
し
た
が
、
計
ら
ず
も
同
窓
会
会
長
を
任
命
さ
れ
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

予
科
百
年
、
水
産
学
部
百
年
と
周
年
記
念
行
事
の
続
く
中
で
恵
迫
寮
命
名
百
年
記
念
祭
は
新
聞
、
雑
誌
の
記
事
や

T
V
報
道
な
ど
で
全
国
的
に

ほ
し
い
ま
ま

高
い
評
価
を
受
け
北
海
道
大
学
の
名
声
を
更
に
高
め
一
世
紀
に
亘
っ
て
集
積
さ
れ
た
恵
迫
寮
精
神
の
称
揚
を
窓
に
し
ま
し
た
c

明
治
・
大
正
・
昭
和
生
ま
れ
の

O
B
に
加
え
平
成
生
ま
れ
の
現
寮
生
、
な
か
ん
ず
く
女
子
学
生
、
留
学
生
、
院
生
を
包
含
す
る
現
寮
を
基
盤
と

し
て
恵
迫
寮
同
窓
会
を
維
持
運
営
し
、
継
続
発
展
さ
せ
る
の
は
至
難
の
課
題
で
す
。
北
大
は
独
立
行
政
法
人
に
な
り
学
生
に
は
国
際
的
に
対
応
で

き
る
深
い
教
養
と
専
門
知
識
を
求
め
て
い
ま
す
。
ゆ
と
り
の
少
な
い
こ
の
時
こ
そ
ク
ラ

l
ク
博
士
の
「
高
遁
な
る
野
心
L

を
源
流
と
す
る
恵
迫
思

想
が
自
治
の
精
神
と
進
取
の
気
風
を
重
ん
じ
他
者
を
敬
い
、
弱
者
を
思
い
や
る
心
で
あ
る
こ
と
を
伝
承
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
る
先
輩
が
恵
迫
寮
同
窓
会
は
単
な
る
同
窓
の
集
ま
り
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
喝
破
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
輩
が
鳴
ら
す
警
鐘
は
形
骸
化
し

マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
沈
み
が
ち
な
私
達
の
行
動
を
高
い
志
を
持
つ
集
団
た
れ
!

と
の
叱
時
激
励
の
言
葉
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

北
海
道
大
学
の
豊
か
で
ふ
く
よ
か
な
木
々
に
包
ま
れ
て
、
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
に
ひ
そ
や
か
に
作
ん
で
い
た
「
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
碑
は
修
復
さ

れ
再
び
生
命
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。
合
唱
団
O
B
に
よ
る
寮
歌
C
D
ア
ル
バ
ム
は
人
々
を
魅
了
し
続
げ
ま
す
。
生
き
生
き
と
し
た
力
に
溢
れ
た
潤

い
満
ち
た
環
境
の
中
で
優
れ
た
後
輩
達
が
陸
続
と
生
ま
れ
育
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
恵
迫
寮
精
神
を
発
信
し
培
養
し
続
け
、
運
び
続
け
る
恵
迫
寮

同
窓
会
で
あ
り
た
い
と
切
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

明
る
く
楽
し
く
、
前
向
き
に
生
き
る
糧
と
し
て
寮
歌
が
あ
る
こ
と
も
私
達
の
大
き
な
財
産
で
す
。



寮歌歌始めの会(平即時四26日)

横山会長の藍綬褒章・フィンランド獅子賞受賞で同窓会から歌碑の原

画をプレゼント

「僕にも歌わせて」と飛び入りの佐伯総長



年の差 50:年?も 寮歌で一つに

ついにストームも登場 年のせいか酒の

せいかなかなか足が上がらない

、へ

宴もたけなわ肩組み合って「都ぞ弥生」

6 



恵迫寮観桜会(平成20年 5月6印

大通公園の噴水に飛び込む現寮生を心配そうに見つめる 08

記念写真を撮らしてと市民に大人気の応援団 サクラの花?寮歌と酒があればそんなの関係ねえ l

同窓会の差し入れに「こ'つつあんです」と現寮生が返礼



第99回恵迫寮歌祭(平成19年10月31日)

新趣向の学部対抗で行われた寮歌リレー

厚谷副会長や諏訪、藤田北大名誉教授の

大先輩の前で寮歌をうたう現寮生

現寮生とともに恒例の「都ぞ弥生」を斉唱

8 



聞
か
れ
た
行
動
す
る
恵
迫
寮
同
窓
会

昨
年
9
月
幻
日
の
恵
迫
寮
同
窓
会
総
会
で
代
表
幹
事
に
選
出
さ

れ
、
諸
先
輩
方
が
お
年
に
亘
り
営
々
と
続
け
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
活
動

の
重
み
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
で
す
が
、
会
の
た
め
に
背
伸
び
を
せ
ず

に
精
一
杯
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
若
手
?
と
い
わ
れ
で
も

世
間
的
に
は
「
定
年
退
職
」
世
代
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協

力
・
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
8
日
の
「
北
大
入
学
式
L

、
燃
え
立
つ
希
望
と
初
々
し
い
若
さ

溢
れ
る
2
、
6
0
0
名
の
新
入
生
と
晴
れ
晴
れ
と
し
た
悦
び
の
表
情

の
保
護
者
た
ち
で
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
新
入
生
の
約
6

%
川

1
6
0
名
ほ
ど
が
我
ら
が
恵

迫
寮
生
と
な
り
ま
す
。
恵
迫
寮
命
名
1
5
0
周
年
を
祝
う
恵
迫
寮
同

窓
会
の
中
心
メ
ン
バ

ー
た
ち
の
寮
生
活
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
よ
う

に
思
え
る
こ
と
に
移
済
と
し
た
喜
び
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
全
国
的

に
も
稀
有
な
恵
迫
寮
同
窓
会
の
存
在
と
活
動
の
意
義
を
再
認
識
し
、

日
年
後
の
同
窓
生
に
バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
な
強
固
か
つ
持
続
可
能

な
組
織
基
盤
を
作
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

「
不
易
L

と
は
時
代
を
超
え
て
そ
の
精
神
的
な
価
値
が
不
変
で
、
そ

れ
は
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
、
自
己
変
革
を
遂
げ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
根
本
は
、
誠
・
真
実
心
で
す
。
即
ち
、
不
易
性
は
固
定
的
な
も

の
で
は
な
く
、
誠
を
責
め
る
と
い
う
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
、
進
歩

恵
迫
寮
同
窓
会
代
表
幹
事

白

浜

憲

一

(
S
刊
年
入
寮
)

し
脱
皮
し
よ
り
高
い
境
地
が
開
拓
さ
れ
る
、
そ
れ
が
変
化
・
流
行
で

あ
り
ま
す
。
「
不
易
」
と
言
う
に
相
応
し
い
恵
迫
寮
の
「
誠
・
真
実
心
」

と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
自
治
の
精
神
が
息
づ
く
寸
共
生
の
場
と
時
間
」

に
お
け
る
、
切
薩
琢
磨
の
青
春
交
歓
を
通
し
て
培
わ
れ
る
ヒ
ュ

ー
マ

ニ
ズ
ム
と
ロ

F
ン
チ
シ
ズ
ム
で
あ
り
ま
す
。
恵
迫
を
通
過
し
た
者
達

は
、
生
涯
に
渉
り
、
こ
の
「
誠
・
真
実
心
」
を
責
め
続
け
る
こ
と
を

誇
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
権
を
有
す
る
の
で
す
。

昨
年
の
「
恵
迫
百
年
記
念
祭
」
に
寄
せ
ら
れ
た
、
多
く
の
同
窓
生

の
恵
迫
寮
へ
の
熱
い
想
い
と
協
賛
は
大
き
な
波
動
と
な
り
、
記
念
祭

参
加
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
に
そ
の
感
激
を
伝
導
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
を
止
め
ず
、

次
の

1
5
0
周
年
に
向
け
て
、

全
国
に
散
ら
ば
る
恵
迫
寮
同
窓
生
が
居
住
す
る
都
道
府
県
に
「
恵
迫

会
」
を
立
ち
上
げ
、
毎
月
何
処
か
で
「
都
ぞ
弥
生
」
が
歌
わ
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
「
恵
迫
百
年
記
念
グ
ッ
ズ
」
の
販
売
を
促

進
す
る
こ
と
で
、
同
窓
会
財
政
を
堅
固
な
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
北
大
連
合
同
窓
会
や
各
県
の
北
大
同

窓
会
と
の
連
携
を
強
め
、
乱
世
紀
型
の
「
聞
か
れ
た
行
動
す
る
同
窓

会
L

と
し
て
、
恵
迫
寮
の
「
誠
・
真
実
心」

を
希
求
し
広
め
る
こ
と

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
諸
氏
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

挨 拶9 



寮
歌
の
灯
を
絶
や
す
な
F
・

10 

昨
年
は

9
月
幻
自
に
恵
迫
寮
命
名
百
年
記
念
行
事
が
札
幌
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
月
の
叩
月
幻
日
に
東
京
都
港
区
の
東
京
海
洋

大
学
で
東
日
本
支
部
主
催
に
よ
る
「
命
名
百
年
を
祝
う
寮
歌
祭
」
を

開
催
し
ま
し
た。

札
幌
へ
行
け
な
か

っ
た
恵
適
寮
同
窓
生
と
札
幌
へ
行

っ
た
が
未
だ

そ
の
興
奮
冷
め
や
ら
ず
参
加
さ
れ
た
人
も
含
め
総
勢
1
0
0
人
近
い

同
窓
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
北
海
道
新
聞
社
の
記
者
が
取

材
に
来
ら
れ
、
当
日
の
模
様
が
写
真
入
り
で
翌
日
新
聞
に
載
り
ま
し

た。
さ
て
、
今
年
は
持
ち
回
り
に
よ
る
大
寮
歌
祭
は
関
西
支
部
で
の
開

催
に
な
り
ま
す
が
、
東
日
本
支
部
は
毎
年
寮
歌
祭
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
は
千
葉
県
船
橋
市
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

地
元
の
寸
千
葉
県
エ
ル
ム
会
」
の
役
員
の
方
々
を
は

じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
頂
い
て

『参
加
し
て

楽
し
か
っ
た
』
と
思
え
る
寮
歌
祭
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

3
年
毎
の
持
ち
回
り
に
よ
る
大
寮
歌
祭
は
東
京
都
内
で
開
催
を
原

則
と
し
、
そ
の
他
の
年
は
東
日
本
支
部
域
内
の
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
恵
迫
寮
同
窓
会
の
存
在
を
地
域
内
に
広

く
知
ら
し
め
る
こ
と
と
、
寮
歌
祭
の
参
加
者
が
固
定
化
す
る
の
を
防

ぎ
、
新
し
い
参
加
者
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

恵
迫
寮
同
窓
会
東
日
本
支
部
長

山

中

義

正

(
S
担
年
入
寮
)

ら
の
活
動
が
、
先
輩
、
同
僚
、

後
輩
の
間
に
伝
わ
り
、
恵
辿
寮
同
窓

会
会
員
増
強
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
願
い
を
こ
め
て
お
り
ま
す
。

「
O
O恵
迫
会
L

或
い
は
「
ム
ム

エ
ル
ム
会
」
な
ど
恵
迫
寮
や
北
大

に
か
か
わ
る
同
窓
会
組
織
が
あ
る
県
で
、
し
か
も
そ
の
こ
と
を
東
日

本
支
部
の
役
員
が
承
知
し
て

い
る
県
で
こ
れ
ま
で
寮
歌
祭
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
特
に
ど
の
県
を
優
先
す
る
な
ど
と
い
う
基
準
は
あ

り
ま
せ
ん
。
「
わ
が
県
に
も
上
記
の
よ
う
な
組
織
が
あ
る
L

と
の
情
報

を
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

「
今
、
平
和
な
時
代
、
時
の
流
れ
に
従
お
う
と
す
る
や
つ
も
逆
ら
お

う
と
す
る
や
つ
も
、
寮
歌
を
肩
を
組
ん
で
歌
う
時
、
何
か
共
通
に
思

う
も
の
が
あ
る
筈
だ
。
寮
歌
を
歌
う
に
形
式
は
な
い
。
好
き
な
時
、

好
き
な
よ
う
に
、

一
人
で
も
大
人
数
で
で
も
口
ず
さ
ん
で
ほ
し
い
。

繰
り
返
し
て
歌
っ
て
い
る
う
ち
に
き
っ
と
そ
の
よ
さ
が
わ
か
る
だ
ろ

う
。
寮
歌
の
灯
を
絶
や
す
な
!」

昭
和
町
年
度
寮
歌
集
に
記
載
の
寮
歌
普
及
委
員
会
か
ら
抜
粋
し
ま

し
た
。今

年
も
東
日
本
支
部
に
在
住
の
同
窓
生
諸
君
!
集
い
恵
迫
寮
歌
を

歌
お
う
で
は
な
い
か
。



恵
過
の
精
神

• 
志
を
全
国
ヘ
広
め
よ
う

恵
迫
寮
同
窓
会
並
び
に
西
日
本
支
部
会
員
の
皆
さ
ま
!

ご

健

勝

で
ご
活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
誠
に
残
念
な
が

ら
昨
年
、
西
日
本
支
部
は
恵
迫
百
年
記
念
祭
直
後
に
、
辻
山
昌
佑
支

部
長
を
失
い
ま
し
た
。
西
日
本
支
部
の
興
隆
を
願
い
、
常
に
我
々
後

輩
を
督
励
し
、
支
部
発
足
以
来
初
年
余
に
渡
る
活
動
の
常
に
先
頭
に

た
ち
、
ま
た

3
年
毎
に
巡
っ
て
く
る
恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会
で

は
、
大
阪
海
遊
館
隣
「
サ
イ
レ
ン
」
に
始
ま
り
、
須
磨
荘

(
2
回)、

六
甲
荘
、
京
都
、
名
古
屋
そ
し
て
今
年
の
予
定
の
京
都
ま
で
企
画
・

運
営
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

私
達
役
員
一
同
は
、
辻
山
支
部
長
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
恵
迫
寮

で
培
っ
た
精
神
・
志
を
会
員
皆
さ
ま
の
精
進
の
日
々
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
頑
張
る
と
共
に
、
会
員
相
互
の
交

流
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

西
日
本
支
部
は
、
東
は
愛
知
・
岐
車
・
三
重
の
名
古
屋
・
中
部
地

域
(
会
員
1
7
4
名
)
、
富
山・
石
川・
福
井
の
日
本
海
地
域
(
印
名
)

か
ら
大
阪

・
兵
庫
・
京
都

・
滋
賀
・
奈
良

・
和
歌
山
の
関
西
地
域

(
3

6

4
名
)
を
経
て
広
島
を
中
心
と
す
る
岡
山

・
鳥
取
・
島
根
・
山
口

の
中
園
地
域
(
部
名
て
さ
ら
に
は
四
園
地
域

(ω
名
)
、
西
は
九
州

地
域
(
お
名
)
・
沖
縄

(
H
名
)
ま
で
を
抱
え
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
観
点
か
ら
は
地
勢
学
的
に
大
変
難
し
い
「
く

恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
幹
事
長

伊

藤

靖

久

(
S
お
年
入
寮
)

く
り
L

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
大
阪
は
求
心
力
が
低
下
し
、

物
見
遊
山
の
場
と
人
の
集
中

と
い
う
意
味
で
は
東
京
の
一
人
勝
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

組
織
を
預
か
る
幹
事
長
と
し
て
は
、
会
員
相
互
の
交
流
は
ま
ず
各
地

域
の
中
で
培
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
勢
い
を
3
年
毎
の
西
日
本
大
会

に
持
ち
込
ん
で
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
手
立
て
を

講
じ
ま
す
。
地
域
恵
迎
会
を
立
ち
上
げ
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

立
ち
上
げ
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
だ
く
地
域
幹
事
を
推
薦
し
、
援
助

い
た
し
ま
す
。
具
体
に
は
、
勧
誘
、
連
絡
等
の
通
信
費
を
補
助
し
、

交
流
会
に
支
部
役
員
も
出
席
い
た
し
ま
す
。
前
回
名
古
屋
で
西
日
本

大
会
を
開
催
し
た
よ
う
に
地
域
で
の
支
部
大
会
を
追
求
い
た
し
ま

す。
ひ
と
頃
、
四
国
恵
迫
会
や
九
州
恵
迫
会
な
ど
そ
の
活
動
と
存
在
が

知
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
世
代
交
代
の
流
れ
の
中
で
今
で
は
見
え

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
恵
迫
同
窓
の
皆
様
!

今
年
は
3
年

に
一
度
の
西
日
本
大
会
で
す
。
会
場
は
今
、
句
の
都
市
・
京
都
で
行

い
ま
す
。
開
識
社
、
大
寮
歌
祭
、
番
外
編
(
祇
園
二
軒
茶
家
中

村
楼
)
と
趣
向
を
凝
ら
し
ま
す
。
本
号
に
掲
載
の
紹
介
文
を
ご
一
読

下
さ
い
。
役
員
一
同
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
皆
様
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

挨拶11 



幸
健
一
郎
君
の
死
を
悼
む

恵
迫
寮
同
窓
会
副
会
長

!享

谷

純

吉

(
S
初
年
入
寮
)

昭
和
初
年
4
月
、
私
は
恵
迫
寮
に
入
寮
し
た
。

幸
君
も
同
期
の
入
寮
で
あ
っ
た
。
特
に
付
き
合

い
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
白
年
2
月
か
ら

7
月

ま
で
第
1
5
6
期
委
員
長
を
務
め
た
彼
の
後
を

継
ぎ
、
私
が

1
5
7
期
委
員
長
に
な
っ
た
の
も
何
か
の
縁
で
あ
る
。

昭
和
お
年
3
月
に
恵
迫
寮
を
退
寮
し
た
後
は
、
特
に
幸
君
と
の
交
流

を
持
つ
こ
と
も
な
く
数
十
年
を
過
ご
し
て
き
た
。

再
会
し
た
の
は
、

2
代
目
恵
迫
寮
の
取
り
壊
し
を
し
の
び
、
昭
和

m年
・
初
年
・
出
年
・
ロ
年
入
寮
生
が
集
ま
っ
た
昭
和
町
年
8
月
幻

日
開
催
の
「
恵
迫
寮
閉
寮
記
念
同
窓
会
L

の
場
で
あ
っ
た
。
当
時
私

は
釧
路
保
健
所
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
は
そ
の
ま
ま
お
別

れ
し
た
。
昭
和

ω年
4
月
、
転
勤
で
札
幌
に
戻
っ
た
が
、
そ
の
時
に

は
昭
和
問
年
に
発
足
し
た
恵
迫
寮
同
窓
会
が
活
発
に
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
幸
君
は
そ
の
中
核
と
し
て
元
気
に
頑
張
っ
て
い
た
。

恵
迫
寮
同
窓
会
の
発
足
の
経
緯
は
記
念
文
集
「
恵
迫
寮
よ
永
遠
に
」

の
中
に
高
井
宗
宏
君

(
S
況
年
入
寮
)
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、

幸
君
は
一
貫
し
て
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て
き
た
。
私
も
「
寮

歌
歌
始
め
の
会
L

や
「
寮
歌
祭
」
に
参
加
し
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
は
寮
生
の
入
寮
選
考
を
巡
っ
て
現
寮
生
と
大
学
当
局
の

12 

聞
に
険
悪
な
空
気
が
存
在
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
幸
君
は
一
貫
し

て
現
寮
生
を
信
ず
る
こ
と
を
説
き
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
寮
生
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
に
努
力
し
、
つ
い
に
大
学
当
局
に
恵
迫
寮
の
名

前
を
正
式
に
認
め
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
同
窓
会
で
は
現
在
寮

の
玄
関
に
あ
る
看
板
を
寄
贈
し
て
喜
び
を
表
し
た
。

平
成
7
年
、
幸
君
は
同
窓
会
代
表
幹
事
に
就
任
。
そ
の
と
き
「
お

前
も
手
伝
え
」
の
一
言
で
私
も
副
代
表
幹
事
に
就
く
こ
と
に
な
り
、

共
に
同
窓
会
の
運
営
に
汗
を
流
す
こ
と
と
な
っ
た
。
幸
君
の
一
貫
し

た
主
張
の
一
つ
が
現
寮
生
を
信
頼
し
交
流
す
る
こ
と
の
大
切
き
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
幸
君
は
、
同
窓
会
の
発
展
の
た
め
に
北
海
道
内
で

の
組
織
強
化
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
代
表
幹
事
を
辞
し
た
後
も
初

代
北
海
道
支
部
長
と
な
り
、
全
道
に
同
窓
会
を
組
織
化
し
た
り
、
組

織
の
若
返
り
を
図
っ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
を
自
ら
の
手
で
実
行
す
べ
く
、
後
任
の
北
海
道
支
部
長

に
は
白
浜
憲
一
君

(Sω
年
入
寮
・
現
代
表
幹
事
)
を
指
名
し
た
。

幸
君
は
恵
迫
寮
を
愛
し
続
付
て
生
涯
を
過
ご
し
て
き
た
。
た
だ
、
残

念
で
た
ま
ら
な
い
の
は
、
昨
年
の
恵
迫
百
年
記
念
祭
に
は
病
床
に
伏

し
て
元
気
な
姿
で
参
加
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

幸
君
、
私
は
君
の
意
志
を
継
い
で
恵
迫
寮
・
恵
迫
寮
同
窓
会
の
た

め
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
霊
前
に
誓
う
。
見
守
っ
て
い
て
く
れ
。



辻
山
昌
佑
君
の
恵
迎
魂
を
受
け
継
ご
う

恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
長
代
行

窪

(田
S 

2開
入

雪拓

恵
迫
寮
は
不
思
議
な
所
だ
。
時
代
を
超
え
て
、

そ
こ
に
は
何
の
利
害
も
な
い
の
に
、
出
会
う
と
、

「
恵
迫
」
の
名
の
も
と
に
親
近
感
が
増
す
。
そ
れ

は
誰
も
が
口
に
す
る
「
都
ぞ
弥
生
L

だ
。
卒
業

以
来
、
ど
れ
だ
け
誼
っ
て
き
た
こ
と
か
。

辻
山
昌
佑
君

(sm年
入
寮
)
と
の
出
会
い
は
昭
和
必
年
、
大
阪

万
博
の
時
で
あ
る
。
静
か
な
語
り
口
で
柔
和
な
感
じ
の
方
だ
と
思
っ

た
。
当
時
の
辻
山
君
は
東
京
勤
務
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
時
の
全
国
寮

歌
祭
は
飛
び
入
り
参
加
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
初
年
組
は
、
関

西
に
青
山
、
小
久
保
、
米
田
君
ら
が
お
ら
れ
、
再
会
を
兼
ね
て
来
阪

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
う
い
う
訳
か
こ
の
時
の
写
真
が
手
元

に
あ
る
。
万
博
ホ
1

ル
横
の
ロ

l
ン
で
輪
に
な
っ
て
寸
都
ぞ
弥
生
L

な
ど
寮
歌
を
謡

っ
て
い
る
丸
首
シ
ャ
ツ
で
半
袖
姿
の
健
康
そ
の
も
の

の
辻
山
君
が
写
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ヤ
ン
マ

1
を
退
職
し
、
門
真

の
地
で
書
庖
業
を
営
む
傍
ら
、
同
窓
会
活
動
に
踏
み
込
ん
で
来
ら
れ

た。
大
袈
裟
な
言
い
方
だ
が
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
が
パ
プ
テ
ス
ナ
の
ヨ

ハ
ネ
の
洗
礼
を
受
け
、
裟
婆
に
出
て
き
て
語
り
口
を
一
般
に
向
け
た

よ
う
に
、
彼
は
恵
迫
を
彼
な
り
の
道
標
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
同
窓
会
の
活
動
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
実
態
の
あ
る
現
実
世
界

で
、
思
い
は
実
現
す
る
と
確
信
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「鼻
歌
交
じ
り
で
同
窓
活
動
の
下
調
べ
や
執
筆
を
し
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
瑛
子
夫
人
が
や
さ
し
い
眼
差
し
で
言
わ
れ
た
。
夫
人
は
今
、

辻
山
君
の
生
前
の
意
志
を
継
い
で
門
真
銀
座
書
庖
を
営
ん
で
い
る
。

「
全
く
、
な
に
ご
と
も
主
人
が
や
っ
て
い
た
の
で
、
手
探
り
で
す
」
と

言
わ
れ
、
私
は
人
生
の
生
き
様
を
そ
こ
に
垣
間
見
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
た
だ
、
令
夫
人
が
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、
同
窓
会
会
合
の
あ
と
、

帰
宅
は
い
つ
も
深
夜
だ
っ
た
と
か
。
私
な
り
に
解
釈
す
る
と
、
同
窓

会
の
会
合
が
良
き
に
付
け
悪
し
き
に
付
吋
自
問
し
つ
つ
ゆ
っ
く
り
酒

を
噌
み
、
山
本
七
平
の
如
く
広
い
知
識
が
飲
み
仲
間
と
語
る
ひ
と
と

き
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
故
か
告
別
の
日
、
書

庖
業
で
な
く
、
は
た
ま
た
同
窓
関
係
で
な
い
方
が
弔
問
に
来
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
を
聞
く
と
納
得
で
き
る
節
も
あ
る
。

関
西
に
は
北
大
関
西
同
窓
会
と
有
限
責
任
中
間
法
人
北
海
道
大
学

関
西
エ
ル
ム
会
が
あ
る
。
関
西
同
窓
会
会
長
は
阿
澄
君
の
後
を
引
き

継
い
だ
遠
藤
彰
三
さ
ん
で
あ
る
が
、
中
間
法
人
の
代
表
幹
事
は
辻
山

君
で
あ
る
。
彼
の
生
へ
の
執
念
は
今
で
も
消
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

過
日
、
辻
山
宅
を
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
令
夫
人
は
お
嬢
さ
ん
(
?
)

と
屈
を
切
り
回
し
て
お
ら
れ
た
。
顧
る
と
随
分
長
い
お
付
き
合
い
を

し
、
数
々
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
頑
固
さ
故
に
反
発
す
る

向
き
も
あ
っ
た
が
、
中
間
責
任
法
人
の
立
ち
上
げ
は
彼
を
抜
き
に
し

て
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

同
様
、
恵
迫
の
火
を
絶
や
さ
な
い
執
念
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で

あ
る
。
北
大
恵
迫
系
譜
に
そ
の
名
を
市
井
人
と
し
て
連
ね
る
こ
と
を

後
人
に
託
す
。

死
ん
で
も
生
き
て
い
る
辻
山
君
、
サ
ヨ
ナ
ラ
、
宮
内
耳
目
白
(
目
。
日
各

g
一
追悼13 



回怨

感
激
の

1
0
0年
記
念
祭

恵辿百年記念祭

(出
S 

年
入

ぎ精

ー
ー
恵
迫
第
7
号
を
読
ん
で
、

1
0
0
周
年
記
念
祭
の
前
夜
遅
く

ま
で
奮
闘
な
さ
れ
た
方
々
の
ご
労
苦
を
知
り
、
改
め
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。

以
下
は
、
実
に
長
く
て
楽
し
か
っ
た
9
月
幻
日
の
日
記
で
す
。

特集 I

【
幻
日
午
前
}

「都
ぞ
弥
生
」

歌
碑
の
改
装
除
幕
式

会
場
に
早
足
で
向
か
う
。
周
辺
整
理
に
駆
け
足
で
働
い
て
い
る
仙

台
出
身
の
長
谷
川
健
君
(
北
大
大
学
院
理
学
研
究
院
)
に
バ
ッ
タ
リ

と
出
会
う
。
彼
は
火
山
研
究
の
た
め
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
赴
い
て
い
た

筈
な
の
に
:
:
:
。
何
と
「
こ
の
日
の
た
め
に
ト
ン
ボ
帰
り
で
一
時
帰

国
し
て
き
ま
し
た
」
と
聞
い
て
、
流
石
は
恵
迫
の
子
と
感
心
、
感
激
。

程
な
く
式
典
が
始
ま
る
。
セ
レ
モ
ニ

ー
に
続
い
て
全
員
で
肩
を
組
ん

で
「
都
ぞ
弥
生
」
全
曲
を
高
ら
か
に
唄
う
。
見
上
げ
る
青
空
の
大
半

を
隠
し
て
い
る
の
は
、
あ
れ
か
ら
ま
た
印
本
余
り
年
輪
を
増
や
し
て

欝
蒼
と
繁
る
原
始
林
の
樹
木
た
ち
。
人
垣
の
輸
の
中
で
は
伝
統
的
な

装
束
の
応
援
団
員
に
加
え
て
吹
奏
団
の
姿
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
私
の

右
隣
り
に
は
熱
唱
す
る
女
子
学
生
が

3
人
も
続
く
と
い
う
光
景
も
、

日
年
前
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

式
が
済
み
人
の
輸
が
解
け
た
と
き
、
真
っ
先
に
お
会
い
で
き
た
方

は
渋
谷
富
業
先
輩
。
ご
挨
拶
を
終
え
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
又
す

ぐ
に
宍
戸
昌
夫
先
輩
に
お
会
い
す
る
。
お
二
人
と
も
万
年
青
年
こ
と

に
あ
り
と
い
う
元
気
な
お
顔
。
冒
頭
の
長
谷
川
君
は
平
成
の
名
寮
歌

の
一
つ
「
生
命
萌
え
出
で
」
の
作
曲
者
で
あ
り
、
「
都
」
碑
除
幕
会
場

で
忽
ち
三
人
の
寮
歌
作
者
に
お
会
い
で
き
た
と
は
幸
先
が
よ
い
。

'4 

【
幻
日
午
後
】

ク
ラ

l
ク
会
館
で
寮
歌
の
新
C
D
を
入
手
す
る
。

2
枚
の

C
D
の

中
に
は
、
宍
戸
さ
ん
と
渋
谷
さ
ん
の
名
作
は
も
と
よ
り
、
長
谷
川
君

の
作
品
も
登
場
し
て
嬉
し
い
限
り
。
昨
夜
の
昭
和
初
年
入
寮
組
の
同

期
会
で
、
今
度
の
C
D
で
は
長
谷
川
君
が
寮
歌
の
発
声
者
(
音
頭
を

と
る
人
)
を
務
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
二
重
の
喜
び
を
感

じ
る
。一

万
人
の

「
都
ぞ
弥
生
」

仙
台
を
発
つ
と
き
は
正
真
正
銘
ぎ
っ
し
り
と
大
学
構
内
を
埋
め
る

人
々
の
大
合
唱
を
予
想
し
て
い
た
が
::・
。
し
か
し
意
外
に
会
場
に

は
ゆ
と
り
が
た
っ
ぷ
り
と
あ
る
。
が
、
幹
事
の
千
川
浩
治
君
の
挨
拶

の
中
で
か
一
万
人
。
の
意
味
を
聞
い
て
納
得
。
「
都
ぞ
弥
生
L

の
全
節

を
合
唱
す
る
問
、
ふ
と
入
学
し
た
年
の

5
月
頃
か
、
こ
こ
で
聞
か
れ

た
応
援
団
に
よ
る
寮
歌
伝
授
の
催
し
の
時
の
情
景
が
鮮
や
か
に
匙

る
。
そ
こ
に
は
大
勢
の
男
子
学
生
の
中
に
混
じ

っ
て
、
ご
く
少
数
の

女
子
学
生
が
楽
し
そ
う
に
そ
し
て
物
珍
し
げ
に
笑
顔
で
歌
っ
て
い
る

姿
も
あ
っ
た
。
懐
か
し
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。

【

η
日
夜
】

大
寮
歌
祭
で
は
卯
代
半
ば
を
超
え
ら
れ
た
と
い
う
繁
富
先
輩
か
ら

現
役
学
生
に
至
る
ま
で
一
堂
に
会
し
、
長
時
間
に
亘
っ
て
数
々
の
名
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解正
仁
仁

で
裕
明

体
宮
宮

国
迫
継

道一一一一

海
名
名

北
幼
幼

↓
の
の

。
皇
皇

た
天
天

』
し
↓
↓

紳
道

「
来
子

氏
が
良

野
皇
+

平
天
皇
皇

、
に
天
天

稿
月
和
上

投

8
昭
今

由
年
一
一
一
一

自
9
下
子

頁
2
陛
太

1
和
両
皇

7
昭

指摘
1 )皇太子は来道していない=学習院聴講生の時であり、

両陛下のみであった。
2) r殿下の目的Jが恵迫寮前に全天候テニスコート

=寮前のホッケーグランド(煉瓦作りのスタンド)
に両陛下が来たが、全天候テニスコートができたは
あり得ない。殿下は皇太子の意味だから、来ない人が
希望も何もあり得ない。

3) r殿下はない地の某所でj は軽井沢の正田美智子妃との
出会いを意味すると思うが、新聞等では832出会い、 834
結婚となっている。ミツチーブーム

4)昭和8年生まれは皇太子、 4人目にやっと生まれた男子、
『迫宮明仁j と命名 =親子チャンポンで、こんな間違いは

救いようがない。
5)お召し船は洞爺丸、 823年建造
6)寮生に禁足令 =未確認
7) r島学長から説明を受けた殿下J=恵迫寮と迫宮の一致で

一入だったと雷うが、来ていたとしても継宮明仁には感じられ
ないであろう。

8)昭和天皇の肉親王の死は、照宮成子さんが35歳で死んだことを
言うのであるう =未確認

=22年11月就航で間違い。

どうぞ宜しく。
* * * * tmkitahiro 

高井宗宏
061-0031北広島市北進町4-3-2

sspGY964eybb.neJP 
勤務先:北海道農業機械工業会
hokunoko@coral.ocn.ne.jp 
* * * * tmk i tah i ro * * * * 

* * * * 



寮
歌
を
歌
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は

今
や
北
大
だ
け
だ
ろ
う
と
思
い
、
胸
が
熱
く
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ

が
で
き
な
い
他
校
の
立
場
を
お
も
ん
ば
か
り
し
て
感
慨
深
い
も
の
が

ある・・・・・・。

歌
の
合
間
に
は
人
々
と
の
出
会
い
、
記
念
の
ス
ナ
ッ
プ
撮
影
、
初

め
て
お
会
い
で
き
た
神
戸
か
ら
の
米
田
先
輩
、
丁
度
印
年
振
り
に
再

会
で
き
た
博
多
か
ら
の
轟
元
名
委
員
長
等
々
:
:
:
。
皆
、
寮
歌
あ
っ

て
の
お
陰
だ
。
終
盤
で
1
0
0
年
記
念
寮
歌
の
発
表
に
も
大
い
に
魅

せ
ら
れ
て
、
「
ブ
ラ
ボ
l
!
L
と
叫
ぶ
。

北
大
寮
歌
が
今
も
生
き
生
き
と
続
く
わ
け

仙
台
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
子
供
の
と
き
か
ら
旧
制
二
高
に
も
深

い
親
し
み
を
感
じ
て
お
り
、
二
高
に
も
数
々
の
名
歌
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
。
し
か
し
二
高
を
も
包
摂
し
て
再
出
発
し
た
東
北
大
学

で
は
、
寮
歌
は
殆
ど
継
承
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
大
変
残
念
で
あ
る
。

仙
台
や
東
北
の
四
季
を
織
り
込
ん
だ
自
然
讃
歌
の
名
歌
も
あ
る
の
に

惜
し
い
こ
と
だ
。
元
々
東
北
大
と
二
高
と
は
各
々
独
立
校
で
あ
り
、

北
大
予
科
と
同
列
に
は
語
れ
な
い
事
情
は
あ
る
が
、
仙
台
で
は
か
つ

て
二
高
と
仙
台
専
と
が
(
あ
た
か
も
北
大
予
科
と
樽
商
と
の
知
く
)

ス
ポ
ー
ツ
や
応
援
合
戦
で
格
好
の
ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
っ
た
。
新
制
東

北
大
は
そ
れ
ら
二
つ
の
国
立
校
と
師
範
学
校
及
び
宮
城
女
専
と
い
う

こ
つ
の
県
立
校
も
全
て
包
摂
し
、
各
校
の
校
舎
も
寮
も
東
北
大
の
も

の
と
し
て
市
内
の
方
々
に
散
在
す
る
形
と
な
っ
た
。

比
べ
て
北
大
は
、
寸
都
ぞ
弥
生
L

と
い
う
大
き
な
宝
の
存
在
が
大
要

因
な
の
は
語
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
札
幌
で
は
全
て
旧
制
時
代
と

変
わ
ら
ず
同
一
構
内
に
ま
と
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
り
、
恵
迫
寮
は
そ
の
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ま
ま
教
養
部
の
唯
一
の
寮
と
し
て
存
続
し
て
き
た
。
こ
れ
は
東
北
大

だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
大
学
に
も
例
が
な
い
で
あ
ろ
う
際
立
っ
た
特

徴
に
違
い
な
い
。
そ
う
い
う
好
環
境
と
、
北
海
道
特
有
の
風
土
の
中

で
、
旧
制
時
代
の
数
々
の
名
寮
歌
に
続
け
と
ば
か
り
に
、
今
も
名
歌

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
稀
有
な
こ
と
、
幸
い
な
こ
と
だ

と
言
う
の
他
は
な
い
。

恵
迫
寮
歌
が
こ
れ
か
ら
も
栄
え
ゆ
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
る
。

(
仙
台
市
宮
城
野
区
)

わ
が

『
波
と
海
」

緒

方

純

俊

(
S
招
年
入
学
)

若
い
学
生
の
手
に
よ
る
寮
歌
の
言
葉
と
調
べ
は
み
な
美
し
い
。
大

和
言
葉
だ
け
の
歌
詞
か
ら
は
ロ
マ
ン
と
情
感
が
伝
わ
っ
て
来
る
。
漢

語
を
散
り
ば
め
た
語
り
に
は
小
気
味
よ
い
響
き
が
あ
る
。
と
て
も
素

人
の
学
生
が
作
っ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
。
若
い
才
能
が
ま
ぶ
し
く

輝
い
て
み
え
る
。

一
世
紀
を
超
え
て
な
お
歌
い
継
が
れ
る
「
都
ぞ
弥
生
」
。
有
史
来
の

混
迷
に
も
隠
忍
自
重
、
な
お
旬
旬
前
進
を
誓
う
寸
時
潮
の
波
の
」
。
騒

然
と
し
た

ω年
安
保
の
真
っ
た
だ
中
の
良
心
「
詰
洋
の
海
」
。

こ
の
世
で
作
者
に
出
会
え
る
だ
ろ
う
か
。
明
治
は
遠
く
追
う
に
能

わ
ず
と
も
戦
後
の
「
波
」
と
「
海
L

に
は
た
ど
り
着
き
た
い
。
そ
ん

な
思
い
が
消
え
か
か
っ
た
こ
ろ
、
時
は
あ
っ
さ
り
と
期
待
に
応
え
て

く
れ
た
。

恵適百年記念祭回想特集 IZラ
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昨
年
9
月
初
日
、
私
は
ひ
と
り
札
幌
に
入
っ
た
。
寮
外
生
な
が
ら

恵
迫
寮
百
年
記
念
祭
に
か
こ
つ
け
て
教
養
時
代
の
旧
寮
生
に
声
を
か

け
て
い
る
。
翌
幻
日
の
教
養
ク
ラ
ス
会
は
旧
寮
生
の
参
加
に
よ
っ
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
「
都
ぞ
弥
生
L

の
合
唱
で
締
め
く
く

る
。
ま
ず
は
大
成
功
で
あ
っ
た
。

翌
幻
日
に
は
勇
躍
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
挑
む
。
わ
れ
と
わ
が
身
を
省

み
ず
壇
上
に
駆
け
上
が
り
元
寮
生
ら
と
肩
を
組
ん
で
放
歌
す
る
。
お

り
し
も
、
元
応
援
団
員
の
友
人
が
「
時
潮
の
波
の
」
作
歌
者
が
来
て

お
ら
れ
る
か
ら
紹
介
す
る
と
言
う
。
酔
っ
た
勢
い
も
借
り
て
渋
谷
富

業
大
先
輩
の
テ
ー
ブ
ル
に
近
づ
い
た
。

若
く
し
て
才
気
の
発
露
を
み
た
人
特
有
の
雰
囲
気
。
穏
や
か
な
語

り
口
。
「
時
潮
の
波
の
」
に
ま
つ
わ
る
話
な
ど
、
私
の
厚
か
ま
し
い
質

問
に
も
ご
く
自
然
な
口
調
で
応
え
ら
れ
た
。
最
後
に
ツ

l
シ
ョ
ッ

ト

の
記
念
写
真
ま
で
お
付
き
合
い
し
て
い
た
だ
い
て
、
こ
れ
ま
た
感
激

で
あ
る
。
待
ち
に
待
っ
た
「
潮
L

は
意
外
と
あ
つ
り
な
く
引
い
て
「海
L

だ
け
が
残
っ
た
。

「
海
」
は
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、
前
出
の
友

人
が
送
っ
て
く
れ
た
「
恵
迫
」
百
年
記
念
号
(
第
7
号
)
で
あ
る

0

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
る
う
ち
に
前
野
紀
一
氏
寄
稿
の
「
定
洋
の
海

と
寮
歌
C
D
制
作
L

が
自
に
と
ま
る
。
こ
の
と
き
、
作
歌
者
が
三
浦

清
一
郎
氏
だ
と
知
る
。
ま
さ
か
、
あ
の
三
浦
先
生
で
は
な
か
ろ
う
か
。

私
と
同
じ
市
内
に
成
人
教
育
の
リ

l
ダ
と
し
て
高
名
な
三
浦
先
生

が
住
ん
で
お
ら
れ
る
。
し
か
も
北
大
出
身
で
、
そ
の
人
に
は
昔
会
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

何
か
ら
何
ま
で
作
歌
者
の
三
浦
さ
ん
の
属
性
と
一

致
す
る
。
し
か
し
、
本
人
に
直
接
聞
か
な
い
限
り
両
者
の
一
致
は
証

明
で
き
な
い
。
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ト

昭

前

中

そ
う
こ
う
す
る
聞
に
、
三
浦
さ
ん
を
知
る
友
人
か
ら
い
く
つ
か
の

情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
す
べ
て
私
に
と
っ
て
確
信
に
迫
る
も
の
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
私
は
勇
を
鼓
し
て
電
話
機
を
取
っ
た
。

あ
い
に
く
三
浦
さ
ん
は
出
張
中
で
あ
っ
た
が
奥
様
が
知
っ
て
お
ら
れ

た
。
つ
い
に
難
儀
し
た
同
定
作
業
が
終
る
。
こ
れ
で
私
の
「
波
」
と

「
海
」
が
つ
な
が
っ
た
。
人
は
こ
れ
を
傍
倖
と
言
っ
て
軽
ん
じ
る
。
だ

が
、
時
は
私
に
味
方
し
た
の
だ
。

数
十
年
前
、
私
た
ち
の
教
養
ク
ラ
ス
は
大
学
祭
に
参
加
し
た
。
テ
ー



マ
は
、
「
時
代
背
景
か
ら
辿
る
寮
歌
L

で
あ
る
。
そ
れ
を
な
ら
い
た
て

の
青
い
方
法
論
で
料
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
作
業
の
中
核
は

や
や
先
鋭
化
し
た
寮
生
で
あ
る
。
一
仕
事
終
え
た
私
た
ち
は
会
場
の

教
室
で
自
己
満
足
の
ぬ
る
ま
湯
に
浸
っ
て
い
た
。

そ
の
と
き
、
髭
面
長
髪
の
男
が
地
下
足
袋
を
履
い
て
現
れ
た
。
居

並
ぶ
我
々
を
じ
ろ
り
と
脱
み
つ
げ
た
あ
と
、
一
言
も
発
せ
ず
、
い
き

な
り
大
声
で
寮
歌
を
捻
り
だ
し
た
。
寮
歌
は
か
く
歌
う
も
の
だ
と
手

本
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
迫
力
が
ま
る
で
違
う
。
良
く
通

る
野
太
い
声
で
続
け
ざ
ま
2
、
3
曲
肌
え
た
後
、
最
後
に
「
註
洋
の

海
」
を
朗
々
と
吟
じ
な
が
ら
出
て
行
っ
た
。
髭
男
は
、
翌
年
、
教
養

生
最
後
の
応
援
団
長
に
推
さ
れ
る
。
私
が
「
波
」
と
「
海
」
に
辿
り

つ
け
た
の
は
、
ひ
と
え
に
髭
面
老
兄
の
厚
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
福
岡
県
宗
像
市
)

※
編
集
注

緒
方
純
俊
さ
ん
は
恵
迫
寮
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
百
年

記
念
祭
に
も
飛
び
入
り
参
加
さ
れ
る
な
ど
寮
歌
に
対
す
る
思
い
入
れ

が
強
い
た
め
特
別
に
寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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わ
が
青
春
の
恵
迫
寮
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な
れ
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佐

竹

正

治

(sm年
入
寮
)

特集 I

定
年
退
職
を
機
に
、
四
十
数
年
を
過
ご
し
た
札
幌
を
諸
般
の
事
情

で
離
れ
た
が
、
恵
迫
寮
百
年
記
念
祭
に
参
加
す
る
た
め
、
約
1
年
ぶ

り
に
懐
か
し
の
地
、
札
幌
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

百
周
年
記
念
の
思
い
出
と
と
も
に
、
初
め
て
札
幌

の
地
を
踏
み
、
恵
迫
寮
の
門
を
く
ぐ
っ
た
時
の
新
鮮

な
驚
き
や
忘
れ
が
た
い
仲
間
た
ち
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
」
円
春
。
を
回
顧
し
て
み
た
。

初
め
て
の
札
幌

そ
し
て
憧
れ
の
恵
迫
へ

東
京
受
験
の
た
め
、
初
め
て
札
幌
に
来
た
の
は
、
昭
和
拘
年
の
3

月
末
。
北
陸
・
富
山
か
ら
「
特
急
・
日
本
海
」
で
二
十
数
時
間
か
け

て
札
幌
に
着
い
た
。
札
幌
駅
の
ホ

l
ム
で
「
北
大
は
ど
う
行
っ
た
ら

い
い
の
か
L

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
北
口
を
案
内
さ
れ
、
そ
の
北
口
の

あ
ま
り
の
寂
れ
た
風
景
に
、
こ
れ
が
札
幌
な
の
か
と
び
っ
く
り
。
南

口
に
出
れ
ば
印
象
も
違
っ
た
の
だ
ろ
う
が
:
:
:
。
そ
こ
か
ら
、
恵
迫

寮
ま
で
雪
解
け
の
ぬ
か
る
み
の
道
を
歩
い
た
。
革
の
短
靴
を
履
い
て

い
た
た
め
、
靴
に
水
が
入
り
、
た
ち
ま
ち
泥
ま
み
れ
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
、
札
幌
で
初
め
て
の
買
い
物
は
ゴ
ム
長
だ
っ
た
。
や
っ
と

寮
に
た
ど
り
着
き
、
事
務
室
で
仮
宿
の
手
続
き
。
指
定
さ
れ
た
部
屋

に
行
く
途
中
、
学
生
服
の
肩
ま
で
髪
が
伸
び
た
人
と
す
れ
違
い
、
一

瞬
、
寮
に
女
性
が
住
ん
で
い
る
の
か
と
び
っ
く
り
。
後
に
、
ひ
げ
を

生
や
し
た
長
髪
の
応
援
団
員
と
分
か
っ
た
が
、
奇
っ
怪
な
世
界
だ
な

と
驚
い
た
反
面
、
面
白
い
人
間
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
と
に
興
味
を

覚
え
た
。

仮
宿
は
木
製
ベ
ッ
ド
の
5
人
部
屋
。
入
室
し
た
時
、
一
人
で
黙
々

と
勉
強
さ
れ
て
い
た
在
室
の
成
島
辰
巳
さ
ん
に
と
て
も
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
、
寮
生
活
に
安
心
と
親
し
み
を
感
じ
た
。

旧
制
高
校
の
寮
生
活
に
憧
れ
て
い
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
寮
に
入

恵迫百年記念祭回想特集 I'7 



回想、

り
た
か
っ
た
が
、
入
寮
面
接
で
補
欠
に
な
り
、

5
月
末
に
よ
う
や
く

恵
迫
寮
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

サ
ー
ク
ル
は
、
尾
崎
毅
さ
ん
主
宰
の
「
現
代
科
学
研
究
会
」
に
所

属
し
た
。

他
に
多
田
憲
男
・
斉
藤
武
美

・
鉄
信
二
郎
・
大
和
勝

・
村

田
義
治
の
先
輩
諸
兄
と
、
私
と
同
じ
新
入
寮
生
の
金
子
信
弘
・
本
間

克
・
吉
次
章
の
諸
君
が
思
い
出
さ
れ
る
。

寮
生
活
と
寮
歌
・
ス
ト
ー
ム
が
我
が
青
春
を
形
作
る
も
の
と
な
り
、

観
桜
会
や
歓
迎
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ

ー
テ
ィ
、
部
屋
対
抗
早
朝
野
球
(
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
?
)
も
実
に
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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思
い
出
の
歌
碑
周
辺

富
山
|
札
幌
聞
は
、
飛
行
機
で
約
1
時
間
初
分
。
記
念
祭
の
前
日

に
札
幌
入
り
し
た
が
、
丸
一
日
か
か
っ
た
大
学
時
代
に
比
べ
て
、
隔

世
の
感
で
あ
る

o
n日
は
午
前
日
時
か
ら
の
修
復
さ
れ
た
「
都
ぞ
弥

生
」
の
歌
碑
除
幕
式
に
参
加
。
在
寮
時
、
ド
イ
ツ
語
の
単
語
を
覚
え

る
た
め
、
こ
の
原
始
の
森
に
あ
っ
た
歌
碑
の
周
辺
を
毎
朝
散
歩
し
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
春
先
に
は
延
齢
草
の
花
が
咲
い
て
い
た
。

除
幕
式
に
は
横
山
家

・
赤
木
家
の
親
族
も
出
席
さ
れ
、
あ
ら
た
め

て
「
都
ぞ
弥
生
L

の
永
遠
な
る
こ
と
を
感
じ
た
。

今
回
修
復
成
っ
た
歌
碑
前
で
撮
っ
た
写
真
を
紹
介
す
る
。
左
か
ら

佐
藤
博
昭

(
S
ぬ
入
寮
)
大
隈
昭
二

(
S
刊
入
寮
)
佐
竹
正
治

(
S

臼
入
寮
)
西
雪
弘
光

(Sω
入
寮
)
の
諸
氏
で
あ
る
。
修
復
歌
碑
除

幕
式
参
加
を
終
え
、
ク
ラ

l
ク
会
館
へ
の
道
は
柔
ら
か
い
秋
の
陽
の

中
で
あ
っ
た
。
恵
迫
寮
か
ら
理
学
部
へ
こ
の
道
を
通
っ
た
日
々
を
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
た
。
理
学
部
横
の
エ
ル
ム
の
森
も
、
数
年
前
の

風
台
風
に
よ
る
倒
木
の
影
響
か
、
間
隙
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ょ
う
だ
。
あ
の
頃
は
も
っ
と

欝
蒼
と
し
て
い
た
は
ず
だ
。

ク
ラ

l
ク
会
館
で
の
北
大

交
響
楽
団
に
よ
る
、

川
越
守

編
曲
「
都
ぞ
弥
生
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
L

は
C
D
で
よ
く
聴
い

て
い
た
が
、
生
の
オ
ケ
ラ
に

よ
る
演
奏
は

心
に
染
み
入

り
、
感
動
的
な
も
の
だ
っ
た
。

更
に
そ
の
後
の
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
の
寸
新
世
界
よ
り
」

は
新
し
く
1
0
0
年
を
超
え

る
こ
と
に
な
っ
た
寮

・
寮
歌

に
対
し
て
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
相
応
し
い
も
の
だ
っ
た
。

を
選
ん
だ
実
行
委
員
会
幹
事
に
感
謝
し
た
い
。

.8 

こ
の
曲

刊
数
年
ぶ
り
に
再
会

京
王
プ
ラ
ザ
で
の
「
大
寮
歌
祭
L

は
、
老
い
も
若
き
も
、
男
も
女

(
現
寮
は
女
性
も
入
寮
し
て
い
る
)
も
集
い
、
揮
然
一
体
と
化
し
た
大

寮
歌
祭
と
な
り
、
予
想
を
遥
か
に
超
え
る
大
人
数
で
あ
っ
た
。
祝
辞

の
中
で
昭
和
6
年
入
寮
の
御
歳
卯
歳
を
超
え
る
繁
富
一
雄
同
窓
会
名

誉
会
長
が
登
壇
。
朗
々
た
る
声
で
「
北
大
予
科

・
恵
迫
寮
生
活
を
愛

し
た
」
と
い
う
祝
辞
に
は
特
に
感
銘
し
た
。
会
場
で
は
昭
和
幼
年
入

寮
の
天
形

・
魚
山
・

金
子

・
佐
藤

・
芝
垣

・
鳥
潟
・
林

・
吉
田

・
関

口
の
諸
氏
と

ω数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
。
あ
の
混
沌
と
し
た
時
代
を

共
有
し
て
寮
生
活
を
行
っ
た
の
だ
な
と
思
う
。
昭
和
初
年
を
中
心
に



し
た
入
寮
生
連
中
は
、
昭
和

ω年
度
の
寮
歌
「
新
し
き
陽
は
」
(
金
子

公
良
君
作
歌
・
西
雪
弘
光
君
作
曲
)
を
歌
い
、
久
し
ぶ
り
に
多
く
の

寮
歌
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

昭
和
ぬ
年
、

ω年
入
寮
者
で
「
ぬ
・

ω会
」
(
芝
垣
美
男
君
が
会
長
)

を
結
成
し
札
幌
や
東
京
で
会
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
メ
ン
バ

ー
の一

人

ω年
入
寮
の
千
川
浩
治
君
作
歌
・
作
曲
の
「
恵
迫
寮
命
名
百
周
年

記
念
寄
贈
寮
歌
「
不
老
の
青
春
」
が
披
露
さ
れ
、
ぬ
・

刊
会
の
一
員

と
し
て
嬉
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。
宴
の
進
行
す
る
中
で
数
年
前
自
裁

し
た
昭
和
均
年
入
寮
の
南
部
攻
一
君
を
思
い
出
す
。
恵
迫
・
月
寒
と

寮
を
同
じ
く
し
た
寮
友
だ
。
恵
迫
で
は
ユ

l
ゲ
ン
ト
コ
1
ル
に
属
し

て
い
た
。
彼
と
一
緒
に
寮
歌
を
歌
う
機
会
は
も
う
な
い
と
、

心
の
中

で
追
悼
し
た
。

翌
日
、
月
寒
寮
で
一
緒
だ
っ
た
小
松
正
幸
・
大
隈
昭
二
君
と
会
食

を
し
た
後
、
秋
深
ま
る
札
幌
か
ら
富
山

へ
帰
省
し
た
。
あ
ら
た
め
て

「北
大
・
恵
迫
寮
L

は
永
遠
な
り
と
実
感
し
、
こ
の
大
学
で
勉
強
し
寮

で
過
ご
し
た
喜
び
を
感
謝
し
た
。
そ
し
て
新
た
な
る
力
を
貰
っ
た
「
恵

迫
寮
命
名
百
周
年
記
念
式
典
」
で
あ
っ
た
。

回想恵辿百年記念祭

畠

山
市

感
動

ま
た
感
動
の
大
寮
歌
祭魚

山

和

春

(
S
日
年
入
寮
)
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記
念
祭
当
日
私
は
苫
小
牧
の
自
宅
か
ら
J
R
で
早
め
に
札
幌
に
着

き
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
の
建
設
で
景
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た

駅
北
口
周
辺
を
通
り
抜
け
、
久
し
ぶ
り
に
北
大
構
内
を
散
策
し
な
が

ら
歌
碑
除
幕
式
会
場
へ
向
か
っ
た
。
様
変
わ
り
し
た
北
大
構
内
を
見

物
し
な
が
ら
歩
む
う
ち
に
定
刻
加
分
程
前
に
会
場
に
着
い
た
。
既
に

多
く
の
参
列
者
が
白
幕
に
覆
わ
れ
た
歌
碑
を
幾
重
に
も
取
り
囲
む
よ

う
に
し
て
集
っ
て
お
り
、
や
が
て
除
幕
式
が
盛
大

E
つ
厳
か
に
挙
行

さ
れ
た
。
恵
迫
寮
と
命
名
さ
れ
た
の
が

1
0
0
年
前
、
改
修
さ
れ
る

前
の
歌
碑
建
立
が
同
年
前
、
因
み
に
私
が
恵
迫
寮
に
入
寮
し
た
の
は

日
年
前
だ
。
そ
し
て
今
、
新
し
く
改
修
さ
れ
た
歌
碑
が
除
幕
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
私
は
時
の
流
れ
の
中
で
、
恵
迫
史

上
の
記
念
す
べ
き
大
場
面
に
一
恵
迫
寮
O
B
と
し
て
立
ち
会
っ
て
い

る
よ
う
な
厳
か
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
。
式
典
が
終
了
し
参
列
者

が
次
の
会
場
へ
移
動
す
る
の
を
待
っ
て
、
私
は
改
修
さ
れ
た
歌
碑
の

前
に
立
ち
初
対
面
し
た
。

北
大
構
内
が
大
き
く
変
貌
し
た
中
で
周
辺

に
は
未
だ
原
始
の
森
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
安
堵
す
る
と
共
に
、
こ

の
新
し
い
歌
碑
が
こ
れ
か
ら
先
の
恵
迫
百
年
の
歴
史
の
流
れ
の
道
標

と
し
て
そ
の
発
展
を
見
守
っ
て
い
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。

講
師
藤
田
正
一
氏
に
よ
る
「
新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌
農
学
校
」

と
題
し
た
講
演
は
、
講
師
の
歯
切
れ
良
い
説
明
で
新
渡
戸
稲
造
を
通

し
て
札
幌
農
学
校
時
代
の
教
育
精
神
や
当
時
の
時
代
背
景
等
が
豊
富

な
研
究
成
果
を
も
と
に
披
露
さ
れ
た
。
私
も
大
変
興
味
深
く
拝
聴
し

た
が
、
藤
田
氏
に
は
北
大
関
係
者
を
始
め
多
く
の
人
達
に
北
大
史
の

原
点
と
も
い
え
る
今
回
の
テ

1
マ
に
関
し
て
、
講
演
等
を
通
し
次
世

代
に
継
承
す
る
一
役
を
担
っ
て
欲
し
い
と
感
じ
た
。

川
越
守
氏
指
揮
の
北
大
交
響
楽
団
の
演
奏
は
真
に
素
晴
ら
し
か
っ

た。

「都
ぞ
弥
生
L

の
演
奏
を
聴
い
て
、
私
は
改
め
て
そ
の
雄
大
且
つ

荘
厳
な
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
惚
れ
直
し
た
。
ま
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ

1
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回想

ク
「
第
九
番
・
新
世
界
よ
り
L

は
、
新
天
地
に
寄
せ
た
洋
々
た
る
希

望
と
故
郷
を
偲
ぶ
と
い
う
曲
の
背
景
が
札
幌
農
学
校
時
代
に
重
な
り

恵
迫
百
年
祭
の
相
応
し
い
選
曲
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
厳
か
に
し

て
力
強
い
演
奏
は
会
場
の
溢
れ
ん
ば
か
り
の
聴
衆
を
魅
了
し
、
私
も

久
し
ぶ
り
に
聴
く
北
大
交
響
楽
団
の
生
演
奏
に
大
満
足
で
あ
っ
た
。

快
晴
で
太
陽
の
照
り
つ
砂
る
な
か
中
央
ロ

1
ン
で
の
二
万
人
で

歌
う
都
ぞ
弥
生
」
は
、
先
程
ま
で
ク
ラ
l
ク
会
館
で
講
演
を
聴
い
て

札
幌
農
学
校
時
代
を
偲
び
、
北
大
交
響
楽
団
の
演
奏
を
聴
い
て
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
世
界
に
浸
っ
て
い
た
私
達
を
、
す
ぐ
に
現
実
の
世
界
へ
引

戻
し
た
。
今
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
見
た
り
聴
い
た
り
受
動
的
で

あ
っ
た
が
、
い
よ
い
よ
自
ら
が
蛮
声
を
上
げ
て
寮
歌
を
歌
う
番
だ
。

青
空
の
下
中
央
ロ

1
ン
の
緑
々
と
し
た
広
場
に
年
齢
差
を
超
え
て

集
っ
た
幾
百
の
寮
友
が
、
千
川
実
行
委
員
の
言
う
「
恵
迫
寮
百
年
で

同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
一
万
人
有
余
の
寮
生
の
想
い
」
を
込
め
て
互

い
に
肩
を
組
み
寮
歌
を
高
吟
し
た
。
私
も
あ
ら
ん
限
り
の
蛮
声
を
張

上
げ
な
が
ら
在
寮
時
代
の
楽
し
く
も
懐
か
し
い
観
桜
会
や
観
楓
会
を

思
い
出
し
暫
し
若
返
っ
た
気
分
に
浸
っ
た
。

さ
て
は
夜
の
部
は
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の
「
大
寮
歌
祭
」
だ
。

会
場
は

3
0
0
名
余
の
同
窓
生
で
溢
れ
ん
ば
か
り
の
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
た
。
年
齢
層
は
初
歳
代
か
ら
初
歳
代
と
幅
広
く
特
に
昭
和
初
年

代
入
寮
以
前
の
大
先
輩
達
の
恵
迫
寮
へ
の
強
い
想
い
入
れ
を
感
じ

た
。
恵
迫
寮
で
過
ご
し
た
時
期
も
そ
の
時
代
背
景
も
違
う
か
ら
同
窓

生
各
人
の
寮
へ
の
想
い
入
れ
も
ま
た
当
然
違
う
わ
げ
だ
が
、
「
多
感
な

青
春
時
代
を
恵
迫
寮
で
過
ご
し
た
」
と
言
う
共
通
点
で
こ
れ
だ
け
多

く
の
同
窓
生
が
集
い
、
強
い
一
体
感
を
持
て
る
事
に
改
め
て
感
動
し

た
次
第
で
あ
る
。

恵迫百年記念祭特集 I

2。

モ
ツ
ラ
の
母
さ
ん

あ
り
が
と
う

会
場
で
大
学
卒
業
以
来
の
先
輩
、
同
輩
と
再
会
出
来
た
こ
と
も
感

激
し
た
こ
と
の
一
つ
だ
。
中
に
は
出
席
者
名
簿
に
懐
か
し
い
名
前
を

見
つ
け
た
の
だ
が
、
会
場
を
見
回
し
て
も
そ
れ
ら
し
き
人
が
見
当
ら

な
い
。
体
型
、
風
貌
が
当
時
と
変
わ
っ
て
い
た
た
め
だ
が
、
相
手
か

ら
し
て
み
れ
ば
私
も
同
様
に
映
っ
て
い
た
と
思
う
。
一
日
一
会
話
を
交

わ
す
と
直
に

ω年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
互
い
に
積
も
っ
た
話

で
盛
り
上
り
旧
交
を
温
め
る
事
が
出
来
た
。
そ
し
て
感
激
の
極
み
は
、

在
寮
時
代
に
通
っ
た
屋
台
ラ
ー
メ
ン
庖
(
通
称
モ
ツ
ラ
)
の
母
さ
ん
、

鈴
木
ト
ク
さ
ん
に
お
会
い
出
来
た
こ
と
だ
。
貧
乏
学
生
が
唯
一
安
心

し
て
通
え
る
庖
で
、
厳
冬
の
夜
半
に
腹
を
空
か
せ
た
同
室
の
仲
間
と

北
大
構
内
の
近
道
の
積
も
っ
た
雪
を
長
靴
で
踏
み
し
め
な
が
ら
熱
い

モ
ツ
ラ
ー
メ
ン
と
コ
ッ
プ
一
杯
の
お
酒
を
求
め
て
寮
か
ら
通
っ
た
光

景
は
、
今
で
も
恵
迫
寮
時
代
の
良
き
思
い
出
の
一
コ
マ
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
い
つ
も
元
気
な
声
で
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
な
が
ら
私
達
に
声

を
掛
け
て
く
れ
た
。
お
酒
の
味
を
覚
え
つ
つ
あ
っ
た
私
は
コ
ッ
プ
の

受
け
皿
ま
で
一
杯
注
い
で
く
れ
る
ト
ク
さ
ん
の
手
元
を
眺
め
な
が
ら

満
足
し
た
も
の
だ
。
私
は
当
時
通
っ
て
い
た
多
く
の
寮
生
の
一
人
で

し
か
な
い
が
、
今
回
お
会
い
し
て
挨
拶
し
、
昔
の
思
い
出
話
な
ど
し

た
と
こ
ろ
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
言
葉
を
交
わ
し
て
頂
き
、
恵
迫

百
年
祭
が
よ
り
印
象
深
い
も
の
と
な
っ
た
。
同
じ
想
い
の
同
窓
生
に

固
ま
れ
て
終
始
感
激
の
様
子
だ
っ
た
ト
ク
さ
ん
が
今
む
!

後
も
ご
健
勝
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
‘
皇
内
J

げ

た

い

。

ふ

除

愉

桜

山

下

き
て
熱
気
に
包
ま
れ
た
大
寮
歌
祭
も
全
員
肩
組
み

ta-



合
つ
て
の
「
別
離
の
歌
」
そ
し
て
定
番
の
ス
ト
ー
ム
を
以
っ
て
び
っ

し
り
詰
ま
っ
た
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
全
て
が
成
功
裡
に
終
了
し
た
。
満

足
し
た
表
情
で
寮
友
と
別
れ
を
惜
し
み
再
会
を
誓
う
和
や
か
な
光
景

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。
資
金
集
め
か
ら
寮
歌
C
D
制
作
等
々
、

恵
適
寮
百
年
記
念
祭
の
成
功
の
為
に
多
大
な
時
間
を
か
け
て
ご
苦
労

さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
。

大
寮
歌
祭
の
後
、
私
は
昭
和
泊
、

ω年
入
寮
者
の
同
窓
組
織
「
犯
・

ω会
」
の
有
志
が
集
う
二
次
会
に
顔
を
出
し
て
か
ら
J
R
苫
小
牧
行

き
最
終
列
車
に
飛
び
乗
っ
た
。
そ
し
て
記
念
祭
の
一
日
を
振
り
返
り

な
が
ら
自
分
に
と
っ
て
若
き
日
の
2
年
余
の
恵
迫
寮
生
活
は
短
い
期

間
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
様
々
な
体
験
は
間
違
い
な
く
そ
の
後
の
社

会
人
と
し
て
自
立
で
き
た
原
点
と
な
っ
て
い
る
:
:
:
。
電
車
の
軽
や

か
な
振
動
と
大
寮
歌
祭
、
二
次
会
で
飲
ん
だ
ア
ル
コ
ー
ル
の
酔
い
が

効
い
て
心
地
よ
い
気
分
に
浸
り
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
再
確
認
し
つ

つ

帰

途

に

つ

い

た

。

(

苫

小

牧

市

)

回想

合
・
昔
・
そ
し
て
未
来

恵辿百年記念祭

恵
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、
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平
成
四
年
9
月
幻
日
、
私
は
恵
迫
寮
の
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
誇
り
に
思
っ
た
日
で
し
た
。
恵
迫
寮
誕
生
か
ら
約
初
年
後
に
入

寮
し
た
私
達
は
、
年
代
的
に
は
社
会
の
中
堅
以
上
の
と
こ
ろ
に
位
置

す
る
世
代
で
す
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
「
ひ
ょ
っ
こ
」
で
し
た
。
老

い
て
益
々
ご
壮
健
な
大
先
輩
諸
氏
の
意
気
軒
昂
な
お
姿
に
圧
倒
さ
れ

る
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
大
先
輩
の
方
々
が
社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
私
達
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ

入
っ
た
次
第
で
す
。
こ
の
大
先
輩
の
方
々
も
、
生
れ
た
時
に
は
既
に

恵
迫
寮
は
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
う
考
え
た
時
、
恵
迫
百
年

の
時
の
長
さ
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
末
端
に
連
な
っ
て
い
る

こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
も
こ
れ
か
ら
の
社
会
や

地
域
で
先
輩
に
負
け
な
い
く
ら
い
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
思
い
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

こ
の
日
は
、

N
H
K
が
「
新
日
本
紀
行
ふ
た
た
び
」
の
「
都
ぞ
弥

生

i
北
大
寮
歌
物
語
」
を
放
映
し
た
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
初
の

放
映
予
定
は
9
月
日
目
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
結
果
と
し
て
恵
迫
百

年
記
念
祭
の
住
き
日
に
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
奇
し
き
因
縁
と

い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
ロ
年
前
の
「
新
日
本
紀
行
」
の
撮
影
に
少
々

関
係
し
た
私
は
、
こ
の
日
の
「
新
日
本
紀
行
ふ
た
た
び
」
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
し
た
。

N
H
K
は
こ
の
番
組
に
つ
い
て
、
「
札
幌
に
あ
る
北
海
道
大
学
恵
迫

寮
。
明
治
時
代
か
ら
続
く
こ
の
寮
は
学
生
が
自
ら
管
理
す
る
自
治
寮

で
、
今
年
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
。
代
々
歌
い
継
が
れ
た
寮
歌
『
都

ぞ
弥
生
』
を
歌
い
、
集
団
生
活
を
楽
し
む
バ
ン
カ
ラ
な
学
生
達
が
描

か
れ
て
い
た
。
あ
れ
か
ら
お
年
。
寮
は
建
て
替
え
ら
れ
、
女
子
学
生

も
受
け
入
れ
る
な
ど
時
代
と
共
に
大
き
く
変
化
し
た
'

が
、
バ
ン
カ
ラ
な
気
風
は
昔
と
か
わ
ら
ず
残
っ
て
い
，

る。

4
3
0
人
が
暮
ら
す
恵
迫
寮
の
日
々
を
追
う
。
」

と
い
う
説
明
の
文
章
を
H
P
に
載
せ
て
い
ま
す
。
現

在
の
寮
生
の
生
活
を
中
心
に
昔
日
の
様
子
も
織
り
交

ぜ
て
描
か
れ
た
こ
の
番
組
の
質
は
高
く
、
こ
の
番
組

恵迫百年記念祭回想特集 I21 
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を
見
た
高
校
生
が
恵
迫
に
憧
れ
を
抱
い
て
入
寮
し
て
く
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
て
恵
迫
は
今
後
も
脈
々
と
続
い
て
い
く
の
で
す
。

恵
迫
百
年
記
念
祭
の
最
後
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
「
大
寮
歌
祭
」
の
折

に
、
私
に
と
っ
て
嬉
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
私
は
高
校
教
師
を
し
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
授
業

中
に
恵
迫
寮
や
寮
歌
の
話
を
何
度
と
な
く
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
と
を
教
え
子
が
覚
え
て
い
ま
し
た
。
彼
女
は
親
戚
の
結
婚
式

に
出
席
す
る
た
め
に
京
王
プ
ラ
ザ
に
来
て
い
て
、
恵
迫
百
年
記
念
「
大

寮
歌
祭
」
の
看
板
を
自
に
し
、
「
き
っ
と
千
原
先
生
も
来
て
い
る
に
違

い
な
い
」
と
思
い
、
実
行
委
員
の
方
に
声
を
か
け
た
そ
う
で
す
。
そ

の
実
行
委
員
の
方
は
私
を
ご
存
知
の
先
輩
で
し
た
の
で
、
私
を
探
し

て
彼
女
に
引
き
合
わ
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
驚
き
と
喜
び
で
胸

が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
教
師
に
と
っ
て
教
え
子
と
こ
の
よ
う
な
形

で
再
会
す
る
こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
こ
れ
も
恵
迫
寮
の
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
彼
女
の
子
ど
も
と
も
会
い
ま

し
た
。
埼
玉
の
小
学
校
に
通
う
小
学
3
年
生
の
サ
ッ
カ
ー
少
年
で
し

た
。
こ
の
子
が
将
来
恵
迫
寮
に
入
っ
て
、
寮
歌
を
高
吟
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
姿
を
想
像
す
る
と
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
恵
迫
寮
生
の
生
活
の
中
心
に
寮
歌
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

今
も
、
私
た
ち
の
時
代
も
、
大
先
輩
の
時
代
も
、
そ
し
て
将
来
も
変

わ
ら
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
も
毎
年
寮
歌
を
作
り
続
け
て
い
る

恵
迫
寮
の
後
輩
達
を
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
時
代
に
根

ざ
し
た
寮
歌
が
作
ら
れ
、
多
く
の
名
寮
歌
と
と
も
に
歌
い
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

恵辿百年記念祭特集 I

(
小
樽
市
)



異論・正論 … 

近
ご
ろ
、
寮
歌
の
歌
い
方
や
歌
調
な
ど
が
変
化
し
て
き
て
い
る
と
い
う
話
を

よ
く
聞
く
。
た
ま
た
ま
、
木
村
咲
哉
君
か
ら
「
春
雨
に
濡
る
る
」
の
字
句
が
お

か
し
い
と
い
う
投
稿
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
司
馬
威
彦
君
か
ら
「
都
ぞ
弥
生
」

の
前
口
上
問
題
に
つ
い
て
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
恵
迫
寮
同
窓
会
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
で
も
あ
る
寮
歌
を
論
じ
合
う
こ
と
は
大
い
に
結
構
な
こ
と
で
あ

る
。
両
君
の
考
察
に
対
し
、
高
井
宗
宏
君
が
同
窓
会
事
務
局
と
し
て
の
見
解
を

寄
稿
し
た
。

「
春
雨
に
濡
る
る
」

寮
歌

考
木

村

咲

哉

(sn年
入
寮
)

血

六
春
雨
に
濡
る
る
ア
カ
シ
ア
花
街
路
の
灯
は
な
や
か
に

地
は
銀
鼠
に
た
そ
が
る
る
寂
か
に
歩
む
若
人
が

心
に
め
ざ
む
爽
や
か
の
潤
ひ
充
て
る
力
か
な

大
正
ロ
年
度
寮
歌
「
春
雨
に
濡
る
る
L

は
誤
り
で
、
「
濡
る
」
が
正

し
い
と
、
北
大
図
書
刊
行
会
発
行
の
改
訂
版
と
昭
和
日
年
以
降
の
寮

歌
集
に
は
校
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
ど
う
し
て
そ
う
な
の
か
、

そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
古
い
寮
歌
の
字
句
の
一
々
を
と
ら

え
て
、
そ
れ
を
と
が
め
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
寮
歌
を
青
春
の
宝
と

思
う
人
達
に
と
っ
て
は
看
過
で
き
ぬ
問
題
と
思
う
の
で
あ
る
。

私
が
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
ま

で
は
何
の
疑
い
も
な
く
「
春
雨
に
濡
る
る
」
と
歌
っ
て
い
た
。
「
濡
る

る
」
が
誤
り
な
ら
ば
、
そ
の
根
拠
は
何
か
と
い
う
疑
問
が
拭
い
き
れ

寮歌特集11

、
ず
、
日
年
ほ
ど
前
に
恵
迫
寮
同
窓
会
事
務
局
に
資
料
の
有
無
を
問
い

合
わ
せ
、
当
時
の
事
務
局
長
の
高
井
宗
宏
君
と
小
寺
義
彦
君
に
大
変

面
倒
を
お
掛
け
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

も
し
「
濡
る
る
L

が
誤
り
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る。
一
つ
は
語
法
の
問
題
で
あ
る
。
「
春
雨
に
濡
る
る
ア
カ
シ
ア
花
」
と

い
う
名
詞
句
に
か
か
る
文
語
動
調
「
濡
る
る
」
(
口
語
は
「
濡
れ
る
)

は
連
体
修
飾
語
で
、
下
二
段
活
用
文
語
動
詞
の
「
濡
る
」
(
ぬ
|
る
)

の
連
体
形
は
「
濡
る
る
」
(
ぬ
|
る
る
)
で
あ
る
。
そ
の
用
例
は
、
「
野

も
せ
に
乱
る
る
清
白
の
雪
(
都
ぞ
弥
生
)
」
、
「
生
気
溢
る
る
意
気
の
歌

(
藻
岩
の
緑
)
」
「
霞
に
暮
る
る
野
辺
の
春
(
花
を
祷
)
」
等
々
、
寮
歌

の
歌
詞
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
語
順
が
倒
置
し
て
「
地
は
銀

鼠
に
た
そ
が
る
る
」
の
よ
う
に
動
詞
が
語
尾
に
き
て
も
、
和
歌
、
俳

句
な
ど
の
定
型
詩
で
は
連
体
止
め
で
よ
い
。
こ
れ
が
寸
散
る
」
「
降
る
」

「
塗
る
」
の
よ
う
に
四
段
活
用
文
語
動
調
だ
と
、
「
春
雨
に
散
る
ア
カ

シ
ア
花
」
の
よ
う
に
な
っ
て
連
体
形
は
終
止
形
と
同
じ
に
な
る
。
故

に
「
春
雨
に
濡
る
る
」
は
語
法
上
の
誤
り
で
は
な
い
。

二
つ
目
の
理
由
は
送
り
仮
名
の
問
題
で
あ
る
。
送
り
仮
名
に
は
一

貫
し
た
理
法
は
な
い
が
、
古
く
は
少
な
く
送
り
、
近
年
は
多
く
送
る

の
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。
「
春
雨
に
:
:
:
L
で
い
え
ば
、
一
番
「
心

に
め
ざ
む
爽
(
や
)
か
の
」
、
四
番
「
暁
泊
の
酒
を
汲
み
交
(
わ
)
し
」

に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
春
雨
に
濡
る
る
」
を
「
春
雨
に
濡
る
」
と

い
う
送
り
方
は
し
な
い
。
語
幹
は
「
ぬ
」
で
あ
る
か
ら
「
濡
る
」
と

書
い
て
「
濡
る
H
ぬ
る
る
」
と
読
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
故
郷

を
離
る
る
歌
」
を
「
故
郷
を
離
る
歌
」
と
は
書
か
な
い
の
で
あ
る
。

「
春
雨
に
:
:
:
」
が
初
出
の
寮
歌
集
は
大
正
ロ
年
版
で
、
題
名
は
意

特集II 寮歌異論・正論23 
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外
な
こ
と
に
「
雨
春
に
濡
る
」
(
春
雨
の
誤
植
)
と
な
っ
て
お
り
、
歌

詞
の
本
文
は
「
春
雨
に
濡
る
ア
カ
シ
ヤ
花
」
、
楽
譜
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字

の
略
譜
で
曲
に
添
え
る
仮
名
は
付
い
て
い
な
い
。

し
か
し
大
正
日
年
改
訂
版
以
後
は
「
春
雨
に
濡
る
る
ア
カ
シ
ヤ
花
」

と
直
さ
れ
て
お
り
、
楽
譜
に
添
付
の
仮
名
も
「
ハ
ル
サ
メ
ニ
ヌ
ル
ル

ア
カ
シ
ヤ
パ
ナ
」
と
な
っ
て
、
こ
れ
が
昭
和
日
年
ま
で
続
く
の
で
あ

マ。。

寮歌

こ
う
し
て
寮
歌
史
を
辿
っ
て
み
る
と
、
こ
の
寮
歌
の
題
名
・
本
文

歌
詞
が
「
春
雨
に
濡
る
る
」
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

初
出
の
寮
歌

集
に
誤
っ
て
「
春
雨
に
濡
る
」
と
仮
名
送
り
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

高
井
氏
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
資
料
は
、
前
述
の
大
正
ロ
年
版
寮
歌

集
コ
ピ
!
の
一
部
で
、
昭
和
日
年
改
訂
版
の
改
訂
者
A
氏
(
故
人
)

は
こ
の
寮
歌
集
に
あ
る
寸
濡
る
」
を
見
て
、
初
出
の
方
を
重
視
し
て

春

雨

に

濡

る

(大正十二年寮歌

高

橋

北

雄

君

作

歌

西

田

貫

道

君

作

曲

心 地 泰
には悶
め銀fに
ぎ鼠字i信一
む に る
~たア
かそカ
の カぜシ

るヤ
る花

漉l寂与街と
い n か路t
ヲEにの‘
て 歩灯F
る むはー

カ若 な
か人 ゃ
ながか

名融l [
f主けの
のさ入
光る F品二
身銀に
にの砂
あ 山τ丘2
ぴ脈2の
て は

典碧2猟2
郷薄虎ょ
の れ の

方Zゆ脅
をく にー
思空尚Z
」、 に飛"
かうぶ
なく

「
濡
る
る
と
あ
る
の
は
誤
り
」
と
校
注
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

改
訂
版
の
文
中
に
「
※
大
正
日
年
版
を
資
料
に
校
訂
」
と
書
い
て
あ

る
か
ら
、

恐
ら
く
そ
う
、
だ
ろ
う
と
察
す
る
の
で
あ
る
。
高
井
氏
も
そ

の
よ
う
に
推
測
さ
れ
て
い
る
(
大
正
ロ
年
版
の
増
刷
か
)
。

た
だ
、
昭
和

ω年
東
京
エ
ル
ム
会
刊
行
「
都
ぞ
弥
生
」
(
山
口
哲
夫

氏
編
)
に
所
収
の

「春
雨
に
濡
る
る
L

の
歌
調
は
、
作
詞
者
ご
自
身

が
校
閲
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
歌
名
の
題
で
回
想
文
を
寄
稿
さ
れ
て
い

る
が
、
A
氏
は
前
述
の
「
都
ぞ
弥
生
」
の
集
成
を
も
と
に
改
訂
に
着

手
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

A
氏
が
こ
れ
を
ど
承
知
の
上
で
誤
り
と

さ
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
、
「
潤
(
う
る
ほ
)
ひ
充
て
る
力
か
な
L

の
「
潤
ひ
」
で
あ
る

が
、
初
出
の
大
正
ロ
年
版
寮
歌
集
に
は
「
漉
(
う
る
ほ
)
み
」
と
な
っ

て
い
る
。
大
正
日
年
に
は
、
「
一
櫨
(
う
る
ほ
)
ひ
」
に
直
さ
れ
て
昭
和

お
年
ま
で
続
き
、
翌
年
か
ら
昭
和
お
年
ま
で
現
代
仮
名
遣
い
で
「
漉

(
う
る
お
)
ひ
」
に
、
さ
ら
に
翌
年
か
ら
昭
和
印
年
ま
で
「
潤

(
う
る

お
)
い
」
の
文
字
に
改
め
ら
れ
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
日
年
の
大
改
訂
で
初
出
の
「
漉
(
う
る
ほ
)
み
」

に
戻
っ
て
い
る
。
実
は
大
正
ロ
年
版
は
校
正
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
個
所

が
余
り
に
も
多
い
。
ま
た
、
文
語
動
詞
「
う
る
ほ
ふ
」「
う
る
ほ
す
」

の
名
詞
は
「
う
る
ほ
ひ
」
で
あ
る
。
「
漉
(
う
る
ほ
)
み
」

は
多
分
誤

植
で
あ
ろ
う
。

前
述
の
山
口
氏
編

「都
ぞ
弥
生
」
所
収
の
「
春
雨
に
:
:
:
L

の
中

で
、
こ
れ
も
作
詞
者
ご
自
身
が
「
潤
(
う
る
お
)
い
」
と
校
閲
承
認

済
み
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
は
慣
例
に
従
い
、
旧
仮
名
遣
い
に
復
元

し
て
「
潤
(
う
る
ほ
)
ひ
」
と
す
べ
き
が
妥
当
と
思
う
。

以
上
、
臆
測
を
ま
じ
え
て
纏
々
述
べ
た
が
、
初
年
も
の
長
い
間
「
濡
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る
」
と
訂
正
さ
れ
、
こ
れ
が
殆
ど
定
着
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
も
の
を
、

今
更
ま
た
改
め
よ
と
は
何
事
ぞ
と
言
わ
れ
そ
う
だ
。
異
論
が
あ
る
だ

ろ
う
が
、
ぜ
ひ
然
る
べ
き
専
門
の
方
に
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
も
し
寸
春
雨
に
濡
る
る
L

が
誤
り
で
な
け
れ
ば
、
今
か
ら
で

も
遅
く
な
い
、
元
通
り
に
直
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
名
曲
が
松
本
高

等
学
校
寮
歌
「
夕
暮
る
る
」
、
山
形
高
等
学
校
寮
歌
「
寮
に
別
る
る
日

に
」
と
同
じ
こ
と
ば
遣
い
で
正
し
く
歌
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

(
札
幌
市
西
区
)

「
前
口
上
問
題
」

に
想
う
こ
と司

馬

威

彦

(
S
犯
年
入
寮
)

異論・正論…一

少
し
前
か
ら
我
が
寮
を
代
表
す
る
「
都
ぞ
弥
生
」
の
い
わ
ゆ
る
前

口
上
問
題
が
会
誌
な
ど
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
数
年
前

に
は
某
演
歌
歌
手
が
勝
手
に
付
け
た
前
口
上
を
め
ぐ
り
、
原
作
詞
者

と
の
確
執
が
時
の
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
の
事
件
と
当

該
問
題
を
重
ね
合
わ
せ
て
感
じ
た
諸
兄
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

入
寮
当
時
に
は
こ
の
よ
う
な
慣
習
は
な
く
、

3
年
ご
ろ
か
ら
前
口

上
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
言
わ
ば
こ
の
よ
う
な
習
慣

の
芽
生
え
の
時
期
を
た
ま
た
ま
体
験
し
た
私
に
と
っ
て
い
さ
さ
か
関

心
の
な
く
も
な
い
話
題
で
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
愚
見
を
一
言
述

べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
前
口
上
付
き
で
歌
う
こ
と
に
推
奨
は
し

寮歌特集11

な
い
ま
で
も
反
対
す
る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
精
神
的
に

は
無
論
、
経
済
的
に
も
創
作
活
動
に
よ
っ
て
生
き
る
芸
術
家
に
と
っ

て
は
、
そ
の
作
品
は
彼
の
全
存
在
で
あ
り
命
で
す
。
こ
れ
に
他
者
が

無
断
で
手
を
加
え
る
こ
と
は
そ
の
結
果
の
知
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
取

り
も
直
さ
ず
彼
の
全
人
格
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
い
か
な
る
場

合
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
我
々
の
聞
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
問
題
に
は
、
こ
の
事

件
と
は
本
質
的
に
似
て
非
な
る
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
理
由
は
以

下
の
通
り
で
す
。

①
寮
歌
集
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
知
く
、
寮
歌
の
著
作
権
は
全
て

寮
に
帰
属
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
判
断
し
て
も
、
寮
歌
は
一
度
寮
生

の
総
意
の
下
に
選
定
さ
れ
た
後
は
個
人
の
手
を
離
れ
、
作
者
と
い
え

ど
も
こ
れ
に
対
す
る
特
別
の
発
言
権
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
点
は
自
己
の
全
存
在
を
賭
け
て
作
品
一
つ
で
世
に
挑
ま
ん

と
す
る
芸
術
家
と
は
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

②
寮
歌
は
選
定
さ
れ
た
時
点
で
は
、
極
論
す
れ
ば
そ
の
原
型
を
提

供
し
た
に
過
ぎ
ず
、
多
く
の
寮
生
に
歌
い
継
が
れ
て
こ
そ
真
に
寮
歌

と
し
て
完
成
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
や
誇
張
し

て
い
え
ば
、
過
去
、
現
在
を
通
し
て
全
て
の
寮
生
、
否
、
寮
歌
を
愛

す
る
全
て
の
北
大
生
の
手
に
な
る
北
大
民
謡
的
性
格
も
併
せ
持
つ
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
現
実
に
曲
に
つ
い
て
は
何
度
も
改
訂
さ
れ
た
り
、
さ
ら
に
そ
の

楽
譜
か
ら
も
か
な
り
外
れ
て
歌
わ
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
以

上
の
よ
う
な
見
地
に
立
つ
な
ら
ば
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
不
特
定
多
数
の
寮
生
も
ま
だ
寮
歌
の
形
成
に
長
年
の
聞
に

は
な
に
が
し
か
の
形
で
「
参
加
」
し
た
と
い
う
事
実
の
反
映
と
い
え

特集II 寮歌異論・正論2ラ



異論・正論

る
で
し
ょ
う
。

④
歌
調
に
つ
い
て
は
さ
す
が
に
変
え
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ

と
ん
ど
全
て
の
寮
歌
に
お
い
て
、
特
定
部
分
以
外
の
多
く
の
調
を
省

略
す
る
と
い
う
形
で
歌
わ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
ま
す
。
考
え

て
見
れ
ば
こ
れ
は
歌
う
も
の
が
歌
詞
を
選
別
し
て
い
る
わ
け
で
、
厳

密
に
い
え
ば
こ
れ
も
一
種
の
「
改
変
」
と
言
え
な
く
も
な
い
は
ず
で

す
が
、
特
に
異
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
昭
和
日
年
度
寮
歌
の
一
部
を
、
明
治
の
寮
歌
の
前
に
付
し
て
、

あ
た
か
も
一
体
の
も
の
の
如
く
歌
う
こ
と
は
確
か
に
歌
調
の
一
部
省

略
な
ど
と
は
比
較
に
も
な
ら
な
い
乱
暴
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
考
え
に
従
い
、
今
少
し
視
点
を
広
げ
て
眺
め

る
な
ら
ば
、
各
年
度
の
寮
歌
を
集
大
成
し
た
、
い
わ
ば
「
寮
歌
集
合

体
」
自
身
も
ま
た
年
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
一
つ
の
「
大
き
な
寮
歌
L

と
の
見
方
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
省

略
」
が
許
さ
れ
る
な
ら
「
合
体
」
も
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
許
さ
れ

て
も
よ
い
と
い
う
見
解
が
成
り
立
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
で

す。
「
検
陵
誼
春
賦
」
は
青
春
の
感
じ
や
す
く
多
情
な
心
境
を
実
に
巧
み

に
吐
露
し
て
お
り
、
あ
ふ
れ
る
感
慨
と
高
揚
す
る
気
持
ち
を
表
現
す

る
の
に
は
こ
れ
以
上
は
な
い
と
思
わ
れ
る
希
有
の
名
句
で
す
。

「
都
ぞ
弥
生
L

と
の
相
性
は
取
り
分
け
良
い
で
す
が
、
そ
れ
に
限
ら

ず
ど
の
寮
歌
の
前
に
冠
し
て
も
お
か
し
く
な
い
、
い
わ
ば
青
春
と
寮

歌
全
体
に
対
す
る
「
応
援
団
」
的
口
上
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を
表
す
の
に
ぴ
っ

た
り
の
名
文
句
を
「
都
ぞ
弥
生
」
の
前
に
付
す
る
習
慣
は
「
都
ぞ
弥

生
」
を
官
涜
す
る
も
の
で
は
少
し
も
な
い
ば
か
り
か
、
取
り
も
直
さ

寮歌………特集11

ず
「
都
ぞ
弥
生
」
に
対
す
る
特
別
の
敬
意
の
表
れ
と
す
ら
感
じ
ら
れ

ま
す
。そ

し
て
何
ら
の
規
制
も
強
制
も
な
い
と
こ
ろ
に
自
ず
と
芽
生
え
た

こ
の
習
慣
は
極
め
て
自
然
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
の
考
え
は
概
ね
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
無
論
、
異
論
を

持
っ
て
誤
り
と
断
ず
る
気
持
ち
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
感

じ
方
の
問
題
だ
か
ら
で
す
。
自
己
の
作
品
が
他
人
の
手
を
経
る
う
ち

に
何
時
し
か
変
わ
っ
た
と
な
れ
ば
違
和
感
を
抱
く
の
は
当
然
の
こ
と

で
、
自
分
自
身
の
体
験
か
ら
も
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

も
と
よ
り
、
私
と
て
寮
歌
は
好
き
勝
手
に
窓
意
的
に
歌
っ
て
よ
い

と
主
張
し
て
い
る
わ
げ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

伝
統
を
守
り
、
尊
び
、
継
承
し
よ
う
と
す
る
熱
い
心
が
前
提
と
な

る
の
は
当
然
の
こ
と
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伝
統
擁
護
の
名
の

下
に
形
の
み
に
と
ら
わ
れ
、
縛
ら
れ
る
よ
う
な
閉
塞
的
、
思
考
停
止

的
に
仮
に
も
陥
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
我
が

恵
迫
寮
精
神
の
「
伝
統
」
に
背
く
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
が
私
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
事
実
に
対
す
る
正
確
な
認
識
や
、
先
人
に
対
す
る
当
然
の

敬
意
な
ど
が
必
要
な
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
檎
陵
謡

春
賦
」
は
本
来
、
昭
和
日
年
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
わ

き
ま
え
、
寮
歌
は
本
来
楽
し
く
歌
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
、

前
口
上
を
好
ま
な
い
先
輩
の
前
で
は
こ
れ
を
遠
慮
す
る
な
ど
常
識
的

な
配
慮
は
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

(
札
幌
市
中
央
区
)
航
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寮
歌
問
題
に
対
す
る
事
務
局
の
見
解

高

井

宗

宏

(sm年
入
寮
)

前
記
の
寮
歌
問
題
に
関
し
て
本
会
の
刊
行
物
を
振
り
返
っ
て
見
る

と
、
私
自
身
が
「
正
調
『
都
ぞ
弥
生
』
を
め
ぐ
っ
て
」
(
恵
迫
の
青
春
、

P
3
9
3
)
を
投
稿
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
「
寮
歌
『
雪
解
の
検
稜
の
』

作
調
者
よ
り
」
(
恵
迫
1
号、

P
1
4
6
)
、
「
寮
歌
『
時
潮
の
波
の
』

は
こ
う
歌
お
う
」
(
恵
迫
4
号、

P
M
)
、
「
手
を
と
り
て
美
し
き
国
を
」

(
恵
迫
の
青
春
、

P
3
6
6
)
、
「
予
科
柔
道
部
東
征
歌
の
誤
り
訂
正
を
L

(
恵
迫
1
号、

P
1
4
8
)
な
ど
、
作
詞
作
歌
者
本
人
に
よ
っ
て
正
調

へ
の
訂
正
や
誤
記
に
つ
い
て
意
見
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
永
年
に

亘
っ
て
同
窓
会
事
務
局
を
担
当
し
、
こ
れ
ら
の
投
稿
を
見
て
き
た
者

と
し
て
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
修
正
要
求
文
が
投
稿
さ
れ
る
か
、
ど

う
解
決
を
図
る
か
等
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
。

異論・正論…

寮
歌
関
連
資
料
の
整
理
統
合

寮
歌
の
作
調
作
歌
者
本
人
や
寮
歌
研
究
者
に
よ
る
正
調
問
題
は
、

要
約
す
れ
ば
一
つ
の
寮
歌
に
各
種
の
寮
歌
集
が
あ
る
た
め
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
最
初
に
恵
迫
寮
歌
に
関
連
す
る
資
料
を
整
理
区
分
に

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

資
料
①
水
野
一
/
川
越
守
校
訂
「
北
大
寮
歌
集
」
、
北
大
図
書
刊

行
会
編
、
昭
和
日
年
刊
。
北
大
百
年
を
契
機
に
刊
行
。
昭
和
印
年
度

ま
で
の
寮
歌
に
対
し
て
、
歌
調
は
水
野
氏
、
譜
面
は
川
越
氏
が
「
徹

底
的
な
校
訂
作
業
に
基
づ
き
可
能
な
限
り
原
曲
を
復
元
」
(
編
集
後
記

寮歌特集11

お
よ
び
本
の
帯
)
し
て
い
て
、
在
来
の
寮
歌
集
と
は
随
所
で
異
な
る
。

資
料
②
恵
迫
寮
刊
「
寮
歌
集
」
の
内
、
明
治
制
年
(
歌
調
の
み

で
初
版
)
、
大
正
7
(
歌
調
・
譜
面
併
記
し
て
初
版
)
か
ら
恵
迫
寮
史

刊
行
頃
ま
で
。
こ
れ
ら
の
譜
面
は
、
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
」
を
「
1

2
3
4
5
6
7
L
で
表
す
「
数
字
譜
L
で
書
か
れ
て
い
る
。

資
料
③
昭
和
6
年
刊
行
の
「
恵
迫
寮
史
」
が
収
録
す
る
「
寮
歌

集
L

。
こ
の
収
録
時
に
、
毎
年
の
校
正
が
大
変
な
た
め
、
ミ
ス
プ
リ
ン

ト
が
重
複
し
て
い
る
と
し
て
二
々
原
作
と
対
照
し
て
原
作
の
憧
を

載
せ
る
よ
う
に
努
め
た
結
果
、
今
日
の
寮
歌
集
と
は
多
少
相
違
し
て

い
る
」
(
編
集
後
記
)
と
原
曲
復
帰
の
改
訂
を
明
記
し
て
い
る
。

資
料
④
恵
迫
寮
刊
「
寮
歌
集
」
の
内
、
昭
和
ロ
年
か
ら
昭
和
日

年
版
ま
で
。
細
か
く
分
け
る
と
昭
和
ロ
年
版
は
、
初
め
て
数
字
譜
か

ら
五
線
譜
に
書
き
換
え
、
青
葉
満
六
先
生
の
序
を
貰
っ
た
改
訂
版
で
、

寮
が
発
行
す
る
寮
歌
集
の
基
本
と
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
随
所
に
校

訂
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
次
い
で
昭
和
四
年
版
は
、
伊
藤
周
五
郎
先

生
の
序
を
貰
っ
て
再
改
訂
し
、
赤
木
顕
次
氏
と
接
触
し
て
「
藻
岩
の

緑
」
の
作
歌
者
を
そ
れ
ま
で
の
柳
沢
秀
雄
か
ら
赤
木
顕
次
と
書
き
換

え
(
昭
和
也
年
版
で
復
元
)
て
い
る
。
こ
の
校
訂
は
、
紙
質
の
悪
化

に
よ
っ
て
在
来
の
銅
製
版
で
は
締
麗
に
印
刷
で
き
な
い
と
し
て
、
銅

製
版
を
更
新
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
急
ぎ
過
ぎ
て
正
誤
表
を
追
加
す

る
羽
田
に
な
り
、
翌
口
年
版
で
正
し
く
修
正
し
、
巻
頭
に
「
改
訂
に

つ
い
て
」
の
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

資
料
⑤
恵
迫
寮
刊
「
寮
歌
集
」
の
内
、
昭
和
白
年
頃
か
ら
現
在

ま
で
。
こ
の
中
で
昭
和
印
年
度
以
前
の
寮
歌
は
、
そ
れ
ま
で
の
製
版

が
汚
か
っ
た
こ
と
、
同
じ
印
刷
所
で
無
料
転
用
が
で
き
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
資
料
①
の
「
北
大
寮
歌
集
L

の
版
型
を
そ
の
ま
ま
転
用
し
た

特集II 寮歌異論・正論27 
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た
め
、
作
詞
作
歌
者
の
意
向
に
無
関
係
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
恵
迫
寮
の
刊
行
物
と
な
っ
て
誰
の
目
に
も
「
正
調
」
と
認

め
さ
せ
る
状
況
に
置
い
て
い
る
。

資
料
⑥

山
口
哲
夫
編
「
都
ぞ
弥
生
L

、
東
京
エ
ル
ム
会
刊
、
昭
和

ω年
初
版
、
昭
和
叩
年
3
版
。
昭
和

ω年
度
寮
歌
ま
で
作
詞
作
歌
者
、

ま
た
は
い
ず
れ
か
一
人
が
原
作
を
校
閲
し
、
思
い
出
を
執
筆
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
譜
面
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
分
類
と
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寮
歌
集
の
五
線

譜
へ
の
移
行
時
を
始
め
、
印
刷
用
銅
版
の
摩
耗
更
新
時
や
印
刷
所
変

更
時
な
ど
に
校
訂
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
時

点
の
寮
生
の
ム

l
ド
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

加
え
て
「
寮
歌
は
寮
生
の
口
伝
で
変
わ
っ
て
良
い
」
と
か
、
「
著
作
権

が
寮
に
あ
る
か
ら
変
更
は
自
由
で
あ
る
し
と
言
う
強
い
意
見
も
加
味

す
る
と
、
す
べ
て
が
現
寮
生
の
歌
い
方
が
正
調
と
な

っ
て
前
述
の
正

調
や
原
作
者
の
意
見
投
稿
は
問
題
外
と
な
る
。

し
か
し
、
恵
迫
寮
歌
集
に
は

J
者
作
権
を
有
す
る
」
と
記
載
し
て

い
る
も
の
の
、
作
詞
作
歌
者
名
を
明
示
し
て
い
る
た
め
、
単
に
著
作

権
法
の
「
公
表
権
H
未
発
表
の
著
作
物
を
公
に
発
表
す
る
権
利
L

お

よ
び
「
氏
名
表
示
権
日
著
作
物
の
公
表
の
際
に
著
作
者
の
氏
名
を
表

示
す
る
権
利
」
を
有
す
る
に
過
ぎ
ず
、
著
作
者
(
こ
こ
で
は
作
詞
作

歌
者
)
の
意
に
反
し
て
改
変
す
る
権
利
ま
で
な
い
と
す
る
の
が
正
鵠

を
得
た
考
え
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
冒
頭
に
掲
げ
た
作
詞
作
歌
者
の

投
稿
も
次
節
の
「
前
口
上
L

禁
止
も
有
効
で
あ
り
、
寮
歌
の
正
調
論

を
論
じ
て
良
い
こ
と
に
も
な
る
。

た
だ
し
、
作
詞
作
歌
者
の
意
見
は
す
べ
て
正
し
い
と
す
る
こ
と
も

疑
問
で
あ
る
。
詳
し
く
は
「
正
調

『都
ぞ
弥
生
』
を
め
ぐ
っ
て
」
ま

寮歌特集11

た
は
閉
寮
記
念
文
集
「
恵
迫
寮
よ
永
遠
に
」
の
除
幕
式
特
集
を
見
て

頂
き
た
い
が
、
作
歌
者
本
人
が
在
来
寮
歌
集
と
は
全
く
異
な
る
譜
面

と
合
唱
テ

1
プ
を
届
け
な
が
ら
、
来
寮
し
て
寮
生
の
歌
を
聴
い
た
途

端
に
寮
生
の
歌
を
正
調
と
認
め
、
自
身
が
提
供
さ
れ
た
資
料
を
キ
ャ

ン
セ
ル
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
。

加
え
て
、
同
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
昭

和
問
年
版
か
ら
昭
和
白
年
版
ま
で
、
「
藻
岩
の
緑
し
の
作
歌
者
を
書
き

換
え
た
ミ
ス
も
起
き
て
い
る
。
こ
れ
は
本
人
の
了
解
を
得
て
昭
和
幻

年
版
寮
歌
集
で
復
元
し
た
こ
と
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「都
ぞ
弥
生
」
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の
前
口
上
を
め
ぐ
っ
て

こ
れ
は
、
「
都
ぞ
弥
生
」
の
前

に
昭
和

日
年
度
寮
歌
「
嶋
呼

若
々
の
」
の
序
「
橘
陵
誼
春
賦
L

を
付
げ
て
歌
う
こ
と
を
指
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
鳴
呼

+佐
々
の
」
の
作
歌
者
宍
戸
昌
夫

(sm年
入
寮
)
君
は
、
平
成
9

年
1
月
刊
行
の
「
東
京
エ
ル
ム

新
聞
4
3
3
号
」
に
「
続
・
寮

歌
考
L

と
題
し
て
次
の
よ
う
に

書
い

て
お
ら
れ
る
。

(
官
頭
略
)
北
大
で
は
「
都

ぞ
弥
生
L

を
歌
う
前
に
前
口

上
を
付
け
る
こ
と
が
通
例
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
誰
も

そ
れ
を
異
と
し
な
い
で
過
ぎ

都ぞ弥生側抽45年曹耽) 償山券界君作歌
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異論・正論…一一一…一一一一一……一一一一…

て
い
る
。
驚
く
よ
り
も
呆
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
(
中
略
)
前
口
上

と
は
、
ま
る
で
村
芝
居
か
旅
役
者
の
そ
の
謂
で
、
教
養
の
乏
し
さ

を
露
呈
し
て
い
る
。
私
は
幾
度
か
こ
の
前
口
上
の
不
当
さ
を
恵
迫

寮
関
係
者
に
抗
議
し
た
が
、
そ
れ
を
誰
も
ま
と
も
に
取
り
上
げ
て

く
れ
な
い
。
誰
が
考
え
て
も
寸
都
ぞ
弥
生
」
に
は
何
の
序
文
も
付

け
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
付
け
て
歌
う
の
は
作
者
に
対
し
て

失
礼
な
話
で
あ
る
。
ま
た
、
私
に
す
れ
ば
、
あ
の
序
文
は
昭
和
日

年
の
寮
歌
「
鳴
呼
若
々
の
」
に
つ
け
た
序
「
檎
陵
髄
春
賦
」
で
、

そ
れ
を
他
に
付
け
ら
れ
て
は
困
る
の
で
あ
る
。
北
大
の
某
教
授
ま

で
が
「
あ
れ
は
名
文
句
だ
か
ら
い
い
で
は
な
い
で
す
か
」
と
言
う

に
至
つ
て
は
、
わ
れ
何
を
か
言
わ
ん
哉
L

と
嘆
ず
る
の
み
で
あ
る

(
後
略
)

こ
の
記
事
を
見
た
板
谷
実
君

(sn年
入
寮
)
は
、
本
会
東
日
本

支
部
主
催
の
大
寮
歌
祭
で
刊
行
さ
れ
た
「
都
ぞ
弥
生
卯
周
年
記
念
祭

記
念
誌
」
に
「
宍
戸
さ
ん
か
ら
、
私
も
数
年
前
に
こ
の
話
を
聞
き
、

お
手
紙
も
頂
戴
し
た
。
至
極
尤
も
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
ん
な
こ
と
が

放
置
さ
れ
て
は
い
け
な
い
(
中
略
)
『
都
ぞ
弥
生
』
に
序
文
も
序
言
も

巻
頭
言
も
要
ら
な
い
。
ま
た
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
正
し
い
『
都

ぞ
弥
生
』
を
後
生
に
残
そ
う
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
残
す
こ
と
が
吾
々

に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
も
あ
る
」
と
投
稿
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
本
会

事
務
局
に
対
し
て
も
い
ろ
い
ろ
と
資
料
を
揃
え
て
善
処
を
申
し
込
ま

れ
た
。こ

れ
を
受
け
た
本
会
は
、
「
同
窓
会
通
信
日
号
」
(
平
成
日
年
春
発

行
)
で
同
窓
会
事
務
局
に
、
「
寮
歌
『
都
ぞ
弥
生
』
に
あ
ろ
う
こ
と
か
、

昭
和
日
年
度
寮
歌
『
鳴
呼
苦
々
の
』
の
序
『
検
陵
彊
春
賦
』
を
前
口

上
と
名
付
け
て
歌
う
の
は
け
し
か
ら
ん
と
の
お
叱
り
と
、
今
後
は
無

寮歌特集11

い
よ
う
に
修
正
さ
せ
ろ
と
の
ご
指
示
を
頂
い
た
。
筆
者
も
同
一
の
意

見
で
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
も
っ
と
も
と
領
け
る
し
、
す
で
に
幾
度

か
現
寮
生
や
応
援
団
幹
部
と
話
し
合
い
も
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ご
注
意
が
絶
え
ま
せ
ん
。

(
中
略
)
本
件
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
誰
も
が
納

得
で
き
る
結
論
を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
」

と
の
話
題
提
供
を
し
た
。

こ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
2
件
の
意
見
は
、
「
同
窓
会
通
信
四
号
」
(
平

成
問
年
春
発
行
)
に
掲
載
し
、
「
あ
く
ま
で
『
吾
等
が
三
年
を
契
る

:
:
:
』
で
歌
い
始
め
れ
ば
、
続
く
の
は
『
都
ぞ
弥
生
』
で
な
く
て
『
鳴

呼
註
々
の
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
作
者
が
怒
っ
て
い
る
前
口
上

の
転
用
な
ど
、
悪
い
こ
と
は
止
め
る
べ
き
で
あ
る
L

を
前
口
上
問
題

の
結
論
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
鳴
呼
恋
々
の
」
の
作
歌
者
宍
戸
昌
夫
君
が
平
成
9
年

に
異
論
を
発
表
さ
れ
て
す
で
に
凶
年
、
本
同
窓
会
の
紙
面
上
で
「
『
都

ぞ
弥
生
』
に
は
前
口
上
を
絶
対
に
つ
け
な
い
」
と
の
結
論
を
公
表
し

て
4
年
を
経
て
い
る
。
前
口
上
を
禁
止
す
る
に
は
「
全
恵
迫
O
B
ど

こ
ろ
か
、
全
北
大
O
B
が
こ
ぞ
っ
て
歌
わ
な
い
こ
と
に
せ
ね
ば
解
消

で
き
な
い
L

こ
と
を
指
摘
し
、
寸
都
ぞ
弥
生
」
を
愛
す
る
全
て
の
方
々

に
周
知
を
図
り
た
い
。

特集II 寮歌異論・正論

「
春
雨
に
濡
る
」
考
を
め
ぐ
っ
て

前
述
の
分
類
に
従
っ
て
「
春
雨
に
濡
る
」
の
資
料
聞
の
違
い
を
検

証
・
比
較
す
る
が
、
こ
こ
で
は
譜
面
の
音
程
や
音
符
の
違
い
に
つ
い

て
は
報
告
し
な
い
。
て
本
寮
歌
が
で
き
た
大
正
ロ
年
版
「
寮
歌
集
」

(
資
料
②
)
は
、
タ
イ
ト
ル
と
歌
調
と
も
「
春
雨
に
濡
る
」
と
記
載
し
、

29 



異論・正論

譜
面
に
は
歌
調
の
み
で
音
の
割
付
け
法
が
分
か
ら
な
い
。
二
、
前
者

の
寮
歌
集
を
原
典
・
正
調
と
判
断
し
た
資
料
①
の
「
北
大
寮
歌
集
」

お
よ
び
同
じ
版
型
を
使
っ
て
い
る
資
料
⑤
の
現
行
「
寮
歌
集
」
は
、

タ
イ
ト
ル
と
歌
調
と
も
「
春
雨
に
濡
る
L

、
譜
面
に
は
歌
調
が
割
り
当

て
ら
れ
、
「
ハ
ル
サ
メ
ニ

l
ヌ
ル
」
と
記
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目

す
べ
き
こ
と
は
、
両
者
共
に
歌
調
の
末
尾
に
「
*
従
来
『
濡
る
る
』

と
な
っ
て
い
た
の
は
誤
り
で
あ
る
」
と
特
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
三
、
資
料
③
の
「
恵
迫
寮
史
L

は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
春
雨

に
濡
る
」
、
歌
調
に
「
濡
る
〉
L

と
使
い
分
け
し
、
譜
面
に
は
歌
調
を

割
り
当
て
て
「
ヌ
ル
ル
」
と
記
し
て
い
る
。
四
、
資
料
④
の
在
来
の

寮
歌
集
は
、
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
と
も
「
春
雨
に
濡
る
〉
」
、
譜
面
に
は

「
ヌ
ル
ル
L

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
に
音
程
を
変
え
た
部

分
が
あ
る
。
五
べ
資
料
⑥
の
山
口
編
「
都
ぞ
弥
生
」
は
、
作
詩
者
の

校
閲
を
受
け
た
上
で
タ
イ
ト
ル
と
歌
詞
と
も
「
春
雨
に
濡
る
る
」
と

記
載
し
、
譜
面
は
付
い
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
作
詞
作
曲
者
の
寄
稿

文
が
あ
り
、
文
中
で
も
「
濡
る
る
」
で
統
一
し
て
い
る
。

こ
の
一
連
の
区
分
に
従
う
と
「
春
雨
に
濡
る
」
の
正
調
は
、
大
正

ロ
年
版
寮
歌
集
が
初
出
だ
か
ら
正
調
と
断
定
し
た
く
な
る
が
、
そ
う

考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
の
寮
歌
集
は
端
面
を
締
麗
に
裁
断
し

て
あ
る
が
、
「
春
雨
に
濡
る
」
の
頁
の
み
は
裁
断
面
よ
り
小
さ
い
用
紙

で
製
本
後
に
差
し
込
ん
だ
形
跡
が
あ
る
た
め
、
恐
ら
く
当
選
曲
を
決

め
た
が
寮
歌
集
刊
行
ま
で
に
時
間
が
な
く
、
校
正
も
不
十
分
だ
っ
た

と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
数
字
譜
は
音
階
を
ー
か
ら
7
で
表
す
と
は
い

え
、
数
字
の
み
は
基
準
オ
ク
タ
ー
ブ
で
四
分
音
符
の
長
さ
、
そ
れ
よ

り
長
い
音
は
数
字
に
続
け
て
ご
」
を
足
す
、
逆
に
四
分
音
符
よ
り

短
い
音
は
半
分
に
な
る
ご
と
に
下
線
を
一
本
加
え
る
。
さ
ら
に
オ
ク

寮歌…………特集11

タ
1
ブ
の
上
下
は
「
数
字
の
上
・
下
の
点
」
で
表
す
た
め
、
当
時
の

印
刷
技
術
で
は
容
易
で
は
な
い
の
で
、
急
が
せ
れ
ば
誤
植
も
出
や
す

い
。
前
述
の
昭
和
問
年
版
よ
り
も
翌
口
年
版
が
正
し
い
例
の
よ
う
に
、

作
詞
作
歌
者
本
人
が
在
寮
し
て
い
る
翌
年
以
降
の
版
が
正
調
に
な
る

と
見
た
方
が
よ
い
。
ま
た
、
永
年
に
亘
っ
て
「
ヌ
ル
ル
」
と
歌
っ
て

き
た
こ
と
も
理
由
に
加
え
て
、
「
春
雨
に
濡
る
」
は
刊
行
年
次
が
近
い

「
恵
迫
寮
史
L

が
収
録
す
る
「
寮
歌
集
」
を
正
調
と
し
て
提
案
し
た
い
。

3。

恵
迫
寮
歌
の
正
調
や
誤
記
問
題
に
つ
い
て

前
述
で
紹
介
し
た
5
編
は
、
い
ず
れ
も
正
調
へ
の
訂
正
や
誤
記
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
作
詞
作
歌
者
の
場
合
は
当
然
と
し
て
、
他

の
人
が
正
調
を
確
認
す
る
術
を
ど
こ
に
求
め
る
か
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
し
。第

1
の
作
調
作
歌
者
の
投
稿
に
対
し
て
は
、
現
在
の
恵
迫
寮
歌
集

が
、
昭
和
田
年
度
以
前
の
寮
歌
に
資
料
①
の
「
北
大
寮
歌
集
L

を
転

用
し
て
い
る
た
め
、
第
3
者
の
刊
行
物
で
あ
る
「
北
大
寮
歌
集
」
な

ら
ば
発
行
者
の
責
任
に
帰
し
て
問
題
外
と
な
る
が
、
恵
迫
寮
刊
行
の

た
め
に
水
野
・
川
越
氏
の
校
訂
が
正
調
と
見
え
て
し
ま
う
か
ら
問
題

が
起
き
て
い
る
。
い
ず
れ
の
投
稿
も
在
来
の
恵
迫
寮
歌
集
で
あ
れ
ば

問
題
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
り
、
現
寮
生
に
対
し
て
恵
迫
寮
歌
集
の

昭
和
印
年
度
以
前
の
寮
歌
を
在
来
の
寮
歌
集
に
置
き
換
え
て
欲
し
い

と
訴
え
る
。

次
に
作
詞
作
歌
者
以
外
の
正
調
探
索
に
つ
い
て
は
、
何
が
何
で
も

「
原
典
準
拠
」
を
正
解
と
す
る
な
ら
、
「
都
ぞ
弥
生
」
の
5
番
に
プ
自

然
の
芸
術
を
懐
か
し
み
つ
〉
」
と
あ
る
が
、
今
も
残
る
横
山
芳
介
氏

の
作
詞
ノ

1
ト
に
は
、
「
自
然
の
巧
み
を
懐
か
し
み
し
つ
〉
」
と
書
か



れ
て
投
稿
後
に
変
更
が
あ
る
こ
と
、
同
氏
の
回
顧
録
に
「
寮
歌
委
員

と
し
て
前
年
の
歌
詞
に
手
を
加
え
過
ぎ
た
こ
と
が
作
歌
す
る
動
機
に

な
っ
た
」
と
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
人
の
ノ

1
ト
や
選
定
時
に

配
布
さ
れ
た
応
募
歌
プ
リ
ン
ト
よ
り
も
、
少
な
く
と
も
当
選
年
に
寮

生
が
歌
い
込
ん
で
仕
上
げ
た
選
定
翌
年
の
寮
歌
集
の
方
が
寮
生
に
よ

る
正
調
寮
歌
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
作
詞
作
歌
者
の
了
解
が
前
提
で
あ
り
、
前
述

の
「
著
作
者
の
意
に
反
し
て
改
変
す
る
権
利
ま
で
な
い
」
に
反
し
な

B
V
 

現
在
の
北
大
内
で
は
、
日
数
年
前
か
ら
寸
都
ぞ
弥
生
し
の
第
5
フ

レ
ー
ズ
「
夢
こ
そ
一
時
」
以
降
が
ス
ロ

l
テ
ン
ポ
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
窓
会
の
寮
歌
祭
で
「
都
ぞ
弥
生
」
を
合
唱
す
る
時
も
、
各

自
ま
ち
ま
ち
に
歌
い
始
め
て
1
番
の
後
半
に
な
ら
な
い
と
全
員
が
一

致
し
た
合
唱
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
大
学
関
連
機
関
の
刊
行
物
に

掲
載
さ
れ
る
「
都
ぞ
弥
生
」
の
譜
面
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
叩
種
類

近
く
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
「
寮
歌
は
寮
生
の
口
伝
で
変
わ
っ
て
良
い
L

等
の
意
見
を
許
容
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
い
ず
れ
同
窓
会
で
「
都

ぞ
弥
生
」
を
合
唱
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
本
同
窓
会
が
発

足
し
た
早
々
か
ら
、
恵
迫
寮
歌
に
関
し
て
寸
前
口
上
」
問
題
ば
か
り

か
、
「
口
ム
は
け
し
か
ら
ん
」
と
の
お
叱
り
と
「
今
後
は
無
い
よ
う
に

修
正
さ
せ
ろ
」
と
の
ご
指
示
を
頂
き
、
そ
の
た
び
に
事
務
局
担
当
者

と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の

よ
う
に
幾
た
び
も
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
各
位
の
了
解
を
得
た
い
と

し
て
長
文
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
の
終
結
を
図
り
た
い

と
田
?
っ
。

異論・正論…………前寮歌特集11

特集II 寮歌異論・正論

(
北
広
島
市
)

3' 



入寮 50周年同期会

昭
和
引
年
入
寮
生
が
、
一
昨
年
秋
に
入
寮
叩
周
年
の
同
期
会
を
盛
大
に
開
催

し
た
。
な
ぜ
「
入
寮
叩
年
L

か
と
=
雪
=

周
年
」
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
皆
が

η
歳
を
超
え
て
い
る
か
ら
、
参
加
申
し
込

み
し
な
が
ら
ド
タ
キ
ヤ
ン
が
多
発
し
た
と
か
、
会
場
で
入
院
騒
ぎ
ま
で
起
き
た

な
ど
の
経
験
を
紹
介
さ
れ
、
周
期
会
の
開
催
期
は
、
浪
人
者
で
も
刊
歳
に
過
ぎ

な
い
入
寮
印
年
の
方
が
よ
い
、
こ
の
歳
で
あ
れ
ば
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
も
と
よ
り
、

自
営
者
で
も
経
営
移
譲
し
て
余
暇
を
考
え
る
世
代
と
な
っ
て
集
ま
り
易
い
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

引
年
組
が
実
際
に
集
ま
っ
た
経
験
か
ら
も
「
来
し
方
を
吐
露
し
、
こ
れ
か
ら

の
発
展
を
展
望
す
る
に
も
元
気
で
夢
が
あ
る
年
齢
で
有
意
義
で
あ
っ
た
」
た
め
、

こ
れ
か
ら
企
画
す
る
入
寮
組
に
も
「
入
寮
叩
年
」
を
推
奨
す

べ
き
と
考
え
た
。

こ
こ
で
は
同
窓
会
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
伝
わ
る
よ
う
に
と
考
え
、
長
文
に
な
る

が
開
催
報
告
を
お
伝
え
す
る
。

特集田-①

尽
き
ぬ
珠
玉
の
思
い
出

古

川

俊

実

(s
m年
入
寮
)

「
お
い
、

O
Oじ
ゃ
な
い
か
」

「え
!
と
、

だ
れ
だ
っ
け
」

「
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
。

口
口
だ
よ
L

「
い
や
あ
、
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
:
・
」

「
お
前
、

O
Oだ
ろ
。
す
ぐ
分
か
っ
た
よ
L

「
随
分
久
ぶ
り
た
け
ど
、
い
つ
以
来
か
な
」

「
寮
を
出
て
以
来
だ
か
ら
必
年
ぶ
り
だ
」

ー
ー
こ
ん
な
会
話
が
、
記
念
誌
『わ
が
青
春
の
北
大
恵
迫
寮
』
を
手
に

飛
び
交
い
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
9
月
6
日
。
私
た
ち
の
入
寮
印
周
年
記
念
行
事
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
と
い
え
る
祝
賀
パ

ー
テ
ィ

ー
を
前
に
、
集
合
場
所
の
北
大

構
内
ク
ラ

1
ク
会
館
で
の
出
会
い
の
と
き
で
し
た
。

し
て
、「

便
哲
」
に
迎
え
ら
れ
入
寮

32 

私
た
ち
は
、

1
9
5
6
年
4
月
、
恵
迫
寮
の
住
人
に
な
り
ま
し
た
。

古
ぼ
け
た
木
造
2
階
建
て
、
カ
ビ
臭
く
昼
な
お
暗
い
廊
下
で
し
た
が
、

古
今
の
哲
人
や
文
人
の
詞
章
の
数
々
を
大
書
し
た
部
屋
や
廊
下
、
ト

イ
レ
の
壁
は
、
旧
制
予
科
時
代
の
雰
囲
気
を
ま
だ
ま
だ
と
ど
め
て
い

ま
し
た
。

現
役
入
学
者
は
四
歳
。
あ
の

日
本
敗
戦
時
は
国
民
学
校
2
年

生
で
し
た
。
つ
ま
り
、
浪
人
入

学
者
を
含
め
、
寮
友
は
み
な
「
少

国
民
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

戦
時
体
験
を
経
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
は
戦
争
末
期
、
縁
故
疎

開
で
東
京
を
脱
出
し
た
の
で
す

が
、
東
京
に
残
っ
た
同
級
生
の

何
人
も
が
「
3
月
刊
日
大
空
襲
L

の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
寮
で

1
年
上
の
同
室
者
は
広
島
で
肉

親
の
ほ
と
ん
ど
を
亡
く
し
た
被

爆
者
で
、
他
の
寮
友
か
ら
も
戦

災
の
実
相
と
身
内
を
失
っ
た
話
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を
聞
き
ま
し
た
。
沖
縄
出
身
の
2
人
は
、
全
島
戦
場
と
い
う
「
鉄
の

暴
風
」
の
中
を
生
き
抜
い
た
の
で
す
が
、
北
大
へ
の
進
学
時
、
沖
縄

が
ま
だ
米
軍
占
領
下
だ
っ
た
た
め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
携
行
し
て
の
留

学
で
し
た
。

と
は
い
え
、
当
時
の
寮
が
硬
直
し
た
「
反
戦
平
和
の
一
大
拠
点
L

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
「

ω年
安
保
L

の
前
夜
で
、
学
内

外
の
デ
モ
は
度
々
で
し
た
が
、
参
加
は
あ
く
ま
で
自
由
意
思
で
し
た
。

総
じ
て
、
リ
ベ
ラ
ル
で
は
あ
っ
て
も
無
党
派
が
大
勢
だ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
敗
戦
直
後
、
教
科
書
に
ス
ミ
を
塗
っ
た
最
も

年
少
の
世
代
と
し
て
、
個
々
人
の
多
様
さ
こ
そ
が
肝
心
と
い
う
判
断

が
身
に
つ
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。

入
寮
し
て
半
年
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
自
由
を
求
め
る
民
衆
の
蜂
起

が
ソ
連
に
よ
っ
て
圧
殺
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
民

衆
の
行
動
を
全
学
連
は
「
帝
国
主
義
分
子
の
扇
動
に
よ
る
反
革
命
」

と
し
て
糾
弾
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
判
断
の
支
持

を
諮
る
寮
代
議
員
会
は
、
出
席
者
少
数
で
流
会
続
き
。
寮
生
た
ち
の

知
恵
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
入
寮
印
周
年
記
念
行
事
と
同
じ

年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
映
画
『
自
由
、
愛
』
H
邦
題
『
君
の
涙
ド
ナ
ウ
に
流

れ
ハ
ン
ガ
リ
ー
1
9
5
6
』
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
自
由
を
叫
ぶ
学
生

た
ち
の
決
起
に
始
ま
っ
た
動
乱
の
悲
惨
な
歴
史
的
事
実
を
描
く
作
品

の
製
作
ま
で
、
実
に
印
年
か
か
っ
た
わ
け
で
す
。

特集皿-①

す
き
っ
腹
に
象
の
肉
が
届
い
た

『
恵
迫
』
第
7
号
に
梶
浦
政
男
君
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
貧
し
さ
に
耐
え
る
日
常
で
し
た
。
寮
友
の
多
く
は
実
家
か
ら
の
送

金
が
な
く
、
バ
イ
ト
に
次
ぐ
バ
イ
ト
が
当
た
り
前
で
し
た
。
月
に
2

5
0
0
円
納
め
れ
ば
3
食
あ
た
り
ま
し
た
が
、
炊
務
委
員
会
苦
心
の

献
立
は
質
素
そ
の
も
の
。
毎
食
5
分
も
か
か
ら
ず
食
べ
終
え
る
の
で

す
が
、
「
メ
シ
だ
あ
」
と
告
げ
る
鐘
の
合
図
は
待
ち
遠
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
「
欠
食
野
郎
L

た
ち
の
前
に
、
あ
る
日
、
象
の
肉
が
現
れ

ま
し
た
。
巡
業
中
の
サ
ー
カ
ス
の
火
災
で
焼
死
し
た
象
や
ラ
イ
オ
ン

が
獣
医
学
部
で
解
剖
さ
れ
、
そ
の
肉
が
バ
ケ
ツ
で
ど
っ
と
寮
に
持
ち

込
ま
れ
た
の
で
す
。
聞
き
付
け
た
寮
生
が
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
い
珍
味
を

焼
い
た
り
煮
た
り
し
た
の
で
す
が
、
炊
務
委
員
会
が
あ
ず
か
り
知
ら

ぬ
こ
と
な
の
で
調
味
料
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
せ
め
て
醤
油
が
あ
れ
ば
」

と
言
い
な
が
ら
腹
に
納
め
た
も
の
の
、
コ
つ
ま
か
っ
た
」
と
い
う
記
憶

は
寮
友
の
だ
れ
も
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
く
通
っ
た
北
M
条
電
停
そ
ば
の
「
い
ろ
り
」
が
印
円
の
ラ
ー
メ

ン
を

ω円
へ
値
上
げ
す
る
と
言
い
出
し
た
と
き
、
断
揚
の
思
い
で
、

抗
議
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
し
た
も
の
で
す
。
空
腹
に
耐
え
兼
ね
る
と
、

質
屋
に
学
生
服
の
上
着
を
入
れ
て
5
0
0
円
借
り
、
狸
小
路
で
寮
友

と
ト
ン
カ
ツ
を
食
い
ま
し
た
。

た
ば
こ
は
売
庖
で
パ
ラ
売
り
を
買
う
の
が
常
で
、
そ
の
金
も
な
い

と
シ
ケ
モ
ク
(
吸
い
殻
)
を
キ
セ
ル
で
吸
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
酒

は
臭
い
焼
酎
か
合
成
酒
が
飲
め
れ
ば
幸
せ
で
、
ま
と
も
な
日
本
酒
や

ビ
l
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
貴
重
品
で
し
た
。

こ
の
年
の
政
府
の
『
経
済
白
書
』
は
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
L

と
復
興
を
う
た
い
あ
げ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
生
活
実
感
と
は
、
ま

だ
か
け
離
れ
た
ご
託
宣
で
し
た
。
ま
た
、
石
原
慎
太
郎
の
『
太
陽
の

季
節
』
が
芥
川
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
描
か
れ
た
ド
ラ
息

子
ど
も
の
生
態
と
も
、
無
縁
で
し
た
。
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胃
袋
を
超
え
た
寮
歌
の
魅
力

と
も
あ
れ
、
貧
し
さ
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
寄
り
添
う
魂
の
裸

の
触
れ
合
い
は
、
か
け
が
え
の
な
い
濃
密
な
も
の
で
、
終
生
の
友
と

の
交
遊
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

食
を
超
え
た
も
の
の
筆
頭
は
寮
歌
で
し
た
。
『
藻
岩
の
緑
』
『
都
ぞ

弥
生
』
『
魔
神
の
呪
』
『
蒼
空
高
く
朔
ら
む
と
』
『
黒
潮
鳴
れ
る
』
『
別

離
の
歌
』
『
春
未
だ
浅
き
』
『
津
軽
の
槍
海
の
』
『
湖
に
星
の
散
る
な
り
』

『
時
潮
の
波
の
』
『
手
を
と
り
て
美
し
き
国
を
』
、
そ
し
て
同
期
生
・
前

島
一
淑
君
作
歌
作
曲
の
『
花
練
乱
の
』
ま
で
、
何
十
回
、
何
百
回
と

歌
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
『
花
練
乱
の
』
は
寮
歌
と
し
て
回
曲
目
で
し

た。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
相
を
映
す
面
は
極
力
、
沈
潜
さ
せ
て
、
ひ
た
す

ら
「
自
然
と
の
対
話
L

を
描
写
す
る
わ
が
寮
歌
群
は
、
喜
び
に
わ
く

と
き
、
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
と
き
、
震
え
る
魂
の
鼓
動
に
応

え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
歌
調
に
難
解
な
漢
字
が
使
わ
れ
、
漠
然

と
し
た
意
味
し
か
っ
か
め
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

満
足
で
し
た
。
物
質
的
ひ
も
じ
さ
を
忘
れ
て
、
い
つ
の
日
か
へ
の
希

望
の
灯
を
か
き
た
て
て
く
れ
ま
し
た
。

『
津
軽
の
槍
海
の
』
と
私
の
誕
生
年
は
同
じ
で
、
そ
の
1
9
3
8
年、

札
幌
出
身
の
劇
作
家
・
久
保
栄
が
代
表
作
『
火
山
灰
地
』
を
発
表
。

劇
中
に
さ
り
げ
な
く
『
都
ぞ
弥
生
』
と
『
ス
ト
ー
ム
の
歌
』
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
北
海
道
の
人
々
に
そ
れ
だ
け
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
『
津
軽
の
槍
海
の
』
作
歌
時
は
予
科

野
球
部
員
で
、

6
年
後
に
中
国
戦
線
で
戦
死
し
た
二
階
堂
孝
一
さ
ん

の
最
期
に
つ
い
て
、
私
は
2
0
0
1
年
、
『
北
大
野
球
部
1
0
0
年
史
』

…一一……一一一……一一一……一一一……特集皿-①

の
中
に
、
鎮
魂
の
祈
り
を
込
め
て
記
し
ま
し
た
。

恵
迫
寮
歌
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
旧
制
高
校
の
寮
歌
も
よ
く
歌
い

ま
し
た
。
平
成
初
年
1
月
、
旧
制
7
高
造
士
館
寮
歌
『
北
辰
斜
(
め
)

に
』
を
題
名
と
す
る
映
画
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
前
島
一
淑
君

は
東
京
の
上
映
館
で
自
ら
の
寮
生
活
と
重
ね
合
わ
せ
て
涙
が
止
ま
ら

ず、

2
回
続
け
て
見
た
後
、

7
高
の
地
元
鹿
児
島
で
も
う
1
回
見
て
、

感
慨
を
新
た
に
し
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
映
画
は
北
大
東
京
同
窓
会

の
会
合
で
も
話
題
に
な
り
、
初
代
の
予
科
O
B
た
ち
も
ほ
と
ん
ど
が

歌
調
を
諾
じ
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
枠
を
越
え
て
、
青
春
の
炎
は
今

も
燃
え
て
い
る
の
で
す
。

深
夜
の
寮
で
、
娯
楽
室
は
別
天
地
で
し
た
。

s
pレ
コ
ー
ド
に
よ

る
珠
玉
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
名
曲
と
の
出
会
い
は
至
福
の
時
間
で
し
た
。

た
だ
、
チ
ャ
イ
コ
ア
ス
キ
ー
が
『
悲
憤
』
第
4
楽
章
の
「
消
え
る
L

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
考
え
た
と
き
、
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
ラ
ス
ト
ワ

l
ド
「
あ

と
は
沈
黙
L

を
意
識
し
な
か
っ
た
か
ど
う
か
の
疑
問
は
、
未
だ
解
け

て
い
ま
せ
ん
が
・
:
。
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我
ら
が
砦
は
脳
裏
に
消
え
ず

往
事
恋
々
で
す
が
、
友
情
の
宝
石
を
数
々
生
む
砦
で
あ
っ
た
寮
舎

は
、
も
う
あ
り
ま
せ
ん
。
『
恵
迫
』
第
7
号
に
あ
る
よ
う
に
、
高
井
宗

宏
君
の
奮
闘
で
北
海
道
開
拓
の
村
に
一
部
は
保
存
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
容
は
私
た
ち
の
脳
裏
に
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
残
像
こ
そ
、
入
寮
印
周
年
記
念
行
事
を
思
い
立
つ
原

点
で
し
た
。
自
由
と
自
治
の
精
神
を
育
ん
で
く
れ
た
日
々
の
記
憶
は

学
窓
を
巣
立
っ
た
後
、
あ
の
激
動
の
時
代
に
挑
み
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
支
え
に
な
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。



同
期
入
寮
は

1
8
7
人
(
う
ち
住
所
不
明
日
人
、
早
世
幻
人
)
で

す
が
、
古
稀
に
差
し
か
か
っ
た
者
た
ち
が
、
恵
迫
へ
の
い
と
お
し
き

を
体
現
し
た
閃
周
年
記
念
企
画
の
中
身
は
、
本
稿
に
続
く
河
野
民

雄
・
桜
庭
慎
吾
両
君
の
報
告
に
あ
る
と
お
り
で
す
。

私
た
ち
の
宴
の
ほ
ぽ

1
年
後
、
恵
迫
寮
1
0
0
年
を
祝
う
行
事
が

札
幌
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
恵

迫
の
歩
み
の
ち
ょ
う
ど
半
ば
の
時
点
の
歴
史
を
私
た
ち
が
刻
ん
だ
証

し
を
確
認
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

〈
〉

同
期
の
文
化
人
は
多
々
で
す
が
、
朝
日
・
毎
日
新
聞
両
紙
の
歌
壇

に
し
ば
し
ば
入
選
し
て
い
る
手
塚
主
於
美
君
の
作
品
を
結
び
に
し
ま

し
ょ
〉
フ
。永

ら
へ
て
「
花
練
乱
の
L

歌
に
酔
ふ

寮
友
の
貌

入寮50周年同期会一……ー…

思
ひ
出
せ
ば

(
東
京
都
江
東
区
)

感
慨
新
た
、

祝
賀
会
に

U
人

河

野

民

雄

(sm年
入
寮
)

入
寮
印
周
年
祝
賀
会
ー
ー
。
恵
迫
寮
入
寮
か
ら
半
世
紀
。
そ
の
節
目

に
聞
い
た
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、

2
0
0
6
年
(
平
成
四
年
)
9
月

6
日
、
札
幌
市
郊
外
茨
戸
の
オ
テ
ル
・
ド
・
レ

l
ゼ
ン
サ
ッ
ポ
ロ
を

会
場
に
開
催
。
夫
人
同
伴
の
4
人
を
含
む

U
人
が
出
席
、
大
盛
況
だ
っ

た。

特集皿-①

感
激
の
再
会
・
:
学
内
ツ
ア
l

こ
の
激
動
の
半
世
紀
の
問
、
同
期
入
寮
者
た
ち
が
一
堂
に
集
う
機

会
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
記
念
行
事
へ
の
思
い
は
強
か
っ
た
。
2
本

柱
と
し
て
、
祝
賀
会
は
札
幌
中
心
に
北
海
道
在
住
の
者
が
、
記
念
文

集
は
首
都
圏
を
主
に
本
州
在
住
の
者
が
、
担
う
こ
と
に
し
た
。

祝
賀
会
の
実
行
委
員
会
は
、
横
山
清
君
を
キ
ャ
ッ
プ
に
日
人
で
構

成
、
前
年
か
ら
準
備
を
重
ね
た
。
祝
賀
会
当
日
の
前
段
は
母
校
学
内

の
ツ
ア
l
。
午
後
2
時
、
ク
ラ

1
ク
会
館
に
集
合
。
感
激
の
再
会
を

果
た
し
た
参
加
者
は
、
西
沢
郁
夫
君
の
ガ
イ
ド
で
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

に
出
発
。
ク
ラ
l
ク
像
前
で
記
念
撮
影
の
後
、
現
在
は
大
学
博
物
館

と
な
っ
て
い
る
旧
理
学
部
を
見
学
。
さ
ら
に
進
み
ポ
プ
ラ
並
木
へ
。

並
木
は
先
年
の
台
風
で
多
数
倒
れ
、
幼
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
構
内
は
樹
木
が
伸
び
、
新
し
い
建
物
が
増
え
た

こ
と
に
驚
く
う
ち
、
最
大
の
お
目
当
て
恵
迫
寮
跡
を
目
指
し
、
『
都
ぞ

弥
生
』
の
歌
碑
に
到
着
。
こ
の
碑
は
、
入
寮
2
年
目
の
1
9
5
7
年

9
月
、
北
大
創
基
加
周
年
記
念
で
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
。
同
期
入
寮

の
1
5
9
期
横
山
清
委
員
会
の
発
議
で
資
金
集
め
を
開
始
。
寮
生
も

労
力
奉
仕
を
し
て

1
6
0
期
太
田
徹
委
員
会
の
と
き
完
成
し
た
。
除

幕
式
に
は
作
曲
者
・
赤
木
顕
次
さ
ん
も
出
席
。
寮
生
は
献
歌
し
た
後
、

歌
碑
の
周
り
で
ス
ト
ー
ム
を
展
開
し
た
。
そ
ん
な
往
時
を
思
い
返
し
、

歌
碑
の
前
で
参
加
者
が
声
を
そ
ろ
え
『
都
ぞ
弥
生
』
を
捧
げ
た
。

歌
碑
は
地
盤
沈
下
の
た
め
か
み
す
ぼ
ら
し
く
見
え
る
。
恵
迫
同
窓

会
代
表
幹
事
で
も
あ
る
横
山
君
が
「
来
年
の
恵
迫
百
周
年
記
念
に
修

復
工
事
を
し
た
い
の
で
協
力
を
」
と
要
請
(
こ
の
通
り
実
現
し
た
)
。

つ
わ
も
の
ど
も
が
夢
の
跡
、
私
た
ち
の
恵
迫
寮
の
あ
っ
た
辺
り
は

特集III-① 入寮 50周年同期会3ラ
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テ
ニ
ス
コ

ー
ト
に
な
り
、
樹
林
の
中
に
寮
の
記
念
碑
だ
け
が
ひ
っ
そ

り
件
み
、
一
同
昔
日
を
偲
び
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
元
の
寮
の

西
側
数
百
メ
ー
ト
ル
に
現
在
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
新
寮
が

あ
る
。
希
望
者
が
い
れ
ば
案
内
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
文
部
省
が
学

生
管
理
強
化
策
で
自
治
権
を
剥
奪
し
、
集
会
を
開
け
ぬ
よ
う
個
室
だ

け
で
食
堂
も
無
い
寮
の
姿
を
見
る
こ
と
を
省
略
し
て
正
解
だ
っ
た
で

あ
ろ
う
。

学
内
ツ
ア

l
の
最
後
は
元
の
寮
の
前
方
、
第

2
農
場
の
モ
デ
ル

パ
l
ン
を
見
学
。
農
場
横
に
復
元
さ
れ
た
「
遠
友
学
舎
L

に
立
ち
寄
っ

て
終
了
。
こ
こ
か
ら
送
迎
パ
ス
で
祝
賀
会
会
場
の
ホ
テ
ル
へ
向
か
っ

た。

υ 特集皿 ① 

思
い
出
話
と
歌

・
歌

・
歌

会
場
の
ホ
テ
ル
は
、
バ
ブ
ル
最
盛
期
に
建
設
さ
れ
、
拓
銀
破
綻
の

原
因
に
も
な
っ
た
だ
け
あ
っ
て
、
な
か
な
か
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
。
私
た
ち

の
在
学
時
、
拓
銀
は
道
内
屈
指
の
優
良
企
業
で
就
職
試
験
も
難
関
で

知
ら
れ
、
北
海
道
開
拓
と
と
も
に
歩
ん
だ
拓
銀
の
前
途
を
疑
う
者
は

な
か
っ
た
。
が
、
巨
額
の
過
剰
融
資
と
不
良
債
権
で
破
綻
。
そ
の
消

滅
へ
つ
な
が
っ
た
現
場
の
ひ
と
つ
に
足
を
踏
み
入
れ
、
こ
こ
で
も
時

の
流
れ
を
か
み
し
め
た
の
だ
っ
た
。

夜
7
時
か
ら
の
宴
会
に
先
立
っ
て
、
記
念
撮
影
と
な
っ
た
が
、
こ

こ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
る
。
写
っ
て
い
る
の
が
出
席
者
よ
り
数
人

少
な
い
の
だ
。
早
く
も
ボ
ケ
が
来
た
の
か
、
そ
れ
と
も
恵
迫
伝
統
の

タ
イ
マ
ン
癖
が
出
た
の
か
。
結
局
、
後
で
集
合
写
真
の
欄
外
に
数
人

の
顔
が
追
加
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
と
く
と
ご
覧

あ
れ
。
(
写
真
)
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夜
の
部
は
小
笠
原
孝
之
君
の

司
会
で
、
横
山
代
表
の
歓
迎
の

辞
に
始
ま
り
、
遠
来
の
岡
本
希

八
郎
君
(
九
州
)
、
松
栄
(
山
本
)

新
君
(
佐
渡
)
ら
の
ス
ピ
ー
チ

の
後
、
元
応
援
団
永
津
昌
久
君

の
音
頭
に
よ
る

『都
ぞ
弥
生
』

の
斉
唱
で
開
幕
。
以
後
は
、
河

野
の
司
会
で
寮
歌
と
思
い
出
話

の
オ
ン
パ
レ

ー
ド。
『行
こ
う
か

ス
ス
キ
ノ
戻
ろ
か
寮
へ

』
や
佐

藤
春
夫
作
の

『酒
、
歌
、
タ
バ

コ
、
ま
た
女
』
な
ど
の
飛
び
入

り
も
あ
っ
て
賑
や
か
に
進
行
。

2
次
会
は
隣
室
に
移
っ
て
高
井

宗
宏
君
が
用
意
し
て
く
れ
た
往

時
の
写
真
類
を
ス
ラ
イ
ド
で
鑑

賞
し
、
歌
や
会
話
で
さ
ら
に
盛

り
上
が
り
、
最
後
は

『別
離
の
歌
』
と
、
肩
組
み
合
っ
て
の
ス
ト
ー

ム
で
終
わ
っ
た
。

a~4u3 ' 年怠建入寮 50珂隼

初
代
の
寮
舎
と
も
対
面

翌
日
は
、
野
幌
森
林
公
園
の
「
開
拓
の
村
」
に
移
さ
れ
た
恵
迫
寮

の
見
学
と
な
っ
た
。
遠
方
か
ら
来
た

7
人
が
参
加
し
、
地
元
か
ら
兼

古
潔
君
や
西
沢
君
ら
が
案
内
し
た
。

小
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
初
代
の

恵
迫
寮
の
玄
関
で
ガ
イ
ド
さ
ん
や
観
光
客
も
交
え
て

『都
ぞ
弥
生
』



を
大
声
で
歌
う
。
展
示
室
に
は
『
都
ぞ
弥
生
』
歌
碑
落
成
時
の
ス
ト
ー

ム
を
写
し
た
大
き
な
パ
ネ
ル
写
真
が
あ
り
、
そ
こ
に
自
分
や
友
人
を

発
見
し
て
の
歓
声
や
、
昔
の
居
室
の
木
製
ベ
ッ
ド
に
寝
転
ん
で
懐
か

し
む
人
も
い
た
。

こ
う
し
て
、

2
日
間
に
わ
た
る
宴
は
好
評
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と

が
出
来
た
。
こ
の
成
功
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
地
元
札
幌
勢
と
東
京

勢
の
連
携
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
全
体
の

事
務
局
長
役
を
務
め
て
く
れ
た
高
井
君
の
献
身
的
働
き
を
特
筆
し

て
、
ご
苦
労
に
感
謝
し
た
い
。

《
祝
賀
会
実
行
委
員
会
》

代
表
H
横
山
清
マ
副
代
表
日
高
井
宗
宏
・
長
谷
川
孝
太
郎
マ
委
員

H

岩
船
修
・
大
島
聡
範
・
小
笠
原
孝
之
・
兼
古
潔
・
亀
員
一
義
・

河
野
民
雄
・
小
林
征
・
高
橋
忠
嘉
・
永
津
昌
久
・
西
沢
郁
夫
・
林
陽
・

福
永
典
之
・
干
場
一
正
・
三
ツ
谷
富
夫
・
山
下
貴
正(

札
幌
市
清
田
区
)
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記
念
文
集
に
羽
人
・
日
編
の
玉
稿

桜

庭

慎

吾

(
S
況
年
入
寮
)

刷
り
上
っ
た
ば
か
り
の
記
念
文
集
|
|
『
わ
が
青
春
の
北
大
恵
迫

寮
/
1
9
5
6
1
2
0
0
6
年
入
寮
印
年
記
念
誌
』
が
机
の
上
に

積
ま
れ
て
い
た
。
東
京
・
高
田
馬
場
の
同
窓
会
事
務
室
1
2
0
0
6

年
(
平
成
四
年
)
8
月
幻
日
、
冷
房
下
と
は
い
え
外
の
炎
暑
が
室
内

に
も
及
ん
で
い
た
が
、
編
集
委
員
た
ち
の
顔
は
輝
い
て
い
た
。

U
カ

特集国一①

月
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
貴
重
な
作
品
に
結
実
し
た
の
だ
。
「
間
に

あ
っ
た
。
来
月
、
札
幌
で
の
祝
賀
会
に
皆
こ
の
文
集
を
読
ん
で
出
席

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、
寮
友
た
ち
へ
の
発
送
作

業
に
か
か
っ
た
。

叩
年
前
か
ら
温
め
た
構
想

記
念
行
事
の
プ
ラ
ン
は
、
実
は
1
9
9
7
年
(
平
成
9
年
)
、
恵
迫

同
人
で
ロ
年
先
輩
の
角
幡
春
雄
さ
ん
と
交
わ
し
た
会
話
か
ら
私
の
中

で
温
め
て
い
た
。
戦
時
下
の

1
9
4
4
年
(
昭
和
四
年
)
に
入
寮
し

た
角
幡
さ
ん
た
ち
農
類
同
期
生
は
卒
業
後
、
会
誌
『
検
陵
』
を
定
期

刊
行
し
、
入
寮
印
周
年
記
念
の
集
い
も
札
幌
で
開
い
た
と
伺
っ
て
感

銘
を
受
け
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
、
私
た
ち
の
入
寮
印
周
年
を
翌
年
に
控
え
た
2
0
0
5
年

の
年
賀
状
で
、
私
は
札
幌
の
横
山
清
・
高
井
宗
宏
両
君
へ
、
「
来
年
、

節
目
の
同
期
会
を
や
り
た
い
ね
」
と
提
案
し
て
み
た
。
そ
の
後
、
札

幌
へ
出
か
け
た
折
、
他
の
同
期
生
に
も
会
っ
て
記
念
行
事
の
論
議
が

動
き
だ
し
た
。
結
論
と
し
て
北
海
道
在
住
者
が
印
周
年
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
を
準
備
し
、
本
州
側
が
記
念
文
集
作
り
を
受
け
持
つ
こ
と
を

確
認
し
た
。

編
集
委
員
会
に
叩
人
が
参
加

記
念
文
集
の
編
集
作
業
は
、
そ
の
年
6
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
寮
友

た
ち
の
職
歴
も
に
ら
み
、
首
都
圏
在
住
者
を
主
に
編
集
委
員
を
委
嘱

し
、
日
人
で
構
成
し
た
。
一
応
の
分
担
は
、
マ
原
稿
集
約
日
栗
田
信

マ
会
計
幹
事
H
中
島
幸
一
↓
手
塚
主
於
美
マ
名
簿
整
理
H
石
橋
健
マ

誌
面
割
り
付
け
H
古
川
俊
実
の
諸
君
が
中
心
に
な
り
、
実
務
は
メ
ン
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パ
l
総
が
か
り
で
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

大
ま
か
な
構
成
や
日
程
を
固
め
た
後
、
最
初
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
原

稿
の
呼
び
か
け
だ
っ
た
。
松
竹
映
画
の
製
作
現
場
で
長
年
、
人
生
の

喜
怒
哀
楽
を
作
品
化
し
て
き
た
梶
浦
政
男
君
が
「
か
つ
て
は
紅
顔
緑

髪
の
恵
迫
寮
生
だ
っ
た
諸
子
へ
」
と
題
す
る
撤
文
を
書
い
て
く
れ
た
。

印
年
の
重
み
を
説
き
、
「
(
あ
の
)
学
寮
で
、
共
に
遊
び
、
学
び
、
飢

え
、
凍
え
、
飲
み
、
論
じ
た
日
々
の
記
憶
」
を
共
有
す
る
寮
友
の
玉

稿
を
求
め
る
格
調
高
い
文
面
だ
っ
た
。

文
章
だ
け
で
な
く
、
秘
蔵
の
写
真
類
の
出
稿
も
要
請
。
同
期
生
全

員
の
消
息
確
認
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
も
同
封
し
、
半
世
紀
ぶ

り
の
名
簿
整
備
に
努
め
た
。

特集圃-①

多
様
多
彩
な
原
稿
次
々
と

第
2
次
呼
び
か
け
を
経
て
、
原
稿
が
届
き
始
め
た
。
終
生
の
友
と

の
交
わ
り
、
若
さ
ゆ
え
の
蛮
勇
や
煩
悶
、
運
動
部
や
サ
ー
ク
ル
活
動

で
の
燃
焼
、
時
代
状
況
と
の
接
点
な
ど
寮
生
活
の
思
い
出
に
と
ど
ま

ら
ず
、
そ
の
後
の
生
き
方
を
記
し
た
文
な
ど
多
様
な
内
容
で
、
印
歳

で
逝
去
し
た
藤
岡
諭
君
の
真
知
子
夫
人
の
玉
稿
も
貴
重
な
彩
り
を
添

え
て
く
れ
た
。

締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
の
ね
じ
込
み
は
佐
渡
か
ら
届
い
た
。
萩
原
荘

平
君
が
主
宰
す
る
手
稲
句
会
の
一
行
が
、
在
寮
時
に
「
サ
ド
シ
ン
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
松
栄
(
旧
姓
・
山
本
)
新
君
を
訪
ね
、
吟
行

を
催
し
た
も
の
で
、
同
人
た
ち
の
作
品
を
写
真
付
で
掲
載
し
た
。

編
集
会
議
は
計
ロ
回
に
及
び
、
ゲ
ラ
は
5
回
点
検
し
た
。
読
む
た

び
に
往
時
を
思
い
起
こ
し
、
目
が
う
る
む
の
を
覚
え
た
。
お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
誤
字
、
脱
字
を
正
し
た
ほ
か
「
読
む
ひ
と

た
ち
に
よ
り
分
か
り
ゃ
す
い
よ
う
に
」
と
編
集
委
員
た
ち
が
話
し
合

い
、
い
さ
さ
か
手
を
入
れ
た
原
稿
は
ゲ
ラ
を
筆
者
た
ち
に
届
け
、
確

認
、
了
承
し
て
も
ら
っ
た
。

表
紙
は
西
沢
都
夫
君
が
在
寮
時
に
描
い
て
い
た
懐
か
し
の
寮
舎
の

ス
ケ
ッ
チ
に
決
め
、
収
録
は
必
人
の
日
編
の
文
章
、
日
点
の
写
真
と

1
8
7
人
の
名
簿
一
覧
を
合
わ
せ
鉛
ぺ

l
ジ
に
な
っ
た
。

最
終
段
階
で
、
製
作
費
用
を
賄
う
頒
布
価
格
の
メ
ド
を
つ
け
る
た

め
、
表
紙
と
目
次
の
ゲ
ラ
を
添
え
て
予
約
注
文
を
受
け
付
け
た
。
予

約
部
数
は
当
初
、
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
あ
ま
り
高
い
と
入
手
し

に
く
い
点
を
国
酌
し
て
頒
布
価
格
を
4
9
0
0
円
に
設
定
。
赤
字
分

は
編
集
委
員
た
ち
が
負
担
す
る
こ
と
を
覚
惜
し
つ
つ
、
「
余
裕
の
あ
る

方
々
に
は
寄
付
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
文
書
を
差
し
上
げ
た
。

し
か
し
、
予
約
受
け
付
け
が
進
む
に
つ
れ
、
予
期
せ
ぬ
状
況
が
生

ま
れ
た
。
販
売
部
数
が
1
0
0
部
を
超
え
た
の
だ
。
う
れ
し
い
誤
算

で
、
そ
の
収
入
だ
け
で
各
種
経
費
を
カ
バ
ー
で
き
る
見
通
し
が
立
っ

た
。
寮
友
臼
人
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
寄
付
金
お
万
6
4
0
0
円
は

深
い
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、
現
金
書
留
や
切
手
で
そ
っ
く
り
返
す

こ
と
が
で
き
た
。

全
体
の
収
支
決
算
は
、
札
幌
で
の
祝
賀
会
の
席
上
、
会
計
幹
事
の

手
塚
君
か
ら
報
告
し
た
。
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先
輩
・
後
輩
や
図
書
館
へ
献
呈

最
終
的
に
発
行
部
数
は
2
5
0
部
に
決
定
。
寮
友
へ
の
頒
布
の
ほ

か
∞
∞
部
を
寄
贈
分
と
し
た
。
謹
呈
先
は
官
頭
に
記
し
た
角
幡
さ
ん
ら

恵
迫
の
先
輩
た
ち
ゃ
後
輩
諸
君
、
さ
ら
に
北
海
道
立
、
札
幌
市
立
図

書
館
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
各
社
へ
だ
っ
た
。
先
輩
に
は
「
輝
か
し
い
恵



青
空
の
中
に
早
梅
さ
が
し
あ
て

。

私
た
ち
の
入
寮
印
周
年
同
期
会
の

1
年
後
、
恵
迫
寮
百
年
記
念
祭

が
札
幌
で
多
彩
に
開
催
さ
れ
た
。
開
識
社
の
講
演
会
や
「
都
ぞ
弥
生
」

の
大
合
唱
に
参
加
し
な
が
ら
私
は
、
そ
の
感
慨
を
漢
詩
に
綴
っ
た
。

そ
れ
は
早
世
し
た
山
下
弘
樹
君
ー
ー

ま
さ
に
寮
歌
オ
ン
チ
で
鹿
児
島

出
身
の
詩
人
だ

っ
た
寮
友
の
魂
へ
捧
げ
る
も
の
だ
っ
た
。
彼
が
逝
っ

て
ロ
年
で
あ
る
。

憶
恵
迫
寮
百
年
記
念
祭
(
恵
迫
寮
の
百
年
記
念
祭
に
憶
う
)

百
歳
享
名
懐
尚
新
(
百
歳
の
名
を
享
け
懐
い
な
お
新
ら
た
な
り
)

紅
顔
往
昔
正
純
真
(
紅
顔
の
往
昔
ま
さ
に
純
真
)

巡
房
半
裸
酔
狂
乱
(
房
を
巡
る
半
裸
酔
い
て
狂
乱
)

高
唱
寮
歌
仰
北
辰
(
寮
歌
高
唱
し
て
北
辰
を
仰
ぐ
)

合
掌

迫
の
伝
統
に
連

な
る
よ
う
導
い

て
い
た
だ
い
た

こ
と
ヘ
学
外
の

人
々
に
は
「
往

時
の
放
歌
高
吟

や
ス
ト
ー
ム
を

寛
恕
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
L

へ
の
感
謝
を
挨

拶

状

に

込

め

た。

こ
う
し
て
、
若
き
日
の
恵
迫
寮
で
の
出
会
い
が
生
涯
の
宝
物
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
鮭
の
母
川
回
帰
の
よ
う
に
、

半
世
紀
を
経
て
寮
友
た
ち
が
文
集
を
手
に
札
幌
の
地
に
総
結
集
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
い
ま
、
記
念
行
事
の
一
端
を
担
う
こ
と
が
で
き
た

喜
び
を
か
み
締
め
な
が
ら
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

そ
し
て
、
文
集
作
り
の
仲
間
は
、
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
交
遊
の
な

か
っ
た
首
都
圏
在
住
の
寮
友
た
ち
へ
も
再
会
の
輸
を
広
げ
、
札
幌
の

宴
の
後
、
東
京
・
銀
座
、
横
浜
・
中
華
街
、
そ
し
て
鎌
倉
の
梅
見
と

毎
年
集
い
を
続
け
て
い
る
。
同
期
生
の
紳
の
強
さ
は
揺
ら
い
で
い
な

入寮 50周年同期会一…………

八
記
念
誌
編
集
委
員
会
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委
員
長
H
桜
庭
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吾
マ
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員
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・
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典
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岡
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梶
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塚
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・
中
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一

萩
原
荘
平
・秦
裕
・樋
口
正
毅
・

古

川

俊

実

・
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萱

安

彦

・

前
島
一
淑
・
松
栄
新

(
横
浜
市
磯
子
区
)
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古
稀
す
ぎ
て

か
く
会
ふ
べ
し
と
思
ひ
き
や

命
な
り
付
り
恵
迫
の
友
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入寮40周年にあたって

涙
・
・
・
・
・
・
恵
迫
寮
の
思
い
出

佐

々

木

宏

治

(
S
位
年
入
寮
)

昭
和
位
年
春
、
私
は
宮
城
県
の
片
田
舎
か
ら
青
函
連
絡
船
と
列
車

を
乗
り
継
い
で
、
住
む
と
こ
ろ
も
決
ま
ら
な
い
ま
ま
、
札
幌
駅
に
降

り
立
っ
た
。
チ
ッ
キ
で
駅
留
め
に
し
て
お
い
た
蒲
団
を
担
い
で
、
吉
川

迫
寮
に
向
か
っ
た
。
恵
迫
寮
に
入
寮
が
許
可
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
仮
宿
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
住
む
と
こ
ろ
が
決
ま
る
ま
で
、

1
日
1
0
0
1
2
0
0
円
で
泊
め
て
く
れ
た
。
当
時
、
新
し
い
寮
規

則
の
問
題
で
大
学
当
局
と
寮
自
治
会
が
対
立
し
て
お
り
、
恵
迫
寮
と

女
子
寮
の
自
治
会
委
員
長
が
無
期
停
学
中
で
あ
り
、
入
寮
選
考
も
大

学
側
と
自
治
会
側
が
別
々
に
実
施
し
た
。
私
は
両
方
の
入
寮
選
考
を

受
け
た
が
、
ど
う
い
う
訳
か
、
大
学
側
に
落
ち
て
、
自
治
会
側
に
受

か
り
、
そ
の
ま
ま
晴
れ
て
恵
迫
寮
の
寮
生
と
な
っ
た
。

私
と
は
逆
に
、
大
学
側
選
考
に
受
か
り
、
自
治
会
側
に
落
ち
た
学

生
は
、
蒲
団
を
担
い
で
寮
に
来
た
が
、
自
治
会
執
行
部
に
追
い
払
わ

れ
た
。
逆
で
あ
れ
ば
、
私
の
恵
迫
寮
で
の
生
活
や
友
人
と
の
出
会
い

も
な
く
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
人
生
が
変
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

一一一一……一一…一一一一…一一一一一一特集国一②

ズ
I
ズ
l
弁
も
気
に
な
ら
な
い

寮
は
部
屋
ご
と
に
サ
ー
ク
ル
と
な
っ
て
お
り
、
私
は
誘
わ
れ
る
ま

ま
、
「
歴
史
学
研
究
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
。
部
屋
は
5
人

部
屋
で
、
一
番
北
側
に
あ
る
新
寮
の
1
階
の
端
、

ω号
室
で
冬
は
猛

烈
に
寒
い
部
屋
で
栄
養
状
態
が
悪
か
っ
た
の
か
足
が
冷
た
く
長
靴
を

履
い
て
寝
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
は
東
北
出
身
で
言
葉
が
ズ

l
ズ
1

弁
で
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
あ
っ
た
が
、
同
室
者
は
北
海
道
、
神
奈

川
、
岡
山
、
愛
知
出
身
で
様
々
な
言
葉
が
飛
び
交
う
中
で
、
い
つ
し

か
気
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

1
週
間
に

2
回
ほ
ど
、
部
屋
の
サ
ー
ク
ル
で
、
著
者
は
忘
れ
た
が

確
か
「
歴
史
と
は
何
か
」
「
鎖
に
つ
な
が
れ
た
巨
人
」
と
言
う
岩
波
新

書
を
テ
キ
ス
ト
に
勉
強
会
が
あ
っ
た
。
順
番
で
チ
ュ

l
タ
1
を
決
め

て
、
解
説
を
し
て
い
く
の
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
は

全
く
覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
寸
俺
も
大

学
生
に
な
っ
た
ん
だ
、
恵
迫
寮
に
入
っ
た
ん
だ
」
と
言
う
感
慨
を
強

く
感
じ
た
こ
と
を
今
で
も
奇
妙
に
思
い
出
さ
れ
る
。
私
は
政
治
や
社

会
思
想
と
い
っ
た
こ
と
と
は
無
縁
の
高
校
時
代
を
送
っ
た
の
で
、
寮

生
が
日
常
、
政
治
(
当
時
中
国
で
文
革
の
最
中
で
あ
り
、
日
本
で
は

叩
年
安
保
改
定
が
迫
っ
て
い
た
)
や
唯
物
論
だ
、
観
念
論
だ
、
弁
証

法
だ
と
雄
弁
に
語
る
の
を
見
聞
き
し
、
心
底
驚
き
、
そ
し
て
刺
激
を

受
け
た
。
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川
越
さ
ん
の
金
魚
を
食
べ
る

そ
し
て
、
当
時
の
多
数
の
学
生
と
た
が
わ
ず
、
私
は
自
治
会
の
運

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

1
年
生
の
終
わ
り
に
は
恵
迫
寮
自

治
会
の
執
行
委
員
と
な
り
、
炊
務
を
担
当
し
て
、
余
っ
た
晩
飯
の
夜

食
販
売
(
呼
び
方
が
あ
っ
た
が
ど
う
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
)
な
ど

の
仕
事
を
し
た
。
そ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
冬
の
真
最
中
。
炊
務
委
員

会
の
部
屋
は
昼
間
は
栄
養
士
さ
ん
の
川
越
さ
ん
が
い
る
た
め
ス
ト
ー

ブ
が
あ
り
、
夜
は
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
会
議
や
作
業
を

し
た
。
そ
の
部
屋
で
川
越
さ
ん
が
金
魚
を
飼
っ
て
お
り
、
毎
日
え
さ



入寮40周年にあたって一一一一一一一……一一一一……一一一市一一一司

を
や
る
な
ど
可
愛
が
っ
て
い
た
。
あ
る
晩
、

3
、
4
人
の
委
員
会
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
作
業
し
て
い
た
が
、
副
委
員
長
の
佐
藤
慶
君
(
彼

は
責
任
感
の
強
さ
故
に
一
昨
年
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
)
が
「
腹
減
っ

た
な
、
金
魚
焼
い
て
食
う
か
」
と
言
い
出
し
、
我
々
も
い
た
ず
ら
心

か
ら
「
そ
う
だ
」
と
同
調
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
金
魚
を
焼
い
た
。
当

然
食
べ
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
は
焦
げ
た

骨
だ
け
が
残
っ
た
。
翌
朝
、
川
越
さ
ん
が
出
勤
し
て
き
て
、
金
魚
の

骨
を
発
見
、
大
騒
ぎ
と
な
り
、
我
々
は
平
謝
り
で
、
過
ぎ
た
い
た
ず

ら
を
反
省
し
た
。

こ
の
よ
う
な
パ
カ
な
こ
と
や
、
大
マ
ジ
メ
な
議
論
(
多
分
、
当
時

は
そ
う
思
っ
て
い
た
)
、
観
桜
会
、
観
楓
会
、
ジ
ャ
ン
プ
大
会
、
そ
し

て
、
程
々
の
授
業
出
席
の
う
ち
に
、

1
年
半
は
瞬
く
聞
に
過
ぎ
、
函

館
の
水
産
学
部
へ
の
移
行
の
時
と
な
っ
た
。

水
産
類
寮
生
の
追
い
出
し
コ
ン
パ
は
寮
の
食
堂
で
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
、
恵
迫
寮
か
ら
、
大
学
の
中
央
道
路
を
寮
生
の
つ
く
る
騎
馬
に

乗
せ
ら
れ
て
、
札
幌
駅
ま
で
行
き
、
ホ
ー
ム
で
「
都
ぞ
弥
生
」
、
「
水

産
放
浪
歌
」
そ
し
て
「
別
離
の
歌
」
で
送
ら
れ
た
。
汽
車
は
日
時
過

ぎ
発
の
「
急
行
樽
前
」
で
ま
だ
蒸
気
機
関
車
だ
っ
た
。

蒸
気
機
関
車
の
汽
笛
が
鳴
り
、
そ
の
中
で
皆
と
肩
を
組
ん
で
寮
歌

を
歌
っ
て
い
る
と
、
ど
う
に
も
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
、
涙
が
と
め
ど

も
な
く
流
れ
た
。
私
は
泣
き
上
戸
で
も
な
く
、
涙
腺
の
緩
い
ほ
う
で

も
な
い
。

な
ぜ
、
あ
の
時
に
人
前
も
樺
ら
ず
に
泣
け
た
の
か
。
あ
れ
か
ら
幼

年
、
う
れ
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
様
々
あ
っ
た
が
、
私
は
あ
れ

ほ
ど
泣
い
た
こ
と
が
な
い
。
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還
暦
の
寮
友

ま
た
会
お
う

畑

博

(
S
位
年
入
寮
)

寄
稿
に
あ
た
っ
て
、
私
自
身
は
昭
和
姐
年
に
入
学
を
し
て
、

1
年

あ
ま
り
で
4
回
の
引
越
し
を
繰
り
返
し
、
昭
和
位
年
入
寮
の
鐙
衡
で

晴
れ
て
恵
迫
寮
に
入
寮
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

大
学
の
学
問
の
内
容
に
失
望
し
た
と
同
時
に
勉
学
に
身
が
入
ら
ず
、

昭
和
位
年
も
大
学
1
年
生
を
経
験
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
入
学
で

直
ち
に
入
寮
し
て
新
鮮
な
寮
生
活
を
満
喫
し
た
寮
生
た
ち
と
は
1
年

遅
れ
で
入
っ
た
こ
と
も
あ
り
多
少
と
も
な
じ
め
な
い
一
面
も
あ
っ
た

の
か
と
思
わ
れ
る
。
寮
生
活
の
日
々
の
詳
細
を
語
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
資
料
と
し
て
は
す
く
な
い
な
が
ら
も
、
当

時
を
思
い
出
す
も
の
と
し
て
私
の
手
元
に
古
い
領
収
書
が
残
っ
て
い

た。
昭
和
必
年
6
月
の
領
収
書
か
ら
食
事
の
値
段
は
、
朝
食
初
円
、
昼

食
切
円
、
夕
食
日
円
で
あ
っ
た
。
欠
食
は
朝
日
回
、
昼
0
回
、
夕
食

5
回
と
な
っ
て
い
る
。
経
常
費
1
2
1
5
円
寄
宿
舎
費
1
0
0
円

保
健
会
費
叩
円
寮
連
費
お
円
だ
。

寮
生
活
は
眠
る
場
と
眠
り
か
ら
覚
め
る
と
食
事
を
取
る
場
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

朝
の
欠
食
は
当
然
、
授
業
に
出
る
体
制
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
で

あ
り
、
腹
が
減
っ
て
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
か
ら
昼
飯
は
き
ち
ん

と
取
っ
て
い
る
。
夕
飯
の
時
間
に
帰
ら
ず
、
欠
食
も
5
回
も
。

現
役
で
あ
れ
ば
四
歳
か
四
歳
で
寮
生
活
は
卒
業
で
あ
る
が
、
前
述

特集IIIー②入寮40周年にあたって4' 
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の
ご
と
く

1
年
長
く
教
養
課
程
を
お
さ
め
た
た
め
に
成
人
の
日
は
恵

迫
寮
の
玄
関
前
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら

ω年
が
経
過
し
た
。
刊
年
前
の
昭
和
位
年
の
入
寮
は
前

年
の

6
月
の
新
寮
規
則
決
定
の
あ
お
り
か
ら
、

3
月
の
寮
生
に
よ
る

入
寮
詮
衡
を
新
寮
規
則
違
反
と
し
て
寮
長
無
期
停
学
処
分
公
示
。

4

月
に
入
寮
鐙
衡
が
大
学
当
局
と
寮
生
で
別
々
に
実
施
さ
れ
た
年
で
あ

る。
昭
和
叫
年
に
は
教
室
封
鎖
や
機
動
隊
導
入
な
ど
、
学
園
は
ゆ
れ
て

怒
涛
の
ご
と
く
社
会
に
飲
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
会
社
の
た
め
に
身

を
削
り

ω年
前
の
恵
迫
寮
時
代
を
な
つ
か
し
む
暇
も
な
か
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
昨
年

9
月
に
開
催
さ
れ
た
恵
迫

百
年
記
念
祭
に
参
加
し
た
昭
和
位
年
入
寮
の
メ
ン
バ

ー
は
私
一
人
で

あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
役
で
入
学
し
た
寮
生
は
還
暦
を
迎
え
た
年
で

も
あ
り
、
定
年
を
迎
え
て
学
生
時
代
を
振
り
返
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
寄
稿
は

ω年
を
迎
え
て
、

ω年
前
の
メ
ン
バ
ー
で
の
記
念

行
事
を
企
画
し
て
の

P
R
を
と
の
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
編
集
を
携

わ
る
委
員
よ
り
聞
い
て
い
た
が
、
そ
の
見
通
し
は
今
の
と
こ
ろ
た
っ

て
い
な
い
。
恵
迫
寮
の
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
(
『江口一
¥
¥
当
者
宅
一
s
-Z
E
・。σ-

Z
¥)
が
開
設
し
て
あ
る
の
で
、
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
同
窓
生
の
一

端
で
も
情
報
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
で

寮
生
活
の
こ
と
を
語
り
合
え
る
機
会
の
機
運
が
み
え
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。
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E盟E由

林
文
平
、
薫
及
文
平
会

寮
史
に
も
残
る
そ
の
功
績

明
治

ω年
恵
迫
寮
の
発
足
と
同
時
に
、

園
芸
部
(
里
正
義
主
任
)
、
畜
産
部
(
小
熊

拝
主
任
)
を
設
け
、
寮
生
は
必
ず
何
れ
か

の
部
に
属
し
開
拓
精
神
を
酒
養
す
べ
き
と

し
た
。
こ
れ
ら
の
部
は
後
に
畜
産
疏
菜
部

と
な
っ
て
大
正

M
年
休
止
さ
れ
る
。

そ
し
て
昭
和

η
年
ロ
月
6
目
、
生
活
部

に
畜
産
園
芸
掛
を
創
設
し
記
念
式
典
が
行

わ
れ
た
。
寮
史
第
二
巻
に
、
こ
れ
は
林
文

平
農
学
部
助
教
授
の
助
言
、
提
案
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
こ
と
、
休
止
し
て
い
た
畜

産
疏
菜
部
を
復
活
さ
せ
、
先
人
の
開
拓
精

神
を
引
き
継
ぎ
、
戦
時
下
の
自
給
体
制
を

整
え
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
平
会
は
林

文
平
助
教
授
の
六
畳
間
を
訪
れ
た
人
々
の

会
で
あ
る
。

文
平
さ
ん
は
、
大
正
2
年
恵
迫
寮
に
入

寮
、
大
正
日
年
北
大
農
学
部
畜
産
学
科
卒

業
後
、
農
林
省
月
寒
種
羊
場
に
勤
め
、
昭

始
末
記
(
そ
の
2
)

四

方

英

四

郎

(
S
M
年
入
寮
)

和
初
頭
に
母
校
に
一戻
り
、
後
に
農
学
部
付

属
農
場
の
畜
産
部
助
教
授
と
し
て
、
第
一

農
場
事
務
所
2
階
の
研
究
室
で
、
ひ
と
り

動
物
発
生
遺
伝
学
の
研
究
に
専
心
さ
れ

た
。
お
住
ま
い
は
第
二
農
場
正
門
西
側
の

官
舎
で
、
恵
迫
寮
生
と
の
交
流
が
深
ま
っ

た
の
は
、
第
5
期
幹
事
会
(
昭
和
口
年
度
)

の
頃
の
よ
う
で
あ
る
。
「
恵
迫
L

創
刊
号
の

「
四
方
記
、
文
平
会
始
末
記
」
の
前
の
頁
「
村

山
正
郎
氏
、
昭
和
十
六
年
入
寮
同
期
の
二

つ
の
集
ま
り
」
の
方
々
で
あ
る
。

寮
生
の
オ
ア
シ
ス

不
休
庵

当
時
の
寮
幹
事
、
特
に
生
活
部
幹
事
や

畜
産
園
芸
班
員
は
、
そ
の
設
立
の
経
緯
や
、

文
平
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
寮
裏
の
畜
舎

(北
漢
庵
と
称
し
た
)
で
豚
、
鶏
を
飼
育
し

て
、
寮
生
に
肉
、
卵
を
供
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
文
平
き
ん
宅
を
訪
れ
る
こ
と
が
多
く
、

夜
が
更
け
る
ま
で
六
畳
間
で
文
平
さ
ん
と

薫
夫
人
を
囲
ん
で
人
生
を
語
り
、
自
由
な

談
論
を
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る
。
当
時
は
戦

中
、
戦
後
の
極
端
な
食
糧
不
足
の
時
代
で

あ
っ
た
が
、

薫
夫
人
は
な
に
が
し
か
の
手

料
理
(
時
に
は
一
切
れ
の
お
漬
物
や
お
薯

だ
け
の
こ
と
も
あ
っ
た
)
を
供
し
て
下

さ
っ
た
。
家
を
離
れ
空
き
腹
の
若
い
寮
生

に
は
そ
の
温
か
い
お
も
て
な
し
を
終
生
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
友
人
を
誘
つ
て
の
訪
問
も

次
第
に
多
く
な
り
、
六
畳
間
に
人
の
絶
え

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
昭
和

m年
の
不
休

庵
(
文
平
さ
ん
は
六
畳
間
を
こ
の
よ
う
に

称
し
た
)
住
所
録
に
は
お
名
の
名
前
が
あ

る。
昭
和
泊
年
、
す
で
に
社
会
人
と
な
っ
た

会
員
を
中
心
に
、
還
暦
を
迎
え
た
文
平
さ

ゐ
ぜ平文

火
火

}、

歓
4
ノ中

の
リ

問

円
畳

高

六
口
肌

て

川

)

え

リ

人

癒

U
夫

も

年

薫

れ
川
J

右

疲

配
同

の
訴
、

旅
何
ん
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ん
と
夫
人
を
口
日
間
(
叩
月
初
日
|
日
月

日
日
)
の
旅
に
お
招
き
し
た
。
こ
の
旅
で

ご
夫
妻
は
、
会
員
の
家
族
ぐ
る
み
の
歓
待

を
受
け
、
東
京
や
会
員
家
族
と
の
箱
根
旅

行
、
そ
し
て
大
阪
で
は
こ
の
世
で
唯
一
残

さ
れ
た
肉
親
、
姉
の
臨
終
に
遭
い
、
そ
の

後
初
年
ぶ
り
に
ご
夫
妻
の
故
郷
・
徳
島
で

旧
友
と
の
避
遁
を
楽
し
み
、
帰
路
は
羽
田

か
ら
プ
ロ
ペ
ラ
機
で
強
風
雪
の
中
帰
札
さ

れ
た
。
こ
の
姉
に
つ
い
て
は
後
年
、
寸
一
老

教
授
の
憶
出
」
(
あ
る
て
り
や
口
、

1
9
6

0
)
の
中
で
「
た
っ
た
一
人
の
此
の
愚
弟

を
此
上
な
く
愛
し
て
く
れ
た
、
そ
し
て
信

じ
て
く
れ
た
。
:
:
:
我
心
の
糧
と
な
っ
て

い
る
」
と
述
懐
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
両

親
の
厳
し
い
教
え
と
愛
情
へ
の
思
い
、
長

兄
・
鶴
一
(
東
北
大
学
教
授
、
著
名
な
数

学
者
)
の
励
ま
し
と
、
学
問
や
研
究
の
尊

い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
教
え
て
く
れ
た
こ

と
に
、
追
憶
と
感
謝
の
思
い
を
書
き
綴
っ

て
い
る
。

「
北
大
に
在
り
し
日
:
・
助
手
と
し
て
研

究
生
活
に
入
り
、
文
字
通
り
研
究
者
と
し

て
は
あ
ら
ゆ
る
辛
酸
を
幾
度
か
な
め
さ
せ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
世
界
は
広
い
、
小
熊

拝
教
授
(
理
学
部
長
、
低
温
研
所
長
、
国

立
遺
伝
研
所
長
、
文
平
さ
ん
は
生
涯
の
思

師
と
仰
い
だ
)
、
理
学
部
牧
野
佐
二
郎
教
授

(
日
本
学
士
院
賞
、
同
会
員
、
両
教
授
と
も

北
大
の
誇
る
細
胞
遺
伝
学
者
)
は
、
絶
え

ざ
る
鞭
援
と
ご
親
切
な
指
導
を
与
え
て
下

さ
っ
て
、
当
時
の
遺
伝
関
係
の
諸
先
生
は

私
に
支
持
と
声
援
を
与
え
て
下
さ
っ
た
」

〈
排
卵
器
に
と
り
く
む
耳
に
文
平
サ
ン

恩
師
の
声
の
高
く
と
ど
き
て
〉

文
平
散
人
(
あ
る
て
り
や
四
)

昭
和
白
年
文
平
さ
ん
の
北
大
最
後
の

年
、
畜
産
園
芸
班
(
北
漠
会
)
の
集
ま
り

に
贈
っ
た
言
葉
、
「
:
:
:
此
の
め
ぐ
ま
れ

た
、
自
然
の
中
に
、
科
学
へ
の
憧
憶
と
研

究
へ
の
情
熱
に
、
唯
ひ
た
す
ら
の
道
を
歩

い
た
四
十
年
。
悲
し
い
日
、
寂
し
い
時
、

い
つ
も
我
心
を
慰
め
て
く
れ
た
の
は
、
手

稲
連
山
、
藻
岩
山
並
、
校
庭
の
検
の
大
樹

で
あ
っ
た
。
又
ポ
プ
ラ
の
並
木
路
に
静
か

に
朝
夕
の
散
歩
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
或

い
は
文
石
狩
平
原
を
恵
迫
寮
の
北
側
か

ら
、
春
夏
秋
冬
と
、
四
季
の
変
還
を
眺
め

る
時
で
あ
っ
た
。

〈
ひ
と
本
の
ポ
プ
ラ
の
木
陰
、
我
が
生
を

楽
し
み
し
処
〉

先
日
三
十
年
勤
続
の
表
彰
を
う
け
た
の
で

も
う
よ
か
ろ
う
。
明
春
は
勇
退
す
る
:
・
:
・
」

文
平
さ
ん
が
北
大
を
退
職
し
た
昭
和
白

年
の
文
平
会
住
所
録
は

1
4
0
名
で
あ

る
。
そ
の
時
、
居
(
不
休
庵
)
を
琴
似
に

移
さ
れ
た
が
、
時
の
寮
生
が
、
リ
ア
カ

1

で
引
っ
越
し
を
一
週
間
手
伝
い
、
会
員
は

新
居
に
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
を
寄
贈
し
た
。

〈
蝶
の
窓
ソ
フ
ァ
ー
の
あ
る
じ
す
こ
や

か
に
〉

〈
初
蝶
や
新
居
の
門
に
作
に
け
り
〉

一
路
真
実
に
進
む
者
は
幸
せ
な
り

北
大
退
職
後
、
若
い
噴
よ
り
ご
親
交
が

深
か
っ
た
大
野
精
七
学
長
の
札
幌
医
科
大

学
進
学
部
で
教
鞭
と
ら
れ
た
。
医
大
で
の

忍
路
湾
の
生
物
学
実
習
は
文
平
さ
ん
に

と
っ
て
格
別
の
思
い
が
あ
る
。
同
じ
「
一

老
教
授
の
憶
出
」
の
中
で
「
学
生
と
し
て

生
ま
れ
て
始
め
て
、
ウ
ニ
の
発
生
実
験
を

や
っ
た
の
は
、
四
十
年
余
も
前
で
あ
っ
た

(
こ
の
時
、
小
熊
先
生
の
指
導
を
受
け
た
)
。

そ
し
て
生
物
学
担
当
者
と
し
て
、
此
の
長

年
月
の
後
、
二
度
目
の
忍
路
湾
に
今
秋
、

忍
路
湾
の
風
物
に
接
し
た
。
又
感
慨
も
一

入
で
あ
る
。
:
:
:
私
は
私
な
り
の
人
生
に 薫
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幸
福
で
あ
り
度
い
念
願
の
一
部
も
果
た
し

得
た
様
な
気
が
す
る
。
人
生
は
唯
一
路
真

実
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
常
に
若

い
者
に
語
っ
た
;
科
学
に
芸
術
に
恋
愛
に

唯
一
路
真
実
に
進
む
者
は
幸
せ
な
り
。

〈
四
十
年
の
忍
路
の
秋
も
変
わ
り
な
く
〉

〈
秋
深
し
窓
の
紅
葉
も
顧
み
ず
顕
微

鏡
下
の
神
秘
さ
ぐ
り
ぬ
〉

文
平
散
人
(
あ
る
て
り
や
口
、
四
)

昭
和
幻
年
7
月
お
日
、
文
平
さ
ん
は
侃

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
葬
儀
委
員
長
は
大
野

精
七
、
友
人
代
表
は
町
村
敬
貴
(
江
別
の

町
村
農
場
と
は
深
い
親
交
が
あ
り
、
敬
貴

氏
と
ご
親
族
に
は
永
く
文
平
会
員
と
し
て

ご
支
援
を
戴
い
た
)
で
あ
っ
た
。

文
平
さ
ん
亡
き
後
、
薫
夫
人
が
会
員
に

送
っ
た
お
礼
の
一
節
に
「
人
間
の
年
齢
に

致
し
ま
し
て
は
古
び
て
倒
れ
る
と
も
惜
し

か
ら
ぬ
命
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
余
り

に
も
恵
ま
れ
ざ
る
生
涯
で
し
た
の
で
、

日
々
歩
み
来
ま
し
た
過
去
を
振
り
返
っ
て

は
涙
し
て
お
り
ま
す
。
:
:
:
貧
し
き
学
究

で
し
た
主
人
は
い
き
な
歌
一
つ
覚
え
る
こ

と
も
出
来
ま
せ
ず
、
思
い
あ
ま
る
時
は
お

腹
の
底
か
ら
し
ぽ
り
出
す
よ
う
な
大
声
で

寮
歌
を
ど
な
り
、
研
究
が
う
ま
く
は
か
ど

り
ま
し
た
時
は
お
だ
や
か
な
声
で
語
尾
を

長
く
引
き
い
か
に
も
楽
し
そ
う
に
歌
い
ま

す
。
こ
の
歌
声
に
よ
っ
て
私
は
其
の
日
の

主
人
の
天
候
を
知
り
湿
度
を
推
し
食
事
の

献
立
を
と
と
の
え
ま
す
。
子
供
も
無
く
二

人
限
り
の
寂
し
き
者
に
は
毎
日
の
食
事
が

何
よ
り
の
慰
め
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
然

を
愛
し
、
散
歩
を
好
み
、
文
学
を
趣
味
と

し
、
若
い
方
達
と
の
心
置
き
無
き
語
ら
い

を
何
よ
り
も
喜
び
ま
し
た
。
最
後
ま
で
お

若
い
卒
業
生
の
方
、
学
生
さ
ん
達
に
可
愛

が
っ
て
頂
き
と
て
も
喜
ん
で
お
り
ま
し

た。
L

。
学
問
一
筋
の
文
平
さ
ん
を
支
え
通

し
た
夫
人
の
悲
し
み
で
あ
る
。

そ
の
後
も
不
休
庵
の
薫
夫
人
を
訪
れ
る

人
は
絶
え
ず
、
お
子
様
も
な
い
夫
人
を
会

員
皆
で
支
え
通
し
て
、
昭
和
必
年
7
月
2

日
、
日
歳
の
薫
夫
人
も
文
平
さ
ん
の
も
と

へ
逝
か
れ
た
(
大
野
公
吉
葬
儀
委
員
長
、

精
七
氏
子
息
)
。

文
平
会
は
、
ご
夫
妻
の
残
さ
れ
た
も
の

を
お
預
か
り
し
て
、
北
大
寺
の
納
骨
堂
に

毎
年
の
命
日
の
供
養
、
薫
夫
人
の
永
代
供

養
、
二
十
三
年
思
供
養
(
札
幌
)
、
三
十
三

思
に
文
平
先
生
ご
夫
妻
を
偲
ぶ
会
(
東

京
)
、
同
供
養
(
札
幌
)
を
行
っ
て
、
そ
の

時
の
会
員
は
例
名
で
し
た
。
そ
の
後
、
北

漢
会
の
集
ま
り
を
平
成
問
年
6
月
日
日
東

京
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
の
生

存
会
員
は

η
名
で
す
。

昨
年
、
ご
夫
妻
の
お
骨
を
あ
と
初
年
間

北
大
寺
の
納
骨
堂
に
今
の
ま
ま
残
し
て
頂

く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文

平
さ
ん
が
生
前
ご
縁
の
あ
っ
た
所
に
、
そ

の
名
を
残
し
て
頂
き
た
く
、
北
大
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
基
金
、
札
幌
医
大
と
、
恵
迫
寮
百

年
記
念
に
寄
付
を
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
永
い
紳
を
考
え
る
と
、
「
林
文
平
、
薫

及
文
平
会
L

の
名
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と

思
い
ま
す
。

特
に
恵
迫
百
年
記
念
号
に
そ
の
名
を
刻

ん
で
あ
げ
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
手
違
い
で
次
号
に
な
り
、
こ
の
始
末

記
(
そ
の
二
)
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
次

第
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

戦
中
、
戦
後
の
騒
乱
の
時
代
か
ら
平
成
の

今
日
ま
で
、
恵
適
寮
を
中
心
と
し
た
若
い

学
生
と
文
平
さ
ん
夫
妻
と
の
温
か
い
心
の

交
流
が
続
い
て
き
た
こ
と
を
書
き
残
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

(
北
大
名
誉
教
授
・
農
学
部
)
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「
文
武
会
ス
ト
と
恵
辿
寮
の
移
転
」

寮
え研

完

は
じ
め
に

十
数
年
前
、
高
校
時
代
の
恩
師
松
田
繁
先
生
が
ク
ラ
ス
会
の
席
で

「
自
分
は
北
大
工
学
部
在
学
中
、
学
生
運
動
を
や
っ
て
投
獄
さ
れ
た
L

と
告
白
さ
れ
た
。
そ
の
後
詳
し
い
話
を
伺
う
機
会
が
な
い
ま
ま
に
、

先
生
は
亡
く
な
ら
れ
た
。
最
近
に
な
っ
て
、
先
生
が
関
わ
っ
た
事
件

に
つ
い
て
調
べ
始
め
た
と
こ
ろ
、
治
安
維
持
法
下
の
北
大
で
展
開
さ

れ
た
学
生
の
抵
抗
運
動
の
輪
郭
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
昭

和
初
期
の
学
生
運
動
と
恵
迫
寮
の
関
連
に
つ
い
て
、
二
回
に
わ
た
り

紹
介
し
た
い
。

ス
ト
の
き

っ
か
け
は
新
入
生
歓
迎
会

1
9
2
8
年
(
昭
和
3
)
5
月
、
文
武
会
学
生
委
員
は
新
入
生
歓

迎
会
の
持
ち
方
で
学
校
当
局
と
大
い
に
も
め
て
い
た
。

北
大
文
武
会

と
い
う
の
は

1
9
0
1
年
(
明
治
M
)
以
来
の
歴
史
の
あ
る
会
で
、

学
生
や
教
授
陣
が
全
員
加
盟
し、

学
芸
会
(
文
化
系
ク
ラ
ブ
)
と
遊

戯
会
(
体
育
系
ク
ラ
ブ
)
を
後
援
す
る
た
め
の
校
友
会
で
あ
っ
た
。

当
時
の
北
大
は
予
科
の
ほ
か
農
学
部
、
工
学
部
、
医
学
部
、
土
木
・

水
産
専
門
部
、
農
学
・
林
学
実
科
で
構
成
さ
れ
、
理
系
学
部
だ
け
の

学
生
数
2
0
0
0
名
を
少
し
超
え
る
大
学
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
、
全

て
の
学
部
・
学
科
を
結
集
し
た
の
が
文
武
会
で
あ
っ
た
。
会
の
上
層

部
に
は
名
目
的
に
教
授
が
就
任
し
て
い
た
が
、
本
部
委
員
に
は
学
生

代
表
が
参
加
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
学
生
委
員
は
前
任
者
の
推
薦
で

昭
和
初
期
の
恵
迫
寮
②

?可

野

民

雄

(sn年
入
寮
)

決
め
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
普
選
の
影

響
も
あ
っ
て
、
公
選
に
す
べ
し
と
の
声
が
高
ま
り
、
こ
の
前
年
日
月

つ
い
に
公
選
が
実
現
し
た。

こ
の
公
選
学
生
委
員
が
始
め
て
企
画
し
た
の
が
こ
の
年
の
新
入
生

歓
迎
会
で
あ
っ
た
。
最
初
学
生
は
歓
迎
園
遊
会
を
植
物
園
で
開
催
す

る
こ
と
を
望
ん
だ
が
大
学
側
に
反
対
さ
れ
、
結
局
構
内
の
第
二
農
場

で
5
月
M
日
開
催
に
決
ま
っ
た
。
園
遊
会
に
は
酒
や
ビ

l
ル
も
出
さ

れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
っ
た
予
科
英
語
教
授
高
杉
栄
次
の
抗
議
で
、
歓
迎
会
実
行
委
員
長

の
中
島
九
郎
教
授
や
学
生
監
も
認
め
て
い
た
は
ず
の
飲
酒
が
、
文
武

会
会
頭
で
あ
る
佐
藤
昌
介
総
長
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
が
騒
動

の
発
端
だ
っ
た
。

一
部
の
新
聞
は
き
っ
か
け
が
き
っ
か
け
だ
け
に
こ
の
問
題
を
面
白

お
か
し
く
報
道
し
た
。
し
か
し
、
当
時
農
学
部
学
生
だ
っ
た
救
仁
郷

繁
は
、
後
に

『北
大
文
武
会
事
件
の
回
想
』
で
こ
う
反
論
し
て
い
る
。

「
確
か
に
北
大
生
は
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
は
い
た
が
、
ビ

ー
ル
問
題

だ
け
で
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
す
ほ
ど
愚
か

で
は
な
く
、
こ
の
事
件
は
そ
の
日
ま
で
積
も
り
積
も
っ
た
学
生
の
不

平
不
満
が
破
裂
し
た
発
火
点
だ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
。

学
生
の
不
平
不
満
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
融
恐
慌
の
不

景
気
の
中
で
昭
和
を
迎
え
る
と
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
国
際
協
調



か
ら
一
転
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
軍
国
主
義
へ
と
時
代
は
進
ん
だ
。

1

9
2
5
年
(
大
正
H
)
、
治
安
維
持
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
は
学
生
に

対
す
る
大
学
の
思
想
統
制
が
一
層
強
ま
っ
た
。
北
大
で
い
う
と
、

1

9
2
8
年
(
昭
和
3
)
の
三
・
一
五
事
件
の
後
、
農
学
部
農
業
経
済

学
科
の
学
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
読
書
会
」
に
解
散
勧
告
が
出

さ
れ
る
騒
ぎ
が
起
こ
っ
た
。

「
読
書
会
」
の
前
身
は
大
正
末
に
結
成
さ
れ
た
社
会
科
学
研
究
会

(
略
称
社
研
)
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
中
心
に
社
会
問
題
を
研
究
し
、

学
生
社
会
科
学
連
合
会
(
略
称
学
連
)
に
属
し
て
活
動
し
て
い
た
。

し
か
し
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
最
初
の
弾
圧
で
あ
る
京
都
学
連
事
件

の
余
波
で
解
散
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後
を
受
け
て
1
9
2
7
年
に
再
建

さ
れ
た
の
が
「
読
書
会
」
で
あ
っ
た
。
大
学
当
局
は
学
内
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
た
め
か
「
読
書
会
」
だ
げ
で
な
く
、
学
生
の
右
翼
団
体
「
興

亜
学
会
」
に
も
解
散
の
圧
力
を
加
え
た
た
め
、
左
右
両
派
の
学
生
の

反
発
を
招
き
、
期
せ
ず
し
て
両
者
の
共
闘
体
制
が
出
来
上
が
っ
た
。

軍
国
主
義
化
の
波
は
1
9
2
5
年
、
中
等
学
校
以
上
の
学
校
へ
の

軍
事
教
練
の
導
入
と
い
う
形
で
大
学
に
押
し
寄
せ
て
き
た
。
学
連
は

こ
れ
に
猛
反
対
し
、
特
に
小
樽
高
商
で
は
大
規
模
な
軍
教
反
対
運
動

が
起
こ
っ
た
。
北
大
で
は
社
研
の
学
生
以
外
の
組
織
的
抵
抗
は
起
き

な
か
っ
た
が
、
予
科
生
は
ふ
ざ
け
半
分
、
サ
ボ
り
な
が
ら
教
練
に
参

加
す
る
こ
と
で
さ
さ
や
か
に
抵
抗
し
た
。
学
内
諸
国
体
へ
の
圧
迫
や

軍
事
教
練
の
開
始
に
よ
っ
て
、
多
く
の
学
生
は
国
や
大
学
当
局
の
強

圧
的
や
り
方
に
対
し
て
素
朴
な
反
発
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

飲
酒
問
題
が
き
っ
か
け
で
歓
迎
園
遊
会
は
中
止
と
な
り
、
お
名
の

学
生
委
員
は
そ
の
責
任
を
取
っ
て
総
辞
職
し
た
。

5
月
四
日
、
中
央

講
堂
で
は
園
遊
会
の
中
止
、
学
生
委
員
辞
任
の
説
明
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
席
で
「
読
書
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
学
生
大
会
へ

の
切
り
替
え
が
提
案
さ
れ
、
大
学
の
措
置
に
抗
議
し
、
一
言
論
・
集
会

や
新
聞
に
対
す
る
検
閲
の
撤
廃
を
決
議
し
た
。
新
た
に
お
名
の
実
行

委
員
を
選
出
し
、
文
武
会
の
自
主
化
、
実
行
委
員
会
の
自
治
機
関
化

を
目
指
し
て
文
武
会
の
会
則
改
正
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
園

遊
会
問
題
は
北
大
民
主
化
運
動
に
発
展
し
た
わ
げ
で
あ
る
。

こ
の
運
動
を
主
導
し
た
の
は
農
業
経
済
学
科
の
学
生
を
中
心
と
す

る
「
読
書
会
L

の
面
々
で
あ
っ
た
。
学
生
実
行
委
員
と
大
学
側
の
会

則
改
正
起
草
委
員
会
と
の
間
で
、
こ
の
年
の
秋
に
か
け
て
文
武
会
の

自
主
化
な
ど
を
巡
っ
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
い
に
ス
ト
を
決
意

夏
休
み
は
学
生
の
運
動
に
不
利
で
あ
っ
た
。
休
み
が
明
げ
て
秋
も

深
ま
っ
た
日
月
末
、
学
生
の
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
の
を
見
透
か
す
よ

う
に
、
大
学
側
は
従
来
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
内
容
の
文
武
会
規

則
改
正
案
を
提
示
し
た
。
学
生
は
予
想
外
の
結
末
に
大
い
に
憤
激
し

て
、
こ
の
問
題
の
報
告
会
を
中
央
講
堂
で
開
催
し
よ
う
と
し
た
が
、

新
設
の
学
生
主
事
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
日
月
初
日
、
や
む
な
く
学

生
は
中
央
講
堂
脇
の
ク
ラ

1
ク
像
の
あ
る
広
場
で
屋
外
集
会
を
聞
き

「
文
武
会
の
解
散
L

、
「
学
生
主
事
の
横
暴
糾
弾
」
、
「
言
論
の
自
由
」
な

ど
を
決
議
し
た
。
こ
の
夜
大
学
評
議
会
は
集
会
の
報
告
者
前
田
英
彦

(
工
学
部
3
年
)
の
放
学
処
分
を
決
定
し
た
。
前
田
は
卒
業
3
か
月
前

で
あ
り
学
生
は
大
学
の
横
暴
に
大
い
な
る
憤
り
を
感
じ
た
。

ロ
月
1
日
、
農
業
経
済
学
科
学
生
は
集
会
を
聞
き
、
前
田
の
復
学

を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
こ
と
、
復
学
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

全
員
が
退
学
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
同
月
4
日
ク
ラ
l
ク
像
前
の

屋
外
に
学
生
が
集
合
し
「
前
回
復
学
、
実
行
委
員
支
持
」
を
決
議
。
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こ
の
集
会
の
と
き
右
派
で
文
武
会
の
学
生
側
の
実
質
的
委
員
長
、
こ

の
日
の
議
長
に
も
予
定
さ
れ
て
い
た
井
上
実
が
闘
争
か
ら
脱
落
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
波
乱
が
起
こ
っ
た
。
急
速
山
田
真
人
が
議
長
に
選
ば

れ
集
会
が
聞
か
れ
た
。
集
会
終
了
後
、
数
百
名
の
学
生
は
中
央
講
堂

前
か
ら
大
学
本
部
に
向
け
て
行
進
し
、
そ
の
後
正
門
近
く
の
学
生

ホ
l
ル
に
龍
城
し
、
代
表
が
大
学
本
部
で
決
議
文
を
手
交
す
る
が
拒

否
さ
れ
、
つ
い
に
学
生
た
ち
は
同
盟
休
校
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
っ

た
翌
5
日
は
雪
で
あ
っ
た
が
、
学
生
は
ス
ト
に
突
入
し
た
。
事
情
が

分
か
ら
ず
登
校
し
た
人
も
い
た
が
校
門
に
控
え
る
ピ
ケ
学
生
の
誘
導

で
、
続
々
と
工
学
部
の
北
に
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
野
球
場
で
集
会

を
開
き
、
ロ
月
い
っ
ぱ
い
ス
ト
断
行
を
決
議
し
た
。
大
学
は
学
生
主

事
を
動
員
し
て
集
会
の
解
散
を
命
じ
、
つ
い
に
警
察
官
が
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
っ
て
駆
け
つ
け
る
も
の
も
の
し
き
で
あ
っ
た
。
集
会
は
整
然
と

行
わ
れ
最
後
に
は
「
都
ぞ
弥
生
」
の
斉
唱
が
自
然
に
沸
き
起
こ
っ
た
。

全
学
2
0
0
0
名
の
学
生
が
こ
ぞ
っ
て
ス
ト
に
突
入
す
る
な
ど
と
い

う
の
は
、
戦
後
の

ω年
安
保
の
時
代
で
す
ら
な
か
っ
た
画
期
的
出
来

事
だ
っ
た
。

た
だ
、
大
学
は
ス
ト
当
日
、
前
日
の
大
会
の
中
心
人
物
と
み
な
し

た
山
田
真
人
(
農
学
部
2
年
)
、
西
傑
寛
六
(
同
1
年
)
を
放
学
処
分
、

東
弘
(
同
3
年
)
を
停
学
処
分
に
す
る
と
発
表
し
、
力
づ
く
で
ス
ト

を
押
さ
え
つ
け
よ
う
と
し
た
。
つ
い
で
7
日
、
大
学
は
予
科
3
年
生

の
芳
野
俊
行
を
除
籍
、
同
じ
く
淡
谷
忠
一
を
停
学
処
分
に
す
る
と
発

表
、
学
生
た
ち
の
怒
り
の
炎
に
油
を
注
い
だ
。

恵
迫
寮
ス
ト
か
ら
い
ち
早
く
脱
落

当
時
全
国
的
に
大
学
や
高
校
で
紛
争
が
発
生
し
、

ス
ト
騒
ぎ
が
起

こ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
首
都
か
ら
離
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
当
時

七
つ
し
か
な
か
っ
た
帝
国
大
学
の
一
つ
で
大
規
模
ス
ト
が
起
こ
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
の
各
新
聞
も
連
日
こ
の
こ
と
を
大
き
く

報
道
し
た
。
文
部
省
も
こ
の
動
き
に
憂
慮
を
表
明
し
、
恐
ら
く
大
学

に
対
し
て
早
期
の
ス
ト
収
集
を
厳
し
く
督
励
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ス
ト
に
入
っ
て
5
日
目
、
佐
藤
総
長
は

m日
か
ら
3
日
間
の
休
校

を
決
定
し
、
総
長
訓
示
を
学
生
宅
に
郵
送
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
「
文

武
会
会
則
改
正
に
端
を
発
す
る
騒
ぎ
で
、
学
生
と
意
見
を
異
に
し
て

対
立
し
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
乗
じ
数
人
の
学
生
の
煽
動

行
為
が
あ
っ
た
た
め
処
分
し
た
が
、
学
生
の
本
分
に
立
ち
返
り
、
速

や
か
に
学
業
に
復
帰
す
べ
し
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が

き
っ
か
け
で
学
生
の
足
並
み
が
乱
れ
始
め
た
。
救
仁
郷
繁
の
推
測
で

は
、
先
ず
土
木
専
門
部
が
崩
れ
、
次
い
で
医
学
部
や
水
産
専
門
部
、

予
科
の
恵
迫
寮
生
や
工
学
部
学
生
が
ス
ト
か
ら
脱
落
し
た
と
い
う
。

恵
迫
寮
の
脱
落
の
経
緯
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い〉つ。恵
迫
寮
で
は
、
寮
務
部
長
古
河
勝
夫
は
か
ね
て
か
ら
寮
生
に
対
し
、

各
自
の
思
想
は
自
由
で
あ
る
が
、
ま
ど
い
の
場
で
あ
る
寮
内
に
抗
争

を
持
ち
込
ま
ぬ
よ
う
に
訴
え
寮
の
平
静
化
に
努
め
て
い
た
。

他
方
、
寮
委
員
長
前
田
登
は
学
校
側
に
説
得
さ
れ
、
一
存
で
寮
生

の
盟
休
中
止
を
約
束
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
委
員
長
の
独
断
に
対
し

非
難
の
声
が
上
が
っ
た
が
、
寮
生
は
友
情
の
見
地
か
ら
委
員
長
を
許

す
こ
と
に
な
り
、
寮
は
真
っ
先
に
盟
休
か
ら
離
脱
し
た
(
『
北
大
百
年

史
』
・
部
局
編
)
。
こ
れ
を
裏
付
砂
る
よ
う
に
『
北
大
新
聞
』
は
次
の

よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
十
日
よ
り
三
日
間
休
学
を
宣
し
た
学
校
側
に
お
い
て
は
、
休
暇
明
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け
の
十
三
日
ま
で
に
必
ず
登
校
を
促
す
べ
く
努
力
し
、

及
び
恵
迫
寮
に
向
か
っ
て
最
も
力
を
尽
く
し
た
」
。

ま
た
、
当
時
予
科
農
類
1
年
生
の
恵
迫
寮
生
で
あ
っ
た
須
田
政
美

は
当
時
を
回
想
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
自
主
的
な
寮
生
大
会
は
も
た
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、
当
時

の
全
寮
委
員
長
前
田
登
さ
ん
が
単
独
で
招
集
し
た
寮
生
大
会
で
、
委

員
長
が
ス
ト
中
止
の
ア
ピ
ー
ル
演
説
の
よ
う
な
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
一

幕
も
あ
っ
た
。
寮
生
、
と
く
に
各
運
動
部
の
上
級
生
た
ち
が
か
な
り

野
次
っ
て
、
流
会
の
形
で
終
わ
っ
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
野

球
部
の
浜
田
正
太
郎
さ
ん
な
ど
、
前
で
委
員
長
に
す
ご
い
剣
幕
で

食
つ
で
か
か
っ
た
こ
と
で
し
た
。
〈
中
略
〉
二
学
期
末
の
試
験
が
な
く

な
る
こ
と
も
単
純
な
予
科
生
の
期
待
で
も
あ
っ
た
L

(

救
仁
郷
・
前
掲

室
田
)

同
じ
釜
の
飯
を
食
う
仲
間
と
は
い
え
、
所
詮
は
寄
り
合
い
所
帯
の

寮
で
学
生
が
一
致
結
束
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
や
委
員

長
が
独
断
で

ス
ト
か
ら
の
離
脱
を
決
め
、
そ
れ
を
友
情
で
認
め
る
と

こ
ろ
に
単
純
で
馴
れ
合
い
的
な
寮
生
気
質
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

相
次
ぐ
脱
落
で
ス
ト
の
続
行
は
無
理
と
の
判
断
で
ロ
日
夜
、
ス
ト

の
中
心
で
あ

っ
た
農
学
部
も
涙
を
飲
ん
で
ス
ト
中
止
を
決
議
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ロ
月
5
日
か
ら
丸
8
日
間
続
い
た
ス
ト
は
終
息
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ス
ト
中
止
後
は
学
生
の
復
学
、
文
武
会
の
自
主
化
、

会
則
改
正
な
ど
は
全
て
頓
挫
し
て
し
ま

っ
た
。
救
仁
郷
繁
が
述
べ
た

よ
う
に
、
「
そ
れ
故
に
、
ふ
た
た
び
文
武
会
解
散
と
言
論
研
究
の
自
由

を
要
求
す
る
第
二
次
文
武
会
事
件
が
、

1
9
3
2
年
(
昭
和
7
)
5

月
に
起
こ
り
、
多
数
の
北
大
生
が
特
高
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
」
の
で
あ
る
。
第
二
次
文
武
会
事
件
に

つ
い
て
は
次
回
に
詳
し

水
産
専
門
部

く
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

寮
の
移
転
と
自
治
権
侵
害
に
反
発

1
9
3
1
年
(
昭
和
6
)
1
月
、
大
学
当
局
よ
り
恵
迫
寮
の
移
転

が
突
然
発
表
に
な
り
寮
は
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
北
大
が
北
一
条
付
近

か
ら
現
在
地
へ
移
転
し
た
の
に
伴
っ
て
、
寄
宿
舎
が
元
理
学
部
前
に

建
設
さ
れ
た
の
が

1
9
0
5
年
(
明
治
犯
)
。

1
9
0
7
年
(
明
治
刊
)

に
は
こ
の
寄
宿
舎
は
「
恵
迫
寮
」
と
命
名
さ
れ
た
。
最
初
は
南
寮
、

北
寮
の
2
棟
で
、
予
科
と
本
科
生
が
同
居
し
て
い
た
。
そ
の
後
学
生

の
増
加
と
と
も
に
中
寮
と
新
寮
が
増
築
さ
れ
4
棟
に
な
り
、
1
9
2

2
年
(
大
正
日
)
か
ら
は
予
科
生
の
み
の
寮
と
な
っ
た
。

何
故
急
に
移
転
話
が
持
ち
上
が
っ
た
か
と
い
う
と
、
当
時
大
学
は

法
文
学
部
設
立
を
目
指
し
政
府
に
予
算
要
求
を
し
て
い
た
が
、
折
か

ら
の
緊
縮
財
政
で
認
め
ら
れ

、
ず
、
寄
宿
舎
移
転
の
予
算
の
み

つ
い
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
で
急
速
新
年
度
か
ら

の
解
体
移
転
を
計
画
し
、
四
月

か
ら
の
一
時
間
寮
を
決
定
し

た
。
移
転
予
定
地
は

8
0
0
M

北
北
西
の
農
場
放
牧
地
で
あ
っ

た
。
驚
い
た
寮
生
は
抜
き
打
ち

的
移
転
通
告
に
抗
議
し
、
早
速

対
策
委
員
会
を
設
置
し
た
。

当
面
の
要
求
は
「
寮
を
中
絶

し
な
い
事
」
「
建
設
地
を
遠
隔
地

に
し
な
い
事
(
彼
ら
の
希
望
地
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は
ポ
プ
ラ
並
木
西
側
か
理
学
部
裏
手
)
」
で
あ
っ
た
が
、
前
者
は
認
め

ら
れ
た
が
後
者
は
却
下
さ
れ
、
4
月
末
に
は

一日
一閉
寮
さ
れ
た
。
ち

な
み
に
、
こ
の
と
き
作
ら
れ
た
の
が
「
別
離
の
歌
」
で
、
学
生
の
間

で
送
別
の
席
な
ど
で
必
ず
歌
わ
れ
る
曲
に
な
っ
た
。
歌
詞
の
一
節
に

「
春
秋
こ
こ
に
二
十
六
」
と
あ
る
が
、

北
1
条
か
ら
理
学
部
前
へ
移
転

し
て
お
年
目
に
さ
ら
に
北
へ
移
転
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

北
口
条
西
8
丁
目
に
新
し
い
寮
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
の
が
日
月
末
。

下
宿
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
寮
生
が
入
寮
を
待
ち
わ
び
て
い
る
の

に
、
大
学
は
入
寮
許
可
に
手
間
取
っ
て
い
た
。
そ
の
聞
の
事
情
を
「
北

大
新
聞
」
(
昭
和
6
年
日
月
1
日
付
)
は
こ
う
伝
え
て
い
る
。

「
今
度
の
寮
改
築
と
共
に
当
局
で
は
従
来
の
自
治
寮
に
加
え
て
い

た
監
督
権
を
更
に
こ
れ
を
機
と
し
て
拡
大
せ
し
め
ん
と
す
る
意
志
を

も
ち
、
具
体
的
に
は
寮
舎
監
の
常
置
、
常
時
消
灯
点
灯
の
制
を
企
画

し
て
い
る
」
。

新
し
い
寮
の
建
設
を
機
に
大
学
が
寮
の
自
治
権
を
制
限
し
よ
う
と

は
か
る
の
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
や
り
方
で
あ
る
。
「
別
離
の
歌
」

の
出
だ
し
は
、
「
高
遠
(
た
か
き
)
を
誇
る
自
治
寮
よ
」
で
あ
る
。
こ

の
言
葉
に
は
危
機
に
瀕
し
て
い
る
自
治
寮
の
行
く
末
を
案
じ
る
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

自
治
権
の
侵
害
を
何
と
か
食
い
止
め
、
よ
う
や
く
日
月
末
に
は
新

し
い
寮
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。

『恵
迫
寮
史
』
に
よ
る
と
新
し
い
寮

に
満
足
し
た
学
生
が
多
か
っ
た
が
、
「
不
要
な
学
生
主
事
室
の
存
在
」

「
玄
関
入
口
の
巡
視
室
の
厳
し
さ
」
「
廊
下
の
高
い
窓
L

の
三
つ
が
不

満
で
あ
っ
た
。
最
初
と
2
番
目
の
不
満
は
大
学
が
寮
の
管
理
を
強
化

す
る
た
め
の
処
置
で
あ
り
、

3
番
目
の
不
満
は
、
い
わ
ゆ
る
「
窓
シ
ヨ

ン
L

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

自
治
権
を
巡
る
寮
生
と
大
学
の
対
立
が
一
段
落
し
た
か
に
見
え
た

1
9
3
2
年
(
昭
和
7
)
春
、
大
学
は
ま
た
ま
た
寮
の
部
屋
定
員
を

4
人
か
ら
3
人
に
削
減
す
る
と
言
い
出
し
た
。
寮
生
た
ち
は
「
寮
の

定
員
に
大
幅
削
減
を
加
え
、
実
質
的
に
自
治
寮
の
規
模
と
力
を
縮
小
」

(『恵
迫
寮
史
』)さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
猛
反
対
し
た
。
万
一
寮
生

の
要
求
が
受
け
容
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
総
退
寮
の
決
意
で
大
学
と
交

渉
し
た
結
果
、
大
学
は
定
員
削
減
を
撤
回
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
1
9
3
2
年
(
昭
和
7
)
4
月
日
日
、
問
題
の
事

件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
夜
恵
迫
寮
で
は
新
入
寮
生
の
歓
迎
会
が
行
わ

れ
た
。
歓
迎
の
コ
ン
パ
が
終
わ
っ
た
後
、
一
杯
機
嫌
の
ア
ン
ド
シ
姿

で
ス
キ

l
片
手
に
恒
例
の
ス
ト
ー
ム
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
中
寮

の
玄
関
の
近
く
に
あ
っ
た
学
生
主
事
室
の
一
扉
が
壊
さ
れ
た
。
酒
に

酔
つ
て
の
偶
発
事
故
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
学
は
計
画
的
破
壊
と

み
な
し
た
。
多
分
学
生
課
は
壊
し
た
人
物
は
申
し
出
よ
と
強
く
要
求

し
、
寮
と
の
間
で
激
し
い
や
り
取
り
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
詳
し

い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。

最
終
的
に
事
を
起
こ
し
た
の
は
中
津
山
正
二
、
林
達
男
、
堀
俊
郎

の
三
人
の
寮
務
委
員
で
あ
る
と
さ
れ
、
日
日
間
の
停
学
と
退
寮
処
分

が
下
さ
れ
た
。
こ
の
事
を
報
じ
た
「
北
大
新
聞
L

は
、
検
閲
の
た
め

記
事
の
一
部
が
削
除
さ
れ
白
紙
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
大
内
敏

孝
ら
の
予
科
の
生
徒
は
、
中
津
山
ら
の
処
分
は
不
当
だ
と
す
る
ピ
ラ

を
教
室
に
貼
り
出
し
、
学
生
課
と
の
間
で
緊
張
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

些
細
な
出
来
事
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
次
に
起
こ
る
大
事
件
の
予
兆

で
も
あ
っ
た
(
堅
固
精
司

『北
海
道
社
会
文
庫
通
信
』
)
。
次
回
で
は

そ
の
大
事
件
と
寮
の
動
向
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

(
札
幌
市
清
田
区
)
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「
住
民
票
事
件
」
の
寮
史
記
述
に
誤
り

寮
え

研
-mん

昭
和
幻
年
7
月
、
恵
迫
寮
で
「
住
民
票
事
件
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
「
恵
迫
寮
史
第
二
巻
L
(
4
5
2
ml)
に
は
、

次
の

よ
う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

『七
月
五
日
、
こ
の
当
時
住
民
登
録
の
法
律
の
制
定
が
、
若
者
の
再

徴
兵
の
準
備
だ
と
い
う
こ
と
で
問
題
と
さ
れ
、
学
内
で
も
反
対
運
動

が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
恵
迫
寮
で
も
こ
れ
に
反
対
の
立
場
で
あ
り
、

ほ
ぽ
全
寮
の
一
致
で
全
員
の
住
民
票
を
警
察
に
渡
す
わ
ザ
に
は
い
か

な
い
と
言
う
こ
と
で
焼
却
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ど
こ
の
も
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
住
民
票
を
強
奪
し
た
五
人
の
学
生
活
動

家
が
寮
内
に
逃
げ
込
む
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
警
察
側
は
寮
へ

の
立
ち
入
り
も
辞
さ
な
い
態
度
で
あ
っ
た
た
め
、
深
夜
ま
で
寮
生
大

会
を
開
い
て
討
論
し
た
が
、
結
局
五
人
の
学
生
活
動
家
を
警
察
に
引

き
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
』

と
こ
ろ
が
こ
の
記
述
は
全
く
事
実
と
異
な
る
た
め
、
左
記
の
よ
う

な
訂
正
文
を
作
り
、
今
後
頒
布
す
る
「
第
二
巻
」
に
貼
付
す
る
か
、

今
後
寮
史
編
集
が
行
わ
れ
る
際
に
は
正
式
に
訂
正
さ
れ
る
よ
う
、
関

係
方
面
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

「
恵
迫
寒
史

第
二
巻
」

4
5
2内
l、
日
j
刊
行
目
の
記
述
訂
正
文

『住
民
登
録
法
が
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
こ
れ

1召

田

久(sm年
入
寮
)

は
徴
兵
制
の
準
備
だ
と
主
張
し
て
住
民
票
提
出
阻
止
運
動
を
す
る
勢

力
が
あ
り
、
寮
委
員
長
に
対
し
て
も
内
外
か
ら
強
く
働
き
か
け
て
い

た
。
六
月
二
十
九
日
、

寮
生
大
会
で

「
住
民
登
録
票
を
提
出
す
る
か

否
か
は
各
人
に
任
せ
る
L

と
決
議
し
た
。

七
月
五
日
午
後
遅
く
、
寮

内
で
住
民
票
を
回
収
し
て
い
た
札
幌
市
役
所
幌
北
出
張
所
長
が
、

寮

内
に
入
っ
て
来
た
提
出
阻
止
派
の
寮
外
生
五
人
に
、
回
収
し
た
住
民

票
を
強
奪
さ
れ
た
。
騒
ぎ
を
聞
き
つ
り
て
集
ま
っ
た
寮
生
多
数
が
、

強
奪
行
為
は
寮
自
治
の
侵
害
だ
と
主
張
し、

寮
外
生
と
口
論
に
な
っ

た
。
委
員
会
は
寮
生
大
会
を
招
集
、
午
後
七
時
半
過
ぎ
開
会
。
寮
外

生
五
人
は
最
後
部
の
席
に
い
た
。
大
会
は
深
夜
ま
で
及
ん
だ
が
、
寮

外
生
代
表
の
意
見
表
明
も
聴
い
た
う
え
で
、
「
寮
自
治
を
侵
害
し
た
寮

外
生
を
寮
外
に
退
去
さ
せ
る
L

と
決
議
し
た
。

寮
か
ら
出
た
五
人
は
、

寮
を
包
囲
し
て
い
た
武
装
警
官
隊
に
逮
捕
さ
れ
た
。
口
論
の
聞
に
脱

出
し
た
所
長
が
警
察
に
通
報
、
警
察
は
学
生
部
に
通
知
、
待
機
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
』

平
成
初
年
3
月
6
日

要
望
代
表
者

第
百
四
十
五
期
委
員
会
委
員
長
津
正
雄

(sm年
入
寮
)

第
百
四
十
六
期
委
員
会
寮
務
部
長
・
中
瀬
篤
信
(
同
)
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記
述
内
容
の
検
討

①
「
恵
迫
寮
で
も
こ
れ
に
反
対
・・
・
全
員
の
住
民
票
を
警
察
に
渡
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
言
う
こ
と
で
焼
却
し
た
」
こ
と
が
事
実
で
な

い
こ
と
は

6
月

m日
の
決
議
で
明
ら
か
。
ま
た
住
民
票
の
提
出
先
は

市
町
村
役
場
で
あ
っ
て
、

警
察
で
は
な
い
。

②
「
あ
る
住
民
票
を
強
奪
し
た
・・・
活
動
家
が
寮
内
に
逃
げ
込
む
と

い
う
事
件
」

当
日
ま
で
学
外
で
の
住
民
票
強
奪
事
件
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
寮

外
の
住
民
票
を
奪

っ
て
寮
内
に
逃
げ
込
ん
だ
な
ら
「
寮
自
治
の
侵
害

問
題
し
と
し
て
寮
生
と
争
い
に
は
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
。
こ
の
日
の

「
強
奪
」
は
寮
内
で
の
事
件
だ
か
ら
、

警
察
に
追
わ
れ
て
逃
げ
込
む
よ

う
な
事
件
で
も
な
か
っ
た
。

③
「
警
察
側
は
寮
へ
の
立
ち
入
り
も
辞
さ
な
い
態
度
で
あ
っ
た
た

め
、
深
夜
ま
で
寮
生
大
会
を
開
い
て
討
論
・
:
L

寮
生
大
会
は
、

警
察
の
「
立
ち
入
り
も
辞
さ
な
い
態
度
」
を
知
っ

て
聞
い
た
の
で
は
な
い
。
五
人
の
寮
外
生
に
対
し
て
寮
自
治
侵
害
の

責
任
を
問
う
た
め
の
大
会
だ
っ
た
。

警
察
の
強
硬
態
度
は
、
大
会
開

催
中
に
学
生
部
か
ら
委
員
長
へ
の
電
話
連
絡
で
知
ら
さ
れ
た
。
学
生

部
も
、

警
官
隊
を
学
内
に
入
れ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
た
こ
と
は
確

か
。
さ
ら
に
「
武
装
警
察
官
が
寮
を
包
囲
し
て
い
る
L

こ
と
を
寮
生

た
ち
が
知
っ
た
の
は
、
寮
生
大
会
も
後
半
に
な
っ
て
か
ら
。

④
「
寮
生
大
会
を
開
い
て
討
論
し
た
が
、
結
局
五
人
の
学
生
活
動
家

を
警
察
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
」

大
会
決
議
の
要
旨
は
、
「
恵
迫
寮
の
自
治
を
侵
害
し
た
寮
外
生

5
人

を
寮
外
に
退
去
さ
せ
る
L

こ
と
で
、
「
警
察
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ

た
L

は
曲
解
で
あ
る
。

⑤
寮
か
ら
出
た
彼
ら
は
、
包
囲
し
て
い
た
武
装
警
官
隊
に
「
結
果

と
し
て
は
」
逮
捕
さ
れ
た
。
早
期
に
逃
げ
出
せ
ば
警
察
に
捕
ま
ら
ず
に

学
外
へ
逃
れ
得
た
だ
ろ
う
が
、
何
か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
か
、
逃
げ
出

そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
寮
生
大
会
で
は
最
後
部
の
席
に
座
っ

て
い
た
彼
ら
の
代
表
者
に
長
時
間
、
意
見
表
明
の
機
会
も
与
え
た
。

(
札
幌
市
西
区
)
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変
わ
り
ゆ
く
も
の
、

先
日
追
い
コ
ン
が
開
催
さ
れ
、
今
年
卒

業
さ
れ
る
寮
生
達
と
盛
大
に
、
日
が
昇
る

ま
で
呑
ん
だ
。
永
ら
く
生
活
を
共
に
し
た

寮
生
達
が
こ
の
寮
を
去
る
の
は
、
い
つ
で

も
寂
し
い
も
の
だ
。
特
に
今
年
は
私
の
一

つ
上
の
学
年
が
多
く
卒
業
し
た
の
で
、
関

わ
り
の
深
い
人
が
多
か
っ
た
。
寂
し
さ
と

同
時
に
、
も
う
自
分
が
こ
の
寮
に
い
ら
れ

る
の
も
そ
う
長
く
な
い
、
や
り
残
し
の
無

い
よ
う
一
日
一
日
を
大
切
に
し
よ
う
と
改

め
て
思
う
。

し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
感
傷
に
浸
っ
て

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
く
さ
ん
の

卒
業
生
を
見
送

っ
た
す
ぐ
後
に
は
、
そ
の

倍
近
く
の
新
入
寮
生
を
迎
え
入
れ
る
時
期

が
来
る
。
私
は
こ
の
慌
た
だ
し
い
時
期
が

一
番
好
き
だ
。
年
齢
は
一
つ
二
つ
の
違
い

し
か
な
い
の
に
、
毎
年
世
代
交
代
か
と
思

う
ほ
ど
の
新
鮮
な
風
を
新
入
寮
生
は
吹
き

込
ん
で
く
れ
る
。
今
年
は
ど
ん
な
風
が
吹

き
荒
れ
る
の
か
と
、
今
か
ら
楽
し
み
で
仕 変

わ
り
な
き
も
の

第
2
9
0期
執
行
委
員
長

竹

内

進

(
H
口
年
入
寮

・
法
学
部
3
年
)

午
J
AV〉
〉

L

、
3

0

1
ぐ
刀
+
J
B

し

私
が
一
年
目
の
頃
を
思
い
返
せ
ば
、
受

け
入
れ
ら
れ
た
部
屋
が
寮
歌
部
屋
だ
っ
た

せ
い
か
、
酒
に
裸
に
赤
ふ
ん
と
い
っ
た
具

合
に
寮
の
伝
統
を
存
分
に
味
わ
っ
た
。
挙

げ
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
幾
多
の
寮
文
化
、

伝
統
行
事
は
寮
の
魅
力
の
か
な
り
大
き
な

部
分
を
占
め
る
。
今
年
の
寮
歌
祭
で
は
平

成
四
年
度
寮
歌
「
恵
迫
小
唄
」
が
披
露
さ

れ
、
寮
史
に
新
た
な
一
ペ

ー
ジ
が
加
わ
っ

た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
プ
大
会
も
今
年
は
開

催
さ
れ
た
し
、
春
に
は
観
桜
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
秋
に
は
第
百
回

記
念
寮
祭
も
控
え
て
お
り
、
例
年
よ
り
も

盛
大
な
赤
ふ
ん
パ
レ

ー
ド
が
巻
き
起
こ
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

1
0
0
年
を
誇

る
寮
の
歴
史
は
今
も
な
お
寮
生
活
に
深
く

根
付
い
て
い
る
。

だ
が
、
は
た
し
て
そ
れ
が
寮
の
魅
力
の

根
幹
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
恵
迫
寮

は
「
バ
ン
カ
ラ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
結

び
付
け
ら
れ
る
が
、
安
易
に
そ
う
括
っ
て

い
い
と
は
思
わ
な
い
。

現
在
寮
長
で
あ
る
私
も
、
外
で
は
「
全

然
バ
ン
カ
ラ
じ
ゃ
な
い
な
。
L

「
恵
迫
寮

生
っ
ぽ
く
な
い
。
」
と
い
う
評
価
が
大
半
で

あ
る
。
私
を
見
た
こ
と
が
あ
る

O
B
の
方

も
も
し
か
し
た
ら
同
じ
印
象
を
受
け
た
か

も
し
れ
な
い
。
「
こ
ん
な
や
つ
が
今
は
寮
長

を
や
っ
て
い
る
の
か
」
と
。
確
か
に
、
私

の
外
見
は
貧
弱
だ
し
、
大
酒
呑
み
で
も
な

現寮生から53 



い
。
し
か
し
、
今
の
恵
迫
寮
は
そ
れ
で
も

や
っ
て
い
け
る
、
と
言
え
ば
語
弊
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
要
す
る
に
い
ろ
ん
な

個
性
が
今
の
寮
に
は
轟
い
て
い
る
の
だ
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
強
烈
に
互
い
の
個
性

を
引
っ
張
り
出
し
、
強
烈
に
ぶ
つ
か
り

合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
常
に
現
状
に
飽
き

足
ら
ず
、
新
し
い
何
か
を
貧
欲
に
求
め
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
常
に
化
学
反
応
が
起

こ
っ
て
い
る
よ
う
な
日
常
は
非
常
に
刺
激

的
で
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
面
白
さ
、
教

訓
は
計
り
知
れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
恵
迫
寮

の
魅
力
の
根
幹
だ
と
私
は
強
く
思
う
。

現
在
の
三
代
田
恵
迫
寮
は
定
員
が

5
0

0
人
弱
、
そ
の
う
ち
女
子
は
卯
人
も
い
る

と
い
う
大
所
帯
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
約
三

分
の
一
が
こ
の

3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て

一
新
す
る
わ
り
だ
か
ら
、
当
然
新
年
度
を

迎
え
る
た
び
に
寮
内
の
雰
囲
気
は
一
変
す

る
。
私
が

1
年
目
の
頃
に
住
ん
で
い
た
寮

生
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
卒
業
さ
れ
て
い
る

し
、
私
自
身
も
寮
の
中
で
の
立
場
が
か
な

り
変
わ
っ
た
の
で
無
理
も
な
い
が
、
現
在

の
寮
の
雰
囲
気
は
私
が
新
入
寮
生
だ
っ
た

頃
の
そ
れ
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
遷
の
中
に

あ
っ
て
も
恵
迫
寮
は
い
つ
ま
で
も
魅
力
を

失
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
々
の
寮
生

が
、
人
と
関
わ
る
こ
と
の
面
白
さ
を
ず
っ

と
大
事
に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
と
思

う
。
恵
迫
寮
の
歴
史
の
ど
の
断
片
も
、
そ

れ
ぞ
れ
が
味
わ
い
深
く
魅
力
的
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
事
実
は
こ
れ

か
ら
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
自
信

を
持
っ
て
言
え
る
。
伝
統
に
拘
泥
せ
ず
、

常
に
斬
新
に
、
常
に
大
胆
に
、
面
白
い
も

の
を
吸
収
し
、
時
に
生
み
出
す
。
こ
れ
こ

そ
恵
迫
寮
の
伝
統
だ
と
自
分
で
は
思
っ
て

い
る
。
往
く
べ
き
迫
に
提
(
さ
だ
め
)
無

し
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
面
白
い
と
思
う

も
の
を
ど
ん
ど
ん
ぶ
つ
け
て
非
日
常
を
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
と
っ
て
も

良
い
刺
激
に
な
る
し
、
こ
れ
か
ら
入
っ
て

く
る
前
途
あ
る
後
輩
達
に
伝
え
て
い
け
る

も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
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「
手
を
と
り
て

ヒ
ロ
シ

マ
・

ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
投
下

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の
怒
り
の
中
で

樹

(
作
歌
者
)

(
S
四
年
入
寮
)

朝
鮮
戦
争
の
戦
火
や
ま
ぬ

1
9
5
3
年
4
月
、
私
は
北
大
に
入
学

し
、
幸
い
に
も
恵
迫
寮
に
入
寮
を
許
可
さ
れ
た
。
憧
れ
の
寮
に
入
寮

で
き
た
喜
び
も
つ
か
の
間
、
寮
費
は
、
確
か
月
2
3
0
0
円
だ
っ
た

と
思
う
が
、
み
な
空
腹
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
た
。
寮
の
エ
ッ
セ
ン
に

疑
問
を
持
っ
た
A
君
が
、
寮
の
会
計
を
調
べ
、
驚
惇
の
事
実
を
報
告

し
た
。
寮
の
執
行
委
員
会
が
、
寮
生
の
許
可
な
く
、
「
委
員
会
交
代
コ

ン
パ
」
寸
執
行
委
員
会
旅
行
」
と
称
し
て
、
寮
費
を
使
っ
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
「
寮
の
伝
統
L

と
称
し
て
、

2
年
間
寮
費
を
一
切
払
わ
ず
退

寮
し
て
い
る
寮
生
が
数
多
く
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
米
食
は
米

穀
通
帳
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
米
の
配
給
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
寮
費
未
納
寮
生
の
米
穀
通
帳
が
大
量
に
炊
務
委
員

会
に
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

山

本

玉

学
寮
の
大
改
革

・
自
治
規
約
の
確
立

こ
う
し
て

2
年
生
の
一
部
と
新
入
寮
生
を
主
体
と
す
る
臨
時
寮
生

大
会
の
開
催
と
な
り
、
旧
執
行
部
の
リ
コ
ー
ル
、
新
寮
執
行
委
員
会

の
選
出
、
そ
し
て
三
権
分
立
(
執
行
委
員
会
、
代
議
員
会
、
監
査
懲

美
し
き
国
を
」
(
昭
和
泊
年
寮
歌
)

罰
委
員
会
)
の
寮
規
約
の
採
決
と
な
っ
た
。
当
時
、
恵
迫
寮
は
、

1

9
5
0
年
の
「
イ

1
ル
ズ
闘
争
」
、

1
9
5
2
年
の
「
住
民
票
登
録
事

件
L

な
ど
で
文
部
省

・
学
生
部
に
に
ら
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
寮

の
大
改
革
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

入
学
の
年
の

1
9
5
3
年
7
月
、
朝
鮮
休
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
、

朝
鮮
戦
争
は
休
戦
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、
朝
鮮
戦
争

で
三
度
目
の
原
爆
使
用
で
形
勢
挽
回
を
図
っ
て
い
た
。
「
に
ん
げ
ん
を

か
え
せ
L

の
詩
を
発
表
し
、
米
占
領
軍
の
弾
圧
を
く
ぐ
り
ぬ
け
な
が

ら
ア
メ
リ
カ
の
原
爆
投
下
に
決
死
の
抗
議
を
行
っ
た
峠
三
吉
は
、
ア

メ
リ
カ
が
朝
鮮
戦
争
で
同
じ
皮
膚
の
色
を
し
た
人
種
の
上
に
原
爆
投

下
を
企
ん
で
い
る
と
「
米
占
領
軍
の
プ
レ
ス
コ

ー
ド
違
反
L

ビ
ラ
を

ま
き
、
命
が
け
で
抗
議
を
続
け
て
い
た
。

真
理
と
平
和
を
希
求
し
て

1
9
5
0
年
3
月
四
日
、
平
和
擁
護
世
界
大
会
は
ジ
ョ
リ
オ
キ
ュ

リ
ー
の
起
草
し
た
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ア
ピ
ー
ル
L

(

ベ
ル
リ
ン
ア

ピ
ー
ル
へ
と
続
く
)
を
発
表
し
て
、
全
世
界
に
原
子
兵
器
の
無
条
件

禁
止
要
求
の
署
名
運
動
を
提
唱
し
た
。
こ
の
署
名
は
、
日
本
で
は
、

仏

・
伊
に
つ
い
で
、

6
4
5
万
人
の
署
名
が
集
め
ら
れ
た
。
入
学
翌

年
の

1
9
5
4
年
3
月
1
日
、
ア
メ
リ
カ
は
ビ
キ
ニ
環
礁
で
水
爆
実

験
を
強
行
し
、
第
五
福
竜
丸
乗
組
員
お
名
が
「
死
の
灰
」
を
浴
び
、

無
線
長
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
急
性
放
射
能
症
と
診
断
さ
れ
た
。

寮歌物語ララ



手
を
と
り
て
美
し
き
固
を

三河韓摩書作曲

ーーーーーーー

とものすがた を、わ

手をとbて美しき国を
駒 de四 旬 JHO

れたる
倒
れ
た
る
友
の
護
者

忘
る
ま
じ
我
ら
が
胸
に

恐
ろ
し
き
雲
空
に
充
ち

け
が
れ
た
る
祖
国
内
山
河
に

新

L
S織
の
息
吹
が

著
者
の
槌
音
に
和

L

も
ろ
人
的
宰
探
め
つ
つ

こ
の
町
に
こ
だ
ま
す
固
ま
で
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梅
幸
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よ
輔
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し
き
歓

器摘
す
ま
じ
自
由
の
歌
を

わ
だ
つ
み
の
戸
を
ば
ひ
め
て

去
り
果
て
し
管
事
生
命
に

た
〈
ま

L
S若
島
厳
動
M
V

曲
目
し
き
歌
声
に
和
L

平
和
な
る
国
を
援
く
と

海
こ
え
て
こ
だ
ま
す
日
ま
で

震冒葺主矛
L

埠
か

L
F
b
 

りのい.&:I! ι 
程

山

本

玉

樹

君

作

歌

‘ 'ー(

おとにわ し、も ろ u' と 四 さーちふかめつ

宇

v-=:: で- =v 

' 噌眠 、
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春

久
保
山
さ
ん
は
、
日
本
の
知
能
を
結
集
し
た
集
中
治
療
を
受
け
た

が
、
遂
に
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
の
暴
挙
と
久

保
山
さ
ん
の
死
は
、
日
本
国
民
の
怒
り
と
平
和
へ
の
願
い
に
火
を
つ

け、

3
0
0
0
万
を
超
す
日
本
国
民
の
原
水
爆
禁
止
署
名
運
動
を
巻

き
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
手
を
と
り
て
美

し
き
国
を
」
は
作
ら
れ
た
。
戦
争
を
体
験
し
た
私
達
世
代
は
、
何
よ

り
も
『
戦
争
に
は
絶
対
反
対
』
で
あ
っ
た
。
広
島
で
被
爆
し
た
兄
を

持
つ
私
は
、
「
一
瞬
に
し
て
何
十
万
も
の
人
を
殺
害
す
る
核
兵
器
」
に

は
、
絶
対
反
対
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

は
、
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
戦
争
犯
罪
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の

寮
生
の
過
半
数
の
思
い
で
あ
っ
た
と
思
う
。
全
寮
投
票
に
か
け
ら
れ
、

わ
た
し
の
歌
詞
が
採
択
さ
れ
た
。
初
年
間
、
草
木
も
生
え
な
い
と
言

わ
れ
た
広
島
・
長
崎
に
、
新
し
い
緑
の
息
吹
が
萌
え
い
で
、
た
く
ま

し
き
若
き
鼓
動
と
若
者
の
槌
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
一
瞬
に
し
て
数

十
万
の
市
民
が
殺
さ
れ
た
原
爆
地
獄
の
中
か
ら
、
栗
原
貞
子
さ
ん
の

コ
つ
ま
し
め
ん
か
な
」
の
詩
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
被
爆
者
が
絶

望
の
中
か
ら
、
人
類
生
存
の
道
を
照
ら
し
出
す
不
屈
の
姿
を
し
め
し

た
も
の
で
、
深
い
感
動
と
勇
気
を
あ
た
え
た
。
三
河
兄
が
、
平
行
調

で
歌
詞
に
こ
め
た
私
の
願
い
を
表
わ
し
て
下
さ
っ
た
。
感
謝
で
あ
る
。

今
、
「
偽
と
戦
争
へ
の
道
」
が
喧
し
く
報
じ
ら
れ
、
な
ん
と
自
衛
隊
海

外
派
兵
恒
久
法
の
成
立
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、

こ
の
と
き
に
こ
そ
、
偽
を
許
さ
ず
、
真
理
と
平
和
を
希
求
し
て
闘
っ

た
先
覚
に
こ
そ
学
び
、
そ
の
闘
い
を
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
札
幌
市
西
区
)
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昭
和

m年
度
寮
歌
は
作
ら
れ
な
か
っ
た

彦
(
作
曲
者
)

(
S四
年
入
寮
)

寮
歌
は
伝
統
的
に
毎
年
1
曲
ず
つ
制
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
誰

し
も
が
理
解
し
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
何
故
か
昭
和

m年
入
寮
の

私
が
作
曲
し
た
寮
歌
は
昭
和
お
年
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

加
年
度
寮
歌
は
募
集
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

m年
度
寮
歌
は
欠
番
と

な
っ
て
い
る
。
理
由
は
委
員
会
の
怠
慢
と
勝
手
に
想
像
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
当
時
の
委
員
会
の
説
明
を

待
つ
ほ
か
は
な
い
。

と
も
あ
れ
山
本
玉
樹
氏
に
よ
る
調
が
選
定
さ
れ
て
、
そ
れ
に
対
す

る
作
曲
が
公
募
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
以
前
か
ら
寮
歌
の
作
曲
は
是

非
共
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
私
は
早
速
応
募
の
た
め
に
作
曲

を
始
め
た
の
が
昭
和
初
年
3
月
日
日
で
あ
っ
た
。

私
に
は
縁
の
薄
い
昨
今
の
は
や
り
歌
の
数
々
は
先
ず
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
作
ら
れ
て
歌
詞
は
後
か
ら
付
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
そ
う
だ
が
、

当
時
は
作
曲
の
王
道
と
し
て
詞
に
曲
を
付
け
る
た
め
に
先
ず
「
手
を

と
り
て
美
し
き
国
を
」
と
い
う
従
来
の
寮
歌
に
は
な
か
っ
た
新
し
い

感
覚
の
歌
調
を
じ
っ
く
り
と
読
み
込
み
、
曲
も
以
前
と
は
異
な
る
感

覚
の
も
の
に
し
た
い
と
考
え
た
。

歌
詞
の
内
容
か
ら
、
前
半
を
短
調
で
後
半
を
長
調
に
す
る
と
い
う

構
想
を
基
本
に
し
て
翌
口
日
に
は
骨
格
が
完
成
し
、
修
正
に
2
、
3

日
を
か
け
た
。

寮
歌
の
選
定
は
同
年
6
月
M
日
の
寮
歌
祭
で
全
寮
生
の
投
票
で
行

わ
れ
た
。
応
募
曲
は
臆
気
な
記
憶
で
は
3
曲
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

河

勝

す
る
。
全
寮
生
の
投
票
に
か
け
る
に
は
演
奏
し
て
こ
れ
を
選
択
の
基

準
に
し
て
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
、
当
時
私
の
所
属
し
て

い
た
部
屋
は
後
に
ユ

l
ゲ
ン
ト
コ

l
ル
に
な
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

サ
ー
ク
ル
で
2
部
屋
あ
っ
た
の
で
、
全
員
の
約
四
名
が
こ
れ
ら
の
全

応
募
曲
を
練
習
し
て
覚
え
、
こ
れ
を
全
寮
生
に
披
露
・
演
奏
し
て
投

票
を
待
っ
た
。
そ
の
結
果
、

1
4
0
余
票
中
日
票
を
得
た
私
の
曲
が

昭
和
お
年
度
恵
迫
寮
歌
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

寮
歌
集
に
は
当
時
作
曲
さ
れ
た
ま
ま
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
、
北
大
創
基
1
0
0
年
に
当
た
る
昭
和
田
年
に
、
北
大

音
楽
科
出
身
で
北
大
交
響
楽
団
指
揮
者
の
川
越
守
氏
に
よ
る
寮
歌
集

の
大
改
訂
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
こ
の
曲
も
改
訂
さ
れ
た
。
し
か
し

な
お
、
曲
を
改
訂
す
る
必
要
性
を
覚
え
た
の
で
、
平
成
四
年
に
恵
迫

寮
同
窓
会
が
作
成
し
た
寮
歌
集
C
D
「
都
ぞ
弥
生
」
に
「
手
を
と
り

て
美
し
き
国
を
」
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
北
大
合
唱
団
O
B
会

と
し
て
こ
れ
に
係
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
こ
の
曲
を
部
分

的
に
改
訂
し
、
こ
の
改
訂
譜
で
演
奏
収
録
し
た
。
私
と
し
て
は
こ
れ

を
最
終
稿
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の

C
D
に
収
録
し
た
寮
歌
は
私
の
曲
を
含
め
て
幾
つ
か

の
曲
は
僧
越
な
が
ら
部
分
的
に
改
訂
し
て
あ
る
。
改
訂
は
主
と
し
て

近
年
の
も
の
が
対
象
で
あ
り
、
出
来
る
だ
け
作
曲
者
と
協
議
し
て

行
っ
た
の
で
、
寮
歌
集
改
訂
版
出
版
の
際
に
は
参
考
に
し
て
頂
け
れ

ば
幸
で
あ
る
。

(
札
幌
市
中
央
区
)

寮歌物語ラ7
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「
草
は
繭
え
出
で
」

寮
歌
物
語

進
化
を
続
け
る
寮
歌

樹

(
作
歌
者
)

(
S
日
年
入
寮
)

昭
和
五
十
年
の
寮
歌
は
「
憧
慢
の
故
郷
」
で
あ
る
。
「
し
よ
う
げ
い

の
さ
と
」
と
読
む
。

私
が
勤
め
る
新
聞
社
の
紙
面
で
「
憧
憶
」
に
寸
し
よ
う
り
い
」
と

読
み
仮
名
を
ふ
っ
た
ら
、
読
者
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
が

あ
る
。
「
ど
う
け
い
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
だ
。

ど
ち
ら
も
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と
答
え
る
と
、
電
話
の
主

は
、
正
解
が
二
つ
あ
る
、
白
黒
が
つ
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
肺
に

落
ち
な
い
様
子
だ
っ
た
。
伝
統
的
な
読
み
方
は
「
し
よ
う
け
い
し
だ

が
、
寸
ど
う
げ
い
L

と
読
む
人
が
増
え
て
無
視
で
き
な
く
な
り
、
今
で

は
多
く
の
辞
書
も
「
ど
う
ザ
い
」
を
慣
用
読
み
と
し
て
認
め
る
よ
う

に
な
っ
て
、

ど
ち
ら
を
使

っ
て
も
間
違
い
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
と

説
明
し
た
。

「
消
耗
」
も
昔
は
「
し
よ
う
こ
う
」
と
読
ま
れ
た
が
、
今
そ
ん
な
読

み
方
を
す
る
人
は
、

ま
ず
い
な
い
。
言
葉
も
生
き
て
い
る
。
時
代
と

と
も
に
変
化
す
る
。

平
成
日
年
秋
、
恵
迫
百
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
た
。
卒
業
し
て
ぬ
年

近
く
た
ち
、
木
造
の
寮
は
跡
形
も
な
く
、
学
内
も
ず
い
ぶ
ん
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
た
が
、
中
央
ロ

l
ン
は
ほ
ぼ
以
前
の
ま
ま
だ
っ
た
。

朝

倉

(昭
和
日
年
第
刊
回
記
念
寮
歌
)

ラ8

こ
れ
が
現
代
風

テ
ン
ポ
の
速
さ
に
び
っ
く
り

そ
の
芝
生
の
上
で
、
現
役
の
寮
生
が
「
草
は
萌
え
出
で
L

は
今
で

も
結
構
人
気
が
あ
る
ん
で
す
よ
、
と
教
え
て
く
れ
た
。
寮
歌
集
の
中

で
眠
っ
て
い
る
歌
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
り
に
、
少
し
驚
い
た
。

そ
し
て
、
十
数
人
で
歌
っ
て
く
れ
た
の
を
、
見
て
、
聴
い
て
、
今
度

は
腰
が
抜
け
る
ほ
ど
驚
い
た
。

ず
い
ぶ
ん
テ
ン
ポ
が
速
い
。
膝
を
折
り
、
腰
を
く
ね
ら
せ
、
拳
を

突
き
上
げ
て
イ
ェ

l
イ
と
い
う
感
じ
で
、
途
中
に
複
雑
な
手
拍
子
が

入
る
。
何
の
工
夫
も
な
く
淡
々
と
歌
っ
て
い
た
初
年
前
と
は
全
く
違

う
、
現
代
風
の
ア
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。

初
年
で
、
ど
う
し
て
こ
う
も
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

今
の
寮
生
は
「
都
ぞ
弥
生
L

を
歌
う
と
き
、
「ゆ
l
め
こ

l

そ
1

1
1
1
1
1

1
」
で
力
の

限
り
伸
ば
し
、
「
ひ
!
と
と
1

き
1
1
1
1
1
1
1
」
で
ま
た
伸
ば
す
。
も
ち
ろ
ん

O
B
と
一
緒
の

と
き
は
多
数
派
に
合
わ
せ
て
く
れ
る
が
、
「
あ
そ
こ
で
伸
ば
さ
な
い
と

カ
ク
ッ
と
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
L

と
話
し
て
い
た
。
我
々
と
し
て

は
、
あ
そ
こ
で
伸
ば
さ
れ
る
と
カ
ク
ッ
と
く
る
の
だ
が
。

そ
う
い
え
ば
、
東
京
で
聞
か
れ
た
寮
歌
祭
に
誘
わ
れ
て
顔
を
出
し

た
際
に
も
戸
惑
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
藻
岩
の
緑
」
を
、

我
々
の
世
代
は
そ
れ
こ
そ
朝
霞
の
ご
と
く
ダ
ラ
ダ
ラ
と
歌
う
が
、
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ず
っ
と
上
の
世
代
は
行
進
曲
風
に
歌
う
。

代
が
妥
協
し
な
い
と
合
わ
な
い
。

先
輩
方
は
、
若
い
者
が
「
正
し
い
歌
い
方
L

を
継
承
し
て
い
な
い

と
嘆
く
。
確
か
に
、
古
い
寮
歌
で
楽
譜
ど
お
り
歌
わ
れ
て
い
る
も
の

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
で
も
、
若
者
か
ら
は
、
「
都
ぞ
弥
生
L

に
は
や
っ
ぱ

り
「
前
口
上
」
が
な
い
と
サ
マ
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
反
論
も
出
る
。

寮
歌
が
か
け
が
え
の
な
い
財
産
な
の
は
、
青
春
時
代
の
思
い
出
が

染
み
付
い
た
、
自
分
た
ち
の
歌
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
現
役
時
代

に
歌
っ
た
歌
い
方
が
一
番
な
の
だ
。

百
年
記
念
祭
の
夜
、
寮
歌
祭
が
催
さ
れ
、
現
役
寮
生
が
再
び
「
草

は
崩
え
出
で
し
を
歌
っ
て
く
れ
た
。
と
い
う
か
、
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
っ
た
我
々
の
世
代
は
、
や
っ
ぱ
り
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
。

昼
間
は
ナ
ン
ジ
ャ
、
コ
リ
ャ
と
思
わ
ず
口
走
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

の
と
き
、
本
当
に
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
る
彼
ら
を
見
て
、
思
っ
た
。

初
年
か
け
て
、
こ
の
歌
を
こ
こ
ま
で
育
て
上
げ
て
く
れ
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
。

こ
の
歌
は
生
き
て
い
る
。
生
き
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
変
化
す
る
。

恵
迫
寮
も
成
長
し
て
い
る
。
そ
ん
な
思
い
で
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

自
分
も
初
年
で
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
の
だ
か
ら
。

作
者
自
身
が
一
緒
に
歌
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
、
少
し
情
け
な

く
、
寂
し
く
感
じ
る
の
も
確
か
だ
。

で
も
、
「
都
ぞ
弥
生
」
は
、
各
世
代
が
各
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
保
ち
つ
つ
、

全
世
代
が
肩
を
組
ん
で
一
緒
に
歌
え
る
。
寮
歌
は
、
脈
を
打
っ
て
、

確
実
に
、
味
わ
い
深
く
、
生
き
て
い
る
。

キ
ー
も
テ
ン
ポ
も
、

各
世

寮歌物語

(
さ
い
た
ま
市
緑
区
)

ラ9



札
幌
で
、
恵
迫
寮
で
生
き
た
青
春
の
証

田

坂

幸

平
(
作
曲
者
)

(
S日
年
入
寮
)

ヘ
、
虹
の
地
平
を
あ
ゆ
み
出
て

影
た
ち
が
近
づ
く
手
を
と
り
あ
っ
て

街
が
で
き
る
美
し
い
街
が

あ
ふ
れ
る
旗
叫
び
そ
し
て
歌
:
:
・

高
校
生
の
頃
、
大
阪
中
心
部
の
繁
華
街
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
私

は
、
実
家
に
い
る
こ
と
を
息
苦
し
く
感
じ
て
い
て
大
学
は
ど
こ
か
遠

く
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
〈
ト
ワ
・
エ
・
モ
ア
〉

が
唄
う
こ
の
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歌
「
虹
と
雪
の
バ
ラ
ー
ド
」
を

聴
い
て
、
札
幌
に
住
み
た
い
と
思
っ
た
。
う
っ
と
う
し
い
気
分
を
吹

き
飛
ば
し
て
く
れ
る
何
か
が
、
冬
の
雪
に
埋
も
れ
た
札
幌
に
、
春
の

ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
匂
う
北
の
街
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
進
路
を
北
大
に
決
め
、
北
大
を
受
験
し
、

1
年
の

浪
人
生
活
を
経
て
合
格
し
、
入
学
と
同
時
に
恵
迫
寮
に
入
寮
し
た
。

割
り
当
て
ら
れ
た
部
屋
は
南
寮
一
階
の

5
人
部
屋
で
同
期
が

2

人
、
先
輩
が
2
人
と
い
う
人
員
構
成
だ
っ
た
。
最
初
の
う
ち
は
、
初

め
て
実
家
を
出
て
の
、
誰
一
人
知
り
合
い
も
い
な
い
土
地
で
の
暮
ら

し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寂
し
い
と
か
故
郷
が
恋
し
い
と
か
い
う
感
情

は
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
湧
か
ず
、
共
同
生
活
と
毎
晩
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
開
催
さ
れ
る
飲
み
会
に
心
と
体
を
慣
ら
す
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
自
分
は
ち
ょ
っ
と
神
経
質
で
引
っ
込
み
思
案
で

人
間
関
係
を
作
る
の
が
下
手
な
人
間
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
う
ち
寮
の
生
活
に
も
慣
れ
る
と
次
第
に
授
業
に
行
か
な
く
な

り
、
あ
る
い
は
授
業
に
行
っ
て
も
教
室
で
は
寝
て
ば
か
り
と
い
う
不

真
面
目
な
学
生
と
な
っ
て

2
年
生
を
2
回
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
も
、
昼
頃
に
起
き
て
授
業
に
行
っ
た
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
(
玉

転
が
し
で
は
な
く
穴
掘
り
)
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
時
々
し
た
り
、
ス
キ
ー

や
ス
ケ
ー
ト
を
し
た
り
、
山
に
登
っ
た
り
、
山
ス
キ
ー
を
し
た
り
、

海
水
浴
に
行
っ
た
り
、
マ
ラ
ソ
ン
を
し
た
り
、
酒
を
飲
ん
で
寮
歌
を

唄
い
ス
ト
ー
ム
を
踊
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
大
会
で
頭
か
ら
雪
の
中
に

落
ち
て
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
た
り
、
体
育
の
時
間
に
鉄
棒
で
大

車
輪
を
し
て
両
腕
を
骨
折
し
た
り
、
赤
フ
ン
パ
レ
ー
ド
で
寮
歌
を
歌

い
な
が
ら
円
山
公
固
ま
で
一
升
瓶
片
手
に
歩
い
た
り
、
自
転
車
で
あ

ち
こ
ち
旅
を
し
た
り
、
士
幌
小
屋
を
作
り
に
士
幌
ま
で
行
っ
た
り
と
、

今
か
ら
思
え
ば
忙
し
い
学
生
生
活
だ
っ
た
。

こ
の
「
草
は
蔚
え
出
で
」
は
、
吉
川
迫
寮
生
活
3
年
目
で

S
上
(
南

寮
二
階
の
一
番
奥
の
部
屋
)
に
住
ん
で
い
た
時
に
作
っ
た
歌
で
あ
る
。

恵
迫
寮
生
活
3
年
目
と
い
え
ば
留
年
し
て
い
た
年
で
、
留
年
と
は
名

ば
か
り
の
、
大
学
の
学
生
生
活
で
一
番
楽
し
か
っ
た
時
期
で
も
あ
っ

た
。
当
時
は
(
今
で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
)

1
年
に
1
回
、
寮
歌
が

作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
年
は
寮
が
で
き
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
叩
年
目

の
年
と
い
う
こ
と
で
記
念
祭
歌
を
募
集
し
て
い
た
。
私
は
先
に
決

ま
っ
た
朝
倉
君
の
作
っ
た
歌
調
を
眺
め
て
ギ
タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
、

そ
の
歌
詞
に
コ

1
ド
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
付
げ
て
い
っ
た
。
音
楽
テ
ー

プ
へ
の
録
音
は
、
同
室
に
い
た
栗
田
君
に
頼
ん
で
二
人
で
唄
っ
た
も

の
を
寮
の
講
堂
で
録
音
し
た
。

そ
の
当
時
、
「
寮
友
(
と
も
)
よ
再
び
検
影
に
三
十
年
後
(
み
そ
と

せ
の
ち
)
に
集
わ
な
ん
」
と
い
う
歌
詩
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
初
年
後

6。



が
い
つ
の
日
か
来
る
と
は
、
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

本
音
か
も
知
れ
な
い
。
果
た
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
加
歳
の
若
者
が
、

自
分
が
叩
歳
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
リ
ア
ル
に
想
像
で
き
る
だ
ろ
う

か
?
そ
れ
で
も
生
き
て
い
る
限
り
初
年
後
は
確
実
に
や
っ
て
く

る
。
今
そ
の
初
年
後
が
す
で
に
過
ぎ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
「
草
は
蔚

え
出
で
L

は
自
分
が
恵
迫
寮
で
、
札
幌
で
生
き
た
証
で
あ
る
。

今
、
恵
迫
寮
が
与
え
て
く
れ
た
も
の
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、

高
校
ま
で
の
人
生
に
比
べ
て
目
の
前
で
実
に
多
く
の
生
の
人
聞
を
見

た
こ
と
だ
っ
た
。
人
は
教
室
の
中
で
は
表
現
し
な
い
本
音
を
生
活
の

中
で
露
わ
に
す
る
。
他
人
の
人
生
は
参
考
に
は
な
っ
て
も
同
じ
人
生

を
歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
例
え
歩
い
た
と
し
て
も
同
じ
よ
う
に

幸
せ
に
は
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
、
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か
は
自

分
の
価
値
判
断
で
考
え
て
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
〉
え
ご
く

当
た
り
前
の
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
恵
迫
寮
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
札
幌
の
街
は
貧
乏

学
生
に
と
っ
て
は
快
適
な
生
活
環
境
で
あ
っ
た
。
あ
の
時
代
に
も
う

一
度
生
ま
れ
た
な
ら
:
:
:
再
び
恵
迫
寮
に
入
寮
す
る
だ
ろ
う
。
郭
公

の
声
で
目
を
覚
ま
し
、
水
芭
蕉
咲
く
原
始
の
森
を
街
偉
い
た
い
:

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

(
福
岡
県
小
郡
市
)

菌
加
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平
成
問
年
度
恵
迫
「
開
識
社
」
講
演
会
(
百
年
記
念
特
別
講
演
)

「新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌
農
学
校
」

講
師

・
藤

札
幌
農
学
校
か
ら
続
く
恵
迫
寮
伝
統
行

事
の
「
開
識
社
」
講
演
会
。
昨
年
9
月
の

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
北
大
獣

医
学
部
の
藤
田
正
一
教
授

(
S
お
年
入
寮
)

が
「
新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌
農
学
校
」

の
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。
百
年
記
念
号

に
も
速
報
の
形
で
掲
載
し
ま
し
た
が
、
実

際
の
講
演
内
容
と
一
部
異
な
る
内
容
と
な

り
、
藤
田
教
授
に
も
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し

た。
東
京
か
ら
参
加
し
た
中
村
昭
雄
君

(
S

4
年
入
寮
)
が
会
場
で
記
録
し
た
講
演
内

容
を
、
要
旨
に
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
に

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
北
大
、
恵
迫
寮
精

神
の
根
源
に
か
か
わ
る
重
要
な
講
演
で
あ

る
こ
と
と
、
中
村
君
の
努
力
に
感
謝
し
て
、

全
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

回

正

一

君

(
S
犯
年
入
寮
)

取
材

・
中
村
昭
雄

(S

G
年
入
寮
)

〈
〉

さ
て
こ
の
写
真
が
新
渡
戸
稲
造
先
生
の

お
顔
で
す
。
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
国
際

社
会
で
活
躍
さ
れ
た
第
一
級
の
日
本
人
と

し
て

5
千
円
札
の
肖
像
に
な
り
ま
し
た

が
、
お
札
は
残
念
な
が
ら
短
命
に
終
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

新
渡
戸
先
生
は
文
久
2
年
盛
岡
藩
(
南

部
藩
)
士
・
新
渡
戸
十
次
郎
の
三
男
と
し

て
盛
岡
に
生
ま
れ
、

日
歳
の
時
、
東
京
英

語
学
校
に
入
学
、
明
治
日
年
、
日
歳
で
札

幌
農
学
校
の

2
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し

た。
明
治
日
年
卒
業
後
、
開
拓
使
御
用
掛
勤

務
を
経
て
、
幻
歳
の
時
、
英
文
学
を
学
ぶ

た
め
東
京
大
学
文
科
大
学
に
学
士
入
学
し

ま
す
が
、
と
の
と
き
鐙
衡
官
に
述
べ
た
「
私

は
太
平
洋
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
L

と
い

う
言
葉
が
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

東
大
で
は
勉
強
し
な
く
て
も
常
に
ト
ッ
プ

で
、
札
幌
農
学
校
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
東
大
の
余
り
の

レ
ベ
ル
の
低
さ
を
嘆
き
、
「
こ
こ
で
勉
強
す

る
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
」
と
宮
部
金
吾

に
語
っ
て
い
ま
す
。

明
治
口
年
、
米
ジ
ョ
ン
ズ

・
ホ
プ
キ
ン

ズ
大
学
に
留
学
、
明
治
初
年
、
札
幌
農
学

校
助
教
と
ド
イ
ツ
留
学
辞
令
を
貰
い
、
ボ

ン
大
学
や
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
勉
強
し
、
明

治
M
年
帰
国
後
、
佐
藤
昌
介
校
長
の
下
で

札
幌
農
学
校
教
授
に
。
こ
の
年
、
貧
し
い

子
ら
の
た
め
に
遠
友
夜
学
校
を
創
設
し
ま

す
。
皆
さ
ん
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
新
渡
戸
先
生
の
業新渡戸稲造
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績
の
中
で
も
光
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す。
明
治
犯
年
、
病
気
療
養
渡
米
中
に
「
武

士
道
(
回
口
ω
F
E
P
H
d
o
ω
。
己
え

E
3ロ
)
」
を
出
版
、
明
治
犯
年
、
第
一
高

等
学
校
校
長
兼
東
京
帝
大
農
科
大
学
教
授

と
な
り
、
こ
こ
で
内
村
鑑
三
を
学
生
達
に

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
学
生
達
に

深
い
人
格
的
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
大

正
7
年
、
東
京
女
子
大
学
学
長
、
大
正
9

年
、
国
際
連
盟
設
立
に
際
し
て
事
務
局
次

長
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
渡
戸
先
生
は
昭
和
7
年
に
松
山
で
講

演
し
た
と
き
、
地
方
の
記
者
達
に
「
書
か

な
い
と
い
う
誓
約
が
で
き
る
な
ら
話
そ

う
」
と
い
う
条
件
付
の
座
談
で
「
日
本
を

危
う
く
す
る
の
は
共
産
主
義
と
軍
閥
で
あ

る
。
そ
の
ど
ち
ら
が
怖
い
か
と
問
わ
れ
た

ら
、
今
は
軍
閥
で
あ
る
と
答
え
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
語
り
、
こ
れ
が
報
道
さ
れ
て
国

賊
と
し
て
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
が

松
山
事
件
で
、
亡
く
な
る
1
年
前
の
こ
と

で
す
。昭

和
6
年
に
満
州
事
変
が
起
こ
る
と
、

新
渡
戸
先
生
は
米
国
に
飛
ん
で
日
本
の
立

場
を
説
明
し
て
回
り
ま
す
が
、
日
本
の
軍

事
行
動
に
対
す
る
理
解
は
得
ら
れ
ず
、
昭

和
8
年
、
カ
ナ
ダ
の
パ
ン
フ
で
聞
か
れ
た

太
平
洋
調
査
会
議
に
日
本
代
表
団
団
長
と

し
て
出
席
し
、
そ
の
帰
り
道
に
倒
れ
て
し

ま
わ
れ
た
の
で
す
。

教
育
者
と
し
て
の
新
渡
戸
先
生
は
、
第

一
高
等
学
校
長
と
し
て
南
原
繁
、
矢
内
原

忠
雄
ら
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、

ス
ミ
ス
女
学
校
(
現
・
北
星
学
園
、
こ
こ

の
教
え
子
に
河
合
道
が
い
る
)
、
北
鳴
学

校
、
普
連
土
学
園
、
女
子
英
語
学
校
(
津

田
塾
大
学
)
、
拓
殖
大
学
、
恵
泉
女
学
園
(
河

合
道
が
設
立
)
等
に
直
接
的
、
間
接
的
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
述
べ

た
遠
友
夜
学
校
は
特
筆
す
べ
き
も
の
と
言

え
ま
す
。

明
治
初
年
、
メ
ア
リ
1
(高
里
子
)
夫

人
の
乳
母
を
し
て
い
た
女
性
の
遺
産
が
、

そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
お
金
で
札
幌
独
立
教
会
の
ボ
ロ

校
舎
を
購
入
し
、
札
幌
農
学
校
の
学
生
に

先
生
を
さ
せ
て
、
学
校
に
行
け
な
い
貧
し

い
子
供
た
ち
を
教
え
た
の
で
す
。
遠
友
夜

学
校
は
明
治
幻
年
か
ら
昭
和
四
年
ま
で
印

年
間
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
5
0
0

人
の
北
大
生
が
教
え
、

5
0
0
0
人
が
卒

業
し
て
い
ま
す
。
遠
友
夜
学
校
の
校
是
は

「
リ
ン
カ
ー
ン
に
学
べ
」
即
ち
「
何
人
に
も

悪
意
を
抱
か
ず
、
全
て
の
人
に
慈
愛
を

持
っ
て
臨
め
」
と
い
う
も
の
で
、
「
学
問
よ

り
実
行
」
を
重
視
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
万

巻
の
書
物
を
読
ん
だ
新
渡
戸
先
生
の
言
葉

で
す
。名

著
「
武
士
道
」
は
、
明
治
犯
年
に
口

述
筆
記
さ
せ
た
も
の
で
す
。
こ
の
書
を
愛

読
し
た
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統

領
は
、

ω冊
を
購
入
し
て
知
人
に
配
り
、

更
に
日
露
戦
争
の
仲
介
役
を
買
っ
て
出
て

く
れ
ま
し
た
。
戦
争
後
、
明
治
天
皇
は
新

渡
戸
先
生
を
宮
中
に
招
い
て
感
謝
の
意
を

表
し
て
い
ま
す
。

第
一
次
大
戦
後
、
米
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統

領
の
提
唱
に
よ
っ
て
国
際
連
盟
が
で
き
ま

す
が
、
事
務
総
長
J
・
エ
リ
ッ
ク
・
ド
ラ

モ
ン
ド
卿
(
英
)
の
下
で
、
新
渡
戸
先
生

は
事
務
局
次
長
(
大
正

9
1昭
和
2
年
)
を

務
め
、
「
国
際
連
盟
の
星
」
と
称
え
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
が
事
務
総
長
の
代
わ
り
に
演

説
を
行
っ
た
の
で
す
。
ま
た
事
務
局
次
長
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と
し
て
、
バ
ル
ト
海
の
オ

l
ラ
ン
ド
紛
争

(オ

1
ラ
ン
ド
諸
島
の
帰
属
を
巡
る
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
、
ロ
シ
ア
3

国
の
対
立
)
の
解
決
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

H
・
L
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
、

A
・
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
、

M
・
キ
ュ
リ
ー
夫
人
で
、
国
際

連
盟
が
設
置
し
た
国
際
知
的
協
力
委
員
会

(
ユ
ネ
ス
コ
の
前
身
)
の
委
員
で
す
。
こ
こ

で
新
渡
戸
先
生
は
事
務
局
長
を
務
め
て
い

ま
す
。新

渡
戸
先
生
は
、
米
国
留
学
中
(
明
治

口
(
)
初
年
)
に
、
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
(
プ

の争紛ン-フオた'し力尽
、

決解カ造一戸度新

議

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
、
フ
レ
ン
ド
派
の

通
称
)
に
な
り
ま
し
た
。
ク
エ

ー
カ
ー
は

何
が
あ
っ
て
も
戦
争
に
荷
担
し
な
い
、
絶

対
的
平
和
主
義
の
立
場
を
取
り
ま
す
。
新

渡
戸
先
生
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。
「
よ
き

愛
国
者
は
よ
き
国
際
人
で
あ
り
、
よ
き
国

際
人
は
よ
き
愛
国
者
で
あ
る
L

今
な
ぜ
新
渡
戸
先
生
な
の
で
し
ょ
う

か
。
「
武
士
道
(
出

g
E仏
O
)
L

は
、
西
洋
的

価
値
観
に
通
じ
た
日
本
人
が
、
日
本
人
の

根
本
思
想
(
宗
教
)
と
は
何
か
に
つ
い
て

答
え
た
も
の
で
す
。
今
、
日
本
人
が
そ
れ

を
読
ん
で
い
る
。
拝
金
主
義
の
卑
し
い
園
、

豊
か
で
あ
る
が
品
性
の
な
い
国
に
な
り
下

が
っ
て
、
新
渡
戸
先
生
の
書
物
が
見
直
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

新
渡
戸
先
生
は
、
祖
父
・
伝
(
っ
と
う
て

父
・
十
次
郎
の
血
を
受
け
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
祖
父
と
父
は
三
本
木
原
(
現
十

和
田
市
)
の
開
拓
を
成
功
さ
せ
、
藩
の
財

政
を
立
て
直
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

新
渡
戸
先
生
に
農
業
の
重
要
性
を
認
識
さ

せ
、
農
学
へ
の
憧
れ
を
抱
か
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
米
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ

プ
キ
ン
ズ
大
学
留
学
中
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
の
富
豪
モ
リ
ス
家
で
メ
ア
リ

l
・

エ
ル
キ
ン
ト
ン
嬢
と
出
会
い
、
明
治
但
年

に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
結
婚
し
て
い
ま

す。
さ
て
、
新
渡
戸
先
生
を
育
て
た
札
幌
農

学
校

(ω
名古
O

円
。
〉
唱
庁
己
E
S
]
ho
--

zmou札
幌
農
科
大
学
)
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

戦
後
、
東
大
総
長
を
務
め
た
矢
内
原
忠

雄
は
、
昭
和
幻
年
の
五
月
祭
講
演
で
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
明
治
の
初
年
に

お
い
て
日
本
の
官
立
大
学
教
育
に
は
二
つ

の
大
き
な
中
心
が
あ
っ
て
、
一
つ
は
東
京

大
学
で
あ
り
、
一
つ
は
札
幌
農
学
校
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
学
校
が
日
本
の

教
育
に
お
け
る
国
家
主
義
と
民
主
主
義
と

い
う

2
大
思
想
の
源
流
を
作
っ
た
の
で
あ

る
。
札
幌
農
学
校
か
ら
発
し
た
と
こ
ろ
の

人
聞
を
作
る
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
が

主
流
と
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
東
京
大
学

に
発
し
た
と
こ
ろ
の
国
家
主
義
、
国
体
論
、

皇
室
中
心
主
義
、
そ
う
い
う
も
の
が
日
本

の
教
育
の
指
導
理
念
を
形
成
し
た
。
そ
の

極
み
、
つ
い
に
太
平
洋
戦
争
を
引
き
起
こ

し
、
敗
戦
後
、
日
本
の
教
育
を
作
り
直
す
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と
い
う
段
階
に
、

り
ま
す
」
。

w
・
S
・
ク
ラ

l
ク
先
生
は
、

6
年
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ア
ッ
シ
ユ

フ
ィ
ー
ル
ド
生
ま
れ
、

1
8
4
8
年
ア

マ
l
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
、

1
8

5

0
年
独
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
留
学

後
、
ア
マ

l
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
教
授
、

1

8
6
1
年
か
ら
臼
年
ま
で
北
軍
少
佐
と
し

て
南
北
戦
争
に
出
征
し
ま
し
た
。

1
8
6

7
年
に

マ
サ
チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ
農
科
大
学
初

代
学
長
に
就
任
、
日
本
政
府
・
北
海
道
開

拓
使
の
懇
請
を
受
け
て
来
日
。
東
京
英
語

学
校
で
選
抜
し
た
第
l
期
生
と
と
も
に
、

明
治

9
年

7
月
紅
白
札
幌
に
到
着
、
札
幌

農
学
校
の

司
日
巳
己

gけ
(
学
長
)
に
就
任
し

ま
す
。
明
治

9
年

8
月

M
目
、
札
幌
農
学

今
な
っ
て
お
る
の
で
あ

1
1
n
k
u
n
r中

Willlam Smilh Clark， Ph. D， LL. D 

クラーク博士

"";、刷、、

校
開
校
式
に
お
い
て
、
ク
ラ

1
ク
先
生
は

「ペ
0
5
問。
8
2
σ
5
8
(若
き
紳
士
諸

君)一
L

と
呼
び
か
け
、
「
戸
(
見
守
〉
B
E
Z
O
D

(
高
遁
な
る
志
)
L

を
抱
く
べ
し
と
、
教
訓

に
満
ち
た
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

翌
年
4
月
日
目
、
千
歳
に
近
い
島
松
の

駅
逓
に
お
い
て
、
見
送
り
の
教
え
子
達
に

d
o可
ω
Z
ω
B
E
t
o
g一
(
少
年
よ
大
志
を

抱
け
)
」
の
語
を
残
し
て
去
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
に
は
三

}
S
F広
三
巴

B
m
E
(私

の
よ
う
に
)
L

が
続
い
て
い
た
の
で
す
。

「回

OMaσσ
自
己

EZocω
一
」
の
北
大
の
解

釈
は
、
「
少
年
よ
大
志
を
抱
げ
。
そ
れ
は
金

銭

(
5
0ロ
ミ
)
や
私
利
私
欲

(ω
巳
出
笹

山
m
m
gロ
在
日

5
2門
)
、
名
声

(
E目
。
)
と

い
う
虚
し
い
も
の

(
2
2
2
9
E
H
F
-口
問
)

の
た
め
で
は
な
く
、
知
識
(
}
g
o
d司
]め(日間
σ
)

の
た
め
に
、
正
義
(
ユ
m
z
g
c
g
g
ω
)
の

た
め
に
、
か
つ
国
民
の
向
上

2
1
5
0同

日、。己円七
g
E
O
)
の
た
め
に
、
大
志
を
抱
け
L

と
い
う
こ
と
で
す
。

最
近
、
外
人
が
ジ
ョ
ー
ク
で
言

っ
た
異

説
を
真
に
受
け
て
吹
聴
す
る
人
が
北
大
教

授
に
も
い
ま
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と

で
す
。
英
国
の
ジ
ョ
ン
・
メ

l
ジ
ャ

l
首

相
も
、
こ
の
言
葉
を
「
大
志
を
抱
け
L

の

意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
1

ク
先
生
が
着
任
さ
れ
た
と
き
、

札
幌
学
校
か
ら
選
抜
移
行
し
て
き
た
生
徒

達
が
、
札
幌
学
校
校
則
を
示
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
古
い
校
則
を
破
り
捨
て
、
「
こ
ん
な
こ

と
で
人
間
が
作
れ
る
も
の
か
¥
「
余
が
こ

の
学
校
に
望
む
規
則
は
グ
出
ゅ
の

g己
φ

ヨ
ω
P
た
だ
こ
の
一
語
に
尽
き
る
L

と
言

わ
れ
た
そ
う
で
す
。

ク
ラ

1
ク
先
生
が
札
幌
農
学
校
へ
伝
え

た
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
気
風
(
任
。

ω匂
昨
日
け
丘
〉

B
R片
山
)
す
な
わ
ち
ピ
ュ
ー

リ
タ
ン
の
精
神
は
、
自
由
を
尊
ぶ
自
主
独

立
の
精
神
戸
吉
σ
H
J
2
0
円
巴
ぬ
)
で
あ

り
、
ク
ラ

1
ク
先
生
を
通
し
て
表
し
た
言

葉
が
、
「
目
。
〉
B
E
Z
o
cω」
で
あ
り
「
出
め

の
σ
丘
町
日
何
回
口
L

な
の
で
す
。

ク
ラ

1
ク
先
生
は
教
え
子
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
M
・
ホ
イ
ラ
l
教
授
、
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

p
・
ペ
ン
ハ
ロ

l
教
授
及
び
ウ
ィ
リ
ア

ム
・

p
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
教
授
に
後
事
を
託

し
ま
し
た
。
ク
ラ

l
ク
先
生
が
去
っ
た
後
、

こ
の
順
に
司
日
包
含
ロ
門
(
学
長
)
が
引
き
継

が
れ
て
い
き
ま
す
。
い
ま
時
計
台
と
し
て
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親
し
ま
れ
て
い
る
演
武
場

(ζ
E
E
ミ

出
巳
])
を
設
計
し
た
(
明
治
日
年
)
の
が

ホ
イ
ラ

l
教
授
、
時
計
塔
を
設
置
(
明
治

日
年
)
し
た
の
が
ペ
ン
ハ
ロ
1

教
授
で
す
。

札
幌
農
学
校
の
教
育
精
神
は
、
①

円
0

同門可〉
B
E江
O
ロ
(
高
遁
な
る
志
)
②
出
ゅ

の

g己
σB
S
(自
律
的
な
個
、
自
主
独
立
、

責
任
感
を
持
っ
た
大
人
)
③
個
人
の
尊
重
、

が
基
本
で
あ
り
、
「
勤
労
の
重
視
」
、
「
平
和

主
義
」
、
「
机
上
の
学
問
よ
り
実
践
の
重

視
L

、
「
現
場
主
義
L

、
「
暗
記
よ
り
思
考
力

を
!
」
等
が
中
心
で
し
た
。

ホ
イ

l
ラ

l
先
生
は

『日
本
国
教
育
の

真
否
』
の
中
で
、
「
日
本
人
は
そ
の
向
学
心

に
お
い
て
欧
米
人
に
ひ
け
を
取
ら
な
い
に

も
拘
ら
ず
、
伝
統
的
な
学
問
観
、
方
法
と

社
会
的
束
縛
の
た
め
、
学
校
を
卒
業
し
た

後
の
進
歩
が
欧
米
人
に
遅
れ
て
し
ま
う
。

日
本
の
学
問
は
殆
ど
中
国
の
古
典
を
文
字

か
ら
学
ぶ
記
憶
中
心
の
も
の
で
、
模
倣
に

は
長
け
て
い
る
が
自
ら
作
り
出
す
と
い
う

こ
と
を
し
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

札
幌
農
学
校
の
教
育
は
、
①
自
由
・
自

主
・
独
立
の
精
神
、
②
目
。
〉
B
E
E
0
5、

③
∞
ゅ
の
ゆ
ロ
己
O
E
m
E
の
3
本
柱
で
行
わ

れ
、
特
に

1
期
生
、

2
期
生
は
、
同
窓
生

と
の
切
碓
琢
磨
で
優
秀
な
人
物
が
育
ち
ま

し
た
。
内
村
鑑
三
は
「
か
つ
て
私
ど
も
は

札
幌
を
北
方
の
ア
テ
ネ
と
な
し
、
日
本
第

一
の
智
識
の
淵
源
た
ら
し
め
ん
と
志
し

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

さ
て
札
幌
農
学
校
は
、
と
き
の
政
府
・

権
力
に
対
し
て
「
N
o
と
言
え
る
日
本
人
L

を
輩
出
し
ま
し
た
。

4
期
生

(
3
期
生
は

募
集
せ
ず
)
の
志
賀
重
昂
(
し
が
・
し
げ

た
か
)
(
1
8
6
3
1
1
9
2
7
)
は
札
幌

農
学
校
で
一
番
先
に
世
に
出
た
人
で
す

が
、
欧
風
文
化
に
流
れ
る
明
治
日
本
に
お

い
て
自
国
文
化
の
優
秀
性
を
主
張
し
ま
し

た
。
内
村
鑑
三
は
日
露
関
戦
に
あ
た
り
非

戦
論
を
唱
え
っ
戦
争
の
利
益
は
泥
棒
の
利

益
で
あ
る
」
と
喝
破
し
ま
し
た
。
自
ら
「
札

の
渡
け

化

新
Jl

d
づ

い

む

術
パ
引

学
引
日

誌

日

U
肘

お

う

F

叶
い
は
日

東

山

部

を
地
{
畠

幌

心

札

中

戸

幌
農
学
校
の
子
」
と
称
し
た
南
原
繁

(1

8
8
9
1
1
9
7
4
)
と
矢
内
原
忠
雄

(
1

8
9
3
1
1
9
6
1
)
(
と
も
に
東
大
卒
)

の
場
合
、
矢
内
原
忠
雄
は
日
中
戦
争
批
判

に
よ
り
東
大
教
授
を
辞
職
、
南
原
繁
は
全

面
講
和
を
主
張
し
て
吉
田
茂
首
相
と
対
立

し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
首
相
を
務
め
た
石

橋
湛
山

(
1
8
8
4
(
)
1
9
7
3
)
は、

甲
府
中
学
(
現
・
甲
府
二
局
)
で
校
長
・

大
島
正
健
(
第
1
期
生
)
の
影
響
を
強
く

受
け
ま
し
た
。
早
大
卒
業
後
、
東
洋
新
報

社
で
主
幹
、
社
長
を
務
め
、
民
主
主
義
、

自
由
主
義
、
平
和
主
義
を
貫
き
、
戦
後
政

界
に
入
っ
た
後
も
、
中
ソ
両
国
と
の
国
交

回
復
の
基
礎
を
作
る
な
ど
国
際
平
和
活
動

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

札
幌
農
学
校
は
初
期
に
お
い
て
大
人
物

を
輩
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
大
人
物

を
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

1
8
9
0
年
(
明
治
お
年
)
、

札
幌
農
学
校
の
予
算
は

5
万
円
で
し
た

が、

1
8
9
5
年
(
明
治
お
年
)
に
は

2

万
6
千
円
に
大
幅
カ
ッ
ト
さ
れ
、
明
治
初

年
に
設
置
さ
れ
た
工
学
科
も
明
治
幻
年
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
札
幌
農
学
校
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は
内
務
省
(
井
上
馨
内
務
大
臣
)
の
管
轄

下
に
あ
り
、
校
長
・
佐
藤
昌
介
は
、
文
部

省
移
管
(
明
治
お
年
)
に
よ
っ
て
廃
校
の

危
機
を
乗
り
切
っ
て
行
き
ま
す
。
佐
藤
昌

介
は
「
時
の
政
府
に
反
対
し
た
者
が
あ
る
。

そ
れ
が
気
に
食
わ
な
い
か
ら
学
校
を
つ
ぶ

し
て
し
ま
え
と
い
う
の
で
あ
る
L

と
述
べ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
札
幌
農
学
校
の

教
育
は
国
家
主
義
型
の
教
育
へ
転
換
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
。

大
正
日
年
5
月
M
日
、
北
海
道
帝
国
大

学
開
学
日
周
年
記
念
式
典
及
び
ク
ラ

l
ク

胸
像
除
幕
式
が
、
高
松
宮
、
岡
田
良
平
文

相
、
栃
内
曽
次
郎
海
相
以
下
、
内
外
3
千

数
百
人
が
参
集
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
と
き
、
内
村
鑑
三
は
出
席
を
拒
否
し
、

小
樽
新
聞
に
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

「
今
や
北
海
道
ほ
ど
俗
人
の
政
塵
す
る
と

こ
ろ
は
な
い
へ
寸
札
幌
が
出
し
た
も
の
は

多
数
の
従
順
な
る
官
僚
、
利
欲
に
た
け
た

る
実
業
家
、
ま
た
温
良
の
紳
士
で
あ
り
ま

す
。
し
か
れ
ど
も
正
義
に
燃
え
、
真
理
を

熱
愛
し
、
社
会
人
類
の
た
め
に
犠
牲
た
ら

ん
と
す
る
人
物
は
一
人
も
出
し
ま
せ
ん
。

積
極
的
の
大
人
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ヘ

「
私
は
ク
ラ

l
ク
先
生
の
精
神
は
札
幌
に

残
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
残
っ
て

い
る
の
は
先
生
の
名
で
あ
り
ま
す
ヘ
「
先

生
の
自
由
の
精
神
、
キ
リ
ス
ト
の
信
仰
、

そ
れ
は
今
の
札
幌
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
札

幌
は
先
生
の
ボ

l
イ
ズ
・
ビ

1
・
ア
ン
ビ

シ
ャ
ス
の
広
い
意
味
に
お
い
て
こ
れ
を
知

り
ま
せ
ん
」
。

内
村
鑑
三
は
、
「
も
は
や
札
幌
(
北
大
)

か
ら
は
、

N
o
と
言
え
る
人
物
が
輩
出
さ

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
痛
烈
に
批

判
し
て
い
る
の
で
す
。

新
渡
戸
先
生
は
「
政
治
は
教
育
機
関
に

干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
L

と
言
わ
れ
ま
し

た
。
旧
教
育
基
本
法
(
昭
和
幻
年
施
行
)

は
、
戦
後
民
主
主
義
教
育
の
基
盤
と
な
っ

た
法
律
で
す
。
こ
の
法
律
を
作
っ
た
教
育

刷
新
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
安
倍
能
成

(
委
員
長
)
、
南
原
繁
(
副
委
員
長
)
を
初

め
新
渡
戸
先
生
の
影
響
を
受
け
た
人
が
多

く
、
旧
教
育
基
本
法
は
札
幌
農
学
校
の
精

神
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。
旧
教
育
基

本
法
第
叩
条
は
「
教
育
は
不
当
な
支
配
に

服
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
全
体
に
対
し
て

直
接
に
責
任
を
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

新
教
育
基
本
法
は
、
戦
後
教
育
に
対
し

て
懐
疑
的
な
意
見
を
持
つ
勢
力
に
よ
っ
て

改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成
四
年
ロ
月

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
か
つ
て

の
札
幌
農
学
校
に
対
す
る
行
政
の
圧
力
と

軌
を
一
に
す
る
も
の
な
の
で
す
。

ク
ラ

l
ク
先
生
の
「
大
志
」
は
「
大
い

な
る
士
(
さ
む
ら
い
)
の
心
」
で
あ
り
、

新
渡
戸
先
生
の
「
武
士
道
L

の
精
神
と
あ

い
ま

っ
て
、
現
代
の
世
相
を
変
え
る
指
針

と
な
り
得
る
精
神
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ
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都
ぞ

弥生

• 
あ

τ入聖品春雄豊噛 憶重

札
幌
に
、
む
か
し
、
セ
コ
ン
ド
と
い
う

喫
茶
庖
が
あ
っ
た
。
音
質
の
い
い
電
蓄
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
か
ら
、
音
楽
好
き
や
文
学
青
年
、

あ
る
い
は
た
だ
の
怠
け
者
学
生
の
溜
ま
り

場
に
な
っ
て
い
た
。

教
室
を
素
通
り
し
て
こ
こ
に
直
行
す
る

者
も
い
た
し
、
あ
る
寮
生
は
、
長
っ
民
に

な
る
の
を
遠
慮
し
て
、
ス
ト
ー
ブ
わ
き
の

石
炭
箱
を
自
分
の
席
に
し
て
い
た
。
音
楽

青
年
の
彼
は
予
科
3
年
の
と
こ
ろ
を
ウ

ラ
・
オ
モ
テ
6
年
ゃ
っ
た
。
同
じ
学
年
を

二
度
落
第
す
る
と
放
校
の
決
ま
り
だ
っ
た

し
、
下
手
す
る
と
一
回
で
進
級
し
て
し
ま

う
か
ら
、
ウ
ラ
・
オ
モ
テ
正
確
に
6
年
や

る
と
い
う
の
は
誰
に
で
も
出
来
る
芸
当
で

は
な
か
っ
た
。

狙
い
通
り
首
尾
よ
く
6
年
間
予
科
生
活

を
堪
能
し
た
あ
と
、
彼
は
学
部
を
正
規
の

3
年
で
卒
業
し
、
社
会
に
出
て
か
ら
余
人

の
出
来
な
い
傑
出
し
た
業
績
を
残
し
た
と

聞
い
て
い
る
。

あ
る
日
の
午
後
、
こ
の
セ
コ
ン
ド
に
、

場
違
い
な
陸
軍
の
将
校
が
二
人
連
れ
だ
っ

て
現
れ
た
。

野
太
万
造
り
の
重
そ
う
な
軍
万
を
革
長

靴
に
ば
た
ら
ば
た
ら
と
、
ぶ
つ
け
る
よ
う

に
し
て
入
っ
て
き
た
。
無
遠
慮
な
闘
入
者

を
目
に
し
て
、
奥
に
陣
取
っ
て
い
た
3
年

生
の
ひ
と
り
が
「
ゲ
l
エ
・
ゾ
ル
ダ
l
テ

ン
」
と
あ
ま
り
大
き
く
な
い
声
で
非
難
し

た。
そ
の
声
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
私
た
ち

は
習
い
た
て
の
怪
し
い
ド
イ
ツ
語
を
声
を

揃
え
て
離
し
た
て
る
。

コ
ケ

l
エ
・
ゲ
l
エ
・
ゾ
ル
ダ
l
テ
ン
」

コ
ケ

l
エ
・
ゲ
l
エ
・
ゾ
ル
ダ
l
テ
ン
」

お
前
た
ち
の
来
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。

兵
隊
ど
も
出
て
行
け
。
消
え
失
せ
ろ
・
:
と

い
っ
た
気
持
ち
で
非
難
排
撃
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

と
、
い
っ
た
ん
席
に
腰
を
お
ろ
し
た
将

校
の
ひ
と
り
が
、
軍
万
の
柄
を
押
さ
え
る

よ
う
に
し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
私
達
は
ど

き
り
と
し
て
、
息
を
呑
ん
だ
。

昭
和
四
年
、
戦
争
中
で
あ
る
。
軍
は
権

勢
に
購
っ
て
学
生
の
自
由
を
敵
視
し
て
い

た
し
、
軍
人
が
ど
ん
な
に
威
嚇
的
で
、
と

き
に
組
暴
で
あ
る
か
を
、
む
ろ
ん
、
誰
も

が
知
っ
て
い
た
。
ま
さ
か
軍
万
を
抜
く
こ

と
は
あ
る
ま
い
と
は
思
っ
た
が
、
私
達
は
、

い
っ
ぺ
ん
に
沈
黙
し
て
彼
に
目
を
向
け
て

し
た
。す

る
と
立
ち
上
が
っ
た
将
校
の
口
か

ら
、
思
い
が
け
な
い
言
葉
が
出
た
。

「
目
障
り
な
恰
好
で
来
て
、
す
ま
な
い
」

静
か
に
そ
う
言
っ
た
。
私
達
が
緊
張
し

て
こ
わ
ば
っ
た
姿
勢
を
解
い
て
、
ふ
っ
と

息
を
つ
い
て
い
る
と
、
自
分
は
実
は
君
達

の
先
輩
な
ん
だ
。
軍
命
令
で
移
動
の
途
上

だ
が
、
列
車
時
間
の
合
聞
を
つ
く
っ
て
大

学
の
構
内
を
歩
い
た
あ
と
、
わ
ず
か
の
時

間
を
、
む
か
し
よ
く
通
っ
た
セ
コ
ン
ド
で

し
ば
ら
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
、
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
。
「
目

障
り
だ
ろ
う
が
、
し
ば
ら
く
我

慢
し
て
く
れ
な
い
か
」

4d‘」
号堅守
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先
輩
と
知
っ
て
あ
わ
て
た
先
程
の
3
年

生
が
立
っ
て
い
っ
て
、
思
い
上
が
っ
た
不

作
法
の
詫
び
を
言
い
、
ど
う
か
ご
ゆ
っ
く

り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
甚
だ
不
細
工

な
言
葉
に
し
て
述
べ
て
い
る
の
を
見
て
い

る
と
、
軍
装
の
先
輩
は
、
そ
の
3
年
生
に

握
手
の
手
を
差
し
出
し
て
い
た
。

私
達
は
そ
れ
か
ら
、
な
ん
と
も
納
ま
り

の
悪
い
、
変
な
気
持
ち
で
、
レ
コ
ー
ド
に

耳
を
傾
け
る
よ
う
な
恰
好
を
続
け
て
い
た

カ
.... 

小
一
時
間
も
し
な
か
っ
た
と
思
う
。
先

輩
だ
と
名
乗
っ
た
将
校
が
テ
ー
ブ
ル
の
音

を
立
て
る
よ
う
に
し
て
立
ち
、
少
し
顔
を

赤
く
し
て
「
諸
君
に
お
願
い
が
あ
る
」
と

言
っ
た
。

「
み
ん
な
で
、
都
ぞ
弥
生
を
歌
っ
て
く
れ

な
い
か
」

先
程
も
言
っ
た
よ
う
に
、
自
分
も
こ
い

つ
ー
ー
と
わ
き
に
い
る
も
う
一
人
の
将
校

を
さ
し
て
、
「
我
々
、
こ
こ
が
そ
う
い
う
場

所
で
な
い
こ
と
は
心
得
て
い
る
つ
も
り
だ

が
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
「
い
ま
移
動
の
途

上
に
あ
る
。
移
動
先
は
言
え
な
い
が
、
こ

ん
な
時
代
だ
、
生
還
期
し
が
た
い
事
情
に

あ
る
。
無
事
帰
還
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。

札
幌
の
最
後
に
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
っ
て

送
り
出
し
て
く
れ
な
い
か
。
も
う
時
聞
が

な
い
。
歌
が
終
わ
る
ま
で
居
ら
れ
る
か
ど

う
か
あ
や
し
い
が
、
都
ぞ
弥
生
を
、
耳
の

底
に
残
し
て
立
ち
去
り
た
い
ん
だ
」

表
情
は
真
剣
で
、
必
死
な
思
い
が
声
に

込
め
ら
れ
て
い
た
。
私
達
に
、
む
ろ
ん
、

否
応
は
な
か
っ
た
。

先
程
の
3
年
生
が
、
女
の
子
に
頼
ん
で

レ
コ
ー
ド
を
止
め
、
「
明
治
四
十
五
年
寮

歌
・
都
ぞ
弥
生
!
L
と
音
頭
を
と
っ
た
。

私
達
は
み
ん
な
一
斉
に
立
ち
上
が
っ

て
、
目
を
膜
っ
て
(
都
ぞ
弥
生
は
、
改
ま
っ

た
と
き
に
は
目
を
閉
じ
て
歌
う
の
が
習
慣

だ
っ
た
)
死
地
に
赴
く
先
輩
の
た
め
に
、

胸
を
切
な
く
し
て
歌
っ
た
。
場
所
柄
を
無

視
し
た
無
遠
慮
な
歌
声
が
、
セ
コ
ン
ド
の

小
さ
な
部
屋
が
は
ち
切
れ
る
よ
う
に
響
い

た。
歌
が

3
番
く
ら
い
ま
で
い
っ
た
ろ
う

か
。
気
づ
く
と
二
人
の
将
校
の
姿
は
消
え

て
い
た
。
列
車
の
時
刻
が
来
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
私
達
は
、
戸
口
に
向
か
っ
て
、

5

番
の
最
後
ま
で
彼
ら
に
届
げ
と
ば
か
り
声

を
張
り
上
げ
て
い
た
。

「
兵
隊
さ
ん
、
手
袋
で
目
を
押
さ
え
る
よ

う
に
し
て
、
出
て
行
か
れ
ま
し
た
」

ン
ド
の
女
の
子
が
そ
う
言
っ
た
。

セ
コ

戦
局
は
こ
の
前
後
か
ら
転
げ
落
ち
る
よ

う
に
悪
化
し
て
、
外
地
で
は
玉
砕
や
転
進

(
と
呼
ん
だ
撤
退
)
が
相
次
ぎ
、
内
地
は
米

軍
機
の
空
襲
で
火
だ
る
ま
、
原
爆
投
下
、

ソ
連
軍
の
参
戦
・
・
・
・
・
・
。

こ
の
と
き
セ
コ
ン
ド
に
立
ち
寄
っ
た
二

人
の
将
校
が
、
戦
場
か
ら
生
き
帰
れ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
ど
こ
か
で
、
不
本
意
な
戦

死
を
免
れ
な
か
っ
た
も
の
か
、
知
り
ょ
う

も
な
い
ま
ま
印
年
余
経
っ
て
い
る
。
お
名

前
も
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

(
東
京
都
北
区
)

|入
1E寮
辰五

まに十年

手を
さ想、

(深三ぅ
S谷」
32 を
年 観

入ぎ勲 よう

定
期
購
読
し
て
い
る
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
L

2
月
日
日
号
を
バ
ラ
バ
ラ
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
岩
見
隆
夫
の
サ
ン
デ
ー
時
評
の
映
画

「
北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
を
観
ょ
う
」
の
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評
題
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の

「
北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
」
は
、
旧
制
第

七
高
等
学
校
(
鹿
児
島
造
土
館
)
の
最
も

有
名
な
寮
歌
の
一
つ
で
あ
る
。
私
が
日
水

に
入
社
し
た
頃
(
昭
和
初
年
)
同
室
の
友

人
(
鹿
大
卒
)
が
良
く
歌
っ
て
い
た
の
で

覚
え
て
い
た
。

昨
年
春
、
私
が
永
年
関
与
し
て
い
る
更

生
保
護
活
動
(
保
護
司
)
の
指
導
官
庁
で

あ
る
名
古
屋
保
護
観
察
所
を
訪
ね
、
用
件

を
済
ま
せ
た
後
、
部
屋
に
貼
つ
で
あ
る
ポ

ス
タ
ー
「
北
辰
斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
」
が

目
に
止
ま
っ
た
。

所
長
の
広
田
玉
枝
氏
に
そ
の
主
旨
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
映
画
を
企
画
し
た
の

は
、
ご
主
人
の
広
田
稔
氏
(
鹿
大
卒
・
弁

護
士
)
で
、
現
在
の
教
育
に
強
い
疑
問
を

感
じ
、
か
つ
て
の
旧
制
高
校
の
校
風
に
着

目
し
て
、
「
伝
え
た
い
志
が
あ
る
。
残
し
た

い
思
い
が
あ
る
!
」
と
の
強
い
情
熱
で
こ

の
映
画
撮
り
を
始
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、

お
金
が
か
か
り
、
目
下
資
金
集
め
に
大
変

で
あ
る
と
言
っ
た
主
旨
の
事
を
熱
っ
ぽ
く

話
さ
れ
た
事
が
頭
の
隅
に
残
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
折
、
こ
の
サ
ン
デ
ー
時
評
で
映

画
の
完
成
を
知
り
、
早
速
仲
間
を
誘
い
、

こ
の
映
画
を
鑑
賞
し
た
次
第
で
あ
る
。

戦
前
の
エ
リ
ー
ト
教
育
の
中
心
で
あ

る
、
旧
制
高
校
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
既
に

ω年
が
経
過
し
た
。
戦
後
生
ま
れ
が

7
割

を
超
す
時
代
に
な
り
、
か
つ
て
の
旧
制
高

校
で
ど
ん
な
教
育
が
な
さ
れ
、
学
生
は
ど

ん
な
想
い
で
そ
こ
に
学
ん
だ
か
:
:
:
。
現

在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
者
が
知
る
由
も
な
い

し
、
ま
た
今
の
若
者
は
そ
の
存
在
す
ら
知

ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
割
愛
す
る
が
、
主
人
公

の
老
医
師
(
三
国
連
太
郎
)
が
孫
に
、
若

き
日
の
七
高
で
の
、
学
生
生
活
、
寮
生
活

を
淡
々
と
語
る
シ

l
ン
は
、
五
口
々
の
青
春

時
代
、
日
年
前
の
恵
迫
寮
の
生
活
と
重
ね

合
わ
せ
て
、
度
々
熱
き
想
い
が
込
み
上
げ

て
く
る
。
入
寮
鐙
衡
、
懲
罰
、
ス
ト
ー
ム
、

寮
祭
、
五
高
・
七
高
の
定
期
戦
、
名
物
教

授
の
講
義
、
そ
し
て
自
治
寮
生
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
。
私
が
改
め
て
申
す
ま
で
も
な

い
が
、
弊
衣
破
帽
、
高
歌
放
吟
の
蛮
色

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
底
流
に
は
豊
か
な
自
由

の
中
に
真
理
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
高
い

理
念
が
あ
り
、
偽
善
や
虚
飾
を
廃
す
る
誇

り
高
き
精
神
が
あ
っ
た
。

企
画
し
た
広
田
氏
は
、
現
代
の
シ
ス
テ

ム
化
さ
れ
た
学
校
教
育
の
在
り
方
に
疑
問

を
抱
き
、
こ
の
映
像
を
通
し
て
、
旧
制
高

校
の
精
神
性
の
高
い
教
育
か
ら
何
か
を
汲

み
取
っ
て
欲
し
い
と
提
唱
し
て
い
る
。

久
々
に
サ
ン
デ
ー
時
評
推
奨
の
「
北
辰

斜
め
に
さ
す
と
こ
ろ
」
の
残
像
に
浸
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
札
幌
の
同
期
の

N
君
か
ら

電
話
が
入
っ
た
。
用
件
は
昨
年
9
月
下
旬

に
行
わ
れ
た
恵
迫
百
年
記
念
誌
に
寄
稿
し

て
欲
し
い
と
言
う
事
だ
二
瞬
薦
踏
し
た
。

な
ぜ
俺
が
:
:
:
。
次
に
は
俺
で
い
い
の
か

よ

i
と
。
寮
務
の
手
伝
い
も
し
な
か
っ
た

し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
昭
和
也
年
度
の
赤
痢

事
件
に
よ
る
寮
祭
中
止
の
首
謀
者
・

A
級

戦
犯
で
あ
る
。
印
年
経
過
し
た
今
、
宍
戸

昌
夫
大
先
輩
や
、
中
瀬
篤
信
前
同
窓
会
長

よ
り
百
年
祭
参
加
お
礼
の
丁
重
な
な
る
便

り
を
戴
い
た
。
こ
れ
を
思
赦
と
受
け
止
め

投
稿
を
受
け
る
こ
と
と
し
た
。

が
、
さ
て
何
を
記
し
て
良
い
や
ら
:
:
:
。

吾
家
の
古
い
母
家
の
一
室
の
唐
紙
に

3

年
程
前
(
愛
知
万
博
開
催
の
年
)
寮
歌
を

叩
曲
程
書
き
殴
っ
た
。
部
屋
の
正
面
に
は

本
学
の
大
先
輩
、
志
賀
重
昂
が
祖
父
に
揮

喜
し
た
、
日
露
戦
争
激
戦
の
地
、
二

O
三

7。



高
地
を
詩
っ
た
、
乃
木
希
典
の
8

爾
霊
山

験
宣
難
:
・
8

の
肩
額
が
、
そ
の
隣
に
は
新

渡
戸
稲
造
の
，
ボ

1
イ
ズ
・
ビ

l
・
ア
ン

ピ
シ
ャ
ス
(
本
学
の
コ
ピ

l
)
。
が
掛
け
て

あ
り
、
部
屋
の
隅
に
は
ス
ケ
ー
ト
部
後
輩

の
O
君
が
寄
贈
し
て
く
れ
た
「
初
代
・
忍

路
丸
L

(

レ
プ
リ
カ
)
の
華
麗
な
帆
船
が

飾
つ
で
あ
る
。
自
ら
「
恵
迫
の
間
」
と
称

し
て
時
折
仲
間
と
一
杯
や
っ
て
い
る
。
そ

の
部
屋
で
今
入
寮
閃
年
を
振
り
返
っ
て
い

る。
昨
年
は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の

年
で
あ
っ
た
;
恵
迫
百
年
、
入
寮
五
十
年
、

そ
し
て
古
稀
。
で
あ
る
。
夏
場
か
ら
体
調

を
崩
し
た
位
歳
の
母
が
、
札
幌
か
ら
帰
宅

し
て
2
日
後
に
他
界
し
た
。
息
子
の
帰
り

を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
:
:
:
。

多
感
な
青
春
時
代
を
北
大
に
学
び
、
恵

迫
寮
生
活
を
過
ご
し
た
事
に
感
謝
し
て
い

る
。
寮
に
は
先
に
-
記
し
た
よ
う
な
旧
制
高

校
の
残
照
が
充
満
し
て
い
た
。
。
紳
士
た

れ
!
、
高
遁
な
野
心
を
持
て
!
等
々
。

初
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
余
命

何
を
為
す
べ
き
か
。

。
大
志
。
と
い
か
な
い
迄
も
，
小
志
。
は

持
ち
続
け
た
い
。
現
在
携
っ
て
い
る
「
更

生
保
護
活
動
」
も
小
志
の
一
っ
か
も
知
れ

な
い
。
昨
年
地
元
の
保
護
司
会
の
中
に
地

域
の
企
業
に
呼
び
か
け
、
出
所
者
を
雇
っ

て
貰
う
「
協
力
雇
用
主
会
」
を
ロ
社
の
協

力
を
得
て
立
ち
上
げ
た
。
就
労
者
と
非
就

労
者
の
再
犯
率
は

5
倍
に
も
な
っ
て
い

る
。
凶
悪
犯
罪
の
多
い
昨
今
、
報
わ
れ
る

事
は
少
な
い
が
、
若
き
日
、
恵
迫
寮
で
受

け
た
、
。
ロ
ブ
テ
ィ

l
・
ア
ン
ピ
シ
ャ
ス
。

の
報
思
と
し
て
。
及
ば
ず
な
が
ら
こ
の
更

生
保
護
活
動
を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ

る。

(
愛
知
県
常
滑
市
)

「鮮」

平

野

亮

輔

(sm年
入
寮
)

前
号
に
掲
載
さ
れ
た
芝
垣
氏
の
寮
歌
に

ま
つ
わ
る
娘
へ
の
愛
着
。
玉
置
氏
の
入
寮

経
緯
の
情
。
病
魔
に
打
ち
勝
っ
た
同
室
の

友
情
。
藤
岡
真
知
子
さ
ん
の
語
り
に
示
さ

れ
た
、
故
人
に
情
を
注
ぎ
続
げ
た
寮
友
の

心
情
。
そ
れ
ら
は
全
て
「
紳
」
と
申
し
上

げ
た
い
。
特
に
恵
迫
寮
に
寝
起
き
し
た
友

は
皆
等
し
く
寸
紳
」
が
強
い
。
そ
れ
は
朝

食
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。
ズ
ッ
ペ
は
桶
か
ら
均
等
に
四
等
分
。

注
ぎ
終
わ
る
と
一
礼
し
て
エ
ッ
セ
ン
攻
撃

に
入
る
。
最
初
に
食
べ
終
わ
っ
た
者
が
空

桶
、
ど
ん
尻
が
た
く
あ
ん
皿
を
返
却
す
る
。

毎
朝
顔
ぶ
れ
は
変
わ
る
の
が
当
た
り
前
。

空
腹
が
し
の
げ
な
い
貧
し
い
食
事
で
も
、

無
言
で
分
か
ち
合
う
心
響
く

5
分
間
が

「
紳
」
を
深
め
る
所
作
だ
っ
た
が
を
知
れ
な

h

o

p

弘

b

d
ル砕

ル
l

i

-

-

Jゆ
之

内

h
v
h什
パ

日

昭
和
却
年
8
月
、
両
陛
下
は
皇
太
子
殿

下
と
と
も
に
北
海
道
を
ご
訪
問
さ
れ
た
。

殿
下
の
一
番
の
目
的
は
北
大
構
内
恵
迫
寮

内
近
辺
で
あ
っ
た
。
寮
の
正
面
に
雨
天
で
も

ジ
プ
レ
ー
で
き
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
設
置
を

望
ま
れ
た
。
学
生
の
一
部
は
少
々
反
対
し

た
が
、

7
月
に
は
完
成
し
た
。
殿
下
は
内

地
の
某
所
で
、
テ
ニ
ス
に
興
ず
る
ひ
と
り

の
女
学
生
を
見
初
め
て
い
ら
し
ゃ
っ
た
。

わ
ず
か
な
時
間
で
も
練
習
し
て
腕
を
磨
き

た
か
っ
た
に
違
い
な
い
:
:
:
何
故
、
恵
迫

寮
の
正
面
に
わ
ざ
わ
ざ
・
・
・
・
・
・
。

そ
の
時
か
ら
幻
年
前
に
遡
る
。
正
し
く

は
昭
和
8
年
ロ
月
お
日
。
待
ち
に
待
っ
た

/
完
結
貯

7' EI平岡市;ψ ;日rm … 



進

親
王
様
の
ご
誕
生
で
あ
る
。
連
日
連
夜
の

提
灯
行
列
。
お
祝
い
の
歌
も
う
た
わ
れ
た
。

a

殿
下
と
日
を
同
じ
く
し
た
男
児
に
は
メ
ダ
晶

ル
が
贈
ら
れ
た
。
中
国
の
古
典
「
経
書

L
4

7品
写
明
仁
(
み
ち
の
み
ゃ
あ
き
ひ
ヰ

)
親
王
」
と
命
名
さ
れ
た
。

1
i
d一

ご
来
道
の
お
召
し
船
は
昭
和
会
年
に
建

さ
れ
た
洞
爺
丸
に
決
ま
り
、
函
館
ど
つ

で
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
た
。
当
日
、
恵

寮
に
は
帰
省
し
な
い
ほ
ん
の
少
し
の
寮

に
迷
惑
が
掛
か
っ
た
が
、
時
間
を
区

っ
て
禁
足
令
が
出
さ
れ
、
観
音
開
き
の

は
内
側
か
ら
閉
じ
ら
れ
た
。
案
内
役
の

学
長
の
説
明
を
受
け
ら
れ
た
殿
下
は
一

感
が
あ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
「
自
分

前
の
原
点
が
こ
こ
に
も
あ
っ
た
」
と
。

和
天
皇
は
終
戦
の
ご
苦
労
も
さ
る
こ

が
収
嫁
式
敵
視
百
割
引
も
、

の
強
い
意
志
で
病
室
に
立
ち
会
わ

早
朝
の
悲
し
み
を
「
も
う
夜
が
明
け

た
ね
」
と
舷
か
れ
た
。
そ
の
ご
様
子

の
朝
日
新
聞
の
番
記
者
は
紙
面
に
こ

し
た
。
め
ず
ら
し
く
叙
情
文
で
「
陛

人
生
で
一
番
長
い
一
日
で
あ
ら
れ
た

し
な
し
」
。

和
天
皇
の
親
王
、

は
、
市
井
の
私
ど
も
と
何
ら
変
わ
る
こ
と

な
く
心
を
揺
る
が
す
も
の
が
あ
る
。

老
い
老
い
し
、
落
照
の
身
で
あ
っ
て
も
、

「
紳
」
だ
け
は
大
切
に
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
納

め
て
置
き
た
い
。

(
奈
良
県
大
和
郡
山
市
)

北
大
構
内
を
散
策
す
る

中

西

三

郎

(
S
M
年
入
寮
)

恵
迫
百
年
記
念
祭
が
平
成
四
年
9
月

n

日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た

が
、
日
月
3
日
に
札
幌
で
我
々
の
予
科
農

類
同
期
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た。
と
言
う
わ
げ
で
残
念
な
が
ら
記
念
祭
を

欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「
恵
迫
百
年
記
念
号
」
を
拝
見
す
る
と
、

予
想
を
上
回
る
参
会
者
を
え
て
盛
大
に
聞

か
れ
た
と
の
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
開
催
に
関
係
さ
れ
た
役

員
各
位
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
に
対

し
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

記
念
号
に
投
稿
さ
れ
た
記
事
は
い
ず
れ

も
、
恵
迫
寮
に
対
す
る
熱
き
想
炉
川
市
溢
れ
、

恵
迫
寮
が
い
か
に
若
き
我
々
を
育
み
育
て

た
故
郷
で
あ
っ
た
か
の
気
持
ち
が
渡
っ
て

お
り
、
ま
さ
に
「
わ
が
恵
迫
寮
」
は
永
遠

な
り
と
改
め
て
想
い
を
深
く
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
私
の
心
を
打
っ
た
の
は

「
高
井
宗
宏
氏
」
の
記
事
で
あ
っ
た
の
で
、

表
題
と
懸
け
離
れ
る
が
若
干
感
想
を
書
か

せ
て
貰
い
た
い
。

学
園
紛
争
の
華
や
か
な
り
し
頃
、
第
二

代
恵
迫
寮
に
他
校
の
闘
士
連
中
が
潜
り
こ

ん
で
い
る
と
風
聞
し
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
寮
が
老
朽
化
し
新
し
く
建
て
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
新
寮
に
「
恵
迫
」

の
名
前
す
ら
認
め
な
い
と
す
る
大
学
当
局

(
多
分
、
事
務
官
僚
だ
と
思
う
て
文
部
省

の
意
向
が
強
か
っ
た
こ
と
、
は
た
ま
た
「
開

拓
の
村
」
に
記
念
建
築
物
と
し
て
移
築
す

る
こ
と
す
ら
妨
害
す
る
圧
力
が
あ
っ
た
こ

と
を
こ
の
記
事
で
始
め
て
知
っ
た
。

新
寮
設
立
に
あ
た
っ
て
、
大
学
・
学
生

部
は
「
恵
迫
」
と
い
う
寮
名
を
残
せ
ば
、

騒
動
の
巣
窟
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

と
、
反
対
の
意
向
を
示
し
て
い
た
ほ
か
、

'IU1TOtUI…帥・醐・.IIIIT'IIIIITIIIIII'IIUII'IIIUI'IIIIII'IWII'IIIIT'IIIIII'‘B・E・'IIIU.I'U!III'叩叫11'111111'1111附lII'IIIIII'IIIIII'IIIIII.llIItoWII.IIIIII.叩・岨1II.11U11.IIIIT'"1111・111111'11011'叩・IIIITOIIIIIMlIIII'略1111'叩 'IIIIII'IIIIII'IIIIP'IIIITOIIIIII'IIIIII'
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寮
生
・

O
B
の
中
に
も
「
寮
名
L

を
変
え

た
ほ
う
が
良
い
と
す
る
意
見
も
多
か
っ
た

と
い
う
か
ら
、
今
こ
う
し
て
「
恵
迫
」
の

寮
名
が
残
り
、
一
部
で
あ
ろ
う
と
、
旧
恵

迫
寮
が
開
拓
の
村
に
残
せ
た
こ
と
に
対
し

て
、
当
時
、
交
渉
に
奮
闘
し
て
頂
い
た
寮

生
O
B
諸
兄
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た

11111"'111・...，1111'11111"'11・・・・・111"'111"・・・・"'11111・111111""“"'1111"・11111"11・・・""11'"・E・".11111..・""""111"'"・1・11，11"'111・・・111'''''11''''11111'1111"."111''11111'''111"，，，1111・1111・・111''''1111'''111''''1111''11111。“'"・ 11111・'1111・."11，，，，111・""11"'1111"'1111"・11111'11111"・1111"・11""'111'"

さ
て
、
表
題
の
本
論
に
戻
っ
て
、
同
期

会
を
終
え
て
、
同
僚
2
人
と
昨
年
農
学
部

教
授
を
退
官
し
た
大
沢
勝
次
君
の
案
内

で
、
構
内
を
歩
い
た
。

か
つ
て
我
々
が
在
学
中
、
北
大
構
内
の

中
で
は
農
学
部
本
館
が
目
立
っ
て
偉
容
を

角、勺・カ左一九

一ぽ

也
年

受

刊

』

JK

門
H
H

atτ

王
ー

誉

昭

.
l
t
4
4
U
 

U
大
内

問
丸

一部

J
勝

4

生

沢

弘

弥

大

崎

山市、
「

U

1
右

幡

示
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
が
、
今
は
そ
の

本
館
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
に
隠
れ
る

よ
う
に
建
っ
て
い
る
。

あ
れ
程
、
エ
ル
ム
の
森
に
固
ま
れ
て
い

た
北
大
構
内
も
今
は
高
層
建
築
群
に
占
め

ら
れ
、
昔
の
面
影
を
残
し
て
い
る
の
は
、

極
端
に
言
え
ば
、
農
学
部
界
隈
の
ロ

l
ン

と
エ
ル
ム
の
木
々
。
ク
ラ

l
ク
像
か
ら
北

に
延
び
る
中
央
道
路
と
北
日
条
銀
杏
並
木

く
ら
い
で
な
か
ろ
う
か
?

か
ね
が
ね
行
っ
て
見
た
い
と
考
え
て
い

た
総
合
博
物
館
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
こ

こ
は
我
々
の
頃
は
理
学
部
の
建
物
だ
っ

た。
そ
こ
で
思
い
が
け
ず
私
達
の
寮
生
当
時

の
写
真
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
幻

年
5
月
、
何
年
も
北
海
道
の
沿
岸
に
姿
を

は
り
う
す

見
せ
な
か
っ
た
練
の
大
群
が
張
碓
・
銭
函

の
海
岸
に
押
し
寄
せ
て
き
た
時
の
記
念
す

べ
き
写
真
だ
っ
た
。

寮
の
生
活
部
(
炊
務
)
で
は
早
速
、
ト

ラ
ッ
ク
2
台
を
借
り
受
け
、
浜
に
駆
け
つ

け、

ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
し
寮
に
戻
り
、
寮

で
待
ち
受
け
て
い
た
寮
生
達
の
応
援
を
受

け
て
処
理
し
た
時
の
写
真
だ
っ
た
。
ま
さ

か
こ
こ
に
そ
の
時
の
記
念
す
べ
き
写
真
が

あ
ろ
う
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
だ
け

に
、
感
激
し
た
。

中
央
道
路
を
北
上
す
る
と
ラ
グ
ビ
ー
に

熱
中
し
た
当
時
の
ロ

l
ン
が
あ
る
は
ず

だ
っ
た
が
、
い
ま
は
建
物
群
に
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
て
勿
論
、
そ
の
前
に
あ
っ
た
恵

迫
寮
も
な
い
。

私
は
こ
の
ロ

l
ン
か
ら
工
学
部
の
建
物

を
通
し
て
手
稲
の
山
並
み
を
見
る
景
色
が

一
番
好
き
だ
っ
た
。
当
時
の
誰
に
聞
い
て

も
こ
こ
の
景
色
を
賞
賛
す
る
。

当
時
の
工
学
部
の
建
物
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ

ク
な
こ
と
。
今
で
も
険
の
裏
に
焼
き
付
い

て
忘
れ
ら
れ
な
い
。

情
げ
な
い
と
言
つ
て
は
い
け
な
い
か
も

知
れ
な
い
が
、
今
の
工
学
部
の
建
物
は
た

だ
パ
カ
で
か
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
で
あ

ヲ
匂
。

昔
の
第
二
農
場
も
ま
た
多
く
の
建
物
に

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
モ
デ
ル
パ

l
ン
の
一
帯
は
遠
友
学

舎
を
含
め
て
見
学
者
の
憩
い
の
場
と
言
っ

て
良
い
よ
う
だ
つ
た
。

遠
友
学
舎
を
除
い
て
は
私
が
在
校
し
た

当
時
か
ら
あ
っ
た
建
物
で
あ
る
が
、
建
物

自
体
は
昔
の
ま
ま
で
あ
る
。
今
は
周
り
が

自由投稿73 



整
備
さ
れ
、
こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
た
絵
に
な

る
作
ま
い
で
あ
っ
た
。

散
策
の
最
後
は
新
し
く
改
築
さ
れ
た

寸
都
ぞ
弥
生
」
の
歌
碑
の
前
で
肩
を
組
ん
で

我
々

4
人
は
「
都
ぞ
弥
生
L

を
高
唱
し
た
。

想
い
を

ω年
前
に
戻
っ
て
:
:
:

(
埼
玉
県
桶
川
市
)

今、

魁
る
青
春

芝

垣

美

男

(
S
却
年
入
寮
)

紛
失
し
た
と
諦
め
て
い
た
恵
迫
時
代
の

か宝
物
。
が
、
二
十
数
年
ぶ
り
に
見
つ
か
り
、

懐
か
し
き
思
い
出
に
浸
っ
て
い
る
。

そ
の
か
宝
物
。
と
は
、
昭
和
問
年
2
月

日
日
付
朝
日
新
聞
社
発
行
の
「
ア
サ
ヒ
グ

ラ
フ
」
。
取
り
壊
し
が
決
ま

っ
た

2
代
田
恵

迫
寮
を
記
念
し
て
「
寮
歌
時
代
の
終
わ

り
・
北
大
恵
迫
寮
よ
い
ざ
さ
ら
ば
L

の

タ
イ
ト
ル
で
表
紙
か
ら
M
m
l
に
わ
た

っ
て

写
真
と
記
事
で
特
集
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
室
蘭
の
自
宅
近
く
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
見
つ
け
、
支
配
人
に
拝
み
倒
し
て
も

ら
っ
て
き
た
も
の
だ
。

…
驚
い
た
こ
と
に
、
昭
和
日
年
2
月
下
旬
、

退
寮
前
夜
に
南
寮
廊
下
の
天
井
に
描
い
た

落
書
き
の
一

部
が
写

っ
て
い
る
で
は
な
い

か
。
当
時
、
法
学
部
に
学
部
移
行
が
決
ま

り
、
弁
護
士
を
目
指
し
て
司
法
試
験
に
挑

戦
す
る
意
気
込
み
を
、
少
し
粋
が
っ
た
文

章
に
し
た
た
め
た
。

「
悪
徳
弁
護
士

芝

垣

美

男

今

宵

寮

を
去
る
に
た
だ
涙
に
く
れ
な
ん

明
日
は

人
生
の
旅
な
れ
ば
」

グ
ラ
フ
の
写
真
で
は
、
悪
の
文
字
の
上

が
欠
け
て
「
心
徳
弁
護
士
」
と
な
っ
て
い

た
の
は
お
笑
い
だ
が
、
家
族
に
も
自
慢
し

て
我
が
家
の
か
宝
物。

と
し
て
大
事
に
保

管
し
た

つ
も
り
が
・:

。

あ
れ
か
ら
お
年
、
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
も
廃

刊、

大
事
に
仕
舞
い
込
ん
だ
は
ず
の
グ
宝

物
。
も
ど
こ
か
に
い

っ
て
し
ま

っ
た
。
諦

め
か
け
て
い
た
昨
年
暮
れ
、
我
が
家
の
引

歳
に
な
る
実
父
の
部
屋
を
整
理
し
て
い
た

と
こ
ろ
、

書
物
の
聞
に
「
あ
っ
た
、
あ
っ

た」
過
日
の
室
蘭
恵
迫
会
の
新
年
会
で
披
露

し
た
と
こ
ろ
、
先
輩
諸
兄
か
ら
「
こ
れ
は

凄
い
。
み
ん
な
欲
し
が
る
よ
」
と
言
わ
れ
、
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事
は
、
お
互
い
に
知
ら
な
か
っ
た
。
高
君

か
ら
喜
び
あ
ふ
れ
る
手
紙
を
頂
戴
し
た
。

お
年
前
の
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」
が
、
二
人

の
新
し
い
出
会
い
を
取
り
持
っ
た
わ
け

だ
ま
た
、
特
集
記
事
の
中
に
、
当
時
3
年

目
で
愛
知
県
出
身
の
榊
原
悟
志
君
の
コ
メ

ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
実
は
数
年
前
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
箱
を
恵
迫
寮
に
模
し
、
寮
歌

「
都
ぞ
弥
生
」
が
流
れ
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
制

作
し
た
と
い
う
記
事
が
新
聞
に
出
て
い

た
。
記
事
を
読
ん
だ
私
の
女
房
が
、
愛
知

県
に
住
む
そ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
制
作
者
に
電

話
し
、
最
後
の
1
台
を
や
っ
と
購
入
し
た
。

私
は
昨
年
の
恵
迫
寮
命
名
百
周
年
記
念

寮
歌
祭
で
、
そ
の
制
作
者
に
会
い
、
名
刺

を
交
換
し
た
。
お
年
ぶ
り
に
見
つ
か
っ
た

，
宝
物
。
に
目
を
通
し
て
い
た
女
房
が
突

然
、
声
を
上
げ
た
。
購
入
し
た
そ
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
制
作
者
こ
そ
、
現
在
愛
知
県
で
社

会
保
険
労
務
士
を
し
て
い
る
榊
原
悟
志
君

だ
っ
た
。
榊
原
君
に
も
製
本
し
た
「
ア
サ

ヒ
グ
ラ
フ
L

を
贈
っ
た
が
、
彼
も
青
春
と

の
再
会
を
喜
ん
だ
に
違
い
な
い
。

星
去
り
、
時
移
ろ
う
と
も
、
夢
に
も
忘

れ
ね
そ
の
名
こ
そ
、
わ
が
青
春
の
「
恵
迫

寮」。

(
室
蘭
市
)

寮

歌愛

好
~ 玉Z
カ通
ら

(S 横平 の
三u釆m 27 

年 li:通
入

ぎ弘

恵
迫
寮
同
窓
会
か
ら
の
「
新
年
歌
会
始

め
」
の
案
内
を
受
け
て
張
り
切
っ
て
参
加

し
た
の
は
ま
だ
一
回
し
か
な
く
、
寮
歌
に

つ
い
て
書
く
こ
と
は
気
が
引
け
る
こ
と
で

は
あ
る
。

と
こ
ろ
が
思
い
が
け
ず
恵
迫
寮
歌
の
愛

好
会
と
お
ぽ
し
き
「
蒼
寄
会
」
実
行
委
員

長
で
あ
る
小
菅
高
之
氏
(
予
科
医
類

s
m

年
入
学
)
か
ら
、
昨
年
ロ
月
の
第
剖
回
例

会
に
次
い
で
今
年
2
月
の
第
包
囲
例
会
の

案
内
を
受
げ
た
。
い
ず
れ
も
都
合
が
付
か

ず
不
参
加
と
な
り
残
念
で
あ
り
、
申
し
訳

な
く
思
っ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
行
委
員
会
の
熱
意
は
大
変
な

も
の
で
、

2
回
目
の
案
内
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。
例
会
運
営

に
役
立
た
せ
る
べ
く
、
寮
歌
集
に
掲
載
の

「
都
ぞ
弥
生
」
の
ほ
か
、
大
部
分
の
寮
歌
と

校
歌
、
応
援
歌
、
ス
ト
ー
ム
の
歌
ま
で
計

お
曲
の
タ
イ
ト
ル
が
列
記
さ
れ
、
一
曲
ご
と

に
歌
唱
力
を
区
分
し
、

A
H
一
人
で
歌
え

る、

B
H
皆
と
一
緒
な
ら
歌
え
る
、

C
H
知

ら
な
い
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
該
当
欄
に

O
印
で
記
入
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
。

私
の
記
録
結
果
を
敢
え
て
告
白
す
る

と、

A
H
M
、
B
H
6
、
C
H
臼
で
、
圧

倒
的
に

C
が
多
く
、
ま
さ
に
落
第
生
の
如

き
落
ち
ぶ
れ
よ
う
で
あ
る
。
卒
業
後
日
年

も
た
つ
と
寮
歌
も
大
部
分
、
忘
却
の
彼
方

に
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
数
字
で
知
ら

さ
れ
て
惇
然
と
し
た
。

そ
の
案
内
文
で
は
私
の
よ
う
な
中
高
年

同
窓
生
を
予
想
し
て
「
今
後
は
練
習
を
兼

ね
た
歌
唱
も
取
り
入
れ
る
」
ま
た
、
「
理
想

を
失
っ
た
人
間
は
老
化
が
早
く
進
む
こ
と

を
是
認
し
て
、
知
ら
な
か
っ
た
寮
歌
な
ど

の
学
生
歌
の
習
得
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と

を
切
望
し
て
止
ま
な
い
L

な
ど
励
ま
し
?

の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
大
い
に
感

謝
し
た
い
。

こ
れ
を
機
会
に
、
わ
が
寮
歌
を
恵
迫
寮

の
良
き
伝
統
と
し
て
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
老
化
防
止
を
も
兼
ね
て
歌
唱
力
の
挽

自由投稿7ラ
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回
に
努
め
た
い
も
の
と
自
分
自
身
に
誓
っ

た
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
「
北
海
道
大
学
恵
迫
寮
寮
歌
集

(
1
9
5
4
年
)
に
寄
せ
ら
れ
た
、
リ
ン
ゴ

博
士
の
名
で
知
ら
れ
る
当
時
の
島
善
鄭
学

長
の
序
文
の
一
部
を
転
載
し
て
筆
を
置

J
ζ

、。ー
ー
無
気
力
、
無
関
心
は
恥
辱
で
あ
る
。

恵
迫
の
名
の
示
す
知
く
、
正
し
き
中
庸
の

道
に
歩
一
歩
を
進
め
て
貰
い
た
い
。
先
輩

に
負
け
ぬ
意
気
を
持
っ
て
、
新
し
き
理
想

を
大
い
に
歌
う
べ
き
で
あ
る
。
人
は
老
い

て
行
く
け
れ
ど
も
曲
は
永
遠
で
あ
る
。

(
札
幌
市
清
田
区
)

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

学
校
を
つ
く
る
!亀

貝

一

義

(
S
出
年
入
寮
)

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ

ム
」
と
い
う
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
「
恵
迫
の

青
春
」

(
1
9
8
6
年
)
誌
に
記
し
た
が
、

そ
こ
に
、
最
近
の
教
育
荒
廃
問
題
を
自
分

の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
る
気
持
ち
を
述

べ、

2
年
間
の
恵
迫
寮
時
代
で
得
た
重
要

な
生
き
方
の
教
訓
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
」
の
光
で
あ
っ
た
と

確
信
し
て
い
る
旨
記
し
た
。

そ
し
て
非
力
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
が

青
春
時
代
、
体
験
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
、
こ
れ
か
ら
の
幻

世
紀
の
北
海
道
の
地
に
「
再
現
」
し
た
い

と
考
え
て
い
る
、
と
宣
言
し
た
。

昨
年
か
ら
、
恵
迫
寮
の
先
輩
諸
氏
と
共

同
し
て
「
幻
世
紀
の
北
海
道
を
考
え
る
会
L

と
い
う
少
々
気
負
っ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
活

動
を
進
め
て
き
た
。
こ
の
中
で
、
新
渡
戸

稲
造
や
北
大
の
先
人
た
ち
の
き
わ
め
て
貴

重
な
活
躍
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

学
び
得
た
こ
と
と
、
私
た
ち
が
教
育
の
仕

事
の
延
長
か
ら
作
り
出
し
た
体
験
を
併
せ

て
、
こ
れ
ら
か
の
人
生
の
テ
l
マ
に
す
る

ま
さ
に
そ
の
時
に
来
て
い
る
と
思
う
昨
今

で
あ
る
。

や
は
り
1
9
8
6
年
の
「
恵
迫
の
青
春
」

誌
を
引
用
し
て
お
く
。
こ
の
小
文
の
最
後

を
「
序
列
と
輪
切
り
、
偏
差
値
、
他
人
蹴

落
と
し
の
学
校
か
ら
、
自
由
と
個
性
を
尊

重
し
、
本
当
の
意
味
の
人
間
教
育
を
貫
徹

し
え
る
学
校
を
創
設
」
し
た
い
、
そ
し
て

こ
の
人
間
教
育
と
は
「
基
底
に
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
、
す
な
わ

ち
北
海
道
の
精
神
H
恵
迫
の
精
神
が
流
れ

て
い
る
」
と
結
ん
で
い
た
。

こ
れ
ま
で
、
私
は

1
9
9
3
年
以
降
札

幌
の
地
で
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
進
め

て
き
た
。
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
、
学

校
か
ら
は
じ
か
れ
た
子
ど
も
、
な
じ
め
な

い
子
ど
も
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
主
要
な
内

容
で
あ
る
。
幸
い
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま
れ

た
し
、
私
た
ち
の
真
撃
さ
に
多
く
の
親
た

ち
か
ら
支
持
と
信
頼
を
得
て
き
た
。
こ
の

実
践
の
上
で
、
通
信
制
の
高
校
を
立
ち
上

げ
る
方
向
を
確
認
し
て
い
る
。
「
構
造
改
革

特
区
制
L

に
も
と
づ
く
学
校
で
あ
る
。

開
校
は
2
0
0
9
年
4
月
、
校
名
は
「
札

幌
自
由
が
丘
学
園
三
和
高
等
学
校
」
。
こ
れ

は
私
が
卒
業
し
た
道
北
の
小
さ
な
町
、
和

寒
町
の
旧
三
和
小
学
校
を
本
部
校
と
す
る

こ
と
に
由
来
す
る
。

通
信
制
の
高
校
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
。

し
か
し
私
た
ち
は
こ
の
せ
い
ぜ
い
全
校
2

0
0
名
足
ら
ず
の
小
さ
い
学
校
で
、
前
記

の
精
神
す
な
わ
ち
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ロ

マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
趣
旨
を
貫
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
文
字
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ど
お
り
人
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
具
体

的
に
は
人
を
差
別
し
な
い
、
他
人
の
意
見

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
、
同
時
に
自
分
の
気

持
ち
を
示
す
こ
と
で
も
あ
る
。
人
の
命
と

権
利
を
絶
対
に
組
末
に
し
な
い
教
育
に
な

る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
は
未
来
へ

の
希
望
を
共
有
す
る
こ
と
だ
。
か
つ
て
ク

ラ
l
ク
博
士
が
「
ボ

l
イ
ズ
・
ピ

l
・
ア

ン
ピ
シ
ャ
ス
」
と
い
っ
た
そ
の
大
志
で
あ

る
。
ク
ラ

l
ク
博
士
の
い
う
「
大
志
L

は

決
し
て
自
己
本
位
の
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
世
の
中
の
た
め
世
界
の
た
め
日
本
の

た
め
、
と
い
う
志
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

最
近
よ
く
言
わ
れ
る
語
句
の
、
共
生
、

共
同
、
共
存
、
こ
の
三
つ
を
総
合
す
る
原

理
は
「
正
義
」
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

別
の
表
現
で
あ
る
。

教
育
内
容
に
ど
う
盛
っ
て
い
く
か
は
、

関
心
の
あ
る
方
は
わ
が
ホ

l
ム
ペ

l
ジ

(
「
札
幌
自
由
が
丘
学
園
」
で
検
索
)
を
ご

参
照
し
て
ほ
し
い
。

(
札
幌
市
西
区
)

も
の
ご
と
の
順
序

千

田

忠

男

(Sω
年
入
寮
)

歳
を
数
え
る
と
、
寮
生
活
を
は
じ
め
た

と
き
か
ら
必
年
が
す
ぎ
、
大
学
で
教
鞭
を

執
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
す
で
に
十
数

年
を
経
た
が
、
い
ま
の
私
は
、
文
系
の
大

学
生
を
対
象
と
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
課
題
の
一

つ
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず

に
単
純
化
す
れ
ば
、
大
学
を
卒
業
し
た
後

に
仕
事
に
就
い
て
働
き
続
け
る
そ
の
プ
ロ

セ
ス
と
働
き
方
を
科
学
的
に
究
明
し
、
そ

の
成
果
を
学
生
に
教
育
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
な
か
な
か
難
し
い

面
が
あ
る
。
ま
ず
、
な
ぜ
仕
事
を
す
る
の

か
と
い
う
テ
l
マ
を
科
学
と
し
て
究
明

し
、
学
生
が
わ
か
る
よ
う
な
カ
タ
チ
で
説

明
し
き
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

仕
事
へ
の
態
度
や
人
生
観
、
価
値
観
な
ど

に
も
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

就
職
活
動
に
も
役
立
つ
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ

に
も
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実

際
に
内
定
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
簡
単
に
吹
き
飛
ん
で

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
心
掛
け
る
よ
う
に

な
っ
て
、
学
生
の
違
っ
た
姿
が
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
就
職
活
動
の
す
す
め

方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
求
め
て
入
学
以
来
初
め

て
真
剣
に
人
生
に
つ
い
て
考
え
た
と
い
う

学
生
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
。

他
方
で
、
「
自
分
に
向
い
た
仕
事
、
自
分

に
ぴ
っ
た
り
の
仕
事
」
を
探
し
た
い
と
考

え
る
学
生
は
多
い
。
村
上
龍
の
『
一
三
歳

の
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
』
で
強
調
さ
れ
て
い
る

ご
」
の
世
に
二
種
類
の
人
間
・
大
人
し
か
い

な
い
。
自
分
の
好
き
な
仕
事
、
自
分
に
向

い
て
い
る
仕
事
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
る

人
と
、
そ
う
で
な
い
人
だ
」
と
い
う
主
張

を
素
直
に
受
け
止
め
て
い
る
の
で
、
就
職

活
動
が
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
青
ざ
め
て

く
る
と
い
っ
て
よ
い
。
面
接
で
は
失
敗
ば

か
り
す
る
。

O
B
・
O
G
訪
問
を
す
る
と

退
職
を
考
え
て
い
る
こ
と
が
薄
々
知
ら
さ

れ
る
。
先
輩
の
働
き
方
に
は
到
底
つ
い
て

行
け
な
い
と
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
打
開
す

る
方
策
も
、
さ
し
あ
た
り
は
見
あ
た
ら
な
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い
。
学
生
は
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う
。

先
日
、
長
崎
県
五
島
列
島
に
出
か
け
る

用
事
が
あ
っ
た
。
五
島
列
島
で
一
番
大
き

い
福
江
島
で
乗
り
合
い
パ
ス
に
乗
っ
た
の

で
あ
る
が
、
マ
イ
ク
で
放
送
す
る
名
と
、

料
金
掲
示
板
に
標
示
さ
れ
る
名
前
と
、
さ

ら
に
通
過
す
る
と
き
に
確
認
で
き
る
停
留

所
名
と
の
三
つ
が
す
べ
て
ず
れ
て
い
て
、

行
き
先
に
た
ど
り
着
け
る
の
か
ど
う
か
多

い
に
不
安
に
な

っ
た
。
そ
の
と
き
に
突
然

に
、
就
職
活
動
を
始
め
た
学
生
の
不
安
に

ふ
れ
た
よ
う
に
思
え
た
。
そ
し
て
同
時
に
、

学
生
に
は
「
二
十
九
敗
一
勝
で
行
こ
う
L

と
言
お
う
と
思
い
つ
い
た
。

就
職
活
動
で
は
立
て
続
け
に
ぬ
回
く
ら

い
は
失
敗
す
る
、
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
の
ち

に
初
め
て
一
勝
に
た
ど
り
着
け
る
。
そ
の

順
番
と
経
過
が
大
切
な
の
だ
。
仕
事
を
用

意
し
、
学
生
の
活
躍
を
期
待
す
る
側
を
代

表
す
る
も
の
と
し
て
の
企
業
と
学
生
は
直

接
に
、
し
か
も
自
力
で
交
渉
す
る
。
骨
身

に
し
み
る
よ
う
な
社
会
勉
強
を

m回
く
ら

い
続
け
れ
ば
そ
の
後
に
得
ら
れ
る
成
果

は
、
単
に
内
定
を
得
て
ひ
と
つ
の
進
路
を

確
実
に
し
た
だ
け
で
な
い
。
社
会
の
深
み

を
の
ぞ
き
な
が
ら
人
生
を
切
り
開
く
道
筋

を
一
段
上
る
こ
と
な
の
だ
。
そ
こ
で
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
を
か
た
く
に
ぎ
り
し
め
る
の

だ
、
と
。

こ
う
し
た
こ
と
を
思
い
つ
く
よ
う
な
と

き
に
は
た
い
て
い
、
恵
迫
寮
を
思
い
浮
か

べ
た
り
し
て
い
る
の
だ
。

(
京
都
府
宇
治
市
)

神
田

一
ツ
橋
門
外
探
訪
記

(中

2村

実昭
雪雄

は
じ
め
に

恵
迫
百
年
記
念
祭
か
ら
帰
っ
た
あ
る

日
、
か
つ
て
の
東
京
英
語
学
校
を
偲
ん
で

旧
一
ツ
橋
門
外
を
訪
ね
た
。
ま
た

3
月
に

は
学
士
会
館
で
聞
か
れ
た
工
学
部
化
学
系

同
窓
会
「
北
鐘
L

に
出
席
し
、

『北
大
恵
迫

寮
の
男
た
ち
』
で
知
ら
れ
る
向
井
承
子
氏

の
講
演
を
聞
い
た
。
私
は
こ
の
地
に
本
学

一
期
生
、
二
期
生
諸
兄
が
札
幌
に
巣
立
っ

た
歴
史
の
重
み
を
覚
え
、
東
京
に
お
り
る

本
学
の
故
地
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

札
幌
農
学
校
伝
の
幾
つ
か
は
上
記
校
名

を
東
京
外
国
語
学
校
と
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
疑
問

に

思
っ
て
い
た
。
そ
の
典
型
と
し
て
次
の
事

例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
則
ち
新
渡

戸
先
生
の
略
歴
(
『日
本
の
一

O
O人
』
)

に
は
「
明
治
六
年
東
京
外
国
語
学
校
入

学
ヘ
「
明
治
九
年
東
京
英
語
学
校
で
札
幌

農
学
校
へ
の
勧
誘
に
応
じ
」
、
「
明
治
十
年

東
京
大
学
予
備
門
か
ら
札
幌
農
学
校
に
入

学
」
と
あ
り
、
ま
た
開
拓
使
か
ら
文
部
省

へ
の
第
二
期
生
の
依
頼
状
に
は
「
昨
九
年

中
、
東
京
英
語
学
校
生
徒
御
譲
り
受
け
致

し
候
振
り
合
い
に
よ
り
、
東
京
大
学
予
備

門
生
徒
御
譲
り
受
け
致
し
た
く
L

(

『北
海

道
大
学
百
年
史
』
)
と
あ
る
。
こ
の
背
景
に

は
学
制
頒
布
当
時
の
制
度
改
変
が
隠
さ
れ

て
い
る
。

東
京
、
外
語
、
一
橋
各
大
学
の
ホ
1

ム

ペ
l
ジ
で
そ
の
沿
革
を
見
る
と
、
こ
の

3

校
は
幕
末
の
蕃
書
調
所
(
開
成
所
)
を
起

源
と
す
る
。
開
成
所
は
大
学
南
校
か
ら
第

一
大
学
区
第
一
番
中
学
及
び
第
二
番
中
学

を
経
て
、
明
治
6
年
に
開
成
学
校
と
東
京

校
名
変
遷
の
経
緯

"'11"，，111'"・・""，，'11"'111"""""'111"'''11''・11'1"""''''11'，，・・11""'111"""・"'11111・1111"'，1111"11，""1111，.."，1""11'"・111"""''''''・s・-・8・11"'111"'11"11""'11"，111'"・1"'.111"'.'''11....11...'111....''"，.，・11".'1111""111"，，'11'・・1""'11""'111"'111""'"11"'"11""111""""""""'1'11'
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外
国
語
学
校
と
な
り
、
開
成
学
校
は
明
治

7
年
に
東
京
開
成
学
校
、
明
治
日
年
東
京

大
学
と
な
る
。

東
京
英
語
学
校
は
明
治
7
年
に
外
国
語

学
校
か
ら
英
語
科
を
分
離
し
て
設
立
さ
れ

た
学
校
で
、
明
治
日
年
に
東
京
大
学
予
備

門
、
明
治
問
年
に
第
一
高
等
中
学
校
、
明

治
幻
年
に
第
一
高
等
学
校
と
変
遷
し
て
行

く
。
一
方
、
外
国
語
学
校
は
明
治
団
年
に

東
京
商
業
学
校
に
併
合
さ
れ
る
が
明
治
犯

年
に
独
立
す
る
。

一
ツ
橋
門
外
を
歩
く

旧

一
ツ
橋
御
門
か
ら
白
山
通
り
を
水
道

橋
に
向
か
っ
て
右
手
が
神
田
錦
町
3
丁
目

で
、
手
前
に
興
和
一
橋
ビ
ル
、
神
田
警
察

通
り
を
隔
て
て
学
士
会
館
が
見
え
る
。
左

手
が
一
ツ
橋
通
町
(
現
一
ツ
橋
2
丁
目
)

で
、
一
橋
大
学
如
水
会
館
と
学
術
総
合
セ

ン
タ
ー、

そ
の
向
こ
う
に
共
立
女
子
大
の

建
物
が
並
ん
で
い
る
。

白
山
通
り
を
如
水
会
館
へ
歩
く
と、

『東

京
外
国
語
大
学
発
祥
の
地
』
の
碑
が
あ
り
、

「
東
京
外
国
語
大
学
の
起
源
は
安
政
四
年

に
創
設
さ
れ
た
蕃
書
調
書
ま
で
遡
る
が
、

直
接
の
前
身
で
あ
る
東
京
外
国
語
学
校
が

開
設
さ
れ
た
の
は
、
明
治
六
年
十
一
月
四

日
、
こ

の
地

(
当
時
の
東
京
府
神
田
区

一

ツ
橋
通
町
一
番
地
)
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

東
京
外
国
語
大
学
は
こ
の
日
を
建
学
記
念

日
と
し
て
、
こ
こ
に
碑
を
建
造
す
る
L

と

記
さ
れ
て
い
る
。

学
士
会
館
に
は
、
白
山
通
り
に
面
し
て

『東
京
大
学
発
祥
の
地
』
の
碑
が
あ
り
「
こ

の
地
に
は
も
と
東
京
大
学
及
び
そ
の
前
身

の
開
成
学
校
が
あ
っ
た
」
、
「
明
治
五
年
学

制
施
行
当
初
、
第

一
大
学
区
第
一
番
中
学

と
呼
ば
れ
て
い
た
ヘ
「
東
京
大
学
創
立
当

初
は
、
法
学
部
、
理
学
部
、
文
学
部
の
校

舎
は
神
田
錦
町
三
丁
目
の
当
地
に
設
け
ら

れ
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
神

田
警
察
通
り
に
面
し
て

『新
島
裏
先
生
生

東京外国語学校跡地

誕
の
地
』
の
碑
が
あ
り
、
「
天
保
十
四
年
、

上
州
安
中
藩
主

・
板
倉
伊
予
守
の
江
戸
藩

邸
に
誕
生
せ
ら
れ
た
ヘ
ま
た
「

E
5門

1
8

0
己

ω
ω
o
ロ
。
一
〉
B
F
q件
(いO
]
ぽ
問
。
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

古
地
図
に
よ
る
校
地
の
研
究

文
久
3
年
改
正
『江
戸
切
絵
図
』
(
板
元

尾
張
屋
清
七
)
は
、
神
田
錦
町
3
丁
目
が

安
中
藩
板
倉
家
上
屋
敷
と
御
火
除
地
、

一

ツ
橋
通
町
は
蕃
書
調
書
と
な

っ
て
お
り、

現
学
士
会
館
北
の
表
神
保
町
に
は
越
後
高

田
藩
榊
原
家
の
屋
敷
が
あ
る
。

明
治
4
年

改
正

『官
版
東
京
大
絵
図
』
を
見
る
と
、

上
記
の
蕃
書
調
書
と
御
火
除
地
の
区
域
全

て
が
開
成
所
に
変
わ
り
、
明
治
8
年
版
『東

京
大
区
小
区
分
絵
図
』
(
佐
藤
豊
忠
編
輯
)

で
は
、
錦
町
3
丁
目
は
開
成
学
校
、

一
ツ

橋
通
町
は
外
国
語
学
校
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
日
年
内
務
省
地
理
局

『実
測
東
京
全

図
』
に
は
、
錦
町
3
丁
目
に
開
成
学
校
、

一
ツ
橋
通
町
に
一

番
中
学
校
が
あ
る
。
一

番
中
学
校
は
先
の
第
一
番
中
学
の
名
残
で

あ
ろ
う
。
ま
た
表
神
保
町
に
東
京
英
語
学

校
と
あ
る
が
、
東
京
府
第
一
中
学
沿
革
に

「明
治
十

一
年
創
立
後
す
ぐ
神
田
区
表
神
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保
町
の
官
立
東
京
英
語
学
校
の
跡
地
に
移

転
(
十
四
年
麹
町
区
内
幸
町
へ
)
」
と
こ
れ

を
裏
付
け
る
記
述
が
あ
る
。

明
治
初
年
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部

『五

千
分
の
一
東
京
図
』
は
、
錦
町
3
丁
目
が

東
京
大
学
、
一
ツ
橋
通
町
が
東
京
外
国
語

学
校
で
、
校
舎
レ
イ
ア
ウ
ト
ま
で
記
入
さ

れ
て
い
る
。
件
の
表
神
保
町
は
空
地
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
図
で
興
味
深
い
の

は
、
東
京
大
学
の
東
に
隣
接
し
て
学
習
院

が
あ
る
こ
と
で
、
学
習
院
は
明
治
叩
年
に

設
置
さ
れ
、
明
治
幻
年
ま
で
こ
の
地
に

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
東
京
大
学
は
明

治
口
年
に
法
科
と
文
科
が
、
明
治
団
年
に

理
科
が
こ
の
地
か
ら
本
郷
に
移
転
す
る
。

一
方
、
大
学
予
備
門
は
明
治
問
年
に
第

一
高
等
中
学
校
と
な
り
、
明
治
幻
年
に

向
ケ
丘
弥
生
町
へ
移
転
す
る
が
、
そ
れ
ま

で
錦
町
3
丁
目
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
っ
た
証

拠
を
、
八
重
洲
ブ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
古
地

図
資
料
出
版
側
の
古
地
図
に
よ
っ
て
見
つ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
『明

治
二
十
年
二
万
分
の
一
(
東
京
近
傍
中

部
)
』
(
陸
地
測
量
部
、
明
治
十
三
年
測
量
・

十
九
年
製
版
)
は
、
前
記

『五
千
分
の
一

東
京
図
』
の
東
京
大
学
が
大
学
予
備
門
に
、

外
国
語
学
校
が
商
業
学
校
に
変
わ
り
、
表

神
保
町
は
体
操
練
習
場
と
な
っ
て
い

る。

激
石
の
記
述

小
宮
豊
隆
の
激
石
伝
に
よ
れ
ば
、

夏
目

激
石
は
談
話
筆
記

『私
の
経
過
し
た
学
生

時
代
』等
の
中
で
、
「
そ
の
頃
東
京
に
は
中

学
と
い
う
も
の
が
一
つ
し
か
な
か
っ
た
。

今
の
高
等
商
業
の
横
辺
り
に
あ

っ
て
僕
の

入
っ
た
の
は
十
二
、
三
の
頃
か
し
ら
」
、

「
二
、
三
年
で
こ
の
中
学
を
や
め
て
し
ま
っ

て
、
三
島
中
洲
先
生
の
二
松
学
舎
に
転
じ

た
の
で
あ
る
が
ヘ

「発
心
し
て
大
学
予
備

門
に
入
る
た
め
に
駿
河
台
に
あ
っ
た
成
立

学
舎
へ
入
学
し
て
、
殆
ど
一
年
ば
か
り
一

生
懸
命
に
勉
強
し
」
、
「
そ
の
年
(
明
治
十

七
年
)
の
夏
は
運
よ
く
大
学
予
備
門
に
入

る
こ
と
が
で
き
た
ヘ
「
中
村
是
公
氏
と
共

J
刈
斗
J
1川
凶

包

=

r~i~

目
一
一
躍

除

一
時
す
で
一

7

一
回
司
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j
l
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l

日
γ
1iuり

i
l

衿

JJ
一
4N心

戸
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-
-
/
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1
i
j
k~?
"i
偽

一ツ橋周辺の古地図

に
私
塾
の
教
師
を
し
な
が
ら
」
、
二
ツ
橋

の
予
備
門
に
通
学
し
た
L

と
言
っ
て
い
る
。

余
談
な
が
ら
、
成
立
学
舎
の
先
生
は
「
目

今
有
要
な
地
位
を
得
て
い
る
も
の
が
少
な

く
な
く
ヘ
「
新
渡
戸
博
士
は
既
に
札
幌
農

学
校
を
済
ま
し
て
、
大
学
選
科
に
通
い
な

が
ら
、
そ
の
聞
に
来
て
い
た
よ
う
に
覚
え

て
い
る
」
と
あ
る
。
ま
た
成
立
学
舎
、
予

備
門
以
来
の
旧
友

・
橋
本
左
五
郎

(
八
期

生
、
畜
産
学
教
授
)
が
「
何
だ
下
ら
な
い

と
云
っ
て
北
海
道
へ
行
っ
て
農
学
校
へ
這

入
っ
て
し
ま
っ
た
」
(
『満
韓
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
』
)
の
は
明
治
団
年
8
月
で
あ
る
。

80 

お
わ
り
に

新
島
裏
は
元
治
元
年
に
渡
米
し
、
ア

マ
l
ス
ト
・
カ
レ
ッ
ジ
で
ク
ラ

1
ク
博
士

に
教
え
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
後
年
、
同

志
社
英
学
校
教
授
に
大
島
正
健
を
迎
え
る

な
ど
本
学
と
は
縁
が
深
い
。
そ
の
新
島
裏

誕
生
地
と
、
本
学
一
期
生
、

二
期
生
が
札

幌
へ
巣
立

っ
た
学
校
が
、
同
じ

一
ツ
橋
門

外
の
地
に
あ

っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
あ
る

が
興
味
深
い
。

(
埼
玉
県
北
本
市
)
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新え

樹2
春

沢

久

弥

(
S
口
年
入
寮
)

春
を
待
つ
足
下
に
鳩
の
寄
り
来
る

車
庫
の
前
少
し
汚
れ
て
水
温
む

草
萌
の
ベ
ン
チ
の
隣
に
人
来
る

夏

は
と
パ
ス
の
出
発
点
の
新
樹
か
な

夏
川
を
下
る
木
曽
路
の
水
し
ぶ
き

犬
小
屋
の
裾
濡
れ
し
ま
〉
梅
雨
の
明
け

秋

対
岸
の
音
な
き
花
火
次
々
と

枝
打
ち
の
終
わ
り
し
庭
や
後
の
月

故
郷
の
富
山
の
新
米
届
き
た
り

冬

う
ら
が
れ

タ
ク
シ
ー
の
着
く
末
枯
の
駅
裏
に

武
蔵
野
の
母
校
の
庭
の
冬
木
立

孫
を
見
に
汽
車
に
乗
り
た
る
こ
日
か
な

(川
崎
市
麻
生
区
)
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人
物
議
舗

一
期
生
首
席
の
ボ
ヘ
ミ
ア
ン

荒
川
重
秀

(

一

)

荒
川
重
秀
は
、

1
8
5
9
年
(
安
政
6

年
)
、
江
戸
本
所
に
於
い
て
代
々
幕
臣
の
子

弟
と
し
て
生
誕
し
た
。

1
8
7
2
年
(
明

治
5
年
)
に
東
京
芝
・
増
上
寺
に
あ
っ
た

開
拓
使
仮
学
校
に
入
り
、
同
校
が
札
幌
農

学
校
と
し
て
札
幌
に
移
転
開
校
す
る
と
共

に
一
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
同
期
生
が

「
生
ま
れ
つ
き
ズ
パ
抜
け
た
頭
脳
の
持
ち

主
」
と
舌
を
巻
い
た
と
い
う
が
、
母
校
の

初
代
総
長
と
な
る
佐
藤
昌
介
と
成
績
を
争

い
、
卒
業
時
に
は
首
席
と
し
て
卒
業
生
総

代
と
な
り
、
開
拓
使
御
用
掛
に
採
用
さ
れ

た
。
こ
こ
で
荒
川
は
5
年
契
約
の
約
束
を

破
り
2
年
足
ら
ず
で
退
職
し
、
私
費
で
渡

米
し
各
地
で
農
業
を
視
察
し
、
た
ま
た
ま

開
拓
使
長
官
で
あ
っ
た
黒
田
清
隆
が
内
閣

総
理
大
臣
に
な
っ
た
時
に
渡
米
し
て
き
た

顧
問
と
会
い
、
年
額
6
0
0
円
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
荒

川
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
と
カ
ン
パ
ラ
ン
ト

大
学
で
社
会
学
と
法
学
を
学
び
、

1
8
8

7
年
(
明
治
初
年
)
に
帰
国
し
た
。
そ
の

後
、
報
知
新
聞
社
の
編
集
や
早
稲
田
専
門

学
校
の
講
師
を
し
た
り
、
根
室
新
聞
の
主

筆
を
し
た
り
し
て
い
た
が
、
黒
田
が
再
び

入
閣
し
通
信
大
臣
に
な
る
と
官
界
に
入

り
、
船
舶
商
標
識
課
長
・
船
舶
司
検
所
・

高
等
海
員
審
判
官
・
商
船
学
校
教
頭
な
ど

を
歴
任
し
日
年
の
官
吏
生
活
を
送
っ
た
。

(

一

一

)

し
か
し
、
か
つ
て
演
劇
に
関
心
を
抱
い

て
い
た
荒
川
は
役
人
生
活
を
や
め
て
、
小

山
内
薫
ら
が
聞
い
て
い
た
俳
優
学
校
に
入

り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
講
義
を
し
た

り
、
岡
本
締
堂
ら
と
文
士
劇
を
作
り
、
自

ら
俳
優
と
し
て
東
京
座
や
明
治
座
な
ど
で

舞
台
に
立
っ
た
。
友
達
か
ら
は
「
や
め
た

ら
よ
い
L

と
忠
告
さ
れ
た
が
全
く
意
に
介

さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
高
じ
て
川

上
音
次
郎
・
貞
双
一
座
が
、
大
阪
・
帝
国

座
で
旗
上
げ
し
た
時
に
荒
川
も
参
画
し
、

本
格
的
な
俳
優
と
な
り
、
新
劇
に
と
ど
ま

ら
ず
歌
舞
伎
の
宗
十
郎
と
も
共
演
す
る
に

至
る
。
そ
の
後
、

川
上
音
次
郎
が
死
ん
だ

あ
と
自
ら
劇
団
を
組
織
し
加
数
名
の
俳
優

を
集
め
て
中
国
・
四
国
な
ど
を
巡
業
す
る

が
、
財
政
的
に
破
綻
し
解
散
す
る
と
と
も

に
こ
の
よ
う
な
文
人
生
活
か
ら
足
を
洗
う

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

(

一

一

一

)

官
更
生
活
日
年
、
そ
し
て
文
人
生
活
日

年
、
荒
川
重
秀
は
日
歳
に
な
っ
て
い
た
。

荒
川
は
地
方
巡
業
中
に
農
村
社
会
を
観
察

し
つ
つ
、
そ
の
封
建
的
風
土
や
伝
統
的
因

習
な
ど
に
強
い
衝
撃
を
受
け
て
い
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
を
打
破
し
て
ゆ
く
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、

1
9
2
2
年
(
大

正
日
年
)
、
法
律
の
研
究
に
発
起
し
京
都
帝

国
大
学
法
科
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
毎
朝
6
時
に
大
阪
・
梅
田
駅
か
ら
京

都
駅
へ
、
老
骨
に
鞭
打
っ
て
似
歳
に
し
て

法
学
士
と
し
て
卒
業
す
る
に
至
る
。

荒
川
は
卒
業
後
、
大
阪
に
「
社
会
教
育

会
」
と
い
う
啓
蒙
団
体
を
結
成
し
、
近
隣

の
農
村
に
出
向
い
て
政
治
・
法
律
・
文
化
・

82 



芸
術
を
説
き
な
が
ら
青
年
男
女
の
精
神
啓

発
と
社
会
変
革
へ
の
活
動
を
開
始
す
る
。

荒
川
は
札
幌
農
学
校
一
期
生
が
全
員
署
名

し
た
「
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者
の
契
約
」
の

福
音
的
ピ
ュ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
立
っ
た
思

想
に
共
感
し
つ
つ
学
生
生
活
を
送
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
福
音
へ
の
共

感
は
波
乱
万
丈
の
生
涯
の
結
実
に
及
び
、

再
び
よ
み
が
え
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

青
雲
の
志
を
持
っ
て
全
国
行
脚
に
旅
立
っ

た
荒
川
は
そ
の
途
上
で

1
9
3
1
年
(
昭

和
6
年
)
、
東
京
小
石
川
に
於
い
て
脳
出
血

に
よ
り
倒
れ
て
不
帰
と
な
る
。
永
遠
の
青

年
に
し
て
偉
大
な
る
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
は
ね
歳

に
て
没
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

北
海
道
酪
農
の
基
礎
確
立

町
村
金
弥

・
敬
貴

(

一

)

町
村
金
弥
は
、

1
8
5
9
年
(
安
政
6

年
)
に
越
前
国
武
生
(
現
福
井
県
武
生
市
)

に
於
い
て
府
中
藩
の
足
軽
の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
。
清
貧
に
し
て
苦
学
一
途
の
中
で

上
京
し
、
東
京
英
語
学
校
・
工
部
大
学
予

備
校
に
進
み
、
四
歳
に
し
て
札
幌
農
学
校

に
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
卒
業
と
と

も
に
金
弥
は
開
拓
使
に
勤
め
、
そ
の
廃
止

に
伴
い
真
駒
内
牧
牛
場
で
働
く
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
牧
牛
場
は
エ
ド
ヴ
ィ
ン
・

ダ
ン
が
設
計
・
管
理
・
経
営
指
導
し
開
設

さ
れ
た
日
本
最
初
の
畜
肉
試
験
場
で
、
面

積
9
0
0
診
、
草
地
1
4
0
か
に
及
ぶ
全

国
最
大
の
牧
場
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ヴ
イ

ン
・
ダ
ン
は
ホ
レ

l
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
(
ア

メ
リ
カ
農
務
局
長
)
と
共
に
北
海
道
開
拓

使
顧
問
と
し
て

1
8
7
1
年
(
明
治
4
年
)

に
来
道
し
酪
農
と
畜
産
の
指
導
を
担
当
し

た。
そ
の
後
ダ
ン
は
札
幌
農
学
校
と
密
接
に

か
か
わ
る
事
と
な
り
教
官
を
兼
務
し
て
い

た
。
金
弥
は
在
学
中
か
ら
ダ
ン
の
直
接
指

導
を
受
け
、
畜
産
学
及
び
簿
記
会
計
を
実

地
に
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
。
し
か

も
、
バ
タ
l
・チ
l
ズ
・
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
の
加
工
か
ら
採
草
放
牧
に
関
す
る
一
流

の
技
術
が
ダ
ン
か
ら
金
弥
に
直
接
伝
授
さ

れ
た
。

(

一

一

)

金
弥
は
こ
う
し
て
農
学
校
卒
業
の
二
期

生
の
中
で
た
だ
ひ
と
り
、
畜
産
の
道
を
歩

む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
金
弥
は
ダ

ン
の
秘
書
役
と
し
て

1
8
8
1
年
(
明
治

比
年
)
か
ら
牧
牛
場
勤
務
と
な
っ
て
い
た

が
、
開
拓
使
廃
止
と
ダ
ン
が
帰
米
す
る
の

に
伴
い
、
次
々
と
農
場
の
設
立
や
農
場
長

の
仕
事
が
金
弥
の
双
肩
に
か
か
る
こ
と
と

な
っ
た
。
中
で
も
明
治
の
元
老
三
条
実
美

を
代
表
と
し
て
華
族
達
が
出
資
し
た
雨
竜

華
族
農
場
は
五
万
町
歩
と
い
う
壮
大
な
も

の
で
、
ア
メ
リ
カ
式
の
大
農
法
を
目
指
す

も
の
で
あ
っ
た
。
金
弥
は
そ
の
報
酬
と
し

て
八
十
四
町
歩
の
開
拓
地
を
送
ら
れ
、
こ

れ
が
町
村
牧
場
の
先
駆
け
と
な
る
。
金
弥

は
ま
た

1
9
0
1
年
(
明
治
討
年
)
か
ら

5
年
間
、
文
宮
と
し
て
初
の
陸
軍
省
農
事

人物点描83 



専
任
技
術
者
と
な
り
、
軍
馬
飼
養
改
良
の

指
導
に
従
事
し
た
。
と
の
仕
事
は
日
露
戦

争
の
作
戦
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
い
う
お

ま
け
と
も
な
っ
た
。

金
弥
は
宮
部
金
吾
に
次
ぐ
長
寿
で

M
歳

で
天
命
を
ま
っ
と
う
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
宇
都
宮
牧
場
の
始
祖
宇
都
宮
仙
太
郎

と
町
村
牧
場
の
始
祖
町
村
敬
貴
な
ど
の
傑

出
し
た
弟
子
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

(

一

一

一

)

金
弥
の
長
男
で
あ
る
町
村
敬
貴
は
、
1

9
0
6
年
(
明
治
ぬ
年
)
に
札
幌
農
学
校

農
芸
科
を
卒
業
す
る
や

1
9
1
6
年
(
大

正
5
年
)
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
農
場
で
実
地

に
酪
農
を
学
ん
だ
。
金
弥
は
ダ
ン
に
学
び

大
牧
場
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、
敬
貴
に
「
ア

メ
リ
カ
で
小
規
模
で
あ
る
が
、
集
約
的
農

業
を
も
っ
て
成
功
し
て
い
る
や
り
方
が
あ

る
は
ず
で
あ
り
、
学
ん
で
来
い
L

と
の
強

い
希
望
を
伝
え
た
。

金
弥
が
真
駒
内
の
場
長
を
し
て
い
た
こ

ろ
、
福
沢
諭
吉
の
影
響
を
受
け
金
弥
の
も

と
に
門
を
た
た
い
た
青
年
が
宇
都
宮
仙
太

郎
で
あ
る
。

仙
太
郎
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り

酪
農
を
労
働
を
も
っ
て
身
に
着
け
、
帰
国

後
に
宇
都
宮
牧
場
を
開
設
し
て
い
た
。
敬

貴
は
こ
の
牧
場
で
学
ん
だ
後
ア
メ
リ
カ
に

学
び
に
行
く
決
心
を
固
め
た
の
で
あ
る
。

敬
貴
は
帰
国
し
て
樽
川
に
入
植
し
、
江

別
の
地
に
「
牛
づ
く
り
・
草
づ
く
り
・
土

地
づ
く
り
」
の
三
位
一
体
の
酪
農
を
成
功

さ
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
金
弥
は
仙
太
郎

と
敬
貴
と
い
う
2
人
の
弟
子
を
ア
メ
リ
カ

で
学
ば
せ
、
帰
国
後
自
立
す
る
ま
で
の
援

助
を
惜
し
ま
ず
成
功
を
見
届
け
た
。
こ
こ

に
酪
農
と
畜
産
は
北
海
道
の
大
地
に
根
付

き
日
本
の
畜
産
業
を
先
駆
し
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。
金
弥
と
敬
貴
の
系
譜
は
、

町
村
金

五
そ
し
て
町
村
信
孝
と
続
き
、
北
海
道
自

立
へ
の
血
脈
を
形
成
し
て
い
る
。

水
産
と
教
育
の
伝
道
者

内

村

鑑

(

一

)

内
村
鑑
三
は
、

1
8
6
1
年
(
文
久
元

年
)
、
江
戸
小
石
川
坂
上
(
現
在
の
本
郷
4

丁
目
)
に
於
い
て
高
崎
藩
の
馬
廻
り
格
五

十
石
取
り
の
藩
士
の
長
男
と
し
て
高
崎
藩

中
家
敷
長
屋
で
生
誕
し
た
。
長
じ
て
日
歳

に
東
京
赤

坂
の
有
馬

学
校
に
入

学
し
翌
年

東
京
英
語

学
校
(
後

の
東
大
予

備
門
)
に

入
学
し
て
い
る
。
在
学
中
の
1
8
7
7
年

(
明
治
日
年
)
、
北
海
道
開
拓
使
と
共
に
ク

ラ

1
ク
博
士
が
学
生
募
集
の
た
め
東
京
英

語
学
校
を
訪
問
し
た
こ
と
に
よ
り
、
父
の

希
望
し
た
東
京
帝
大
法
科
へ
の
目
標
を
捨

て
札
幌
農
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
入
学
と
同
時
に
英
語
の
聖
書
が
配
ら

れ
改
宗
が
強
制
さ
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
の

中
で
、
札
幌
神
社
の
現
前
で

「
改
宗
す
る

輩
を
罰
し
て
欲
し
い
」
と
祈
る
ほ
ど
抵
抗

す
る
が
、
つ
い
に
「
イ
エ
ス
を
信
ず
る
者

の
契
約
L

に
署
名
す
る
。
他
律
的
な
入
信

で
あ
っ
た
が
、
熱
心
な
信
者
と
な
り
寄
宿

舎
の
部
屋
に
祭
壇
を
設
け
た
り
、
日
曜
集

会
に
は
交
代
で
牧
師
を
務
め
る
に
至
る
。

こ
の
内
容
は
「
余
は
い
か
に
し
て
基
督
信

徒
に
な
り
し
か
」
に
詳
し
い
。

園
教
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(

一

一

)

内
村
鑑
三
は
1
8
8
1
年
(
明
治
U
年
)

に
卒
論
文
「
科
学
と
し
て
の
漁
業
」
を
も
っ

て
首
席
で
農
学
校
を
卒
業
す
る
。
卒
業
と

共
に
就
職
し
札
幌
県
御
用
掛
と
し
て

1

年
、
農
商
務
省
御
用
掛
と
し
て
1
年
、
こ

の
2
年
間
は
も
っ
ぱ
ら
漁
務
あ
る
い
は
漁

業
の
調
査
研
究
に
従
事
し
た
。
内
村
の
農

商
務
省
に
於
け
る
研
究
活
動
は
、
本
人
が

月
給
泥
棒
と
さ
え
表
現
す
る
よ
う
な
状
況

で
充
実
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
婚
半
年

に
し
て
破
婚
状
況
と
な
り
明
治
叩
年
米
国

留
学
へ
と
突
然
の
転
身
を
計
る
こ
と
と

な
っ
た
。

渡
米
の
目
的
を
慈
善
事
業
へ
の
転
身
と

考
え
つ
つ
、
結
局
は
漁
業
水
産
へ
の
思
い

は
断
ち
が
た
く
新
島
裏
に
勧
め
ら
れ
ア
マ

ス
ト
大
学
に
学
び
理
学
士
と
し
て
1
8
8

7
年
に
卒
業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
留
学

中
は
ク
ラ
1
ク
へ
の

2
回
に
わ
た
る
訪

問
、
新
島
裏
や
宮
部
金
吾
と
の
再
会
、
ア

マ
ス
ト
大
学
総
長
シ

l
リ
l
の
好
意
あ
ふ

れ
る
支
援
な
ど
十
分
に
英
気
を
養
う
こ
と

が
で
き
た
。

1
8
8
8
年
に
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
に
進
む
も
退
学

し
日
本
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
在
学
中
1
8
8
6
年
に
ク
ラ
1

ク
が
鉱
山
へ
の
投
資
で
失
敗
し
破
産
し
失

意
の
う
ち
に
病
没
し
た
こ
と
は
内
村
の
次

の
人
生
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
。

内
村
は
帰
国
と
共
に
新
潟
キ
リ
ス
ト
教

に
よ
り
建
学
さ
れ
た
北
越
学
館
の
教
頭
に

な
る
が
、
学
校
改
革
を
め
ぐ
り
対
立
し
辞

任
す
る
。
翌
年
1
8
8
9
年
に
水
産
伝
習

所
(
東
京
水
産
大
学
を
経
て
現
東
京
海
洋

大
学
)
教
授
に
就
任
し
、
「
水
産
動
物
学
L

や
「
日
本
漁
類
の
命
名
」
の
仕
事
に
従
事

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(

一

一

一

)

内
村
鑑
三
は
こ
の
水
産
伝
習
所
第
1
回

卒
業
式
の
あ
と

1
8
9
0
年
(
明
治
お

年
)
、
第
二
品
等
中
学
校
の
教
授
と
し
て
転

ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
担
当
は
英
語
・
地

理
・
歴
史
で
あ
り
、
水
産
学
か
ら
離
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
翌
年
、
一

高
に
於
け
る
教
育
勅
語
奉
載
式
で
最
敬
礼

し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
依
願
免
職
さ

れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
不
敬
事
件
」
で
あ
る
。

そ
の
後
、
内
村
は
「
万
朝
報
」
の
英
文
欄

主
筆
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
日
英
同
盟
反
対

や
日
露
作
戦
戦
論
を
世
に
問
い
、
日
露
開

戦
に
反
対
す
る
が
、
「
万
朝
報
」
を
1
9
0

3
年
(
明
治
犯
年
)
に
退
社
す
る
こ
と
と

な
る
。
そ
れ
以
後
、

1
9
0
0
年
か
ら
始

め
た
月
刊
誌
「
聖
書
の
研
究
」
へ
専
心
す

る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
し
て
生
涯
を
送

る
こ
と
と
な
る
。
内
村
の
聖
書
研
究
会
「
柚

会
」
に
は
一
高
生
が
集
い
、
天
野
貞
祐
、

安
部
能
成
、
南
原
繁
、
前
田
多
聞
、
森
戸

厚
男
、
矢
内
原
忠
雄
な
ど
に
大
い
な
る
感

化
を
与
え
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
戦
後
に
教

育
基
本
法
制
定
へ
大
き
な
影
響
を
与
え

た。

1
9
3
0
年
(
昭
和
5
年
)
、
無
教
会

主
義
に
立
つ
偉
大
な
教
育
者
で
あ
っ
た
内

村
は
心
臓
病
で
逝
去
し
た
。
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農
学
校
精
神
の
全
国
伝
播

鶴
崎
久
米
一

(

一

)

札
幌
農
学
校
の
卒
業
生
の
第
一
期

(1

8
8
0
年
)
か
ら
第
十
三
期

(1
8
9
5

年
)
ま
で
の
職
業
分
布
は
、
農
業
及
び
実

業
別
%
、
専
門
技
術
者
別
%
、
官
公
庁
日
%

に
対
し
、
判
%
が
教
職
者
で
あ
っ
た
と
い

う
(
札
幌
農
学
校
・
蝦
名
賢
三
・
新
評
論

刊
)
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
明
治
学

制
に
於
い
て
新
設
さ
れ
て
ゆ
く
中
等
学
校

の
教
職
者
で
あ
っ
た
。
一
期
生
の
大
島
正

健
は
、
ク
ラ

l
ク
の
勧
め
に
よ
る
「
イ
エ

ス
を
信
ず
る
者
の
契
約
」
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
札
幌
独
立
基
督
教
会
の
最
初
の
牧

師
に
就
任
し
、
以
後
教
育
者
と
し
て
の
生

涯
を
尽
く
し
た
。

1
9
0
1
年
(
明
治
M

年
)
、
甲
府
中
学
校
(
県
立
第
一
中
学
)
六

代
目
校
長
に
赴
任
す
る
や
ク
ラ

l
ク
の
教

え
を
柱
に
し
た
熱
烈
な
教
育
を
行
っ
た
。

首
相
石
橋
湛
山
は
一
年
間
大
島
の
薫
陶
の

下
に
大
い
な
る
感
化
を
受
け
、
生
涯
そ
れ

を
語
っ
た
。

1
9
6
5
年
(
昭
和
刊
年
)
、

甲
府
中
旬
周
年
の
年
に
、
校
庭
の
左
手
に 他

石
橋
湛
山
書
に
な
る
「
青
年
奮
起
立
功
名
、

馬
上
遺
言
範
熱
誠
、
別
路
春
寒
島
松
駅
、

一
鞭
直
蹴
雪
況
行
。
憶
ク
ラ

l
ク
先
生

大
島
正
健
L

の
石
造
の
レ
リ
ー
フ
が
建
立

さ
れ
て
い
る
。

一
期
生
の
渡
瀬
寅
次
郎
は
開
拓
使
御
用

掛
の
あ
と
水
戸
中
学
校
長
に
就
任
し
、
ク

ラ
i
ク
の
教
育
方
針
を
体
現
し
、
さ
ら
に

茨
城
県
立
師
範
学
校
長
に
就
任
し
た
。
と

き
を
同
じ
く
し
て

1
9
0
1
年
山
梨
県
立

第
二
中
学
校
に
は
六
期
生
の
中
川
太
郎
が

着
任
し
て
い
る
。
二
期
生
の
岩
崎
行
親
は

鹿
児
島
第
一
中
学
校
長
に
就
任
し
、
後
に

第
七
高
等
学
校
造
土
館
の
創
立
に
従
い
校

長
を
兼
務
す
る
。

(

一

一

)

三
期
生
の
鶴
崎
久
米
一
は
、
佐
賀
藩
士

の
子
弟
と
し
て
育
ち
、
農
学
校
卒
業
後
に

開
拓
使
農
林
技
師
と
し
て
勤
め
、
い
く
つ

か
の
中
学
校
教
諭
を
歴
任
し
た
あ
と

1
8

9
6
年
に
神
戸
中
学
校
が
開
校
さ
れ
る
と

同
時
に
初
代
校
長
に
任
命
さ
れ
赴
任
し

た
。
そ
の
教
育
方
針
は
全
員
寄
宿
舎
制
度

に
よ
る
生
活
自
治
と
質
実
剛
健
に
よ
る
開

拓
者
魂
で
あ
っ
た
。
開
校
日
年
目
に
し
て

一
切
の
規
制

を
廃
し
紳
士

た
る
こ
と
を

生
徒
に
課
す

る
教
育
は
教

育
界
の
驚
異

の
対
象
と
な

り
、
遠
近
の

校
長
の
見
学

も

多

か

っ

た
。
矢
内
原
忠
雄
(
東
大
総
長
)
は
鶴
崎

校
長
に
よ
り
直
接
の
薫
陶
を
受
け
、

1
9

1
0
年
(
明
治
幻
年
)
に
卒
業
し
た
。
矢

内
原
の
「
私
は
内
村
鑑
三
よ
り
か
神
。
を
、

新
渡
戸
稲
造
よ
り
か
人
問
。
を
学
ん
だ
、

私
は
札
幌
農
学
校
の
か
子
。
で
あ
る
。
」
と

宣
言
し
た
言
葉
は
有
名
で
あ
る
。

四
期
生
の
河
村
九
測
は
、
香
川
県
に

あ
っ
た
高
松
中
学
校
長
と
し
て
奮
励
努
力

に
よ
り
建
学
の
基
礎
の
確
立
な
ら
ん
と
し

た
と
き
、
京
都
大
学
総
長
木
下
広
次
の
推

薦
に
よ
り
熊
本
県
立
農
学
校
初
代
校
長
に

就
任
し
、
教
育
と
人
材
づ
く
り
の
傍
ら
県

下
の
農
業
近
代
化
を
推
進
し
た
。
「
農
は
理

と
共
に
実
を
教
ふ
る
に
あ
り
、
農
業
の
為
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す
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
が

肝
要
な
り
。
」
と
は
河
村
の
言
葉
で
あ
る
。

(

一

一

一

)

七
期
生
の
木
村
繁
四
郎
は
、

1
8
9
7

年
(
明
治
犯
年
)
に
創
立
さ
れ
た
神
奈
川

県
立
横
浜
中
学
校
の
教
頭
と
し
て
招
か
れ

2
年
後
に
第
二
代
校
長
と
な
っ
た
。
現
在

の
希
望
ヶ
丘
高
校
の
校
舎
前
に
は
木
村
の

書
く
「
寧
静
到
遠
」
レ
リ
ー
フ
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
同
じ
七
期
生
の
清
水
由
松
は

札
幌
農
学
校
卒
業
後
に
水
戸
の
師
範
学
校

の
教
諭
と
し
て
赴
任
す
る
が
、
私
立
麻
布

中
学
校
の
創
立
と
共
に
創
立
者
江
原
素
六

校
長
の
下
教
頭
と
し
て
赴
任
し
、
江
原
逝

去
後
二
代
校
長
と
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
倫

理
に
よ
る
自
由
閤
達
な
校
風
を
築
き
上
げ

た
。
橋
本
龍
太
郎
と
福
田
康
夫
の
二
人
の

首
相
の
出
身
校
で
あ
る
。

1
9
0
0
年
(
明

治
犯
年
)
の
農
学
校
同
窓
会
員
2
6
4
人

の
う
ち
、
農
学
校
関
係
者
を
除
く
中
等
教

育
の
現
場
で
活
躍
す
る
人
は

1
1
7
人
で

あ
っ
た
。
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ

l
・
ア
ン
ビ
シ
ヤ

ス
の
木
霊
は
札
幌
か
ら
全
国
津
津
浦
浦
に

響
い
た
の
で
あ
る
。
今
も
そ
の
木
霊
は
響

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

果
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エ
ル
ム
の
森
か
ら

藤
田
正
一
名
誉
教
授
に
道
新
文
化
賞

北
大
第
M
代
応
援
団
長
と
し
て
活
躍
し

た
、
獣
医
学
研
究
科
の
藤
田
正
一
名
誉
教

授

(
3
月
白
日
付
り
退
官
)
が
「
第
日
回

北
海
道
新
聞
文
化
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
理
由
は
「
環
境
汚
染
物
質
に
よ
る

野
生
動
物
汚
染
と
生
態
影
響
評
価
に
関
す

る
研
究
」
で
す
。
環
境
毒
性
学
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
も
あ
る
藤
田
氏
は
、
絶
滅
危
慎
種

の
オ
オ
ワ
シ
や
個
体
の
減
少
が
心
配
さ
れ

る
ア
ザ
ラ
シ
、
野
鼠
な
ど
高
等
野
生
動
物

に
高
濃
度
の
有
機
塩
素
系
農
薬
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
、

P
C
B
、
重
金
属
な
ど
が
蓄
積

し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
動
物
体
内
で

甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
な
ど
深
刻
な
生

化
学
的
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
実
証

し
、
社
会
に
警
告
を
鳴
ら
し
て
き
ま
し
た
。

藤
田
氏
は
獣
医
学
部
卒
業
後
の
昭
和
幻

年
、
単
身
渡
米
し
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
、
ア

ル
パ

l
ト
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
医
科
大
学

で
博
士
号
を
取
得
。
帰
国
後
は
、
明
治
薬

科
大
学
、
千
葉
大
学
薬
学
部
を
経
て
、
平

成
2
年
、
母
校
の
獣
医
学
部
教
授
に
就
任

Iυ
古
品

Iυ
れ
ん
。

研
究
の
傍
ら
、
札
幌
農
学
校
時
代
に
新

渡
戸
稲
造
ら
が
設
立
し
た
「
札
幌
遠
友
夜

学
校
」
の
復
元
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
北
海

道
総
合
博
物
館
の
館
長
と
し
て
市
民
に
聞

か
れ
た
大
学
施
設
を
運
営
し
ま
し
た
。

札
幌
農
学
校
史
の
研
究
で
も
知
ら
れ
、

昨
年
9
月
の
恵
迫
百
年
記
念
祭
の
開
識
社

講
演
で
も
「
新
渡
戸
稲
造
を
育
て
た
札
幌

農
学
校
」
の
テ
1

マ
で
、
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
の
継
承
に
熱
弁
を
振
る
わ
れ
ま
し

た

喜
田
宏
人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
長
学
士
院
会
員
に

人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

長

・
獣
医
学
研
究
科
教
授
喜
田
宏
氏
が
、

昨
年
ロ
月
聞
か
れ
た
日
本
学
士
院
総
会
で

日
本
学
士
院
会
員
(
第
2
部

・
自
然
科
学

部
門
)
(
第
6
分
科
・
農
学
)
に
選
定
さ
れ
、

今
年
1
月
刊
日
皇
居
・
松
の
間
で
行
わ
れ

た
講
書
始
め
の
儀
で
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
の
生
態
」
に
つ
い
て
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
に
ご
進
講
し
ま
し
た
。

北
大
の
学
士
院
会
員
と
し
て
は
、
故
石

塚
喜
明
名
誉
教
授
(
農
芸
化
学
)
、
故
高
橋

高
右
衛
門
名
誉
教
授
(
育
種
学
)
、
故
今
村

成
和
名
誉
教
授
(
行
政
法
理
論
)
、
横
山
泉

名
誉
教
授
(
地
球
物
理
学
)
、
四
方
英
四
郎

名
誉
教
授
(
植
物
病
理
学
)
に
次
い
で
6

年
ぶ
り
6
人
目
と
な
り
ま
す
。

喜
田
教
授
は
昭
和
位
年
北
大
獣
医
学
部

~~~~~~~~~~~F~F~~~~~~~~~F~~~~~~~~~戸、~~~~~~~~~~~
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獣
医
学
科
卒
業
。
修
士
課
程
修
了
後
、
武

田
薬
品
工
業
で
細
菌
を
研
究
し
た
後
、
同

日
年
北
大
獣
医
学
部
講
師
、
助
教
授
を
経

て
W
H
O
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
共

同
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
な
ど
を
務
め

た
後
、
平
成
日
年
か
ら
げ
年
ま
で
同
研
究

科
長
・
学
部
長
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
一
貫
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
生
態
学
的
研
究
に
取
り
組
み
、
動

物
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疫
学
な
ら
び
に
実

験
的
研
究
を
通
じ
て
人
獣
共
通
感
染
症
で

あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
自
然

界
に
お
げ
る
ウ
イ
ル
ス
の
存
続
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
伝
播
経
路
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き

宇小

1
U
れ
ん
。

北
海
道
大
学
を
会
場
に

G
B大
学
サ
ミ
ッ
ト
開
催

7
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
合

わ
せ
、
「
G

8
大
学
サ
ミ
ッ

ト
」が、

6
月

m日
か
ら
7
月
1
日
ま
で
札
幌
市
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
実
行
委
員
長
を
務
め
る
佐
伯

浩
北
海
道
大
学
総
長
を
は
じ
め
、
圏
内
の

国
公
私
立
大
学
と
G

8
各
国
、
中
園
、
韓

国
な
ど

ωを
越
す
大
学
の
ト
ッ
プ
が
出
席

し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
主
要
国
サ
ミ
ッ
ト
と
同
様
、

大
学
が
環
境
保
護
に
果
た
す
研
究
、
役
割

な
ど
で
、
最
終
日
に
共
同
声
明
札
幌
宣
言

を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

サ
ス
テ
ナ
ピ
リ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ー
ク
も

一
方
、
北
海
道
大
学
で
は
、
昨
年
9
月

か
ら
「
サ
ス
テ
ナ
ピ
リ
テ
ィ
・
ア
ン
ド
・

エ
デ
ュ
ケ

l
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ

ン
・
マ
ラ
ソ
ン
」
(
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
に
向
け
た
研
究
・
教
育
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
)
と
し
て
初
以
上
の
環
境
関
連
分

野
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
直
前
と
な
る

6
月
下
旬
か
ら

7
月
上
旬
ま
で
の
約
2
週

間
を
、
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ー
ク」

と
名
付
け
、
「
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
利
用

す
る
た
め
の
持
続
的
農
業
」
「
有
珠
・
洞
爺

湖
の
環
境
L

な
ど
を
テ

l
マ
に
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
学
術
交
流
会

館
や
総
合
博
物
館
な
ど
の
会
場
で
主
に
研

究
者
・
教
育
従
事
者
・
学
生
向
け
の
ほ
か
、

6
月
お
日
に
は
、
市
民
向
け
の
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
劇
変
は

ど
こ
ま
で
わ
か
っ
た
か
」
が
J
R
札
幌
駅

そ
ば
の
紀
伊
国
屋
イ
ン
ナ

l
ガ
ー
デ
ン
で

聞
か
れ
ま
す
。

中央u-;，.と;liH:II'l
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恵
迫
サ
ー
ク
ル
史

シ
リ
ー
ズ
7

奇
春
興
亡
の
百
年
• 
応
援
団
械
史

{
後
編
】

北
海
道
大
学
応
援
団
史

第

1
章

第

1
期
(
昭
和
初
年
か
ら
昭
和
初
年
ま
で
)

概
観

新
制
北
海
道
大
学
発
足
間
も
な
い
昭
和
初
年
9
月、

旧
制
時
代
の

北
大
予
科
対
小
樽
高
商
定
期
戦
は
新
た
に
北
海
道
大
学
対
小
樽
商
科

大
学
定
期
戦
と
し
て
復
活
し
た
。
こ
の
商
大
戦
の
た
め
に
応
援
団
が

結
成
さ
れ
、
こ
こ
に
北
海
道
大
学
応
援
団
が
発
足
し
た
。

団
長
を
選
挙
で
定
め
る
制
度
で
始
ま
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
は
有
志

幹
部

・
リ
ー
ダ
ー
制
と
な
り
、
昭
和
初
年
頃
ま
で
は
「
2
年
生
幹
部

4
年
制
L

と
も
い
う
べ
き
形
態
で
活
動
を
行

っ
た
。

発
足
と
ス
タ
イ
ル
問
題

昭
和
初
年
秋
、
商
大
戦
挙
行
に
あ
た
り
、
体
育
会
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
間
に
応
援
団
結
成
を
要
望
す
る
声
が
高
ま
っ
た
。
当
時
の

市
川
教
養
部
長
も
積
極
的
で
あ
り
、
ま
た
島
学
長
も
大
変
好
意
的
で

あ
っ
た
。

応
援
団
長
選
挙
は
、
教
養
部
学
生

(
1
、
2
年
生
)
の
投
票
に
よ
っ

口

哲

也

(
S
4
年
入
寮
)

ク
ラ
1

ク
像
前
で
の
立
会
演
説
会
、
各
ク
ラ
ス
遊
説

投
票
の
結
果
、
村
岡
達
郎
氏
(
理
類
2
年
)
が
団
長

次
位
の
森
元
譲
一
氏
(
医
進
2
年
)
が
副
団
長
に
就

任
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

団
長
、
副
団
長
は
選

挙
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
た
が
、
他
の
幹
部

や
リ
ー
ダ
ー
達
は
団

長
、
副
団
長
の
ブ

レ
ー
ン
的
有
志
で

あ
っ
た
。

き
て
、
結
成
さ
れ

た
応
援
団
の
リ
ー

ダ
ー
内
部
で
所
謂
応

援
団
ス
タ
イ
ル
が
問

題
と
な
っ
た
。

当
時
は
大
学
全
体

が
新
制
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
を
模
索
し
て

て
行
わ
れ
た
。

等
が
行
わ
れ
、

に
選
出
さ
れ
、
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い
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
問
題
も
出
る
べ
く
し
て
出
た
も
の
と
言
え

よ
う
。
北
大
の
一
貫
性
を
説
く
伝
統
論
、
新
制
と
旧
制
の
気
質
の
違

い
を
訴
え
る
遺
物
論
等
が
激
し
く
論
議
さ
れ
た
が
、
結
論
の
出
な
い

ま
ま
結
局
は
予
算
や
準
備
期
間
等
の
関
係
に
よ
り
、
今
後
と
も
検
討

を
続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

旧
学
制
が
幕
を
閉
じ
た
の
は
僅
か

1
年
半
前
の
こ
と
で
あ
り
、
当

時
の
学
生
気
質
の
中
に
は
旧
制
時
代
か
ら
一

貫
し
て
続
い
て
い
る
ス

ピ
リ
ッ
ト
も
色
濃
く
存
在
し
て
い
た
た
め
、
今
ま
で
通
り
で
よ
し
と

す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
旧
制
の
予
科
応
援
団
と
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
先
述
し
た
よ
う
に
旧
制
予
科
応
援
団
の
最
後
の
幹
部
は

「
新
し

い
時
代
の
新
し
い
応
援
団
が
出
現
す
る
事
を
期
す
る
発
展
的
解
消
」

と
し
て
予
科
応
援
団
を
葬
送
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
と
に
か
く
予
科

応
援
団
と
は
異
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
と
気
風
の
応
援
団
が
出
現
す
る
べ

き
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
の
制
度
組
織
が
急
激
に
変
革

さ
れ
て
も
学
生
の
気
質
自
体
が
さ
ほ
ど
変
化
し
な
い
以
上
、
新
し
く

出
現
す
る
応
援
団
も
以
前
と
変
わ
り
な
い
も
の
が
考
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
両
者
の
新
し
い
応
援
団
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
両
者
の
聞
に
「
継
承
関
係
」
を
生
む
こ
と
な
く
、
一
方
的
な

「
模
倣
L

し
か
生
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
応
援
方
法
を
含
め
た
応
援
ス
タ
イ
ル
の
改
革
問
題
は
、

切
迫
し
て
い
な
い
状
況
下
に
お
い
て
は
保
留
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

予
科
応
援
団
的
ス
タ
イ
ル
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

寸
令
。

商
大
戦
復
活

昭
和
初
年
9
月

7
日
、
い
よ
い
よ
商
大
戦
が
挙
行
さ
れ
た
。
当
時

の
新
聞
に
「
戦
後
派
は
芝
居
も
ど
き
|
北
大
、
商
大
応
援
団
交
歓
ス

ト
ー
ム
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『北
大
、
小
樽
商
大
の
秋
期
定
期
戦
は
秋
晴
れ
の
七
日
北
大
競
技
場

を
中
心
に
六
種
目
に
分
か
れ
て
栄
冠
を
競
っ
た
が
、
競
技
に
先
立
っ

て
三
年
振
り
に
復
活
し
た
臆
援
闇
が
札
幌
大
通
八
丁
目
贋
場
で
交
歓

ス
ト
ー
ム
を
行
っ
た
、
こ
の
日
ま
ず
午
前
九
時
半
約
三
百
名
の
商
大

勢
が
破
れ
紋

付
に
足
駄
の

園
長
を
先
頭

に

札

幌

入

り
、
大
だ
い

こ
、
小
だ
い

こ
を
打
ち
鳴

ら
し
て
昔
し

懐
し
い
学
生

の
縫
衣
高
下

駄
に
明
る
い

笑
い
を
送
れ

ば
両
校
園
長

は
笑
い
も
よ

そ
に
真
面
目

く
さ
っ
た
顔

で
大
げ
さ
な

握

手

を

交

挑戦状を読み上げる高根イ干団長

h 
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し
、
北
大
は
畳
一

枚
も
あ
る
激
励
文
を
ひ
ろ
げ
て
読
み
上
げ
れ
ば
、

商
大
も
一
丈
余
の
巻
紙
を
サ
ッ
ト
流
し
て
激
励
、
か
く
て
臨
応
援
歌
に

パ
ン
声
を
張
り
上
げ
肩
を
組
ん
で
ス
ト
ー
ム
を
交
歓
、
十

一
時
か
ら

再
び
た

い
こ
を
打
ち
な
が
ら
街
頭
行
進
を
行
い
、
競
技
場
で
パ
ン
声

を
張
り
上
げ
た
。
』

商
大
戦
は
、
旧
制
時
代
と
同
じ
く
春
季
と
秋
季
の
年
二
度
行
わ
れ
、

第

O
回
春
季
大
会
、
第

O
回
秋
季
大
会
と
呼
ば
れ
た
が
、
旧
制
時
代

と
異
な
る
と
こ
ろ
は
「
総
合
性
」
を
重
視
し
、

定
期
戦
の
参
加
種
目

数
を
明
確
に
し
て
総
合
優
勝
制
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ

る。

従

っ
て
運
営
方
法
も
、
主
管
校
の
学
長
を
大
会
長
に
推
し
、
両

校
の
関
係
教
官
を
参
与
と
し
て
、
両
校
の
体
育
会
(
商
大
で
は
学
友

会
)
関
係
学
生
を
実
行
委
員
と
す
る
定
期
戦
実
行
委
員
会
を
設
げ
て

運
営
し
た
。

2
年
生
幹
部
4
年
制

応
援
団
結
成
初
年
度
の
昭
和
初
年
に
は
全
教
養
部
生
に
よ
り
応
援

団
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、
翌
昭
和
幻
年
度
以
降
は
団
長
選
挙
は
行

わ
れ
ず
、
応
援
団
は
全
く
の
有
志
制
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
応
援
団
は
2
年
生
幹
部
4
年
制
と
も
言
う
べ
き
形
態

で
あ
っ
た
。

応
援
団
活
動
の
主
力
は

l
年
生
2
年
生
の
教
養
部
学
生

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
団
長
、
副
団
長
等
の
幹
部
は

2
年
生
が
当
た
り
、

学
部
移
行
を
目
途
に
幹
部
交
代
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
幹
部

を
退
い
た

3
年
生

4
年
生
も
応
援
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
し

て
い

た。

乙
の
形
態
は
昭
和
初
年
頃
ま
で
続
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降

応
援
団
が
恵
迫
寮
に
専
属
化
し
て
し
ま
う
と
全
く
の

2
年
制

へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
。

学
生
の
気
質

学
制
改
革
に
よ
り
旧
制
大
学
は
廃
せ
ら
れ
、
昭
和
M
年
4
月
に
は

新
制
大
学
1
期
生
が
入
学
し
、
昭
和
お
年
3
月
に

1
学
年
の
み
残
っ

て
い
た
旧
制
予
科
3
年
生
が
修
了
し
て
、
旧
制
予
科
は
永
遠
に
幕
を

降
ろ
し
た。

し
か
し
な
が
ら
、
学
生
の
気
質
の
変
化
は
、
そ
の

5
、

6
年
後
に
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
昭
和
M
年
入
学
の
新
制

1
期
か
ら
昭
和
初
年
位
ま
で
に
、
入
学
の
学
生
は
旧
制
の
中
等
教
育

を
受
け
て
い
た
者
で
あ
り
、
新
制
大
学
に
入
学
し
て
も
旧
制
時
代
の

頃
の
気
風
を
是
と
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、
旧
帝
国
大
学
で
あ
り
な
が
ら
内
部
に
旧
制
高
校
で
あ
る

予
科
を
有
し
て
い
た
特
殊
性
や
、
現
在
は
既
に
存
在
し
て
い
な
い
が

旧
制
予
科
を
初
仰
と
さ
せ
る
機
構
で
あ
っ
た
「
教
養
部
」

制
度
が
、

大
学
改
革
者
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
多
く
の
旧
制
時
代
の
気
風
を
残

存
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
学
生
の
気
質
の
変
化
は
緩
や
か
な
が
ら
確
実
に
進
ん
で

お
り
、
昭
和
初
年
頃
を
境
と
し
て
本
格
的
な
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
(
戦
後

派
)
が
出
現
し
始
め
た
。
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第
2
章

第

2
期
(
昭
和
泊
年
か
ら
昭
和
幼
年
ま
で
)

概
観

こ
の
時
期
は
応
援
団
が
恵
迫
寮
に
専
属
化
す
る
時
期
で
あ
り
、
昭

和
お
年
頃
よ
り
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
、
昭
和

お
年
5
月
の
東
京
遠
征
、
そ
し
て
昭
和
幻
年
の
第
1
回
国
立
七
大
学

総
合
体
育
大
会
(
七
大
戦
)
の
北
大
で
の
開
催
な
ど
が
実
現
し
、
昭



和
刊
年
以
降
の
応
援
団
改
革
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

恵
迫
寮
へ
の
専
属
化

昭
和

m年
、
応
援
団
は
学
内
公
認
団
体
(
サ
ー
ク
ル
)
と
し
て
認

め
ら
れ
、
こ
の
年
初
め
て
体
育
会
に
所
属
部
と
し
て
加
入
し
た
が
、

実
際
に
は
体
育
会
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
お
け
る
応
援
団
の
恵
迫
寮
へ
の
急
速
な
専
属
化
に
つ

い
て
は
、
昭
和
お
年
度
応
援
団
長
の
阿
竹
宗
彦
氏
が
「
臆
援
圏
史
」

(
昭
和
日
年
7
月
発
行
)
に
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
「
応
援
団
回
顧
」
か

ら
、
そ
の
実
態
を
見
て
み
よ
う。

『私
が
恵
辿
生
活
に
入

っ
た
頃
(
昭
和
M
年
)
応
援
団
は
ち
ょ
う
ど

一
つ
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
た
。
応
援
団
と
い
う
ク
ラ
ブ
組
織
は
以

前
か
ら
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
い
わ
ば
恵
辿
寮
が
応
援
団
そ
の
も
の阿竹宗彦氏昭和 35年度団長

で
あ
り
、
目
を
む
い
て
組
織
や
体
制
に
奔
走
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。

寮
生
の
中
で
特
に
怠
慢
で
、
寮
歌
を
愛
し
、
バ
ン
カ
ラ
な
者
が
応
援

団
員
で
あ
る
と
自
他
共
に
ゆ
る
し
、
ま
た
そ
れ
で
良
か
っ
た
。
そ
う

い
う
気
風
を
好
む
者
が
恵
迫
寮
を
慕
っ
て
き
た
時
代
で
あ

っ
た
。

応
援
団
が
!
と
い
う
よ
り
恵
迫
寮
が
|
扱
っ
た
年
中
行
事
は
、
春

秋
の
対
商
大
定
期
戦
、
春
の
観
桜
会
、
秋
の
寮
祭
、
水
産
学
部
追
出

し
位
な
も
の
で
あ
り
、
恵
迫
寮
か
ら
離
れ
て
や
る
こ
と
と
言
え
ば
新

入
生
の
た
め
の
寮
歌
の
紹
介
だ
け
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
恵
迫
寮
に
も
次
第
に
現
代
イ
ズ
ム
が
流
れ
出
し
、
寮
生

気
質
も
個
人
主
義
化
、

脱
個
性
化
し
て
く
る
に
つ
れ
、
恵
辿
寮
の
ア

パ
ー
ト
化
の
傾
向
が
目
立
っ
て
き
た
。

寮
の
催
し
に
参
加
す
る
寮
生

も
次
第
に
少
な
く
な
り
、
自
室
に
閉
じ
こ
も
り
、
清
潔
を
好
み
、
昔

気
質
の
バ
ン
カ
ラ
な
行
動
を
嫌
う
者
が
多
く
な
っ
た
。

乙
の
様
な
風
潮
の
中
で
、

一
部
の
者
が
か
た
く
な
に
昔
気
質
を
振

り
廻
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
喜
劇
的
で
さ
え
あ
る
。
私
が
入
寮
し

た
の
は
こ
ん
な
頃
で
あ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
素
朴
な
バ

ー
バ

リ
ズ
ム
を
好
み
、
寮
歌
を
愛
し
、
恵
迫
寮
と
青
春
を
共
に
し
た
い
と

い
う
者
も
か
な
り
い
た
。
彼
ら
は
し
か
し
な
が
ら
、
何
も
し
な
い
、

と
い
う
よ
り
は
何
も
で
き
な
い
く
せ
に
無
理
に
し
よ
う
と
す
る
応
援

団
に
は
退
屈
し
て
い
た
。
今
は
な
き
金
山
敬

一
や
荒
川
な
ど
、
個
性

的
な
、
一
言
で
い
え
ば
旧
制
高
校
生
タ
イ
プ
の
先
輩
達
と
、
恵
迫
寮

の
良
い
伝
統
を
継
い
で
い
く
た
め
に
私
は
応
援
団
に
入
り
、
そ
の
改

革
に
と
り
か
か
っ
た
。
』

恵辿サークノレ史

東
京
遠
征
応
援

昭
和
お
年
、
阿
竹
団
長
は
沈
滞
し
た
応
援
団
の
現
状
を
打
破
す
る
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た
め
に
、
ロ

l
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
権
を
懸
け
た
戸
田
で
の

レ
l
ス
に
出
場
す
る
ボ
1

ト
部
の
遠
征
応
援
を
計
画
し
、

5
月
に
実

行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
経
過
に
つ
い
て
、
前
述
の
阿
竹

宗
彦
氏
の
「
応
援
団
回
顧
」
か
ら
続
け
て
引
用
す
る
。

『
恵
迫
寮
即
応
援
団
と
い
う
時
代
が
去
っ
た
限
り
、
応
援
団
組
織
の

確
立
が
必
要
で
あ
っ
た
。
組
織
造
り
の
ポ
イ
ン

ト
は
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
行
動
す
る
場
を
生
み
出
す
こ
と
で
あ
る
。
は
っ
き
り
と
し
た

目
的
l
し
か
も
魅
力
的
な
ー
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。

私
が
初
め
て
の
応
援
団
東
京
遠
征
を
思
い
た
っ
た
の
は
こ
ん
な
動

機
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
ロ

l
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
当
り
、

東
北
大
と
共
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
有
力
候
補
の
双
壁
と
い
わ
れ
て

い
た
北
大
ボ

1
ト
部
の
応
援
に
東
京
ま
で
か
け
つ
け
る
と
い
う
計
画

を
ね
り
上
げ
て
い
く
内
に
団
員
も
増
え
、
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き

た
。
初
め
て
の
合
宿
を
石
狩
川
河
岸
で
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
新
入

生
も
含
め
て
却
人
近
く
参
加
し
た
。
私
の
ね
ら
っ
た
通
り
寮
生
の
興

味
も
高
ま
っ
た
。
ま
た
こ
れ
を
機
に
体
育
会
と
の
関
係
も
深
ま
っ
て

き
た
。体

育
会
と
応
援
団
の
関
係
は
そ
れ
ま
で
殆
ん
ど
な
い
と
云
っ
て
良

い
状
態
で
あ
っ
た
。
、
だ
か
ら
応
援
団
は
い
わ
ゆ
る
「
応
援
」
を
す
る

団
体
と
し
て
の
価
値
は
体
育
会
に
も
各
部
に
も
余
り
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
も
、
単
な
る
放
歌
高
吟
に

ふ
け
り
、
ス
ト
ー
ム
を
や
り
、
ボ
ロ
衣
装
を
ま
と
い
、
怠
惰
を
誇
り

と
す
る
バ

ー
バ
リ
ズ
ム
団
体
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
バ
ン
カ
ラ
と

い
う
形
で
反
骨
精
神
を
あ
ら
わ
す
こ
と
だ
け
で
そ
の
存
在
価
値
が
認

め
ら
れ
る
時
代
は
過
ぎ
た
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
体
育
会
と
の
関

係
を
密
に
す
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
の
東
京
遠
征
に
は
体

あた れ江や育
つ。東たなっ会
て出京。どたも
、発遠 同が学
大の征僚、生
勢夜に がそ部
ののは 頑のも
市札商 張他協
民幌大 つの力
の駅吉 て準し
人に缶 く備て
達は語 れにく
が、ーi 、はれ
見新 t 団、た
送聞右 員因。
りに与 で畑予
に取 Q な、 算
来り 30 ぃ滝 集

実のの使 20に るけの大礼など迎宿たれ援て上会 寮沢め
に後東つ万敗ボ。つ野学とかのコ舎。を部くげ ω 生、は
つの京て 円 れ l け球東しつ協ンを彼機とれら自 も中主
な応遠敢爪たト たの大てた力パ提等にのたれ貝 支野と
が援征行ご。は も 応 | 、 。 をを供はは接。たが 援、し
り団はしアし東 の援明春そ惜開し我じ触東と参 し関て
、の 、た算か北 でに大ののしく、々まも大と加 て、私
2充そこをし大 あか戦六返まな歓にっこ応もし く浪が
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年
後
の
七
大
戦
総
合
の
基
盤
と
な
っ
た
。
』

七
大
戦
の
開
始

昭
和
お
年
9
月
に
応
援
団
長
の
任
期
を
終
え
た
阿
竹
宗
彦
氏
は
、

当
時
の
体
育
会
常
任
委
員
長
か
ら
の
強
い
勧
誘
を
受
け
て
体
育
会
常

任
委
員
に
就
任
し
た
が
、
翌
昭
和
初
年
5
月
、
常
任
委
員
長
の
任
期

途
中
で
の
辞
任
に
よ
り
、
そ
の
あ
と
を
継
い
で
第
日
期
常
任
委
員
長

に
推
戴
さ
れ
た
。

阿
竹
委
員
長
は
、
体
育
会
の
組
織
を
強
化
し
、
各
部
に
新
し
い
息

吹
を
入
れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
剣
道
部
や
柔
道
部
な
ど
伝
統

あ
る
部
で
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
が
時
期
や
開
催
場
所
が
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
た
め
に
一
般
の
関
心
も
引
か
ず
消
滅
せ
ん
と
す
る
傾
向
に

あ
っ
た
旧
七
帝
国
大
学
戦
(
七
帝
戦
)
を
統
合
し
て
国
立
七
大
学
総

合
体
育
大
会
(
七
大
戦
)
と
し
活
発
化
さ
せ
る
の
が
最
も
良
い
と
判

断
し
た
。

昭
和
初
年
8
月
か
ら
各
大
学
の
体
育
会
等
を
訪
問
し
て
提
案
を

行
っ
た
。
多
く
の
困
難
は
あ
っ
た
が
、
阿
竹
委
員
長
の
熱
誠
と
卓
越

し
た
手
腕
が
強
い
連
帯
感
を
生
み
出
し
、
翌
昭
和
幻
年
3
月
に
は
七

大
戦
の
創
設
が
決
定
さ
れ
、
北
大
が
第
1
回
の
主
管
校
と
な
っ
た
。

第
1
回
七
大
戦
に
お
け
る
北
大
応
援
団
の
活
躍
は
目
覚
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
昭
和
幻
年
度
団
長
吉
原
照
彦
氏
統
率
の
下
に
、
各
部
の

応
援
、
諸
行
事
、
ま
た
他
大
学
応
援
団
の
接
待
な
ど
に
精
力
的
な
活

動
を
行
い
、
学
内
外
よ
り
高
い
評
価
を
受
け
た
。
こ
の
第
1
回
七
大

戦
の
時
点
で
応
援
団
が
既
に
存
在
し
て
い
た
大
学
は
、
北
大
の
他
に

は
東
大
(
昭
和
幻
年
創
団
)
と
京
大
(
昭
和
但
年
創
団
)
の
み
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
北
大
と
全
く
カ
ラ

l
の
異
な
る
応
援
団
と
接
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
北
大
応
援
団
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
り
、

応
援
団
改
革
へ
の
動
き
に
対
し
て
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
東
北
大
、
名
大
、
阪
大
、
九
大
の
応
援
団
は
、
七
大
戦
開

始
を
機
に
1
、
2
年
中
に
続
々
と
創
因
さ
れ
た
。

第
五
十
回
商
大
戦

昭
和
お
年
の

ω年
反
安
保
闘
争
を
境
と
し
て
学
生
の
気
質
や
生
活

振
り
に
も
一
層
の
変
化
が
生
じ
、
商
大
戦
の
行
事
や
応
援
に
参
加
す

る
学
生
の
数
が
年
毎
に
減
少
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
再
び
商
大
戦
の
全
学
的
な
盛
り
上
が
り
を
実
現
し
て
い

く
契
機
と
し
て
、
昭
和
鈎
年
の
第
切
回
商
大
戦
を
盛
大
に
挙
行
す
る

こ
と
と
し
た
。

昭
和
初
年
度
団
長
の
氏
平
増
之
氏
を
先
頭
に
、
大
々
的
な
寄
付
集

め
を
手
始
め
と
し
て
、
体
育
会
と
協
力
し
て
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
製
作
、
発
注
を
精
力
的
に
進
め
、

6
月
6
日
に
は
商
大
戦
前
夜

祭
フ
ァ
イ
ヤ

l
ス
ト
ー
ム
、
続
い
て

7
日
に
は
両
校
対
面
式
、
野
球

応
援
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

き
て
い
よ
い
よ
前
夜
祭
フ
ァ
イ
ヤ
l
ス
ト
ー
ム
で
第
切
回
商
大
戦

の
幕
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
が
、
学
生
の
集
ま
り
が
悪
く
、
し
か
も

各
部
の
選
手
達
も
来
な
か
っ
た
た
め
に
至
っ
て
低
調
で
あ
り
、
さ
っ

ぱ
り
意
気
が
上
が
ら
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
日
の
両
校
対
面
式
は
例
年
の
よ
う
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
い

ざ
両
校
打
ち
そ
ろ
っ
て
中
島
球
場
に
野
球
戦
応
援
に
向
か
お
う
と
し

た
時
に
雨
が
降
り
出
し
て
し
ま
い
、
結
局
そ
の
場
で
流
れ
解
散
の
よ

う
な
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
商
大
戦
起
死
回
生
の
策
と
し
て
大
き

な
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
た
第
切
回
大
会
で
は
あ
っ
た
が
、
変
化
し

恵迫サークル史95 



て
い
く
学
生
気
質
と
不
順
な
天
候
に
は
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
不
成

功
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
商
大
戦
は
全
く
低
迷
し
、
各

部
毎
の
試
合
が
学
内
の
関
心
も
引
か
ぬ
ま
ま
細
々
と
続
げ
ら
れ
、
た

だ
「
応
援
団
対
面
式
」
の
み
が
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
見
世
物
と
し
て
の

興
味
に
支
え
ら
れ
て
続
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
既
に
実
質
的
な
存
在
価
値
を
喪
失
し
た
見
世
物
と
し
て

存
続
し
て
い
る
「
応
援
団
対
面
式
」
こ
そ
が
商
大
戦
で
あ
る
と
す
る

錯
覚
が
何
時
し
か
当
然
の
知
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

商
大
戦
の
暗
黒
時
代
の
打
開
は
、
昭
和
田
年
の
商
大
戦
再
建
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
。

応
援
団
改
革
の
方
向
性

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
旧
制
予
科
時
代
か
ら
応
援
団
活
動

の
基
礎
基
盤
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
小
樽
商
科
大
学
(
旧
小
樽

高
等
商
業
学
校
)
と
の
対
校
定
期
戦
が
低
迷
し
て
精
彩
を
失
う
一
方
、

新
た
に
生
ま
れ
た
国
立
七
大
学
総
合
体
育
大
会
(
七
大
戦
)
が
清
新

な
雰
囲
気
の
下
で
伸
張
し
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
北
大
応
援
団
に

と
っ
て
根
本
的
な
改
革
が
必
至
と
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

そ
の
避
け
が
た
い
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
阿
竹
宗
彦
氏
は
先

述
し
た
「
応
援
団
回
顧
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

『
私
が
体
育
会
の
委
員
長
に
な
っ
て
か
ら
、
商
大
戦
、
東
北
大
定
期

戦
、
地
区
大
会
な
ど
に
積
極
的
に
応
援
団
を
派
遣
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
。
第
1
回
七
大
戦
開
催
に
お
け
る
応
援
団
の
働
き
は
た
い
し
た
も

の
だ
と
評
価
さ
れ
た
。
し
か
し
私
は
試
合
の
応
援
を
行
う
ク
ラ
プ
と

い
う
だ
け
の
応
援
団
に
は
あ
き
た
ら
な
か
っ
た
し
、
今
で
も
満
足
し

て
い
な
い
。
北
大
応
援
団
は
恵
迫
寮
の
分
身
で
あ
る
べ
き
だ
ー
と
い

う
の
が
私
の
変
わ
ら
ぬ
意
思
で
あ
る
。

バ
ン
カ
ラ
と
い
う
名
の
素
朴
な
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
「
暮
し
は
低
く
想

い
は
高
く
」
と
い
う
ワ

l
ズ
ワ

l
ス
の
精
神
に
通
じ
る
伝
統
あ
る
恵

迫
生
活
と
切
り
離
し
て
は
い
け
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
成
吉
思
汗
を

か
こ
む
コ
ン
パ
に
お
け
る
無
茶
飲
み
も
、
深
夜
の
ス
ト
ー
ム
や
放
歌

高
吟
の
無
軌
道
性
も
、
講
義
に
出
席
せ
ず
終
日
部
屋
で
論
議
す
る
不

規
則
性
も
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
上
げ
れ
ば
非
難
に
価
す
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
青
年
の
心
の
奥
に
あ

る
何
も
の
か
を
育
て
る
力
を
恵
迫
寮
は
持
っ
て
い
る
。
そ
の
恵
迫
寮

の
良
き
伝
統
を
受
け
継
い
で
後
々
に
残
す
こ
と
が
、
応
援
団
の
第
一

の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

こ
の
認
識
の
も
と
に
行
動
す
れ
ば
、
応
援
団
が
男
芸
者
的
存
在
と

い
う
非
難
を
う
け
る
こ
と
は
な
い
。
バ
ン
カ
ラ
と
い
う
気
風
を
誤
解

す
る
寮
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
き
く
が
、
そ
の
様
な
誤
解
を
植
え

つ
け
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
精
神
的
な
も
の
の
反
映
が
な
い
バ
ー

バ
リ
ズ
ム
は
バ
ン
カ
ラ
で
は
な
い
。
寮
歌
を
単
に
メ
ロ
デ
ィ
と
し
て

で
な
く
理
解
し
、
愛
し
て
欲
し
い
。
そ
こ
に
は
、
友
情
、
大
志
、
悲

し
み
に
耐
え
る
精
神
、
正
義
、
義
憤
、
感
動
、
信
頼
、
そ
の
他
あ
ら

ゆ
る
青
春
の
息
吹
が
流
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

応
援
団
改
造
論
は
不
必
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
我
々
の
時
代
は
全
く

論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
羽
織
、
袴
の
装
束
が
良
い
か
ど
う
か
、
太
鼓

の
代
り
に
何
を
使
え
ば
良
い
か
、
と
い
う
問
題
は
北
大
応
援
団
に
は

関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
金
を
か
け
る
こ
と
は
応
援
団
の
充
実
に

つ
な
が
る
も
の
で
な
い
と
い
う
理
由
で
、
我
々
は
先
輩
が
残
し
て
く

れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
。

そ
の
古
ぼ
け
た
衣
装
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
自
体
、
私
に
は
不
思
議
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で
あ
る
。
最
近
の
応
援
団
は
活
動
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
。
体
育
会

と
の
関
係
も
良
い
と
き
く
。
ま
た
応
援
体
制
も
我
々
の
噴
よ
り
ず
っ

と
組
織
的
に
な
っ
て
お
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
時
代
に
即
し
て

行
動
す
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
応
援
の
形

や
姿
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
余
り
に
不
自
然
に
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
を

強
調
す
る
こ
と
な
く
、
昔
か
ら
ひ
き
つ
が
れ
て
き
た
良
い
風
習
・
伝

統
は
な
る
べ
く
残
す
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

試
合
の
応
援
と
同
時
に
北
大
応
援
団
に
は
、
他
の
大
学
に
な
い
こ
の

よ
う
な
重
要
な
使
命
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
寮
の
種
々

の
行
事
、
商
大
戦
は
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
。
諸
君
の
活
躍
を
祈
る
。
』

昭
和
刊
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
応
援
団
構
造
改
革
」
が
、
そ
の
後
大

き
な
好
余
曲
折
を
経
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
阿
竹
宗
彦
氏
の
ご
意

見
は
真
に
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
深
く
感
じ
入
る
。

第
3
章

第
3
期
(
昭
和
却
年
か
ら
昭
和
制
年
ま
で
)

概
観

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
応
援
団
改
革
へ
の
動
き
は
、
昭
和

ω年
か

ら
現
実
の
改
革
と
し
て
進
め
ら
れ
る
に
至
る
。
そ
の
改
革
は
、

3
年

制
移
行
そ
れ
に
続
く
4
年
制
移
行
を
土
台
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
応

援
団
と
は
気
風
も
応
援
ス
タ
イ
ル
も
全
く
異
な
る
新
生
北
大
応
援
団

を
目
指
す
「
応
援
団
構
造
改
革
」
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
と
リ
ー
ダ
ー
部
を
擁
す
る
新
生
応
援
団
は
昭
和

必
年
に
は
一
応
の
完
成
を
見
た
が
、
早
く
も
昭
和
制
年
に
は
、
新
生

応
援
団
の
要
と
も
大
前
提
と
も
い
え
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
分
離
独

立
し
、
更
に
昭
和
制
年
春
を
以
て

3
年
制
へ
移
行
し
、
同
時
に
改
革

前
の
和
服
リ
ー
ダ
ー
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
僅
か

2

年
間
で
新
生
北
大
応
援
団
は
実
質
的
に
瓦
解
す
る
に
至
っ
た
。

3
年
制
移
行

昭
和
羽
年
9
月
、
応
援
団
改
革
の
第
一
歩
と
し
て
3
年
制
へ
の
移

行
が
決
定
さ
れ
た
。
氏
平
増
之
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
昭
和
鈎
年
度

幹
部
が
そ
の
ま
ま
持
ち
上
が
っ
て
、
翌
昭
和

ω年
度
幹
部

(
3
年
生
)

を
務
め
た
の
で
あ
る
が
、
幹
部
内
で
交
替
が
あ
り
、
昭
和

ω年
度
団

長
は
藤
田
正
一
氏
が
就
任
し
た
。
こ
の
3
年
制
は
、

2
年
生
に
独
自

の
教
養
部
幹
部
(
団
長
、
参
謀
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
を
置
く
も
の
で

あ
り
、

1
年
生
と
2
年
生
に
よ
る
従
来
の
教
養
部
応
援
団
と
新
た
な

3
年
生
幹
部
と
の
合
作
体
制
の
傾
向
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

2
年
生
の
教
養
部
幹
部
は
商
大
戦
を
担
当
し
、

3
年
生
幹
部
は
七

大
戦
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
の
応
援
を
担
当
す
る
こ
と
に
は
な
っ

て
い
た
が
判
然
と
し
な
い
点
も
多
く
、
昭
和

ω年
は
藤
田
正
一
団
長

が
3
年
生
で
は
あ
る
が
商
大
戦
団
長
を
務
め
た
。

応
援
団
構
造
改
革

昭
和

ω年
叩
月
、
藤
田
正
一
氏
を
団
長
と
す
る
昭
和

ω年
度
幹
部

が
引
退
し
、
替
わ
っ
て
吉
川
圭
一
氏
を
団
長
と
す
る
昭
和
4
年
度
幹

部
が
就
任
す
る
や
、
直
ち
に
「
応
援
団
構
造
改
革
L

が
決
議
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
羽
織
・
袴
・
高
下
駄
・
蓬
髪
に
象
徴
さ
れ
る
従
来
の

所
謂
バ
ン
カ
ラ
な
応
援
団
ス
タ
イ
ル
を
一
切
廃
止
し
、
学
生
服
・
白

手
袋
・
軽
快
な
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
伴
奏
で
象
徴
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
な
応

援
団
ス
タ
イ
ル
を
採
る
こ
と
と
し
、
そ
の
重
要
な
前
提
と
し
て
プ
ラ

恵迫サークル史97 



ス
パ
ン
ド
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

従
来
の
応
援
ス
タ
イ
ル
を
一
切
捨
て
去
る
不
退
転
の
決
意
を
も
っ

て
断
行
し
た
応
援
団
構
造
改
革
で
あ
っ
た
が
、
唯
一
の
過
渡
期
的
措

置
と
し
て
「
寮
歌
部
L

の
設
置
が
あ
っ
た
。

寮
歌
部
は
、
構
造
改
革
の
結
果
、
リ
ー
ダ
ー
部
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
と
並
ん
で
囲
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
名
称
か
ら
寮

歌
普
及
・
振
興
を
専
ら
と
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の
如
き
印
象
を
受
け
る

が
、
実
際
は
他
の
二
つ
の
部
の
よ
う
に
専
属
の
団
員
が
い
る
わ
り
で

は
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
部
の
1
年
生
と

2
年
生
が
寮
歌
部
員
に
当
た
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

寮
歌
部
活
動
と
は
、
商
大
戦
に
際
し
て

1
年
生
と
2
年
生
団
員
が

長
髪
・
羽
織
・
袴
・
高
下
駄
の
出
で
立
ち
で
両
校
対
面
式
を
行
う
こ

と
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
商
大
戦
の
際
の
2
年
生
団
長

の
こ
と
を
「
寮
歌
(
部
)
長
L

と
呼
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

構
造
改
革
当
初
の
昭
和
引
年
5
月
日
日
に
札
幌
で
行
わ
れ
た
商
大

戦
に
お
い
て
は
、
対
面
式
の
み
寮
歌
部
の
1
年
生

2
年
生
が
羽
織
袴

ス
タ
イ
ル
で
行
い
、
続
い
て
の
野
球
応
援
は
全
員
が
学
生
服
・
白
手

袋
ス
タ
イ
ル
で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
と
と
も
に
行
う
と
い
う
徹
底
ぶ

り
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
翌
年
昭
和
位
年
の
商
大
戦
か
ら
は
野
球
応
援
も
寮

歌
部
の

1
年
生
2
年
生
が
羽
織
・
袴
ス
タ
イ
ル
で
行
う
と
い
う
具
合

に
な
り
、
昭
和
弘
年
に
は
、
商
大
戦
以
外
の
競
技
応
援
に
お
い
て
も
1

年
生
2
年
生
は
羽
織
・
袴
ス
タ
イ
ル
で
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

さ
て
、
吉
川
圭
一
氏
を
団
長
と
す
る
昭
和
4
年
度
幹
部

(
3
年
生
)

は
、
そ
の
ま
ま
持
ち
上
が
っ
て
昭
和
必
年
度
幹
部
(
4
年
生
)
と
な
っ

た
が
、
団
長
は
土
井
興
一
郎
氏
に
交
替
し
た
。
こ
こ
に
北
大
応
援
団

は
念
願
の

4
年
制
応
援
団
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
必
年

日
月
、
前
月
の
日
月
に
新
た
に
昭
和
必
年
度
団
長
に
就
任
し
た
千
川

浩
治
氏
を
は
じ
め
と
す
る
新
幹
部
の
下
、
全
学
的
応
援
団
活
動
へ
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
北
大
応
援
団
主
催
に
よ
る
第
1
回
北
大

寮
歌
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
分
離

プ
ラ
ス
パ

ン
ド
部
が
新

設
さ
れ
た
の

は
昭
和
幼
年

目
月
で
あ
る

が
、
翌
昭
和

4
年
春
の
商

大
戦
野
球
戦

応
援
で
公
式

デ
ビ
ュ
ー
を

果
し
、
七
大

戦
に
も
遠
征

し
て
応
援
に

大
奮
闘
す
る

と
と
も
に
七

大
学
応
援
団

ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
合
同
演
奏

に
も
参
加
し
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た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
新
設
以
来
1
年
足
ら
ず
に
し
て
か
な
り
の

実
力
を
有
す
る
に
至
っ
た
が
、
早
く
も
昭
和
制
年
に
は
、
音
楽
性
追

求
を
第
一
義
と
し
て
活
動
し
た
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
応
援
団
か
ら

分
離
独
立
を
目
指
す
動
き
が
出
て
き
た
。

昭
和
叫
年
4
月
の
合
宿
で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
分
離
問
題
が
連
日
話

し
合
わ
れ
た
が
容
易
に
結
論
が
出
ず
、
最
終
的
に
は
昭
和
制
年
度
団

長
の
吉
田
務
氏
の
裁
断
に
よ
り
分
離
独
立
が
決
定
し
た
。
同
年
7
月

に
北
大
主
管
2
度
目
と
な
る
第
8
回
七
大
戦
が
開
催
さ
れ
た
が
、
既

に
独
立
し
て
い
た
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
は
、
応
援
団
に
協
力
し
て
応
援
に

パ
レ
ー
ド
に
活
躍
し
た
。
そ
の
後
同
年
日
月
に
は
、
新
た
に
「
吹
奏

楽
研
究
部
」
と
し
て
学
生
部
公
認
団
体
と
な
り
、
こ
こ
に
名
実
共
に

分
離
独
立
が
完
了
し
た
。

第
4
章

第
4
期
(
昭
和
必
年
か
ら
昭
和
川
崎
年
ま
で
)

概
観

須
磨
隆
氏
を
団
長
と
す
る
昭
和
必
年
度
幹
部
が
就
任
す
る
や
、
そ

れ
ま
で
の

4
年
制
か
ら

3
年
制
へ
の
移
行
、
並
び
に
学
生
服
リ
ー

ダ
ー
を
基
調
と
す
る
応
援
ス
タ
イ
ル
か
ら
和
服
リ
ー
ダ
ー
を
基
調
と

す
る
応
援
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
が
決
定
さ
れ
、
昭
和
必
年
4
月
を

以
っ
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。

3
年
制
移
行
と
和
服
リ
ー
ダ
ー
制
へ
の
転
換

北
大
応
援
団
が
4
年
制
応
援
団
と
し
て
体
制
を
整
え
て
か
ら
僅
か

3
年
で
再
び
3
年
制
へ
と
移
行
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
幼
年
秋
に
応

援
団
構
造
改
革
を
決
議
し
て
従
来
の
応
援
ス
タ
イ
ル
と
基
本
的
に
訣

別
し
て
よ
り
4
年
余
り
で
再
び
旧
に
復
す
る
と
い
う
目
ま
ぐ
る
し
い

移
り
変
わ
り
で
あ
る
。

3
年
制
の
実
施
の
た
め
、
須
磨
隆
氏
を
団
長
と
す
る
幹
部
は
任
期

半
ば
の
昭
和
必
年
春
に
代
替
わ
り
を
行
い
、
本
田
彰
氏
を
団
長
と
す

る
昭
和
必
年
度
幹
部
が

3
年
生
幹
部
と
し
て
就
任
し
た
。

大
学
紛
争
の
影
響

こ
の
時
期
の
応
援
団
活
動
を
考
え
る
と
き
、
昭
和
似
年
に
勃
発
し

た
大
学
紛
争
を
度
外
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
数
年
来
く
す
ぶ
り

続
け
て
い
た
学
内
の
諸
問
題
は
初
年
安
保
闘
争
と
重
な
っ
て
大
学
紛

争
と
い
う
形
で
爆
発
し
、
北
大
に
未
曾
有
の
大
混
乱
が
生
じ
た
の
で

あ
っ
た
。

か
か
る
大
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、
果
し
て
北
大
応
援
団
は
無
風
地

帯
た
り
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
紛
争
の
最
中
で
あ
る
昭
和
制
年

夏
に
は
七
大
戦
の
主
管
を
成
し
遂
げ
る
等
全
学
的
応
援
団
活
動
を
目

指
す
方
向
性
は
堅
持
さ
れ
る
一
方
、
昭
和
制
年
に
は
寮
歌
ソ
ノ
シ
ー

ト
を
作
成
し
、
更
に
昭
和
必
年
度
団
長
柄
谷
章
氏
の
陣
頭
指
揮
の
下

に
計
画
を
練
り
寮
歌
日
曲
を
収
録
し
た

L
P
レ
コ
ー
ド
を
出
版
す
る

な
ど
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
た
が
、
応
援
団
が
拠
っ
て
立
つ

べ
き
北
大
人
の
心
に
は
大
き
な
傷
痕
が
残
っ
た
。
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第
5
章

第
5
期
(
昭
和
却
年
か
ら
平
成
9
年
ま
で
)

概
観

木
村
成
二
氏
を
団
長
と
す
る
昭
和
必
年
度
幹
部
か
ら
4
年
制
移
行

が
提
案
さ
れ
、
話
し
合
い
の
結
果
、
昭
和
必
年
度
は
同
幹
部
が
持
ち

上
が
っ
て
4
年
制
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

4
年
制
に
よ
る
機
動
力
と
経
験
の
蓄
積
を
拠
り
所
と
し
て
、
そ
れ

ま
で
の
沈
滞
を
打
破
し
て
真
の
全
学
的
応
援
団
を
確
立
す
る
べ
く
、

多
く
の
試
み
が
行
わ
れ
た
。
先
達
の
苦
悩
に
満
ち
た
試
行
錯
誤
は
こ

こ
に
結
実
し
、
こ
れ
以
降
、
北
大
応
援
団
は
一
定
の
安
定
的
発
展
期

に
入
っ
た
。

4
年
制
移
行

新
制
大
学
が
4
年
制
で
あ
る
以
上
、
学
生
の
課
外
活
動
は
4
年
制

を
原
則
と
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
の
に
、
北
大
応
援
団
は
何
故
に
斯

く
も
振
幅
の
大
き
い
変
遷
を
た
ど
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
か
つ
て
の

教
養
部
制
度
が
、
旧
制
帝
国
大
学
時
代
の
付
属
高
等
学
校
で
あ
る
旧

制
予
科
の
残
像
を
色
濃
く
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
旧

制
時
代
の
予
科
3
年
と
本
科
3
年
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
そ
の
ま
ま

教
養
部
2
年
と
学
部
2
年
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
っ
た
の
で
あ
ろ

よ
ノ
。

ま
た
、
恵
迫
寮
が
予
科
生
の
寮
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
教
養
部
生
の
寮

に
移
行
し
た
こ
と
も
、
そ
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
化
に
拍
車
を
か
け
る

一
助
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
直
接
的
な
継
承
関
係
こ
そ
な
い
が
、

一
種
の
憧
僚
を

も
っ
て
予
科
応
援
団
を
模
倣
し
た
出
自
を
持
つ
北
大
応
援
団
は
、
教

養
部
2
年
を
本
籍
地
と
す
る
概
念
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
大
変
な

困
難
事
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
旧
制
予
科

が
消
滅
し
て
か
ら
既
に

ω年
近
い
、
も
は
や
新
制
教
養
部
も
存
在
せ

ず
、
全
て
は
遥
か
過
去
の
記
憶
の
中
に
残
る
の
み
で
あ
る
。
昭
和
的

年
4
月
、
北
大
応
援
団
は

5
年
振
り
に
再
び
4
年
制
応
援
団
と
な
り
、

そ
の
後
は
一
貫
し
て
4
年
制
を
堅
持
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

10。

体
育
会
と
の
関
係

応
援
団
が
全
学
的
応
援
団
へ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
に
伴
い
、

体
育
会
と
の
関
係
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
応
援
団

改
革
期
当
初
か
ら
、
体
育
会
と
の
協
力
関
係
を
重
視
す
る
意
見
が
出

さ
れ
て
い
る
。
応
援
団
が
、
運
動
部
・
体
育
会
・
一
般
学
生
聞
に
ス

ム
ー
ズ
な
交
流
が
生
じ
る
よ
う
に
、
三
者
の
仲
介
者
的
役
割
を
担
お

う
と
す
る
構
想
で
あ
り
、
体
育
会
と
の
関
係
は
応
援
団
出
身
者
ま
た

は
応
援
団
現
役
の
体
育
会
常
任
委
員
派
遣
を
一
つ
の
べ

1
ス
と
し

て
、
急
速
に
親
密
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
全
学
化
へ
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
に
従
っ

て
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
現
れ
て
き
た
。
ま
ず
「
恵
迫
寮
専
属
応
援

団
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
北
大
応
援
団
は
結
果
的
に
体
育
会
(
運

動
競
技
)
専
属
応
援
団
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
北
大
の
大
黒
柱

と
し
て
の
独
自
の
北
大
全
学
応
援
団
確
立
の
た
め
に
は
体
育
会
脱
退

も
己
む
無
し
」
と
す
る
体
育
会
脱
退
論
で
あ
る
。
確
か
に
、
京
大
応

援
団
は
創
団
間
も
な
く
体
育
会
か
ら
脱
退
し
、
独
自
の
全
学
応
援
団

の
ス
タ
ン
ス
で
競
技
応
援
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
祭
主
催
へ
の
積

極
的
関
与
等
、
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。



そ
の
後
「
単
に
体
育
会
を
異
質
の
も
の
と
し
て
否
定
排
除
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
所
謂
全
学
応
援
団
へ
と
純
化
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な

く
、
現
実
の
問
題
と
し
て
応
援
団
と
体
育
会
と
の
関
係
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
直
視
し
、
そ
の
上
で
体
育
会
応
援
団
と
い

う
要
素
を
内
包
し
た
全
学
的
応
援
団
と
な
る
か
否
か
を
決
す
べ
き
し

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
も
示
さ
れ
た
が
、
体
育
会
と
の
関
係
は
謬
着
状
態

に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
の
現
象
と
し
て
、
昭
和
幻
年
の
阿
竹
宗
彦
氏
以
来
絶
え
る
こ

と
の
無
か
っ
た
応
援
団
出
身
の
体
育
会
常
任
委
員
幹
部
が
、
昭
和
叫

年
の
中
司
哲
雄
氏
を
最
後
と
し
て
昭
和
必
年
の
安
藤
俊
春
氏
ま
で
途

絶
え
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
昭
和
的
年
の
4
年
制
移
行
を
契

機
と
し
て
全
学
化
へ
の
活
動
強
化
を
行
お
う
と
し
た
時
、
体
育
会
問

題
の
解
決
は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

梶
井
浩
氏
を
団
長
と
す
る
昭
和
閃
年
度
幹
部
は
、
昭
和
印
年
5
月

に
体
育
会
と
の
話
し
合
い
を
開
始
し
た
が
、
両
者
の
聞
に
横
た
わ
っ

て
い
た
偏
見
や
不
信
は
問
題
の
解
決
を
著
し
く
妨
げ
た
。

昭
和
印
年
四
月
、
谷
口
哲
也
を
団
長
と
す
る
昭
和
日
年
度
幹
部
が

就
任
す
る
や
、
さ
っ
そ
く
話
し
合
い
が
再
開
さ
れ
た
。
両
者
の
根
気

強
い
努
力
に
よ
り
多
く
の
合
意
点
を
見
出
す
に
至
り
、
同
年
ロ
月
刊

日
、
遂
に
両
者
の
不
退
転
の
決
意
を
示
す
も
の
と
し
て
「
応
援
団
・

体
育
会
本
部
共
同
声
明
」
を
広
く
北
大
全
学
に
発
表
し
た
。

そ
の
共
同
声
明
の
内
容
は
寸
北
大
ス
ポ
ー
ツ
界
の
更
な
る
発
展
と

充
実
を
目
指
し
、
体
育
会
規
約
第
叩
条
第
5
項
の
精
神
に
則
り
、
北

大
応
援
団
と
体
育
会
本
部
は
以
下
の
諸
点
を
取
り
決
め
る
こ
と
を
、

こ
こ
に
表
明
す
る
」
と
い
う
書
き
起
こ
し
で
、
「
諸
競
技
試
合
へ
の
動

員
情
宣
L

「
体
育
会
活
動
に
対
す
る
一
般
会
昌
一
(
学
生
)
の
関
心
を
高

め
る
た
め
の
情
宣
活
動
」
「
商
大
戦
の
運
営
」
「
応
援
団
の
関
与
す
る

体
育
会
主
催
行
事
(
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
合
同
壮
行
会
・
運
動

会
・
合
同
送
別
会
)
L

「
各
運
動
部
に
対
す
る
応
援
・
支
援
(
競
技
試

合
応
援
・
壮
行
会
・
差
し
入
れ
等
)
」
に
お
け
る
「
協
力
と
分
担
シ
ス

テ
ム
の
確
立
」
お
よ
び
「
明
確
化
」
を
取
り
決
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
諸
点
を
円
滑
に
実
現
し
実
行
し
て
い
く
た
め
に
、

恒
常
的
な
協
議
の
場
(
仮
称
・
応
援
団
体
育
会
連
絡
協
議
会
)
の
設

置
を
定
め
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
体
育
会
規
約
第
叩
条
第
5
項
と
は
、
第
叩
条
(
運
動

部
、
応
援
団
の
任
務
)
の
中
で
応
援
団
の
み
に
規
定
さ
れ
た
条
項
で

あ
り
、
「
5
、
応
援
団
は
第
4
条
の
事
業
を
応
援
す
る
も
の
と
す
る
。
」

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

以
上
の
共
同
声
明
発
表
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
応
援
団
と
体
育

会
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
・
活
動
の
相
違
が
明
確
に
さ
れ
た
。
応
援
団
の

目
標
は
「
校
風
意
気
の
発
揚
」
で
あ
り
、
そ
の
目
標
を
実
現
し
て
い

く
活
動
は
「
北
大
に
お
け
る
学
生
生
活
に
対
し
て
、
様
々
な
場
に
お

い
て
、
有
形
無
形
の
応
援
を
行
う
」
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
体
育
会

の
目
標
は
「
体
育
の
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
で
あ
り
、
そ
の
目

標
を
実
現
し
て
い
く
活
動
は
「
学
内
運
動
競
技
大
会
の
実
施
、
定
期

戦
の
実
施
、
運
動
部
に
対
す
る
便
宜
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

相
違
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
両
者
の
協
力
関
係
が
模
索
さ
れ
た
。

こ
れ
以
降
、
い
さ
さ
か
の
好
余
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
関
係
者
の
不

断
の
努
力
も
あ
り
、
体
育
会
と
の
関
係
は
概
ね
良
好
な
状
態
が
続
い

た。
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商
大
戦
の
再
建

体
育
会
問
題
と
並
ん
で
商
大
戦
再
建
も
応
援
団
改
革
期
当
初
か
ら

の
懸
案
で
あ
っ
た
。
対
校
定
期
戦
と
し
て
の
商
大
戦
は
実
質
的
に
崩

壊
し
て
お
り
、
七
大
戦
や
地
区
体
等
の
陰
で
各
部
レ
ベ
ル
の
交
流
試

合
程
度
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
の
対
校
定
期
戦

の
「
擬
制
」
に
過
ぎ
ぬ
両
校
応
援
団
対
面
式
の
み
が
、
一
種
の
見
世

物
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

昭
和
田
年
5
月
、
北
大
体
育
会
と
北
大
応
援
団
の
双
方
か
ら
小
樽

商
大
体
育
会
に
対
し
て
商
大
戦
の
総
合
対
校
戦
化
の
提
案
が
な
さ

れ
、
快
諾
を
得
た
。
た
だ
年
度
途
中
の
た
め
に
本
格
的
な
予
算
を
組

む
こ
と
が
出
来
ず
、
小
樽
で
行
わ
れ
る
通
算
但
回
目
の
商
大
戦
で
先

ず
は
先
鞭
を
つ
げ
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
と
し
た
。

第
日
回
大
会
実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
大
会
長
に
は
主
管
校
の
学

長
で
あ
る
実
方
正
雄
小
樽
商
科
大
学
学
長
、
副
大
会
長
に
は
今
村
成

和
北
海
道
大
学
学
長
を
推
戴
し
た
。
参
与
に
は
両
校
学
生
部
長
を
推

戴
し
、
実
行
委
員
長
に
成
瀬
栄
一
商
大
体
育
会
会
長
、
副
実
行
委
員

長
に
福
井
尚
登
北
大
体
育
会
常
任
委
員
長
が
当
た
る
こ
と
と
な
っ

た
。
実
行
委
員
は
両
校
の
体
育
会
委
員
並
び
に
応
援
団
員
に
よ
る
総

勢
口
名
で
あ
っ
た
。

昭
和
問
年
6
月
日
日
の
野
球
戦
当
日
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
精

力
的
な
宣
伝
活
動
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、

2
0
0
名
に
近
い
学
生
が
札

幌
駅
に
集
ま
っ
た
。
小
樽
駅
に
定
刻
に
着
き
、
対
面
式
会
場
で
あ
る

小
樽
東
映
前
に
予
定
通
り
到
着
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
大
勢
が

今
回
の
商
大
戦
(
彼
ら
に
と
っ
て
は
北
大
戦
)
再
建
の
意
義
や
趣
旨

を
充
分
岨
輔
し
き
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
定
刻
を
大
幅
に
遅
れ
て
到

着
し
、
更
に
は
実
行
委
員
会
か
ら
対
面
式
時
間
の
短
縮
を
申
し
入
れ

た
に
も
拘
ら
ず
従
前
ど
お
り
の
3
時
間
に
も
及
ぶ
冗
長
な
進
行
振
り

で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
野
球
戦
開
始
に
間
に
合
わ
な
い
と
い
う

大
失
態
を
演
じ
大
い
に
問
題
を
残
し
た
。

翌
昭
和
日
年
6
月
、
再
建
第
2
回
目
で
あ
る
第
位
回
商
大
戦
が
札

幌
で
行
わ
れ
た
。
準
備
は
3
月
か
ら
始
め
ら
れ
、
予
算
も
両
校
合
わ

せ
て
却
万
円
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

応
援
団
は
宣
伝
活
動
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
応
援
団
か
ら
の

実
行
委
員
で
あ
る
昭
和
田
年
度
幹
部
の
中
紙
麦
平
君
、
同
じ
く
高
橋

勲
君
が
陣
頭
指
揮
を
執
り
、
組
織
的
宣
伝
活
動
を
展
開
し
た
。

一方、

1
年
生
2
年
生
団
員
に
よ
る
商
大
戦
応
援
団
の
団
長
斉
藤

憲
一
君
を
先
頭
に
、
選
手
激
励
、
壮
行
会
、
競
技
応
援
等
を
活
発
に

行
っ
た
。

6
月
四
日
の
昼
休
み
に
は
、
教
養
部
の
中
講
堂
前
に
お
い

て
ラ
グ
ビ
ー
部
と
野
球
部
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
続
い
て
北
大
ラ
グ

ビ
ー
場
で
ラ
グ
ビ
ー
戦
応
援
が
行
わ
れ
た
。

翌
6
月
四
日
は
、
待
望
の
野
球
戦
で
あ
る
。
北
大
勢
は
北
大
教
養

部
前
を
出
発
し
、
駅
前
通
を
行
進
し
て
中
島
球
場
へ
と
向
か
っ
た
。

先
頭
に
は
斉
藤
憲
一
商
大
戦
応
援
団
団
長
、
続
い
て
梅
津
邦
夫
副
団

長
、
更
に
漬
田
康
団
旗
長
、
山
内
茂
鼓
手
長
が
歩
武
堂
々
と
進
む
。

一
方
、
札
幌
駅
頭
で
出
迎
え
た
千
原
治
参
謀
が
白
装
束
も
清
清
し

く
先
導
し
て
、
総
勢
3
百
の
商
大
応
援
団
も
内
藤
克
団
長
を
先
頭
に

応
援
歌
・
進
軍
歌
を
高
唱
し
つ
つ
球
場
へ
向
か
う
。

き
て
野
球
戦
に
先
立
っ
て
、
中
島
球
場
横
広
場
に
て
両
校
の
対
面

式
が
行
わ
れ
た
。
千
原
参
謀
の
司
会
に
よ
り
式
は
開
始
さ
れ
、
ま
ず

は
両
校
校
歌
の
交
換
、
そ
し
て
花
束
贈
呈
へ
と
続
く
。
次
に
、
対
面

式
の
メ
イ
ン
で
あ
る
挑
戦
状
、
応
戦
状
の
応
酬
が
行
わ
れ
た
。
商
大

内
藤
団
長
に
よ
る
重
厚
な
挑
戦
の
辞
に
対
し
て
、
北
大
斉
藤
団
長
は
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意
気
溢
れ
る
応
戦
の
辞
を
述
べ
、
選
撃
の
意
を
示
し
た
。
引
き
続
い

て
、
対
面
式
に
彩
り
を
添
え
る
演
舞
披
露
が
行
わ
れ
、
商
大
は
雲
龍

型
の
拍
手
、
胡
蝶
の
舞
、
そ
し
て
女
装
団
員
に
よ
る
南
蛮
踊
り
、
北

大
は
風
流
舞
、
そ
し
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
泥
棒
踊
り
が
、
定
式
通
り
披

露
さ
れ
た
。
両
校
団
旗
長
に
よ
る
団
旗
エ

l
ル
の
後
、
両
校
寮
歌
の

交
歓
を
も
っ
て
式
を
終
了
し
、
双
方
と
も
意
気
高
ら
か
に
中
島
球
場

に
乗
り
込
ん
だ
。

1
塁
側
ス
タ
ン
ド
に
陣
取
る
北
大
応
援
団
5
0
0
名、

3
塁
側
ス

タ
ン
ド
に
陣
取
る
商
大
応
援
団
3
0
0
名
。
ホ
ー
ム
ベ

l
ス
に
お
け

る
両
校
応
援
団
幹
部
の
交
礼
握
手
の
後
、
北
大
勢
は
全
員
起
立
し

リ
ー
ダ
ー
の
振
る
旗
に
合
わ
せ
て
厳
粛
に
校
歌
を
斉
唱
し
北
大
ス
タ

ン
ド
前
に
整
列
す
る
選
手
を
激
励
し
た
。
大
会
長
で
あ
る
今
村
北
大

学
長
の
始
球
式
に
よ
っ
て
試
合
は
開
始
し
た
が
、
北
大
の
応
援
は
猛

烈
で
あ
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー
達
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
総
勢
5
0
0
名
の

北
大
応
援
団
が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
熱
狂
し
た
。
中

盤
に
な
っ
て
北
大
が
得
点
す
る
度
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
だ
れ
込
ん
で

ス
ト
ー
ム
。
回
が
替
わ
る
度
に
寮
歌
高
唱
。
そ
し
て
、
商
大
戦
名
物

の
野
次
の
応
酬
。
遂
に
迎
え
た
勝
利
の
瞬
間
「
ウ
オ
l
L
と
い
う
雄

叫
び
と
と
も
に
、
北
大
生
全
員
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
飛
び
出
し
て
感
激

の
戦
勝
ス
ト
ー
ム
を
行
っ
た
。
興
奮
の
増
塙
の
後
、
選
手
を
称
え
る

優
勝
歌
「
桑
検
暗
紅
に
」
が
中
島
球
場
に
静
か
に
力
強
く
流
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
永
ら
く
の
懸
案
で
あ
っ
た
商
大
戦
の
総
合
対
校

戦
と
し
て
の
再
建
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。
昭
和
日
年
度
団

長
と
し
て
再
建
に
携
わ
っ
た
筆
者
は
、
当
時
「
こ
れ
で
商
大
戦
も
、

あ
と
初
年
く
ら
い
は
何
と
か
な
る
な
」
と
幹
部
の
皆
で
話
し
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
両
校
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
り
商
大
戦
は
順
調
に
開
催

さ
れ
た
が
、
前
述
の
筆
者
達
の
感
慨
が
皮
肉
な
こ
と
に
的
中
す
る
結

果
と
な
り
、
再
建
の
昭
和
日
年
か
ら
幻
年
後
の
平
成
9
年
を
も
っ
て

総
合
対
校
戦
と
し
て
の
商
大
戦
は
中
断
し
た
。

北
大
百
年
祝
賀
前
夜
祭

昭
和
日
年
、
北
海
道
大
学
は
創
基
百
周
年
を
迎
え
た
。
明
治
九
年

に
札
幌
農
学
校
と
し
て
学
府
の
基
が
建
て
ら
れ
て
よ
り
一
世
紀
の
記

念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
大
学
主
催
の
記
念
行
事
が
計
画

さ
れ
た
が
、
大
学
の
主
体
た
る
べ
き
学
生
、
そ
し
て
先
達
で
あ
る
同

窓
生
、
更
に
は
北
大
と
共
に
歩
ん
で
い
た
だ
い
た
市
民
な
ど
、
北
大

百
年
を
寿
が
ん
と
す
る
者
が
誰
で
も
自
由
に
参
加
出
来
る
催
し
は
皆

無
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
日
年
度
応
援
団
長
の
谷
口
哲
也
が
発
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
応
援
団
と
し
て
「
北
大
百
年
祝
賀
前
夜
祭
」
を
発
起
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
催
し
の
性
質
上
、
学
生
・
教
官
・
同
窓
生
有
志

に
よ
っ
て
幅
広
く
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
、
学
内
外
に
広
く
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
多
く
の
賛
同
を
得
る
こ
と

が
出
来
、
昭
和
日
年
2
月
幻
自
に
は
第
1
回
の
実
行
委
員
会
を
開
催

し
た
。大

会
長
に
は
星
光
一
北
大
名
誉
教
授
が
、
実
行
委
員
長
に
は
矢
島

武
北
大
名
誉
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
正
式
に
推
戴
さ
れ
、
事
務
局
長
に

は
団
長
谷
口
哲
也
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
夜
祭
の

内
容
は
、
第
1
部
を
「
百
年
記
念
寮
歌
祭
」
と
し
、
第
2
部
を
「
提

燈
行
列
」
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

な
お
実
行
委
員
を
お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
あ
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る
さ浜板宇勉松
て田谷志先野
、康貫主日生正
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主詰恋壁Z2 
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降か 14昭 た、し賛行式、御原あ半はつにりの(書生 山 学
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で生当 51 然、:る と事 中力 生たの初 o J.邑備尽 )2支え夫)
あ憎日年 受が旨しのかも部がよは大んは方 zz先安
つのは 9 諾あのて関らあ長、つ半学で着 v;:: -L.巳生井

星野奇氏を囲んで r!嬰E各みが<J を斉唱北大百年祝賀前夜祭・寮歌祭

た
が
、
寮
歌
祭
会
場
で
あ
る
北
大
体
育
館
に
は
続
々
と
参
加
者
が
集

ま
り
、
開
会
の
午
後
5
時
に
は
学
生
と
同
窓
生
で
満
員
と
な
っ
た
。

ロ
ビ
ー
に
は
北
大
創
基
百
年
を
記
念
す
る
特
別
銘
柄
清
酒
「
都
ぞ

弥
生
」
の
大
樽
酒
が
据
え
ら
れ
、
参
加
者
に
振
舞
わ
れ
た
。
寮
歌
祭

は
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
後
か
ら
後
か
ら
詰
め
掛
け
る
人
達
で
席
が
足

り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

寮
歌
祭
に
続
い
て
提
燈
行
列
が
行
わ
れ
る
頃
に
は
朝
か
ら
の
雨
も

上
が
り
、
何
と

2
5
0
0
人
以
上
の
提
燈
行
列
参
加
者
が
あ
っ
た
。

行
列
の
先
頭
が
北
大
正
門
に
達
し
た
時
、
未
だ
最
後
尾
が
理
学
部
(
現

在
の
総
合
博
物
館
)
前
を
通
過
し
て
い
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
提

燈
行
列
は
寮
歌
を
高
唱
し
つ
つ
駅
前
通
り
を
南
下
し
て
大
通
公
園
ま

で
行
わ
れ
た
。
最
後
は
大
通
公
園
4
丁
目
に
集
合
し
て
大
ス
ト
ー
ム

が
行
わ
れ
、
都
ぞ
弥
生
の
大
合
唱
の
う
ち
に
幕
を
下
し
た
の
で
あ
っ

た

と
の
前
夜
祭
の
盛
況
振
り
を
見
た
時
、
北
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
未
だ

脈
々
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
か

か
る
北
大
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
旗
手
た
る
べ
き
北
大
応
援
団
の
責
任
の
重

さ
に
襟
を
正
す
思
い
で
あ
っ
た
。

'04 

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
問
題
、
再
び

応
援
団
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
昭
和

ω年
叩
月
に
新
設
さ
れ
た

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
、
昭
和
叫
年

4
月
、
音
楽
性
追
求
を
第
一
義
と

し
て
活
動
し
た
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
応
援
団
か
ら
分
離
独
立
し
、

同
年
日
月
に
は
、
新
た
に
「
吹
奏
楽
研
究
部
」
と
し
て
学
生
部
公
認

団
体
と
な
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

そ
の
後
、
同
部
は
「
北
大
吹
奏
楽
部
」
と
称
し
、

平
成
日
年
に
は



「
北
大
連
合
吹
奏
楽
団
」
と
改
称
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
一
貫

し
て
「
旧
友
L

と
し
て
の
友
好
関
係
を
保
ち
、
北
大
主
管
の
七
大
戦

や
諸
行
事
、
野
球
応
援
の
際
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
さ
て
、
高
田
和
重
君
を
団
長
と
す
る
昭
和
町
年
度
幹
部
が
就
任
す

る
や
、
活
動
綱
領
に
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
の
結
成
を
掲
げ
た
。
こ

の
部
隊
は
応
援
団
専
属
(
付
属
)
の
「
助
っ
人
的
な
組
織
」
で
あ
る

と
規
定
し
て
い
る
。

昭
和
町
年
5
月
幻
日
か
ら
の
北
海
道
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
ま
で

に
結
成
が
間
に
合
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
同
年
ロ
月
の
時
点
で
の

隊
員
数
は
女
性
1
名
を
含
む
8
名
で
あ
っ
た
。
な
お
翌
昭
和
問
年
日

月
に
は
女
性
4
名
を
含
む
隊
員
H
名
と
増
加
し
て
い
る
。

青
木
崇
君
を
団
長
と
す
る
昭
和
回
年
度
幹
部
は
、
昭
和
田
年
刊
月

の
就
任
時
に
、
応
援
団
内
に
新
た
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
設
立
す
る

方
針
を
示
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
を
そ
れ
ま

で
以
上
に
各
種
応
援
や
壮
行
会
に
用
い
て
行
き
た
い
が
、
所
詮
応
援

団
シ
ン
パ
の
集
ま
り
に
過
ぎ
ず
、
応
援
団
員
で
は
な
い
彼
ら
に
更
な

る
活
動
は
強
制
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
団
内
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を

新
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
は
応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
が
形

を
成
す
ま
で
の
橋
渡
し
役
と
し
て
今
ま
で
通
り
活
動
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
女
子
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
員
の
受
け
入
れ
体
制
が
現
状
で
は

不
充
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
受
け
皿
と
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う

構
想
で
あ
っ
た
。
受
け
皿
と
は
、
明
春
か
ら
始
め
る
応
援
団
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
員
募
集
に
際
し
て
、
入
部
希
望
者
の
う
ち
女
性
は
専
属
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
隊
に
所
属
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
有
志
叩
名
の
連
署
に
よ
り
「
現

在
の
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
員
1
、
2
年
目
を
女
子
も
含
め
速
や
か

に
団
に
統
合
す
る
」
旨
の
要
求
書
が
提
出
さ
れ
、
応
援
団
が
考
え
て

い
た
以
上
に
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
は
組
織
的
に
も
精
神
的
に
も
発

展
し
て
お
り
、
既
に
応
援
団
内
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
目
指
し
て
動
き

始
め
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
認
識
し
た
。

こ
の
方
針
を
巡
っ
て
応
援
団
と
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
と
の
合
同

会
議
が
数
次
に
わ
た
っ
て
持
た
れ
た
。
そ
の
結
論
と
し
て
は
、
昭
和

印
年
4
月
か
ら
応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
(
男
子
部
員
の
み
)
を
新

設
し
部
員
募
集
を
行
う
一
方
、
専
属
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
隊
は
専
属
吹
奏

楽
部
と
改
称
し
、
女
子
部
員
を
含
む
部
員
の
募
集
を
行
う
、
そ
し
て

応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
完
成
を
も
っ
て
専
属
吹
奏
楽
部
は
解
散

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
は
1
名
の
応
募
も
な
く
、

実
質
的
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
昭
和
回
年
8
月
、

馬
場
修
三
君
を
団
長
と
す
る
昭
和

ω年
度
幹
部
が
就
任
し
、
日
月
日

日
に
専
属
吹
奏
楽
部
と
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。

そ
の
後
団
内
で
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
結
果
的
に
専
属
吹
奏
楽

部
は
分
離
独
立
し
、
同
年
ロ
月
3
日
に
「
北
海
道
大
学
競
技
応
援
吹

奏
団
L

が
発
足
し
た
。
発
足
時
の
吹
奏
団
員
数
は
不
明
だ
が
、

1
年

後
の
昭
和

ω年
ロ
月
時
点
の
団
員
数
は
保
野
直
美
団
長
以
下
日
名
で

あ
る
。昭

和
白
年
1
月
に
「
北
海
道
大
学
応
援
吹
奏
団
」
と
改
称
し
た
が
、

各
競
技
応
援
や
諸
行
事
で
応
援
団
と
共
に
活
動
す
る
ほ
か
、
体
育
会

行
事
や
学
校
祭
行
事
等
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
学
生

部
公
認
団
体
と
な
り
体
育
会
所
属
団
体
と
な
っ
た
。
団
員
数
は
平
成
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4
年
の
四
名
を
最
高
と
し
て
常
に
叩
名
を
超
え
て
い
た
が
、
何
故
か

平
成
6
年
を
境
と
し
て
一
桁
の
団
員
数
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い

る。
か
つ
て
応
援
団
か
ら
分
離
独
立
し
た
「
北
大
吹
奏
楽
部
」
と
は
「
旧

友
」
と
し
て
友
好
関
係
を
保
っ
た
が
、
ま
た
新
た
に
分
離
独
立
し
た

「
北
大
応
援
吹
奏
団
」
と
は
「
同
志
」
と
し
て
北
大
の
校
風
意
気
の
発

揚
に
力
を
合
わ
せ
て
い
る
。

応
援
団
O
B
会
の
設
立

北
大
応
援
団
の
O
B
会
に
つ
い
て
は
、
昭
和
制
年
3
月
四
日
、
在

学
中
の
応
援
団
O

B
に
よ
る
O

B
会
設
立
に
関
す
る
談
話
会
が
も
た

れ
た
。「

応
援
団
の
変
貌
し
つ
つ
あ
る
此
の
時
に
、
応
援
団
の
素
晴
し
さ
を

身
を
以
っ
て
体
験
し
た
卒
団
者
を
自
負
す
る
我
々
で
O
B
会
な
る
も

の
を
つ
く
り
、
旧
交
を
暖
め
合
う
と
と
も
に
現
役
団
員
と
も
接
触
を

持
と
う
で
は
な
い
か
」
と
の
主
旨
の
下
に
、
取
り
敢
え
ず
在
学
中
の

卒
団
者
に
よ
る
O

B
会
「
延
齢
会
」
が
設
け
ら
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

会
長
に
諏
訪
正
明
氏
(
昭
和
お
年
)
、
副
会
長
に
保
田
勝
範
氏
(
昭
和

お
年
)
、
会
計
に
丸
山
典
弘
氏
(
昭
和
却
年
)
が
就
か
れ
た
。
そ
し
て
、

6
月
に
は
会
誌
「
延
齢
」
創
刊
号
が
出
さ
れ
た
。

同
年
日
月
5
日
に
聞
か
れ
た
延
齢
会
総
会
に
お
い
て
「
延
齢
会
が

発
展
し
て
現
在
の
応
援
団
の
卒
団
者
会
と
な
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。
そ
こ
で
、
延
齢
会
と
応
援
団
現
役
と
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
結
果
、
延
齢
会
を
正
式
な
卒
団
者
会

(
O
B

会
)
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
こ
に
北
海
道
大
学
応
援
団
卒
団

者
会
「
延
齢
会
」
が
発
足
し
た
。

昭
和
必
年
頃
ま
で
は
延
齢
会
の
活
動
は
活
発
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
会
員
の
異
動
な
ど
の
理
由
に
よ
り
停
滞

し
、
実
質
的
に
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
凶
年
後
の

昭
和
田
年
日
月
却
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
大
学
応
援
第
初
代
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
の
席
上
、
応
援
団
O

B
会
の
体
制
強
化
を
す
べ
き
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
出
席
者
の
賛
同
を
得
た
。

そ
の
場
で
準
備
会
の
事
務
局
長
的
役
割
を
仰
せ
つ
か
っ
た
筆
者

は
、
現
在
そ
の
活
動
が
一
段
落
し
て
い
る
地
元
北
海
道
の
O
B
会
を

再
建
す
る
と
共
に
、
近
年
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
本
州
各
地
の

O
B
と
の
連
帯
を
深
め
、
近
い
将
来
に
は
全
国
の
O

B
を
カ
バ
ー
す

る
全
国
連
合
O

B
会
を
発
足
さ
せ
た
い
と
考
え
、
各
地
の
中
心
的
O

B
に
連
絡
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
本
州
各
地
の
O
B
を
中
心
と
し
て
、
今
回

の
試
み
に
つ
い
て
の
手
順
・
手
続
き
、
そ
し
て
時
期
が
不
適
切
で
あ

る
と
い
う
ご
助
言
や
ご
叱
責
を
い
た
だ
き
、
小
休
止
す
る
次
第
と

な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
4
年
後
の
昭
和
田
年
7
月
、
あ
ら
た
め
て
筆
者
か
ら
北

海
道
在
住
O

B
の
親
睦
会
の
設
立
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
O

B
の
ご
賛
同
を
頂
戴
し
、

9
月

m日
に
設
立
発
起
人
会
結
成
会
が
聞

か
れ
た
。
当
日
は
、
横
山
清
氏
(
昭
和
也
年
)
、
高
井
宗
宏
氏
(
昭
和

明
記
年
)
、
熊
谷
治
夫
氏
(
昭
和
凶
年
)
、
山
田
淳
氏
(
昭
和
町
年
)
、
太
田

英
明
氏
(
昭
和
回
年
)
の
諸
氏
が
出
席
し
、
こ
の
際
一
挙
に
北
海
道

地
区
O
B
会
を
発
足
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
が
出
た
。

準
備
段
階
で
、
設
立
総
会
会
場
の
手
配
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

便
宜
を
計
っ
て
下
さ
っ
た
横
山
清
氏
と
、
発
起
人
会
の
会
場
や
仮
連

絡
先
と
し
て
研
究
室
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
高
井
宗
宏
氏
の
両
先
輩
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の
御
尽
力
に
よ
り
、
短
期
間
で
設
立
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
問
年
日
月
2
日
、
北
海
道
大
学
応
援
団
・
北
海
道
地
区
O
B

会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
さ
れ
た
O
B
は
お
名
で
、
年
齢

は
叩
歳
代
か
ら
初
歳
代
ま
で
の
多
彩
な
顔
触
れ
で
あ
っ
た
。
ま
ず
会

の
名
称
を
、
北
大
応
援
団
O
B
会
の
名
称
と
し
て
由
緒
が
あ
り
他
地

区
の
O
B
会
の
名
称
と
も
相
通
ず
る
も
の
と
し
て
「
北
海
道
延
齢
会
」

と
決
定
し
た
。
続
い
て
審
議
決
定
さ
れ
た
会
規
約
は
、
会
の
精
神
に

沿
っ
て
簡
素
を
旨
と
し
、
次
の
5
条
の
み
。

第
一
条
本
会
は
北
海
道
延
齢
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
併
せ
て
北
海
道

大
学
応
援
団
の
後
援
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
北
海
道
帝
国
大
学
課
科
応
援
団
並
び
に
北
海
道

大
学
応
援
団
に
在
籍
し
た
者
、
及
び
そ
の
関
係
者
を
も
っ
て
構

成
す
る
。

第
四
条
本
会
は
会
運
営
の
た
め
に
必
要
な
役
員
を
置
く
。

第
五
条
本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
附
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ

て
あ
て
る
。

ま
た
、
選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(
順
不
同
、
敬
称
略
)

名
誉
会
長
大
原
久
友
(
昭
和
7
年
)
会
長
山
本
武
(
昭
和
M

年
)
副
会
長
板
谷
賓
(
昭
和
お
年
)
副
会
長
諏
訪
正
明
(
昭

和
お
年
)

幹
事
長
横
山
清
(
昭
和
白
年
)
幹
事
高
井
宗
宏
(
昭
和
也
年
)

氏
平
増
之
(
昭
和
幼
年
)
熊
谷
治
夫
(
昭
和
M
年
)
山
田
淳
(
昭

和
町
年
)
青
木
崇
(
昭
和
問
年
)
太
田
英
明
(
昭
和
日
年
)
事
務

局
長
谷
口
哲
也
(
昭
和
日
年
)

こ
れ
以
降
、
毎
年
秋
に
定
期
総
会
を
開
催
し
、
昭
和
白
年
か
ら
は

春
季
親
睦
会
(
後
に
夏
季
親
睦
会
と
な
る
)
と
し
て
ピ

l
ル
会
を
開

催
し
た
。
ま
た
、
昭
和
叫
年
か
ら
初
年
聞
に
わ
た
り
北
大
応
援
団
顧

問
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
山
元
周
行
先
生
が
翌
春
に
定
年
退
官
な
さ

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
白
年
日
月
2
日
、
北
海
道
延
齢
会
が
主
催
し
て

「
山
元
先
生
に
感
謝
す
る
会
」
が
聞
か
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
印
名
、
先
生
に
贈
呈
す
る
感
謝
の
記
念
品
に
賛
同

し
て
下
さ
っ
た
方
は
更
に

η
名
に
も
及
び
、
名
残
尽
き
ぬ
盛
大
な
宴

と
な
っ
た
。

現
在
、
北
海
道
延
齢
会
は
設
立
か
ら
M
年
を
経
た
。
初
代
役
員
の

う
ち
、
大
原
久
友
名
誉
会
長
、
山
本
武
会
長
は
幽
冥
境
を
異
に
し
て

既
に
久
し
く
な
っ
た
が
、
他
の
役
員
は
健
在
で
あ
り
、
若
手
の
幹
事

を
順
次
加
え
て
活
動
し
て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
役
員
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

(
順
不
同
、
敬
称
略
)

顧
問
山
元
周
行
会
長
板
谷
賓
(
昭
和
お
年
)
副
会
長

横
山
清
(
昭
和
也
年
)
副
会
長
諏
訪
正
明
(
昭
和
泊
年
)

幹
事
長
高
井
宗
宏
(
昭
和
辺
年
)
副
幹
事
長
氏
平
増
之
(
昭

和
却
年
)

幹
事
千
原
治
(
昭
和
田
年
)
熊
谷
治
夫
(
昭
和
M
年
)
森
重
正

也
(
昭
和
M
年
)
高
橋
浩
志
(
昭
和
田
年
)
渋
谷
正
志
(
昭
和
団

年
)
村
田
勝
(
昭
和

ω年
)
藤
原
伸
也
(
平
成
日
年
)
事
務
局
長

谷
口
哲
也
(
昭
和
田
年
)
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第
6
章

第
6
期
(
平
成
同
年
か
ら
現
在
ま
で
)

概
観

昭
和

ω年
の
4
年
制
実
施
以
降
初
数
年
に
わ
た
り
、
北
大
応
援
団

は
安
定
的
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
平
成
9
年
、
恵
迫
寮
と
並

ん
で
北
大
応
援
団
の
重
要
な
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で
あ
る
総
合
対

校
戦
「
商
大
戦
」
が
突
然
の
終
意
を
迎
え
、
再
開
さ
れ
な
い
ま
ま
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

商
大
戦
両
校
応
援
の
中
断

明
治
必
年
に
始
ま
っ
た
高
商
戦
を
引
き
継
ぎ
続
行
さ
れ
て
き
た
商

大
戦
も
様
々
な
好
余
曲
折
を
経
た
が
、
昭
和
日
年
の
第
臼
回
大
会
で

総
合
対
校
戦
と
し
て
再
建
さ
れ
て
か
ら
は
順
調
に
回
を
重
ね
て
い

た
。
年
号
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
っ
た
が
、
商
大
戦
は
応
援
団
や

体
育
会
な
ど
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ
て
年
々
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
っ
た
。

札
幌
と
小
樽
で
交
互
に
開
催
さ
れ
、
両
校
対
面
式
と
野
球
試
合
等

の
応
援
が
両
校
学
生
動
員
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
か
つ
て
は
冗
長
な

見
世
物
と
し
て
肥
大
化
し
た
対
面
式
は
、
そ
れ
ま
で
の
様
式
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
も
す
っ
き
り
と
し
た
も
の
と
な
り
、
総
合
対
校
戦
の
両

校
対
面
式
に
相
応
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
商
大

戦
期
間
中
は
、
定
期
戦
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
「
オ
セ
ロ

対
決
」
や
「
カ
レ

l
対
決
」
「
相
撲
対
決
」
と
い
う
企
画
も
実
施
さ
れ

た
り
、
一
般
学
生
の
参
加
す
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
玉
入
れ
も
実
施
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
成
功
し
て
い
た
。

し
か
し
、
終
鷲
は
突
然
や
っ
て
き
た
。
平
成
9
年
久
、
¥
小
樽
商
大

応
援
団
が
突
然
活
動
の
休
止
を
発
表
し
た
。
そ
の
理
由
は
「
団
員
不

足
の
た
め
L

と
の
こ
と
。

実
は
、
こ
の
平
成
9
年
の
商
大
戦
の
際
の
商
大
応
援
団
は
現
役
団

員
が
1
名
の
み
で
あ
り
、
在
学
中
の
応
援
団
O
B
(
3
、
4
年
生
)

に
臨
時
で
再
登
板
願
っ
て
両
校
対
面
式
や
試
合
応
援
を
実
施
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
O
B
達
が
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
、
遂
に
休

団
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
平
成
叩
年
春
の
商
大
戦
ま
で
に
は
新
入
団
員
を
確
保
し
て
活
動

を
再
開
し
よ
う
と
の
努
力
は
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
北
大
応

援
団
も
度
々
小
樽
商
大
を
訪
れ
て
商
大
応
援
団
唯
一
の
団
員
で
あ
る

小
原
団
長
と
存
続
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
た
。
だ
が
残
念
な
が

ら
小
樽
商
大
応
援
団
は
復
活
し
な
か
っ
た
。

明
確
に
記
述
さ
れ
た
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
当
時
の
応
援
団
在

団
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
叩
年
は
両
校
対
面
式
を
は
じ
め
と

す
る
総
合
対
校
戦
と
し
て
の
行
事
お
よ
び
両
校
学
生
に
よ
る
試
合
応

援
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

明
く
る
平
成
日
年
、
小
樽
商
大
応
援
団
は
商
大
戦
(
北
大
戦
)
に

向
げ
て
一
時
的
に
復
活
し
た
。
つ
ま
り
平
成
9
年
度
の
小
樽
商
大
応

援
団
団
長
で
あ
っ
た
小
原
氏

(
4
年
生
)
が
唯
一
人
の
応
援
団
員
と

し
て
再
登
場
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
商
大
戦

は
も
は
や
総
合
対
校
戦
と
い
う
形
で
は
な
く
、

6
月
四
日
に
小
樽
の

桜
ケ
丘
球
場
で
行
わ
れ
る
硬
式
野
球
戦
の
応
援
の
み
を
学
内
に
案
内

し
、
両
校
対
面
式
は
球
場
内
で
野
球
応
援
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
に

過
ぎ
な
い
。

こ
の
平
成
日
年
度
の
商
大
戦
に
商
大
戦
応
援
団
幹
部
と
し
て
出
陣
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てはで と をス
商 出な(し行 ト
大来 く私まい l
応ま、 達 し まム
援し 参 は た しを
固 た謀何。た交
の 。エと商がえ
写 lか大 、つ
真 ル説応あつ
は と得援く小
残 野し固ま樽
つ 球ま 側 でま
て 応しももで
い 援 たひメ向
ま 後がとイか
せ の叶りンい
ん 団わしはま
で 旗ずか対し
し エ)い面 た
た 1応な 式

最後の商大野球戦応援 エールを送る藤原伸也参謀

ル戦い後私をラがたで商ま枚戦目 るたをも重度君し
私 が状と の達出 l北 の行大す送のの示。の寄にな団(た
が か、い野 は 発 ク でわ側。付写問 、 ビせ次写長平藤
引 ろ挑う球対し像大、れが当い真のか 紹ての真)成原
退 う戦こ応面途前(我ま主時たを商 2 介くーとが 13伸
後 じ状と援式中)ク 々 し管はし数大年 すれ文と貴年也

る恵が は 平 て 合 すしいかまな体伝はかなまいに団も
今。 迫 、 我各成の対か 』。いは 復 せ い が え や す が せ う 復 が 商
日 寮スが部 9商校く す活んか商る応るらん話活「大

現の とタ 北 毎年大戦し れを。も大人援と、。はし正の
北 総イ大の度戦とて 状 どと何しに問団、も残聞た式応
大 合 ル 応 定のはし総 で 難願とれい白をもし念きと」援
応 対を援期第
援 校合団試 83
団 戦めの合回
の とた 淵 と 木
舶 し独戸な舌
先 て自はつを
を の の 旧 て最
定 商ぎ制 い 伎
め 大フヱると
た戦 l、 。し
大 で を 笠 て
先 あ直心、 中
達 っ接援 断
でた育団し
あ とんにて
る 確で求し
昭信きめま
不日 したら い
35 ての れ
年 い は る今
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最後の商大野球戦応援 北大の得点をストームで喜ぶ



度
応
援
団
長
の
阿
竹
宗
彦
氏
が
先
述
の
「
応
援
団
回
顧
」

述
べ
て
お
ら
れ
る
言
葉
を
再
掲
し
た
い
。

『
時
代
に
即
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

た
だ
、
応
援
の
形
や
姿
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
ず
、
余
り
に
不
自
然
に

バ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
強
調
す
る
こ
と
な
く
、
昔
か
ら
ひ
き
つ
が
れ
て
き

た
良
い
風
習
・
伝
統
は
な
る
べ
く
残
す
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

試
合
の
応
援
と
同
時
に
北
大
応
援
団
に
は
、
他
の
大
学
に
な
い
こ

の
よ
う
な
重
要
な
使
命
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
寮
の

種
々
の
行
事
、
商
大
戦
は
大
切
に
す
べ
き
で
あ
る
。
諸
君
の
活
躍
を

祈
る
。
』

北
大
応
援
団
カ
ラ

1
の
揺
箪
で
あ
り
、
そ
の
カ
ラ
ー
を
再
生
産
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
で
あ
る
商
大
戦
を
失
っ
た
こ
と
の
結
果

の
最
後
に

は
、
既
に
顕
在
化
し
始
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

11。

応
援
団
員
の
減
少

今
日
の
応
援
団
で
深
刻
と
な
っ
て
い
る
問
題
と
し
て
、
応
援
団
員

の
減
少
が
あ
る
。
新
制
北
海
道
大
学
応
援
団
の
各
年
度
の
幹
部
の
人

数
を
ま
と
め
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
幼
年
の
応
援
団
改
革
期
以
降
、
応
援
団
の
各
学
年
の
人
数
は

概
ね
5
名
か
ら

m名
の
間
で
あ
り
、
新
学
期
に
4
学
年
揃
う
と
却
名

を
超
え
る
団
員
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
末
年
頃
よ
り

各
学
年
の
人
数
が
急
激
に
減
少
し
概
ね
5
名
に
満
た
な
い
人
数
で
あ

る。
更
に
は
平
成
9
年
以
降
の
各
学
年
の
人
数
は
多
く
て
も
3
名
と
い

う
状
態
で
あ
り
、
近
年
は
総
勢
叩
名
に
満
た

な
い
状
態
が
慢
性
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
入
団
員
が
全
員
退
団
し
た
た
め

に
学
年
が
欠
落
し
、

3
年
生
で
幹
部
に
就
任

し
て
4
年
生
ま
で
留
任
す
る
ケ

l
ス
が
平
成

同
年
以
降
続
い
て
い
る
。

か
か
る
状
況
で
は
、
知
何
に
一
騎
当
千
の

意
気
を
持
つ
応
援
団
員
と
は
い
え
人
手
不
足

は
否
め
ず
、
自
ず
と
日
常
活
動
も
縮
小
傾
向

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

先
述
し
た
が
、
旧
制
時
代
か
ら
の
好
敵
手

で
あ
る
小
樽
商
大
の
応
援
団
は
入
団
者
が
途

絶
え
て
、
遂
に
平
成
9
年
で
実
質
的
に
霧
散

し
て
し
ま
っ
た
。
北
大
応
援
団
の
現
状
を
直

年号 人数 年号 人数

昭和 26年 14名 55年 7名
27年 8名 56年 9名
28年 ( 8名) 57年 5名
29年 12名 58年 7名
30年 9名 59年 4名
31年 6名 60年 7名

32年 12名 61年 9名
33年 13名 62年 6名

34年 18名 63年 2名

35年 19名 平成元年 3名

36年 18名 2年 1名
37年 7名 3年 5名

38年 10名 4年 3名
39年 10名 5年 4名

40年 (10名) 6年 5名
41年 6名 7年 4名

42年 ( 6名) 8年 6名
43年 7名 9年 2名
44年 5名 10年 2名

45年 6-8名 11年 2名

46年 8名 12年 1名

47年 7名 13年 3名

48年 5名 14年 2名

49年 ( 5名) 15年 2名

50年 6名 16年 ( 2名)

51年 9名 17年 3名

52年 7名 18年 ( 3名)

53年 5名 19年 1名

54年 7名 20年 ( 1名)

)の付いているものは前年度幹部留任



視
す
る
と
、
商
大
応
援
団
の
消
滅
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
。

最
後
に

「
青
春
興
亡
の
百
年
」
と
題
し
て
札
幌
農
学
校
時
代
か
ら
北
海
道
大

学
に
至
る
ま
で
の
「
応
援
団
」
の
沿
革
を
概
ね
述
べ
て
き
た
。
改
め

て
全
文
に
目
を
通
し
て
見
る
と
、
本
当
に
色
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た

と
思
う
。

ど
の
時
代
に
お
い
て
も
応
援
団
の
目
指
す
も
の
が
校
風
意
気
の
発

揚
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
社
会
潮
流
と
は
無
縁
で

は
あ
り
得
、
ず
、
応
援
団
は
思
潮
を
敏
感
に
反
映
し
な
が
ら
歩
み
を
継

い
で
き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
応
援
団
の
歴
史
は
、
ま
さ
し
く
各
時

代
を
機
影
の
学
園
で
過
ご
し
た
若
者
の
青
春
の
興
亡
史
そ
の
も
の
で

あ
る
。し

か
し
今
日
ま
で
応
援
団
は
積
極
的
に
自
ら
の
歩
み
を
外
部
に

語
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
内
部
の
葛
藤
や
慎
悩
は
他
者
へ
は
見
せ
ず
、

ゆ
っ
た
り
と
鷹
揚
に
構
え
て
み
せ
て
豪
快
に
バ
ン
カ
ラ
に
振
る
舞
っ

て
き
た
。

昭
和
日
年
7
月
に
発
行
さ
れ
た
「
臆
援
圏
史
」
も
応
援
団
内
部
で

応
援
団
の
在
り
方
と
将
来
を
論
じ
る
と
き
の
道
標
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
時
は
移
り
変
わ
り
、
今
日
の
北
大
応
援
団

は
そ
の
存
亡
に
も
関
わ
る
深
刻
な
団
員
不
足
に
直
面
し
、
永
年
の
好

敵
手
で
あ
っ
た
小
樽
商
大
応
援
団
が
同
じ
団
員
不
足
と
い
う
原
因
か

ら
遂
に
消
滅
し
て
し
ま
い
、
商
大
戦
も
総
合
対
抗
戦
と
し
て
の
面
影

は
最
早
な
い
。

今
こ
そ
応
援
団
は
自
ら
の
沿
革
を
含
め
た
等
身
大
の
姿
を
対
外
的

に
明
ら
か
に
し
、
理
解
と
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で
あ

る

こ
の
時
に
、
北
大
応
援
団
に
と
っ
て
も
魂
の
故
郷
で
あ
る
恵
迫
寮

の
同
窓
会
誌
に
沿
革
記
事
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
好
機
会

を
頂
け
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
か
ら

4
年
後
の
平
成

μ
年
は
、
初
め
て
高
商
戦
応
援
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
よ
り
応
援
団
発
祥
の
年
と
さ
れ
る
明
治
結
年
か
ら
百
年

目
の
年
で
あ
る
。
果
し
て
、
そ
の
時
に
北
大
応
援
団
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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年表

年号 西暦 応援団長 応援団関係事項 北大関係・一般事項

明治 2 1869 開拓使をおく

9 1876 札幌農学校開校
--.-ーーーーー---・・------ -・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーー------・・11 1878 ※遊戯会議科応援団時代 第 l回遊戯会開催

32 1899 寄宿舎自治制が認められる

34 1901 創立 25年記念祝賀会
38 1905 新寄宿舎新築
40 1907 寄宿舎名を恵迫寮とする

東北帝国大学農科大学創設

44 1911 桜星会発足

45 1912 遊戯会議科応援団、高商戦の応援を行う 寮歌「都ぞ弥生」発表される

高商戦始まる

大正 7 1918 佐藤一雄 北海道帝国大学創設

8 1919 小泊重名 医学部設置

9 1920 応援団結成なし 桜星会歌「現務みがく」

10 1921 小峰三千男 寮記念祭公開始める
-・・・・・・ーーー.-・・・ー・--- -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーー-----ーーーーーーー---ー--ー---------11 1922 館野包三郎 有志議科応援団結成される この年で遊戯会中止となる

12 1923 一戸銀三 関東大震災

13 1924 橋本吉雄 工学部設置

14 1925 泉 由松 普選法・治安維持法公布

15 1926 宮下利三 創基 50周年式典
ーーーーーーーーー---・・------ ー・-------------------・・・・・・・・・ー・ー・ーー・---.司ーーー・・・ー.
昭和 2 1927 中村光 慶 応援団団則制定され、公式機関となる 恵迫寮の自炊制度崩壊

3 1928 前回 登 全学ストライキ

4 1929 鳥羽信次 応援団「桜星会部報」発行 寮生章制定される

5 1930 田村 貢 理学部設置

6 1931 出崎邦吾 恵迫寮移転満州事変

7 1932 大原久友 5_15事件

8 1933 豊山千陰 「恵迫寮史」刊行国連脱退

9 1934 梶田文雄

10 1935 小林一雄

11 1936 笹原二郎 2_26事件陸軍大演習
ーーー・--------・・------ ー------------------------------------・・ーーー--------12 1937 松野正彦 桜星会会則の改正により、桜星会に編入 日中戦争勃発

される

13 1938 川口柳之助 寮記念祭公開中止

14 1939 山本 武

15 1940 星野 カ 議科応援団解散 桜星会 30周年記念式典
ーーーーーーーーーー.----・・・・ e岨伺 -・・-----------------_.幽・・・・・・・・・・p・._----------------

16 1941 桜星会解散対米英開戦

17 1942 戦前最後の高商戦

18 1943 クラーク胸像献納

19 1944 環科修業年限2年となる

20 1945 敗戦

21 1946 山口哲雄 議科応援団結成 桜星会発足高商戦復活

22 1947 多国邦雄 北海道大学と改称

23 1948 板谷 賓 クラーク胸像再建

24 1949 和田輝義 議科応援団解散 新制大学 1期生入学
ーー・---骨・----・・------ -・・・・・・・・・・，ー-ー・・・・・・・ーーーーーーーーーーー-ーーー--------------

25 1950 応援団結成なし 議科最終修了式濠科消滅
再開ーーーーーーー---・・------ -・・・・----同司同---・・・・---明司ーーー，ーーーーーーー』・----・e・・圃帽---岨

26 1951 村岡達郎 北海道大学応援団結成 商大戦始まる

27 1952 村上 一 ※2年生幹部 4年制時代

28 1953 村上

29 1954 高根 仔 学内公認団体となり、体育会に所属する

30 1955 佐藤武夫
'・ーーーーーーー--ー・・・司司・ーー --------------------------------ーーーーーーーーーー-----・--

31 1956 川嶋恒二 ※恵迫寮専属 2年制時代

32 1957 永沢昌久 「都ぞ弥生」歌碑建立

33 1958 野村 勝

II2 



年号 西暦 応援団長 応援団関係事項 北大関係・一般事項

昭和34 1959 壁矢恵行

35 1960 阿竹宗彦 東京遠征応援(ボート部)

36 1961 本間丈介

37 1962 吉原照彦 七大戦応援始まる 北大主管で第 1回七大戦

38 1963 諏訪正明

39 1964 氏平増之 第 50回商大戦に取り組む
-・・・・ーー・---ーー・------ ーーーーーーーーーー---ー-ーー・・・ 4・ー---_.且且・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1

40 1965 藤田正一 3年制へ移行

41 1966 吉川圭一 「応援団構造改革」決議

42 1967 土井興一郎 4年制へ移行

43 1968 千川浩治 第 1回北大寮歌祭開催

44 1969 吉田 務 プラスパンド部分離独立 大学紛争第8回七大戦
ーー・暢・・・・・ー--ー------- ー-------------------------------------------------45 1970 須磨 隆 3年制へ移行し、学生服から和服へと基

調変更

本田 彰

46 1971 柄谷 章 寮歌LPレコードを出す

47 1972 藤井康身

48 1973 木村成二
---.---------・・---帽-- ーー・ーーーーーー------------------------------ー--.--ーーーー-49 1974 木村成ー 4年制へ移行

50 1975 梶井 浩 商大戦再建に着手

51 1976 谷口哲也 北大百年祝賀前夜祭挙行 創基百周年記念式典、第 15回七大戦
52 1977 川瀬和博

53 1978 斎藤憲一 「慮援圏史」発行

54 1979 三村 良

55 1980 山下 徹 70代記念パーティー

56 1981 菊地慶男

57 1982 高田和重 専属プラスパンド隊結成、後に専属吹奏

楽部と改称

58 1983 常見雅彦 新寮開設第 22回七大戦
59 1984 青木 主耳易て OB会・北海道延齢会設立

60 1985 馬場修三 専属吹奏楽部分離独立 北大競技応援吹奏団発足
61 1986 服部保秀 北大応援吹奏団と改称
62 1987 馬橋宏和 「恵迫寮史」第2巻刊行
63 1988 宣寿次盛生 山元先生に感謝する会開催

平成 1 1989 瀧波憲二 吉原照彦先生顧問に就任
2 1990 宮内徹也 第 29回七大戦
3 1991 瀧川拓哉
4 1992 小野善治

5 1993 椿 朋征
6 1994 松森宏文 恵迫寮に女子学生入寮
7 1995 横田哲也

8 1996 松本靖治
9 1997 渡辺憲弥 商大戦、最後の総合対校戦 小樽商大応援団休止発表、第36回七

大戦
-・・--------

---------
ー--_.・・-------------------------.-・・--ー------------10 1998 足達 智 対面式・両校応援なし

11 1999 宮本健太郎 商大戦、最後の野球戦応援 小樽商大応援団消滅
12 2000 松延章太郎
13 2001 藤原伸也
14 2002 橋本禎士
15 2003 堀江峻太

16 2004 堀江峻太 第 43回七大戦
17 2005 丸上裕史 藤田正一先生顧問に就任
18 2006 丸上裕史
19 2007 児玉康成 恵迫百年記念祭挙行
20 2008 児玉康成
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事
務
所
・

0
6
2
1
8
6
1
1
札
幌
市
豊
平
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平
岸
1
1
1欄
ラ
ル
ズ
気
付

電
話
兼
F
a
x
(
0
l
l
)
B
1
5
I
6
3
7
7

来
恵
迫
寮
同
窓
会
通
信
来

恵
迫
寮
同
窓
会
第
日
期
第
2
年
次
理
事
会
報
告

平
成
却
年
4
月
初
目
的
問
・

ω
1日
・
初
、
札
幌
パ

1
ク
ホ
テ
ル

に
於
い
て
恵
迫
寮
同
窓
会
第
日
期
第
2
年
次
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
横
山
新
会
長
が
急
用
の
た
め
欠
席
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
し

た
が
、
高
井
副
会
長
が
会
長
代
行
の
職
責
を
果
た
さ
れ
、
会
議
は
活

発
な
意
見
交
換
に
よ
り
有
意
義
に
終
了
し
ま
し
た
。
議
事
次
第
に
入

る
に
当
た
り
、
長
年
同
窓
会
の
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
こ
ら
れ
昨
年

ご
逝
去
さ
れ
た
幸
健
一
郎
前
北
海
道
支
部
長
と
辻
山
昌
佑
前
西
日
本

支
部
長
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

〈
恵
迫
寮
同
窓
会
役
員
(
平
成
却
年
4
月
現
在
)
確
認
及
び
補
充
〉

O
名
誉
会
長

(sm、

。

会

長

。

副

会

長

繁
富
一
雄

(
S
6
、
元
会
長
)
中
瀬
篤
信

前
会
長
)

横
山
清

(
S
訂
)
{
)
平
成
四
年
9
月
幻
日
総
会
選
出

※
高
井
宗
宏

(
S
目
、
会
長
代
行
)
※
厚
谷
純
吉

(
S

初
、
北
海
道
支
部
相
談
役
)
※
山
中
義
正

(sm、

東
日
本
支
部
長
)

※
大
西
倣

(
S
初
)
※
小
笠
原
孝
之

(SMU){}平
成

四
年
9
月
幻
日
総
会
選
出

。
会
計
監
査

O
本
部
理
事

【
北
海
道
支
部
】
山
崎
克
彦

(sn)
和
孝
雄

(
S
U
)
魚
山
和

春

(sm)
※
千
川
浩
治

(
S
ω
)
※
山
田
浄
二

(
S
4
)

【東

日
本
支
部
】
※
関
口
光
雄

(
S
却
)
坂
倉
雅
夫

(
S
M
)
佐
藤
文

雄

(
S
U
)
※
荒
木
隆
夫

(
S
必
)
竹
下
忠
彦

(
S
日
)
【
西
日

本
支
部
】
※
窪
田
開
拓

(
S
位
)
※
間
中
俊
夫

(
S
お
)
※
伊
藤

靖
久

(
S
お
)
※
入
江
和
彦

(
S
G
)
※
岩
井
隆
郎

(
S
日
)

。
代
表
幹
事
※
白
浜
憲
一

(
S
判

)
1平
成
四
年
9
月
幻
日
総
会
選

出

O
副
代
表
幹
事
※
新
井
三
郎

(
S
也
、
事
業
)
※
氏
平
増
之

(
S
犯、

名
簿
)
※
皆
川
吉
郎

(
S
必
、
会
計
)

O
常
任
幹
事
高
橋
陽
一

(sm、
現
寮
担
当
)
※
大
隈
昭
二

(
S

川
制
、
寸
恵
迫
」
編
集
長
)

O
幹

事

八

重

樫

幸

一

(
S
4
)
※
木
村
正
博

(
S
G
)
※
谷

口
哲
也

(
S
必
)
今
村
康
弘

(
H
5
)

O
事
務
局
※
佐
藤
静
子
(
ラ
ル
ズ
)
※
測
上
玲
子

(
H
8
)

※
は
本
理
事
会
出
席
者

・
本
部
理
事
補
充
者
(
3
名
)
一
規
約
第
7
条
理
事
は
会
長
が
指
名

す
る
。

北
海
道
支
部
推
薦

1
山
田
浄
二

(
S
位
、
道
北
・
旭
川
恵
迫
会
代

表
)
魚
山
和
春

(sm、
日
高
・
苫
小
牧
恵
迫
会
幹
事
長
)

東
日
本
支
部
推
薦

i
佐
藤
文
雄

(
S
U
、
支
部
副
幹
事
長
)

・
顧
問
推
薦
者

(
3
名
)
一
規
約
第
U
条
顧
問
及
び
名
誉
会
員
は
、

会
長
が
推
薦
し
、
理
事
会
に
お
い
て
承
認
す
る
。

北
海
道
支
部
{
)
伊
東
孝

(
S
却
)
河
村
征
治

(sn)

東
日
本
支
部
'et--'
石
川
舜

(sn)

"4 



〈第
1
号
議
案
〉

第
日
期
第
1
年
次
事
業
・
決
算
報
告

1
.
第
日
期
第
1
年
次
事
業
報
告

①
会
議
の
開
催

i

第
日
期
総
会

11 

平
成
四
年
9
月
幻
日
∞
北
大
ク
ラ

l
ク
会

館
大
集
会
室

O
第

m期
監
査
報
告
及
び
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認

。
役
員
選
出
会
長
横
山
清
、
代
表
幹
事
白
浜
憲
一
、

会
計
監
査
大
西
倣
・
小
笠
原
孝
之

第
日
期
第
1
年
次
理
事
会
平
成
四
年
4
月
お
目
的
セ
ン

チ
ュ
リ

l
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

恵
迫
「
百
年
記
念
号
」
(
「
恵
迫
」
第
7
号
)
発
行

恵
迫
寮
同
窓
会
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
完
成

現
寮
支
援
・
交
流
の
活
性
化

④③②  
2
.
第
日
期
第
1
年
次
決
算
報
告
と
監
査
報
告

皆
川
副
代
表
幹
事
よ
り
「
単
年
次
決
算
と
し
て
初
め
て
の
黒
字
決

算

(
1
2
8
万
4
千
円
)
と
な
り
、
そ
の
主
要
因
は
、
恵
迫
百
年
記

念
グ
ッ
ズ
の
販
売
収
入
の
1
5
3
万
9
千
円
で
あ
る
」
と
の
第
日
期

第
1
年
次
決
算
報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
西
会
計
監
事
よ
り
「
全

て
適
正
で
あ
っ
た
」
旨
の
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

〈第
2
号
議
案
〉
恵
迫
百
年
記
念
事
業
・
決
算
報
告

1
.
恵
迫
百
年
記
念
事
業

①
歌
碑
「
都
ぞ
弥
生
」
改
修
②
北
大
恵
迫
寮
歌
C

D
「
都
ぞ
弥

生
」
制
作
③
ポ
ス
ト
カ
l
ド
「
都
ぞ
弥
生
」
制
作
④
恵
迫
百

年
記
念
オ
ル
ゴ
ー
ル
制
作
⑤
「
恵
迫
L

百
年
記
念
号
刊
行
⑥
恵

迫
寮
同
窓
会
管
理
文
化
財
展
示
寄
贈
⑦
恵
迫
百
年
記
念
祭
D
V

D
制
作

2
.
恵
迫
百
年
記
念
祭

〈
-
記
念
祭
参
加
者
〉
同
窓
会
会
員
延
べ

4
0
0
名
、
恵
迫
寮

生
・
大
学
院
生
延
べ

1
0
0
名
、
北
大
関
係
・
一
般
市
民
凡

そ
3
0
0
名
と
な
り
、
合
計
8
0
0
名。

①
「
恵
迫
寮
1
0
0
周
年
記
念
協
賛
黒
百
合
植
花
祭
L

②
歌
碑

「
都
ぞ
弥
生
」
改
修
除
幕
及
び
寄
贈
式
③
恵
迫
寮
同
窓
会
第
日
期

総
会
④
恵
迫
百
年
記
念
式
典
⑤
恵
迫
百
年
記
念
講
演
⑥
一

万
人
で
歌
う
「
都
ぞ
弥
生
」
⑦
恵
迫
百
年
記
念
「
大
寮
歌
祭
」
(
北

海
道
支
部
主
管
)

3
.
恵
迫
百
年
記
念
事
業
及
び
記
念
行
事
収
支
決
算

皆
川
副
代
表
幹
事
よ
り
「
個
人
1
0
0
3
名
、
企
業
必
社
の
協

賛
金
合
計
は
1
2
9
0
万
9
千
円
に
上
り
、
当
初
予
測
を
大
幅
に

上
回
っ
た
。

1
4
9
万
5
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
今
後
、
オ
ル

ゴ
ー
ル
や
記
念
グ
ッ
ズ
の
販
売
に
よ
る
財
政
の
強
化
・
健
全
化
が

期
待
さ
れ
る
」
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
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〈収入の部〉

科 目

1. 会費収入

年度会費収入

運営支援金 収 入

終身会費収入

カ ンパ 収 入

計

2.事業収入

~迫グッズ販売収入

「恵辿」販売収入

広 必口ュ l収 入

雑 l反 入

計e

3.利息収入

当期収入合計ω
4.繰越金

5.基本金戻入収入

収入合計(B)

〈支出の部〉

科 日

し 運営費

事 務 局 Y:'J: 

ぷ~ 議 主!t
通 信 資

EP !j!リ 費

雑 資

計

2.事業費

葱迫発行関係資

同窓会名簿管理費

同窓会名簿発行費

同窓会通信関係資

現寮関係資

総会 ・寮歌祭資

支部交付金

恵、迫グッズ制作費

計

3.借入金返済

4.予備費

当期支出合計(C)
5.基本金繰入支出

6.百年記念事業繰入れ

支出合計(防

平成 19年度収支決算書

(平成 19年 4月1日~平成 20年 3月31日)

収入合計 2，849，606

支出合計 1，565，025

次年度繰越額 1，284，581 

19年度予算 19年度決算 対予算対比
備 考(N (B) C=B-A 

600，000 579，000 -21，000 184名

720，000 432，000 -288，000 216名。
250.000 244，000 -6，000 67名

1，570，000 1，255，000 -315，000 。
100，000 1. 539.993 1，439，993 CD' DVD・ポストカード ・陣羽織 ・その他

15，080 15.080 本部扱分。百年記念事業扱

14，000 14.000 

100，000 1，569，073 1，469，073 

4，000 25，533 21，533 

1，674，000 2，849，606 1，175，606 。
。

1，674，000 2，849，606 1.175.606 

19年度予算 19年度決算 対予算対比
保f 考(N (B) C=B-A 。

240，000 240，000 。書類保管料 ・事務局費

350，000 444，507 94，507 理事会 ・理事会出席旅費等補助

110.000 237，134 127.134 フレッツ回線料 ・プロパイダー料 ・資料送料等

17，850 17，850 封筒印刷代

90，000 107，645 17，645 振込料 ・郵便手数料等

790，000 1，047，136 257，136 。
12.640 12.640 「恵辿 8号」 打合せ。。。

30，000 15，324 -14，676 。北海道支部所管

334，000 334，000 。
155，925 155，925 陣羽織 ・寮歌集

364，000 517.889 153，889 。。
1，154，000 1，565，025 411，025 。。
1， 154， 000 1，565，025 411，025 
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科 日
当初予算

ω 
し協賛金収入

個 人 7，500，000 

法 人 2，500，000 

2.広告収入

3.オルゴール販売 3，800，000 

4.その他収入

事業収入合計 13，800，000 

5.基本金戻入収入 2，000，000 

収入合計 15，800，000 

〈支出の部〉

当初予算
科 目

ω 
1.運営費

~ 議 費 300，000 

総 ぷZ与" 費 100，000 

協賛金依頼経費 1，000，000 

通 信 費 200，000 

雑 費 100，000 

計 1，700，000 

2.記念・行事費

記念開識社 50，000 

記念式典費 300，000 

記念寮歌祭費

小 計 350 ， OOp 

3.記念事業費

都ぞ弥生歌碑改修費 1，400，000 

博物館展示費

記念寮歌CD制作費 1，400，000 

記念「恵迫」発刊費 2，000，000 

オルゴール作成費 3，500，000 

記念ハガキ作成費 210，000 

記念 DVD制 作費 200，000 

小 計 8，710，000 

4.予備費

事業支出合計 10，760，000 

5.基本金繰入支出 2，000，000 

支出合計 12，760，000 

"7 恵迫寮同窓会通信

恵迫 tDD周年記念事業収支決算書

(平成 18年 11月~平成20年 3月)

(除基金収支) (含基金収支)

収入合計

支出合計

収支差額

決

(8) 

算

10，519，000 

2，390，000 

1，745，000 

14，669，468 
13，173，783 

1，495，685 

対予算対比

C=B-A 

3，019，000 

-2，500，000 

2，390，000 

-2，055，000 

16，669，468 
15，173，783 

1，495，685 

46ftド

44台

備

15，468 15，468 利息収入・オルゴール送料代

14，669，468 869，468 

2，000，000 。
16，669，468 869，468 

決 算 差 号|
備

(8) C=B-A 

480，396 180，396 

238，770 138，770 

868，987 -131，013 

487，720 287，720 

436，299 336，299 

2，512，172 812，172 

40，000 -10，000 

考

考

1，630，079 1，330，079 
資料印刷・交響楽団謝礼・総会弁当代・手拭・記念

ポスター。北海道支部所管

1，670，079 1，320，079 

1，519，020 119，020 

344，550 344，550 開拓村記念プレート

1，516，038 116，038 

1，421，194 -578，806 送料込み

3，516，500 16，500 

420，000 210，000 

254，230 54，230 

8，991，532 281，532 

13，173，783 2，413，783 

2，000，000 。
15，173，783 2，413，783 



〈第
3
号
議
案
v

支
部
交
付
金
の
配
分

〈第
4
号
議
案
〉
第
円
期
第
2
年
次
事
業
計
画
と
予
算
案

118 

〈平成 20:年度支部交付金〉

平成 19年度会費の納入内訳 平成20隼皮

支部名 年度会費 }終身会費 計 支部交付金 |γ;備 考

人数 金額 人数 金額 人数 金額 50% 

北海道 71 213，000 71 213，000 107，000 

東日本 92 303，000 92 303，000 152，000 

西日本 21 63，000 21 63，000 100，000 特例措置

その他 。 。
計 184 579，000 。 。 184 579，000 359，000 

1
.
第
H
期
第
2
年
次
事
業
計
画
(
平
成
却
年
4
月
1
日
j
平
成
引

年
3
月
別
日
)

①
第
日
期
第
2
年
次
理
事
会
開
催

平
成
初
年
4
月
初
目
的
札
幌
パ

l
ク
ホ
テ
ル

②
役
員
会
開
催
一
随
時

③
各
担
当
部
会
開
催
一
随
時

④

「

O
O都
・
府
・
県
恵
迫
会
」
文
は
「

O
Oプ
ロ
ッ
ク
恵
迫
会
L

の
結
成

i

恵
迫
寮
同
窓
会
創
立
初
周
年

(
2
0
1
3
年
)
ま
で
に
、

東
日
本
・
西
日
本
支
部
の
全
国
の
都
府
県
文
は
プ
ロ
ッ
ク
に

「
恵
迫
会
L

を
立
ち
上
げ
る
。

H
U

そ
の
た
め
の
組
織
強
化
費
と
し
て
、
特
別
予
算
を
組
む
。

⑤
恵
迫
寮
同
窓
会
創
立
お
周
年
記
念
行
事

i

西
日
本
支
部
主
管
の
「
平
成
初
年
度
大
寮
歌
祭
」
に
お
い

て
特
別
功
労
者
を
表
彰
す
る
。

H
U

恵
迫
寮
同
窓
会
お
年
の
沿
革
史
を
ま
と
め
る
・
:
高
井
副
会

長
担
当

⑥
会
誌
「
恵
迫
L

第
8
号
刊
行
一

6
月
発
行
予
定
、

1
2
0
頁、

2
2
0
0
部

⑦
「
同
窓
名
簿
」
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
及
び
平
成
幻
年
度
を
目
指
し

「
同
窓
名
簿
」
改
訂

⑧
記
念
グ
ッ
ズ
販
売

i

恵
迫
百
年
記
念
グ
ッ
ズ
の
販
売
を
組
織
的
に
展
開
し
、
同

窓
会
財
政
基
盤
の
強
化
・
健
全
化
を
図
る
。



⑪⑩⑨  
un

販
売
ル

l
ト
北
大
エ
ル
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
恵
迫
寮
同

窓
会
3
支
部
・
恵
迫
寮
同
窓
会
本
部

同
窓
会
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
の
充
実

恵
迫
寮
同
窓
会
文
化
財
展
示
寄
贈

現
恵
迫
寮
生
支
援
・
交
流
の
活
性
化

「
観
桜
会
」

(
5
/
6
)
、
「
第
1
0
0
回
恵
迫
寮
祭
」
に
お
い

て
支
援
・
交
流
を
図
る
。

2
.
第
日
期
第
2
年
次
予
算
案

①
第
日
期
第
2
年
次
予
算
案

②
会
費
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、

導
入
を
検
討
す
る

③
終
身
会
員
か
ら
の
「
運
営
支
援
金
」
徴
収
強
化
に
つ
い
て

金
融
機
関
の

「
口
座
振
替
」

〈第
5
号
議
案
〉
平
成
何
年
度
「
大
寮
歌
祭
」
(
西
日
本
支
部
主
管
)

日
時
一

2
0
0
8
年
9
月
幻
日
∞

場
所
二
京
都
第
2
タ
ワ

l
ホ
テ
ル

〈
大
会
式
次
第
〉

第

一

部

開

識

社

日

・

初

1
日
・
初

(
現
地
集
合
)

受
付
一
日
・
初

i
m
・

ω

会
場
二
尽
都
第
2
タ
ワ

l
ホ
テ
ル

1
F
ロ
ビ
ー

西
日
本
支
部
総
会

m
・
初

1
口
・
∞

会
場
二
尽
都
第
2
タ
ワ

l
ホ
テ
ル

1
F
レ
ス
ト
ラ
ン

大
寮
歌
祭
及
び
懇
親
会
口
・

ω
i
m
・
∞

会
場
二
尽
都
第
2
タ
ワ

l
ホ
テ
ル

1
F
レ
ス
ト
ラ
ン

q
a
n
u
'
}
n叫
d

h

u

-
ょ
っ
d
t
T
i
n
u

J
R
京
都
駅
前
東

会
場
い
霊
山
歴
史
館

第
二
部

第
三
部

番
外
編

懇
親
会
二
次
会
(
希
望
者
の
み
)

会
場
一
二
軒
茶
屋
中
村
楼

〈
会
費
〉

本
人

7
0
0
0
円

以
下
無
料

女
性
及
び
中
学
生

3
5
0
0
円

小
学
生

〈第
6
号
議
案
v
各
支
部
の
平
成
叩
年
度
活
動
報
告
及
び
平
成
何
年

度
各
支
部
の
活
動
計
画

1
.
東
日
本
支
部

①
平
成
四
年
度
活
動
報
告

・1

「
恵
迫
百
年
記
念
事
業
」
へ
の
参
画

支
部
目
標
の
金
額
印
万
円
を
達
成
で
き
た
。

式
典
参
加
役
員
を
中
心
と
し
た
結
団
式
・
先
発
役
員
に
よ
る

前
日
の
準
備
支
援

当
日
の
会
場
で
の
支
援
(
案
内
・
寮
歌
祭
会
場
受
付
等
)

H
U

平
成
四
年
四
月
幻
日
、
東
京
海
洋
大
学
楽
水
会
館
に
て
寸
恵

迫
寮
命
名
百
年
を
祝
う
大
寮
歌
祭
」
を
開
催
。
東
京
商
船
大

学
な
ど
他
校
の
O
B
の
方
々
も
含
め
初
人
近
い
参
加
者
。

②
平
成
初
年
度
活
動
計
画

i

今
年
度
寮
歌
祭
叩
月
4
日
∞
船
橋
市
・
船
橋
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
開
催
を
予
定
。

Hn

幹
事
会
の
開
催

約
2
カ
月
に

1
回
の
ぺ

l
ス
で
開
催
を
予
定

平
成
幻
年
度
「
大
寮
歌
祭
」
の
準
備
。

恵
迫
寮
同
窓
会
会
員
の
増
強
対
策
の
検
討
と
実
行
。
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③ 

財
政
状
況

現
在
の
と
こ
ろ
健
全
財
政
に
て
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後
の

会
員
増
強
対
策
の
実
行
に
当
っ
て
は
相
応
の
費
用
が
必
要
と
思

わ
れ
る
の
で
、
収
入
に
見
合
っ
た
対
策
を
実
行
し
た
い
。

2
.
西
日
本
支
部

①
平
成
四
年
度
活
動
報
告

i

役
員
会

H

行
事
「
恵
迫
」
発
送
、
恵
迫
百
年
記
念
祭
へ
の
出
席
、

C

D
販
売
P
R
活
動
、
歌
い
始
め
の
会

…m

組
織
活
動
地
域
幹
事
の
指
名

②
平
成
初
年
度
活
動
計
画

i

役
員
会

5
月
以
降
8
月

ま

で

月
2
1
3
回

H
U

行
事

9
月
幻
日
∞
恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会
(
京
都
)

…m

組
織
活
動
地
域
恵
迫
会
の
設
立
強
化

-
W

課
題
と
問
題
点
地
域
的
広
が
り
に
対
応
し
た
、
会
員
勧

誘
と
地
域
恵
迫
会
へ
の
支
援
方
法
の
工
夫
。

3
.
北
海
道
支
部

①
平
成
四
年
度
活
動
報
告

i

恵
迫
百
年
記
念
事
業
及
び
9
月
沼
田
恵
迫
百
年
記
念
祭
を

成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
支
部
の
組
織
的
活
動
が
活
性
化

し
、
有
力
な
支
部
幹
事
と
大
学
院
生
を
中
心
と
し
た
若
手
幹

事
候
補
を
迎
え
た
。

H
U

北
海
道
支
部
関
係
の
記
念
事
業
協
賛
金
は
、
個
人
3
5
9

名

4
0
0
万
5
千
円
、
企
業
お
件
1
4
5
万
円
。
合
計
5

4
5
万
5
千
円
。
記
念
祭
「
大
寮
歌
祭
」
参
加
者
は
約
3
0

0
名
で
、
収
支
は
約
初
万
円
の
黒
字
に
な
っ
た
。

…
山
現
恵
迫
寮
と
の
交
流
が
強
化
さ
れ
た

-
W
8
月
4
日
第
1
回
恵
迫
夏
祭
り
(
ピ

l
ル
会
)
を
開
催
し
、

新
し
い
親
睦
の
形
を
実
現
し
た
。

②
平
成
却
年
度
基
本
方
針
と
計
画

〈
基
本
方
針
〉

i

各
地
区
恵
迫
会
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
組
織
強
化
と
連

携
を
強
め
る
。

一u

現
恵
迫
寮
の
各
種
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
・
交
流
を
深

化
さ
せ
る
。

…m

百
年
記
念
グ
ッ
ズ
販
売
を
促
進
し
、
支
部
財
政
を
強
化
す
る

0

・

w
s
ω
年
入
寮
以
降
の
各
年
次
若
手
幹
事
を
発
掘
す
る
。

V

現
在
の
6
部
会
を
4
部
会
に
統
合
し
、
部
会
の
効
率
的
な

運
営
を
構
築
す
る
。

12。

〈第
7
号
議
案
v

北
大
連
合
同
窓
会
加
盟
に
つ
い
て

1
.
北
大
連
合
同
窓
会
「
設
立
の
理
念
」

2
.
北
大
連
合
同
窓
会
加
盟
の
意
義

①
「
設
立
の
理
念
」
に
協
賛
し
、
北
海
道
大
学
を
応
援
す
る
。

②
北
海
道
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
相
互
支
援
の
体
制
を
作
る
。

③
恵
迫
寮
同
窓
会
が
展
開
す
る
活
動
に
お
い
て
、
北
海
道
大
学

の
ソ
フ
ト
と
ハ

1
ド
を
有
効
に
活
用
す
る
。

3
.
北
大
連
合
同
窓
会
か
ら
の
加
盟
の
訴
え



北
海
道
支
部
ニ
ュ
ー
ス

1
.
恵
迫
百
年
記
念
祭
の
総
括

感
激
の
再
会
あ
り
、
感
動
の
寸
都
ぞ
弥
生
」
大
合
唱
あ
り
、
そ
し

て
厳
粛
な
儀
式
あ
り
の
「
恵
迫
百
年
記
念
祭
」
を
平
成
四
年
9
月
幻

日
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
記
念
事
業
及
び
記
念
行
事
の
総
括
と
収
支
の
中
間
決
算
の
た

め
恵
迫
百
年
実
行
委
員
会
が
現
恵
迫
寮
生
代
表
も
含
め
て
、
叩
月
日

日
ホ
テ
ル
札
幌
弥
生
で
開
催
さ
れ
た
。
個
人
の
拠
出
金
は
9
4
8
名

(
う
ち
北
海
道
3
5
4
名
、
東
日
本
4
5
7
名
、
西
日
本
1
2
6
名、

遺
族
そ
の
他
日
名
)
か
ら
、
総
額
1
0
4
4
万
7
千
円
寄
せ
ら
れ
た

と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
予
算
を
約
3
0
0
万
円
上
回
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
見
て
も
同
窓
会
員
の
恵
迫
寮
に
対
す
る
熱

い
想
い
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
(
最
終
的
に
は
、
個
人
9

9
8
名、

1
0
4
7
万
2
千
円
)

2
.
第
叩
回
恵
迫
寮
祭
・
寮
歌
祭
へ
の
参
加

平
成
四
年
目
月
白
日
に
北
大
生
協
食
堂
「
は
る
に
れ
」
で
開
催
さ

れ
た
第
卯
回
恵
迫
寮
祭
・
寮
歌
祭
に
、
当
支
部
か
ら
も
厚
谷
純
吉
君

(
S
却
)
、
高
橋
陽
一
君

(
S
却
)
、
大
隈
昭
二
君

(
S
刊
)
の
3
名
の

役
員
が
参
加
し
大
い
に
懇
親
を
深
め
た
。

3
.
幸
健
一
郎
前
北
海
道
支
部
長
の
ご
逝
去

前
支
部
長
幸
健
一
郎
君

(
S
初
)
は
、
恵
迫
寮
同
窓
会
の
設
立
か

ら
そ
の
後
の
運
営
に
い
た
る
ま
で
、
同
窓
会
の
先
頭
に
立
っ
て
ご
活

躍
さ
れ
た
方
で
あ
り
(
会
誌
「
恵
迫
」
第
四
号
の
中
瀬
篤
信
前
同
窓

会
会
長

(sm)
「
恵
迫
寮
同
窓
会
設
立
の
足
取
り
」
参
照
)
、
当
支

部
か
ら
も
平
成
四
年
日
月
刊
日
の
お
通
夜
及
び
翌
日
日
の
告
別
式
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

前
支
部
長
が
好
き
だ
っ
た
寮
歌
を
奏
で
る
中
で
同
君
と
最
後
の
お

別
れ
が
で
き
た
こ
と
に
、
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
た
。

4
.
平
成
何
年
度
「
寮
歌
歌
始
め
の
会
」
開
催

1
月
初
日
に
氷
雪
の
門
に
お
い
て
、
佐
伯
総
長
他
2
名
の
ご
来
賓

を
お
招
き
し
、
現
恵
迫
寮
生
を
含
む
1
0
0
名
程
が
集
ま
る
中
で
、

恒
例
の
寮
歌
歌
始
め
の
会
を
開
催
し
た
。

歌
始
め
の
会
に
先
立
ち
、
横
山
清
同
窓
会
会
長

(
S
況
)
の
叙
勲

(
藍
綬
褒
章
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
獅
子
勲
章
騎
士
一
級
章
)
お
祝
い
の
会
、

及
び
北
海
道
支
部
総
会
が
行
わ
れ
た
。

5
.
財
政
基
盤
強
化
策
の
実
施

同
窓
会
の
財
政
基
盤
は
会
員
各
位
の
会
費
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

グ
ッ
ズ
販
売
等
の
事
業
収
入
も
大
き
な
柱
で
す
。
そ
こ
で
、
以
下
に

予
定
さ
れ
て
い
る
北
大
の
諸
式
典
の
機
会
を
と
ら
え
、
式
典
会
場
で

北
大
生
協
が
行
う
販
売
活
動
に
当
支
部
か
ら
販
売
促
進
要
員
を
派
遣

し
、
百
年
記
念
グ
ッ
ズ

(
C
D
、
ポ
ス
ト
カ
l
ド、

D
V
D
、
百
年

記
念
号
等
)
の
売
上
増
強
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①

3
月
お
日
一
北
海
道
大
学
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

2
0
0
8

(
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
)

3
月
お
日
一
卒
業
式
(
北
大
体
育
館
)

4
月
8
日
一
入
学
式
(
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
)
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6
.
平
成
初
年
度
の
今
後
の
事
業
予
定

恵
迫
寮
同
窓
会
北
海
道
支
部

2
0
0
8
年
度
事
業
計
画

存
版
〉
に
記
載
の
と
お
り
で
す
。

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
文
責
一
北
海
道
支
部
幹
事
長

真夏の寮歌祭

第2園恵砲事祭ゆ

集え!

恵漣寮同窓会

八
重
樫
幸
二

北海道はこの夏も猛暑、酷暑が予想されます。こうした地球温暖化に負

けることなく、会員一向、冷たいビールを飲み干し、寮歌を高唱し、暑さ

を吹き飛ぼそうではありませんか。

当日は、昨年9月の百年記念祭の映像や恵迫寮の今昔を描いた昨年放送

のNHKr新日本紀行ふたたび」の DVDを放映します。歌い放題、飲み放

題、会員の講話や一芸披露も歓迎します。

O 
日時:7月26目的午後1時から 3時ごろまで

会場:ライオン狸小路庖(札幌市中央区南2条西2丁目・狸小路2丁目)

会費:3，000円(2時間飲み放題)

出欠:出席の方は、 7月19目的までに、下記までご連絡下さい。

電話:恵迫寮同窓会北海道支部事務局 011-815-6377

メール:恵迫寮同窓会北海道支部

副幹事長谷口哲也アドレス

保
poirot@gray.plala.or.jp 
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東
日
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス

恵
迫

1
0
1年
(
平
成
叩
年
)

東
日
本
支
部
主
催
『
大
寮
歌
祭
』

時
一
平
成
初
年
叩
月
4
日
∞

所
一
千
葉
県
船
橋
市
(
船
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
)

開
催
日
程
決
ま
る
l

場日支
部
行
事
等
の
報
告

①
8
月
初
日
横
浜
寮
歌
祭
参
加
於
一
新
横
浜
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

②
9
月
日
日
壮
行
会
(
結
団
式
)
於
一
北
大
東
京
同
窓
会
事
務
所

③
9
月
幻
日
恵
迫
寮
百
年
記
念
祭
参
加
於
一
札
幌
北
大
構
内

④

m月
6
日
東
京
校
歌
祭
参
加
於
一
日
比
谷
公
会
堂

⑤
叩
月
四
日
日
本
寮
歌
祭
参
加
於
一
新
宿
N
S
ピ
ル

⑥
叩
月
U
日
静
岡
寮
歌
祭
参
加
於
一
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡

タ
ー
ミ
ナ
ル
(
北
大
予
科
が
幹
事
校
)

⑦
叩
月
幻
日
『
恵
迫
寮
』
命
名
百
周
年
を
祝
う
記
念
大
寮
歌
祭
開
催

雨
台
風
の
中
、
予
定
通
り
品
川
の
東
京
海
洋
大
学
構
内
「
楽
水

曾
館
鈴
木
善
幸
ホ

l
ル
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
豪
雨
の
中

ω名

余
り
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
海
洋
大
の
学
長
・
同
窓
会
「
楽
水
会
」
理
事
・
事
務
局
長

に
加
え
友
誼
校
(
東
京
商
船
学
校
・
山
形
高
校
・
二
局
・
東
京
・

富
山
・
東
北
・
東
大
・
学
習
院
)
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

〈
一
部
〉
海
洋
大
加
藤
秀
弘

(
S
必
)
研
究
室
・
院
生
に
よ

る
東
京
海
洋
大
学
構
内
の
「
鯨
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
世
界
最
大
の



セ
ミ
ク
ジ
ラ
骨
格
展
示
)
L

解
説
ツ
ア
!
と
水
産
資
料
館
の
公

開
〈
二
部
〉

恵
迫
寮
命
名
百
周
年
を
祝
い
乾

恵
迫
寮
大
寮
歌
祭

杯千
葉
寮
歌
祭
参
加

千
葉
県
船
橋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

前
日
の
台
風
一
過
、
当
日
は
好
天
気
。
前
日
の
幹
事
団
の
心
掛

け
が
、
前
日
参
加
の
他
校
の
方
々
に
問
わ
れ
ま
し
た
が
?
(
そ
れ

だ
け
北
大
寮
歌
祭
は
他
校
の
方
々
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
ね
。
有
り
難
い
こ
と
で
す
)

⑨
日
月
四
日
群
馬
寮
歌
祭
参
加
マ

i
キ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

⑩
ロ
月
3
日
支
部
役
員
会
兼
忘
年
会

品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
地
下
1
階

当
日
の
主
な
議
題

恵
迫
寮
命
名
百
周
年
を
祝
う
記
念
大
寮
歌
祭
会
計
報
告

恵
迫
1
0
1
年
(
平
成
初
年
)
東
日
本
支
部
主
催
『
大
寮
歌
祭
』

日
程
・
会
場
検
討

忘
年
会

⑬
恵
迫
1
0
1
年
(
平
成
初
年
)
新
春
合
同
寮
歌
祭
参
加

1
月
M

日
銀
座
7
丁
目
ラ
イ
オ
ン

「
東
日
本
支
部
の
寮
歌
歌
い
初
め
」
と
位
置
付
け
た
が
、
欠
席
者

多
数
。
人
数
は
少
な
い
が
し
っ
か
り
、
堂
々
と
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

で
「
都
ぞ
弥
生
」
を
歌
い
、
他
校
の
先
輩
と
恵
迫
1
0
1
年
の
新

春
を
祝
う
。

⑧
叩
月
お
日

西
日
本
支
部
ニ
ュ
ー
ス

北
大
関
西
同
窓
会
「
第
l
回
賀
詞
亥
歓
会
」

開
催
さ
れ
る
寮
歌
を
大
い
に
高
吟

植

松

高

志

(
S
叫
年
入
寮
)

2
0
0
8
年
1
月
6
日
制
ロ
時
初
分
{
}
日
時
初
分
北
大
会
館

(
大
阪
駅
前
第
2
ビ
ル
)
に
て
「
第
1
回
賀
調
交
歓
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
「
賀
詞
交
換
会
」
は
、
昨
年
日
月
4
日
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
「
辻
山
昌
佑
さ
ん

(
S
ぬ
農
経
)
」
が
北
大
会
館
で
賀

詞
交
歓
を
是
非
や
ろ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
声
掛
げ
で
、
叩
月
は
じ

め
頃
そ
の
構
想
を
数
人
の
メ
ン
バ
ー
に
お
話
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

世
話
人
メ
ン
バ
ー
は
北
大
関
西
同
窓
会
か
ら
貴
田
博

(
S
お

経

)

と
中
野
昭
信

(sm
農
生
)
、
恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
か
ら
入

江
和
彦

(
S
必
水
漁
)
と
植
松
高
志

(
S
必
法
)
、
関
西
地
区
北

大
応
援
団
か
ら
窪
田
開
拓

(
S
お
工
鉱
)
と
岩
井
隆
郎

(
S
同

工

原
)
そ
れ
に
北
大
関
西
エ
ル
ム
会
か
ら
大
野
正
浩

(
S
却
水
製
)

と
松
本
直
彦

(Sω

獣
)
。
そ
の
第
1
回
打
ち
合
わ
せ
会
は
日
月
白

日
夕
刻
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ン
バ
ー
が
北
大
会
館
に
集
合

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
と
め
役
の
辻
山
さ
ん
が
時
間
に
な
っ
て

も
お
越
し
に
な
ら
な
い
の
で
ご
自
宅
に
連
絡
を
取
る
と
、
た
っ
た
今
、

急
逮
入
院
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
入
院
し
て
間
も
な
い
日
月
4
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日
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
の
悲
報
が
届
き
、
日
月
6
日
お
通
夜
、

7
日
告
別
式
で
し
た
。
北
大
同
窓
生
が
沢
山
参
列
さ
れ
、
「
都
ぞ
弥
生
L

と
「
別
離
の
歌
」
を
全
員
で
奏
で
葬
送
の
曲
と
し
ま
し
た
。
今
ま
で

北
大
同
窓
生
の
た
め
に
献
身
的
に
お
世
話
を
さ
れ
て
き
た
辻
山
さ
ん

へ
、
の
せ
め
て
も
の
恩
返
し
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
様
な
突

然
の
悲
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
辻
山
さ
ん
の
遺
言
と
も
い

う
べ
き
賀
詞
交
歓
会
を
是
非
成
功
さ
せ
な
く
て
は
と
言
う
の
が
世
話

人
メ
ン
バ
ー
の
思
い
で
し
た
。

2
0
0
8
年
1
月
6
日
の
本
番
に
は

ω余
名
も
の
方
々
が
参
加
下

さ
り
、
北
大
会
館
は
溢
れ
返
り
ま
し
た
。
交
歓
会
で
の
年
始
の
ご
挨

拶
は
、
関
西
同
窓
会
会
長
の
遠
藤
彰
三

(
S
幻
工
鉱
)
氏
、
名
誉

会
長
の
牧
野
文
雄

(
S
口
工
土
)
氏
、
乾
杯
の
音
頭
は
青
木
孝

(s

n
工
冶
)
氏
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
窪
田
開
拓
さ
ん
か
ら
は
辻
山
さ
ん
を
偲
ぶ
お
話
と
、
こ
の

交
歓
会
は
辻
山
さ
ん
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
と
の
紹
介
が
あ
り
、

皆
こ
の
会
の
持
つ
意
味
を
噛
み
締
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
酒

も
入
り
の
ど
も
潤
い
、
寮
歌
と
懐
か
し
の
文
部
省
唱
歌
の
大
合
唱
と

な
り
ま
し
た
。
青
春
の
真
っ
只
中
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
北
大
時
代
を
思

い
浮
か
べ
大
い
に
高
吟
(
う
た
い
)
ま
し
た
。
自
分
の
愛
唱
し
た
懐

か
し
の
寮
歌
は
こ
と
の
ほ
か
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
、
ま
た
、
作
歌

作
曲
者
に
つ
い
て
の
交
友
や
消
息
等
も
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
普
段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
お
話

で
し
た
。

参
考
ま
で
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
寮
歌
と
文
部
省
唱
歌
の
題
名
を
紹

介
し
て
お
き
ま
す
。

「
都
ぞ
弥
生
」

(
M
必
年
)

「
理
瑠
み
が
く
」

(
T
9
年
桜
星
会
歌
)

「
永
遠
の
幸
」
(
札
幌
農
学
校
校
歌
)
「
魔
神
の
呪
い
」

(
T
6
年
)
「
春

雨
に
濡
る
」

(
T
ロ
年
)
「
別
離
の
歌
」

(
S
6
年
閉
寮
記
念
歌
)
寸
タ

ン
ネ
の
氷
柱
」

(
S
8
年
)
「
津
軽
の
槍
海
の
」

(
S
U
年
)
寸
湖
に
星

の
散
る
な
り
」

(
S
M
年
)
「
春
来
に
け
ら
し
」

(
S
U
年
)
寸
ス
ト
ー

ム
の
歌
」

(
M
お
年
頃
)
な
ど
の
日
曲
で
す
。

さ
ら
に
文
部
省
唱
歌
を
中
心
に
し
た
懐
か
し
の
歌
は
、
「
紅
葉
」
「
ふ

る
さ
と
」
「
ふ
じ
の
山
」
「
茶
摘
み
」
「
若
葉
」
「
臨
月
夜
」
「
荒
城
の
月
」

「
赤
と
ん
ぽ
」
「
た
き
び
」
等
々
で
す
。
ほ
ぽ
2
時
間
歌
い
通
し
の
大

酒
宴
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
口
年
卒
業
で
今
年
∞
∞
歳
に
な
ら
れ
る
参
加
者
最
高
齢
の
牧
野

名
誉
会
長
は
、
自
ら
パ
ソ
コ
ン
で
大
き
な
文
字
の
寮
歌
集
を
作
成
し

て
こ
ら
れ
る
と
い
う
準
備
の
良
き
で
し
た
。
応
援
団
出
身
の
私
も
そ

の
若
々
し
く
張
り
の
あ
る
お
声
に
は
敬
服
い
た
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
全
員
当
た
り
は
ず
れ
の
な
い
「
福
引
」
の
後
、
今
回
の

賀
調
交
歓
会
の
締
め
く
く
り
は
恒
例
の
肩
を
組
ん
で
の
「
都
ぞ
弥
生
」

の
大
合
唱
で
し
た
。

こ
の
初
め
て
の
賀
詞
交
歓
会
に
は
、
昭
和
口
年
卒
業
の
大
先
輩
か

ら
平
成
3
年
の
若
き
卒
業
生
(
末
永
伸
正
・
理
地
)
ー
ま
で

ω余
名
が

集
い
、
お
互
い
心
の
通
う
「
自
治
の
宴
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。来

年
以
降
も
毎
年
参
加
し
ま
す
と
の
牧
野
名
誉
会
長
の
お
話
と
、

秋
の
関
西
同
窓
会
に
は
1
2
0
人
以
上
の
ご
参
集
を
目
指
し
た
い
と

の
遠
藤
会
長
の
力
強
い
お
言
葉
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。
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西
日
本
大
会
の
観
光
ガ
イ
ド

京
都
か
ら
宇
治
へ

内

藤

拓

(
S
M
年
入
寮
)

昨
年
京
都
へ
の
観
光
客
は
前
年
よ
り
1
0
5
%
の
伸
び
で

4
7
5

0
万
人
。
今
年
も
大
き
く
増
え
る
見
込
み
で
春
や
秋
の
シ
ー
ズ
ン
は

宿
の
手
配
が
大
変
で
す
。
外
人
の
増
加
に
加
え
て
、
海
外
旅
行
を
一

通
り
終
え
た
日
本
人
が
日
本
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
戻
っ
て
来
る
こ

と
も
多
い
と
か
。
単
に
寺
社
仏
閣
を
廻
る
旅
か
ら
、
町
家
め
ぐ
り
、

町
家
宿
泊
、
京
料
理
の
教
室
な
ど
体
験
コ

l
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

行
政
側
も
、
京
都
市
中
心
部
の
建
物
に
高
さ
制
限
を
加
え
た
り
、
独

自
の
防
火
条
例
で
伝
統
的
な
木
造
建
築
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

り
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
全
国
チ
ェ
ー
ン
の

C
V
S
の
庖
舗
の
外

装
や
広
告
に
つ
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、
配
色
を
変

え
た
り
、
京
都
市
の
中
心
部
を
流
れ
る
鴨
川
沿
い
の
ネ
オ
ン
の
禁
止

な
ど
厳
し
い
規
制
を
し
た
り
、
世
界
に
適
用
す
る
観
光
都
市
へ
の
努

力
が
少
し
ず
つ
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
柱
の
地
下
埋
没
は
未
だ
で
す

が
、
入
洛
の
折
に
は
そ
う
い
っ
た
面
も
是
非
観
察
し
て
下
さ
い
。
恵

迫
寮
同
窓
会
の
幹
事
よ
り
今
年
の
寮
歌
祭
は
京
都
で
や
る
の
で
何
か

京
都
の
裏
の
見
所
で
も
書
く
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
考
え

て
み
る
と
、
酒
を
売
る
と
い
う
仕
事
柄
、
料
理
屋
以
外
殆
ん
ど
何
も

知
ら
な
い
自
分
自
身
に
博
然
と
し
、
な
ら
ば
私
の
住
ん
で
い
る
宇
治

の
宣
伝
で
も
と
思
い
筆
を
取
り
ま
し
た
。

宇
治
市
に
は
北
大
の
卒
業
生
も
結
構
在
住
し
て
お
ら
れ
ま
す
し
、

地
元
の
学
校
か
ら
北
大
へ
の
進
学
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
宇
治

市
植
物
公
園
の
園
長
は
本
間
和
枝
さ
ん

(
S
印
農
・
農
学
科
)
、
京
都

エ
ル
ム
会
の
会
長
、
山
田
昌
次
さ
ん

(
S
却
水
・
遠
洋
漁
業
学
科
)

の
経
営
さ
れ
て
い
る
花
豊
造
園
の
基
盤
は
宇
治
市
の
丘
陵
地
で
す
。

宇
治
C
C
で
は
法
学
部
の

O
B
を
中
心
に
年
2
回
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

さ
て
今
年
は
源
氏
物
語
が
記
録
の
う
え
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
丁
度

1
0
0
0
年
と
い
う
こ
と
で
、
歴
史
や
文
化
を
後
世
に
残
そ
う
と

1

0
0
0
年
紀
行
事
が
あ
ち
こ
ち
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
源
氏
物
語

の
舞
台
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
京
都
市
内
だ
が
光
源
氏
の
亡
き
あ
と
、

そ
の
子
「
薫
」
と
孫
「
匂
宮
」
を
主
人
公
に
し
た
部
分
は
物
語
日
帖

の
う
ち
必
帖
か
ら
最
後
ま
で
、
宇
治
十
帖
と
呼
ば
れ
宇
治
が
舞
台
で

す
。
宇
治
十
帖
に
ち
な
み
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
が
特
定
さ
れ
、

江
戸
時
代
に
宇
治
橋
か
ら
宇
治
上
神
社
、
三
室
戸
に
か
け
て
の
周
辺

に
「
橋
姫
」
「
浮
橋
」
「
蛸
蛤
」
な
ど
の
古
跡
が
置
か
れ
ま
し
た
。
京

都
市
内
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
た
め
か
、
見
学
コ

l
ス
か
ら
外
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
一
見
の
価
値
あ
る
所
だ
と
住
人
と
し
て
は
強

く
感
じ
ま
す
。
京
都
か
ら
足
を
伸
ば
し
て
、
お
茶
と
歴
史
の
宇
治
で

住
時
に
想
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
い
。
取
り
敢
え
ず
京
阪
電
鉄
或
い
は

J
R
宇
治
駅
周
辺
の
主
要
ス
ポ
ッ
ト
の
み
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

O
平
等
院

日
円
玉
に
刻
印
さ
れ
た
鳳
風
堂
で
お
な
じ
み
で
す
。
あ
と
で
述
べ

る
宇
治
神
社
、
宇
治
上
神
社
と
と
も
に

1
9
9
4
年
世
界
遺
産
に
。

平
成
凶
年
か
ら
大
修
理
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
9
月
に
完

成
。
平
等
院
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
鳳
朔
館
も
締
麗
に
な
り
、
雲
中
供
養
菩

薩
な
ど
写
実
的
な
仏
像
が
良
く
判
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

。
宇
治
上
神
社
、
宇
治
神
社

日
本
最
古
の
神
社
建
築
。
宇
治
川
有
等
の
閑
静
な
森
の
中
に
あ
る
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こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
神
社
。
本
殿
で
は
昨
秋
ハ

l
プ
演
奏
会
も
開
催

さ
れ
た
が
、
紅
葉
の
中
で
の
雰
囲
気
は
え
も
い
わ
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ

た。。
興
聖
寺

道
元
禅
師
に
伏
見
で
開
祖
さ
れ
1
6
4
8
年
に
宇
治
に
再
建
。
宇

治
川
畔
に
あ
る
石
門
か
ら
続
く
な
だ
ら
か
な
登
り
の
琴
坂
を
行
く
と

中
国
風
の
白
い
楼
閣
に
辿
り
着
く
。
伏
見
城
の
遺
構
を
移
し
た
本
堂

に
は
切
腹
あ
と
の
血
糊
の
残
る
天
井
、
鴬
帳
り
の
廊
下
と
往
時
を
紡

悌
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

。
宇
治
源
氏
物
語
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

平
成

m年
日
月
に
完
成
。
館
長
は
瀬
戸
内
寂
聴
き
ん
。
映
像
を
通

し
て
源
氏
物
語
の
世
界
を
誰
で
も
親
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

宇
治
十
帖
の
古
跡
巡
り
や
さ
わ
ら
び
の
道
を
散
策
し
、
源
氏
物
語
の

濫
蓄
を
傾
け
る
に
は
必
見
の
場
所
で
す
。

。
三
室
戸
寺

西
国
観
音
霊
場
十
番
札
所
で
本
山
修
験
宗
の
別
格
本
山
。

1
2
0

0
年
の
建
立
。
平
安
時
代
西
行
法
師
の
「
暮
れ
つ
る
秋
の
か
た
み
に

し
は
し
み
ん
も
み
じ
ち
ら
す
三
室
戸
の
山
」
の
句
が
あ
る
よ
う
に
、

パ
ッ
ク
の
山
と
と
も
に
宇
治
の
紅
葉
の
名
所
で
も
あ
る
。
京
都
の
花

寺
と
し
て
名
を
馳
せ
て
お
り
、
つ
つ
じ
、
し
ゃ
く
な
げ
、
蓮
を
求
め

て
来
る
人
が
増
え
て
い
る
。

。
黄
葉
山
/
万
福
寺

1
6
5
4
年
中
国
福
建
省
か
ら
渡
来
の
隠
元
禅
師
の
建
立
に
よ
る

黄
粟
宗
の
大
本
山
。
境
内
で
は
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
晋
茶
料
理
が

食
べ
ら
れ
る
。
坐
禅
研
修
も
行
わ
れ
て
い
る
。
私
も
座
禅
中
に
振
り

降
ろ
さ
れ
た
時
の
痛
さ
よ
り
も
警
策
音
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
た

こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
憶
え
て
い
る
。

他
に
も
見
る
べ
き
処
は
多
い
の
で
す
が
、
上
記
6
か
所
く
ら
い
が

ち
ょ
う
ど
一
日
の
所
要
時
聞
か
と
思
い
ま
す
。
寮
歌
祭
は
あ
と
の
一

日
を
宇
治
で
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
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恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
の
今
昔

問
中
俊
夫

(sm年
入
寮
)

恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
支
部
の
発
祥
は
昭
和
田
年
春
、
第
二
代
恵

迫
寮
の
閉
寮
の
際
に
創
立
さ
れ
た
「
恵
迫
寮
同
窓
会
」
規
約
第
四
条

に
よ
る
。
(
「
恵
迫
寮
同
窓
会
」
創
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
本
誌
第
四

号
所
載
の
中
瀬
名
誉
会
長
に
よ
る
「
恵
迫
寮
同
窓
会
設
立
の
足
取
り
」

の
記
事
に
詳
説
)

そ
れ
ま
で
に
も
関
西
に
は
初
代
恵
迫
寮
出
身
者
で
関
西
在
住
の
有

志
に
よ
る
「
関
西
恵
迫
会
」
な
る
組
織
が
昭
和
幻
年
に
発
足
し
、
平

成
8
年
の
恵
迫
寮
同
窓
会
西
日
本
大
会
時
ま
で
存
在
し
た
。
(
こ
の
発

足

i
解
散
の
経
緯
は
同
じ
く
本
誌
第
四
号
の
故
辻
山
昌
佑
前
西
日
本

支
部
長
の
「
関
西
恵
迫
会
の
歴
史
と
現
況
」
の
記
事
に
詳
し
い
)

西
日
本
支
部
の
活
動
は
他
支
部
同
様
、
日
常
活
動
と
し
て
の
会
員

増
強
、
会
員
相
互
の
連
絡
、
親
睦
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
に
3
年
毎

に
巡
っ
て
来
る
各
支
部
持
ち
回
り
の
恵
迫
寮
同
窓
会
大
会
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
幸
い
に
し
て
西
日
本
で
は
、

5
年
前
に
北
大
関

西
同
窓
会
が
地
の
利
を
得
た
大
阪
駅
前
に
自
前
の
会
館
を
取
得
し

た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
西
日
本
支
部
で
は
そ
の
会
館
に
拠
点
を
設
置

す
る
こ
と
が
出
来
た
。



こ
れ
ま
で
の
支
部
拠
点
は
支
部
役
員
が
変
わ
る
毎
に
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
漸
く
活
動
を
進
め
る
上
で
の
安
住
の

地
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
役
員
連
絡
会
議
を
は
じ
め
と
し
て
、

諸
会
合
や
連
絡
、
待
ち
合
わ
せ
な
ど
の
便
宜
が
向
上
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

支
部
と
し
て
の
メ

l
ン
イ
ベ
ン
ト
恵
迫
寮
同
窓
会
大
会
が

7
回
目

の
大
寮
歌
祭
西
日
本
大
会
と
し
て
今
年
度
は
京
都
に
て
開
催
さ
れ

る
。
そ
れ
を
機
に
西
日
本
で
の
大
会
の
経
緯
を
整
理
す
る
意
味
で
概

説
す
る
。

【第
1
回】

∞
∞
恵
迫
寮
同
窓
会
大
阪
大
会

昭
和
白
年
8
月
ロ
日
、
日
日

会
場
・
神
戸
須
磨
荘

女
大
会
概
要

第
1
部
須
磨
水
族
園
見
学
(
園
長
・
吉
田
啓
正
氏

寮
)

須
磨
海
岸
で
の
海
水
浴

支
部
総
会
(
恵
迫
寮
の
存
続
決
議
、
閉
寮
記
念
ビ
デ
オ

発
表
)

須
磨
海
浜
に
お
け
る
大
フ
ァ
イ
ア

l
ス
ト
ー
ム
と
な
っ

て
お
り
、
ビ
デ
オ
制
作
時
の
苦
労
話
、
国
立
公
園
内
で

の
フ
ァ
イ
ア

l
ス
ト
ー
ム
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
の

苦
心
談
な
ど
も
辻
山
さ
ん
の
追
悼
記
事
に
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

昭
恵
迫
寮
同
窓
会
大
阪
大
会

平
成
4
年
7
月
4
日

会
場
大
阪
港
ハ

l
パ
1
ビ
レ
ッ
ジ

第
2
部

第
3
部

【第
2
回】

(sn年
入

プ
レ
ジ
ャ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
「
サ
イ
レ
ン
」

す
大
会
概
要

第
1
部
周
辺
周
遊
(
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
に
よ
る
港
内
周
遊
・
海

遊
館
見
学
な
ど
)

支
部
総
会
・
大
寮
歌
祭

周
辺
に
は
プ
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
が
多
く
、
家
族
連
れ

に
は
好
評
だ
っ
た
。

%
恵
迫
寮
同
窓
会
大
寮
歌
祭
西
日
本
大
会

平
成
8
年

9
月
比
日

会
場
神
戸
シ

l
パ
ル
須
磨
(
第
1
回
須
磨
荘
の
立
替

建
築
物
)

第
2
部

【第
3
回】

合
大
会
概
要

第
1
部
開
識
社
・
演
題
「
恵
迫
の
自
治
」
各
年
代
層
の
5
名
に

よ
る
意
見
の
開
陳

第
2
部
支
部
総
会
・
大
寮
歌
祭

第
3
部
須
磨
海
浜
に
お
け
る
大
フ
ァ
イ
ア

l
ス
ト
ー
ム

当
回
は
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
と
し
て
姫
路
城
め
ぐ
り
、
昭
和
初

年
入
寮
組
の
飛
鳥
ツ
ア
ー
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
年
9
月

の
本
部
総
会
で
規
約
が
改
定
さ
れ
、
各
支
部
で
3
年
毎
に
大
寮
歌

祭
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
回
は
西
日
本
支
部
と
し
て

は
最
初
の
大
会
で
あ
る
。
ま
た
前
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は

多
数
の
被
災
会
員
が
出
た
が
、
死
亡
会
員
が
出
な
か
っ
た
の
は
幸

い
で
あ
っ
た
。

【第
4
回】

ω恵
迫
寮
同
窓
会
大
寮
歌
祭
西
日
本
大
会

平
成
日
年
7
月
3
日

会
場
神
戸
異
人
館
街
六
甲
荘
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古
大
会
概
要

第
1
部
「
恵
迫
四
方
山
話
」

小
島
悦
吉
氏

(
S
5
年
入
寮
)

恵
通
寮
史
編
纂
を
巡
っ
て

中
瀬
篤
信
氏

(sm年
入
寮
)

恵
迫
寮
同
窓
会
創
立
時
を
回
顧
し
て

中
野
昭
信
氏

(sn年
入
寮
)

恵
迫
十
傑
に
つ
い
て

他
に
合
田
氏

(
S
お
年
入
寮
)
小
寺
氏

(sm年
入
寮
)

第
2
部
支
部
総
会
・
大
寮
歌
祭

当
回
も
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
と
し
て
有
馬
・
宝
塚
巡
り

を
開
催
。

【第
5
回】

ω恵
迫
寮
同
窓
会
大
寮
歌
祭
西
日
本
大
会

平
成
M
年
8
月
白
日

会
場
京
都
市
内

第
1
部
開
識
社
(
同
志
社
大
学
今
出
川
校
舎
)

同
志
社
社
史
資
料
室
本
井
康
博
先
生
に
よ
る
講
演

W
・
S
ク
ラ

1
ク
先
生
と
新
島
裏
先
生

第
2
部
支
部
総
会
・
大
寮
歌
祭
(
京
都
第
2
タ
ワ

l
ホ
テ
ル
)

当
回
は
同
志
社
の
好
意
に
よ
り
開
識
社
に
先
立
ち
今
出
川
校
舎

内
の
重
要
文
化
財
群
参
観
の
機
会
が
得
ら
れ
た
。
(
ク
ラ

1
ク
記
念

館
他
)

【第
6
回】

第
1
部

M
W
恵
迫
寮
同
窓
会
大
寮
歌
祭
西
日
本
大
会

平
成
口
年
7
月
日
日

会
場
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦

開
識
社
演
題
「
盛
り
上
が
る
愛
知
万
博
・
そ
の
見
所
」

愛
知
県
国
際
博
推
進
局
事
業
調
整
課

課
長
勢
力
常
史
氏

開
催
中
の
愛
知
万
博
に
つ
い
て
開
催
に
至
る
苦
労
話
と

見
所
に
つ
い
て
当
事
者
し
か
知
り
え
ぬ
話
な
ど
が
披
涯

さ
れ
た
。

支
部
総
会
・
大
寮
歌
祭

当
回
で
は
開
催
中
の
愛
知
万
博
の
見
所
の
紹
介
も
得

ら
れ
た
の
で
、
見
学
予
定
者
に
と
っ
て
は
効
率
的
に
見

学
が
し
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
∞
恵
迫
寮
同
窓
会
大
寮
歌
祭
西
日
本
大
会

平
成
初
年
9
月
幻
日
(
予
定
)

会
場
京
都
市
内

開
識
社
(
東
山
霊
山
歴
史
館
)
見
学
と
講
演

霊
山
歴
史
館
事
務
局
長
佐
藤
等
氏

(
S
必
年

入
学
)

維
新
前
後
の
激
動
期
に
生
き
た
志
士
関
係
の
貴
重
な

資
料
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
館
長
の
ご
好

意
に
よ
り
そ
れ
ら
の
資
料
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
さ
ら
に
秘
話
を
中
心
と
し
た
講
演
が
拝
聴

で
き
る
。

支
部
総
会
・
大
寮
歌
祭
(
京
都
駅
前
第
2
タ
ワ

1
ホ
テ

ル
)

以
上
平
成
初
年
3
月
末
現
在
で
の
西
日
本
支
部
の
昨
今
を
メ
l
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
会
を
中
心
に
概
要
を
記
し
て
み
た
。
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2
部

【第
7
回】

第
1
部

第
2
部



2008年恵迫寮同窓会西日本大会のご案内

悠久の古都・京都に参集!

同窓会の皆さん、ご健勝でご活躍のこととお慶び申し上げます。

また熱い季節が巡ってまいりました。昨年札幌の地は、恵迫百年記念祭で大いに盛り上がりました。

横山・赤木ご両家のゆかりの方々をお迎えしての歌碑「都ぞ弥生」の改修除幕及び寄贈式、恵迫百年

記念式典及び記念講演、北大中央ローンを埋め尽くさんばかりの一万人で歌う「都ぞ弥生」、締めくく

りは立錐の余地がないほど会場(京王プラザホテル)を埋め尽くしての「大寮歌祭」と、近年まれに

見る北大生、一般市民をも巻き込んだ大興奮の恵迫寮同窓会でありました。

さて本年9月27日初秋、西日本支部は、悠久の古都・京都の地に同窓会の皆さんをお迎えし、『恵

迫精神』の再現をはかる所存であり、ここに早々と大会アピールを宣言するものであります。

その 1 恵迫百年記念祭を今後に繋がるものとして語り継ぎ、同窓会創立 25周年を祝おう

その 2 社会に目を向け今こそ開識社を推し進めよう

その 3 恵迫寮同窓会名簿を整備しよう

その 4 年代ごとに名簿整理と連絡を担う地域幹事を指名しよう

その 5 故辻山先輩の提言を引継ぎ、地域ごとの交流を推し進めよう

2008年6月 恵迫寮同窓会西日本支部長代行窪田開拓

【ご案内】

日時:2008年 9月27目的 13 : 30'""19 : 00 

場所:第 1部霊山歴史館京都市東山区清閑寺霊山町1

Tel: 075-531-3773 http://www.ryozen-museum.or.jp/ 

第2部京都第2タワーホテル京都市下京区東洞院通七条下ル ]R京都駅前東

Tel: 075-361-3261 http://www.kyoto-tower.co.jp/dainUower_hotel/ 
会費:本人 7，000円

同伴(女性及び中学生以上) 3，500円

同伴(小学生未満) 無料

懇親会二次会 5，000円(希望者のみ)

※H 20年度同窓会費 3，000円未納の方は、あわせてお支払いをお願いします。

宿泊:京都第2タワーホテルに、ツイン 10室(索泊 17，000円)、シングル 5室(素泊 10，000円)を

「北大恵迫寮同窓会西日本支部伊藤」名で確保してあります。

先着順ですので各自自力でお申し込み下さい。(ホテル 075-361-3261)

お問合せ:西日本支部幹事長伊藤靖久(携帯:090-3613-3641) 

129 西日本大会ご案内



【式次第】

I ~ 1 ~ß I 開識社

13 : 30 霊山歴史館(下記)に現地集合、館内見学

14 : 10 講演「幕末維新の専門博物館 『霊山歴史館』について (仮題)J

挨拶 :霊山歴史館事務局長 佐藤 等氏 (S49年法学部卒)

講師 :霊山歴史館学芸課長 木村幸比古(さちひと)氏

15 : 30 京都第 2タワーホテルへ移動(各自パス ・タクシー自費にて)

霊山歴史館への市パス案内

OJR京都駅から

東山田 り206系統 ・東山安井下車、徒歩約 5分

O京阪凶条駅から

東山回り 207系統 ・東山安井下車、徒歩約 5分

または駅から徒歩で東へ約 15分
~智禍院

0阪急河原町駅から

新総III・東海道線
東山田り 207系統 ・東山安井下車、徒歩約 5分

または駅から徒歩で東へ約 20分

直 2~ß I 総会および大寮歌祭

15: 30 京都第 2タワーホテJレ(下記)にて受付開始

16 : 15 恵辿寮同窓会創立 25周年祝賀行事

16 : 30 西日本支部総会

17 : 00 大寮歌祭

19 : 00 閉会

]R京都駅の東北東徒歩すぐ

巨亙亘U 19: 30 懇親会二次会(希望者のみ、自費 5，000円) 会場 ニ軒茶屋 中村楼

真京料理二軒茶屋 中村楼 案内より

中村楼の創業は室町末期とも伝えます。

当初は門前の水茶屋を営み、やがて豆腐料理や菜飯、酒を供して、江戸末期には京都屈指の料

理茶屋のひとつになりました。『京の四季』をはじめ、小唄に も「四条の橋から灯の見えるアレは

円山の灯か二軒茶屋の灯か」 と二軒茶屋の呼び名で歌われています。

明治の文明開化にはいち早く 応え、格式ある料亭と して世に知られての宮家や政財界、外国の

要人、芸術家、文人らが集う、歴史の舞台ともなりました。

中村楼に漂う風格は、四世紀にわたる文化の蓄積の所産です。
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【参加申込】

下記のいずれかの方法でお申込み下さい(8月初日締切)。

①郵便:申込書にご記入の上、葉書に貼るか文は封書で郵送下さい(当日消印有効)

干530-0001 大阪市北区梅田 1-2-2-200 大阪駅前第2ピル北大会館内

恵迫寮同窓会西日本支部宛

② FAX 申込書にご記入の上、下記までFAX下さい。

06-6343-3736 恵迫寮同窓会西日本支部宛

③ E-mail :申込書内の必要事項を下記までメール下さい。

iwai2 @cubemagic.co担西日本支部事務局長岩井宛

※なお、当日キャンセルは会計に支障をきたしますので、後日、会費を請求させていただきます。

恵迫寮同窓会西日本大会 r2008/9/27出京都」申込書(8月20日締切)

間
一
陥
一
開

ム室生

卒年

(所属サークル)

TEL FAX 

メールアドレス(できるだ砂ご記入下さい)

氏 名 性別 年齢 開識社 大寮歌祭 2次会

(本人) 出席・欠席 出席・欠席 出席・欠席

出席・欠席 出席・欠席 出席・欠席

出席・欠席 出席・欠席 出席・欠席

出席・欠席 出席・欠席 出席・欠席

131 西日本大会ご案内



幕末維新の専門博物館 「霊山(り ょうぜん)歴史館」

佐藤等 (S45年入学)

私は、昭和 49年に北大法学部を卒業し、松下電器産業に入社しました。昨年3月より京都東山に

あります財団法人霊山顕彰会に出向しております。

弊顕彰会は、明治 100年に当たります昭和 43年に、松下幸之助が中心となって全国に呼びかけ設

立したものです。維新の大業を成功に導き、近代日本の礎をつくりあげる大きな原動力となった先

覚の志士たちを顕彰するとともに、志士の中に流れていた日本の伝統精神を後世に受け継いで予いく

ことを使命としています。設立の 2年後には幕末維新の専門博物館として霊山歴史館が開館し、現

在に至っております。

霊山 (りょうぜん)は京の街を見下ろす東山三十六|峰の中央に位置する霊峰で、幕末の頃勤王の

志士にとって、霊山は亡くなった志士を慰霊する聖地でありました。明治元年 5月に、明治政府に

よって発せられた第一号の太政官布告によって、霊山招魂社が建立され、国のために一身を捧げた

幕末維新の志士たちの諸霊が杷られることになりました。坂本龍馬、中岡慎太郎、 桂小五郎こと木

戸孝允など 386柱の墓碑及び 3200柱が現在合記されています。坂本龍馬の命日であります 11月 15

日には、全国から龍馬ファンが集まり、盛大に龍馬祭が催されます。

霊山歴史館は、霊山の山裾に位置し、春は桜、秋は紅葉、そして何よりも清水寺と「ねねの道」

で有名な高台寺との聞に位置するという、京都でも有数の風光明娼な観光スポットにあります。収

蔵資料は約 5000点を超え、全国から龍馬や新選組等の熱心な幕末ファンが訪れます。

本年は霊山顕彰会創設 40周年を迎え、春と秋の特別展に加え、夏と冬には企画展等を予定してお

ります。折りしも現在 NHK大河ドラマ「篤姫」が放映中で、弊館も篤姫関連の展示を行い、多く

の入館者から人気を呼んで、おります。資史料のみならず、大型映像や、龍馬暗殺の場面の映像再現、

龍馬暗殺の場所である近江屋のミニチュア模型など、多彩な展示をしております。京都へお越しの

際は、是非ご来館下さい。お待ちいたしております。

(霊山顕彰会理事)

;マ議保伊

開識社会場の霊山歴史館
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恵迫寮同窓会ホームページに

アクセス・投稿を!

21世紀型の情報発信・交換のツールとしての役割を

担う恵迫寮同窓会ホームページは、本年 2月 11日に装

いも新たに「新ホームページ」へ移行しました。これ

までのホームページの掲載内容 ・デザインを一新し、

「事務局のお知らせ」・「談話室」のブログ化など同窓会

会員のみならず多くの方々が楽しめるものとなりまし

た。

この 2カ月間のアクセス件数は約 1200件、一日平均

約 20件となっております。情報の更新性を高めること

や「談話室」の活性化などを通じて、会員相互の情報

交流 ・会員増強のツーノレとして有効に活用して参りま

す。

「談話室」の投稿方法や写真などの添付 も簡易化さ

れ、誰でも参加できるようになっております。会員諸

氏の積極的なアクセス・投稿をお願いいたします。
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平成 20年度「年会費」と「運営支援金」納入のお願い

本会は、年会員の年会費3，000円と終身会員の運営支援金2，000円およびカンパの供出により、全

国3支部持ち回りの「大寮歌祭」や会誌「恵迫」の発行、文化講演会「開識社」の開催、現寮との交

流、地域ごとの親睦交流・地区寮歌祭などの活動を展開しております。

平成 19年度の会費等の納入状況は、総件数467件、 125万5，000円(年会費は 184件・57万9，000

円、運営支援金は、 216件・ 43万2，000円、カンパは、 67件・ 24万4，000円)となっております。

「会員相互の親睦を計り、恵迫精神の伝承発展に務める」という会の目的を実現するために、平成 20

年度「年会費」の納入と「運営支援金」の供出をお願いいたします。それぞれ同封の郵便払込取扱票

によりご送金ください。

① 年会員の方は、平成 20年度「年会費」として 3，000円

② 平成 16年までの終身会員の方は、平成 20年度「運営支援金」として 2，000円

③ 任意のカンパ

※ 同窓会という任意団体の性格上、会費未納という請求関係は発生しません。あくまでも年度ご

との処理となります。払込の失念などがないように宜しくお願いいたします。

「恵迫」第 7号訂正一覧

1.恵迫百年記念事業協賛者ご芳名録追録

oT2入寮、林文平・薫及び文平会

文平会代表の四方英四郎様名義で掲載 (P36下から 12行目)0r恵迫百年記念誌に文平会の

名を残したい」という、文平会会員の皆様の深い想いと期待に応えられなかったことを深くお

詫び申し上げます。

oJFEホールディング数土文夫

銀行振り込みのカタカナ表示の同音の寿時史郎 (P36下から 10行目、ご逝去)で表記して

しまいました。数土文夫様に深くお詫び申し上げます。

2.記念号発行以降の協賛金拠出者(ご芳名録に追加)

青木 寛 (S13、12/21)、田辺秀治 (S14、12/3)、塩田敬司 (S16、2/4)、

仁木良哉 (S29、12/7)

3.本文訂正

o P 20 グラビア左列の 2006年東日本大会…とある 3枚の写真。 2006年は、一番上の一枚で、

中と下の 2枚は、 2005年の仙台大会(於:ホテル白萩)の写真。

o P 29 下段6行目 佐藤芳介氏→横山芳介氏

o P 45 高松正信氏と清水由松氏の写真上下反対

o P 118 23行目 作詞者→作曲者、 27行目 仙台二高→旧制二高

o P 119 最終行中山義正→山中義正
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「食を通じて、家庭の幸せに役立つ」

お いしさと やすらぎを
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おいしいパンと
暮らそう。

|母 ，，~q'*

CGC 
，G 世界中から良いも

~ 

CGCleI:、日本全国の

有力中堅スー/i.ーマーケットが協業の旗のもとに、

その総力を結集した大量共同仕入機構です。

E|粧す回111・倒錯副』四=厩a

株式会社北海道シジシー

代表取締役社長 横山 清
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$インテージS剛データガムカテゴリー 2007 ~手 1 月 - 2007年 1 2月累計販売金商

むし歯のない社会へ。E四回ll1'fllll:jJI保健闘食品{特定保健周食品11
(冊 目本隼後像健会織蔵批)日本家捜歯科医会僧寓ガムをかんt:'O:11 1辰巳包んで〈ずおご~

'4' 

リョーショクは“日本の豊かな食"を

美昧しくコーディネー卜。

わたくしたちは、直品中間滞週担能に古51こ庖きをか廿.

fあ白ゆる宣シ ン」にフルラインでお応えします.

『おいしいねJ.b'行き宣う宣シーンを田届けするために.

イミ;主2:2.



*号待本来京本来京本来京本京本来栄***編集後記*争終楽楽*******

百年記念祭も終わり、誰しもが、燃え尽き症候群で虚脱状態になっていた昨年末、

白浜代表幹事から「同窓会誌の編集長をやってくれないか」と相談がありました。前

任の平岡編集長が苦労されていたことが頭によぎりましたが、「君しかいない」と半ば

おだてられ、及ばずながら引き受けることになりました。

懸念された原稿は皆さんの協力で予想以上に集まり、増ページを心配するほどでし

た。特に、予科時代から昭和 30年代の大先輩たちの原稿には、時代とともに歩んでき

た恵迫寮での喜怒哀楽や、波乱に満ちた寮史が熱く書き綴られていました。

これからも同窓会が伝えていかなければならない「恵迫精神J (ロフティー・アンピ

ション)に満ちあふれ、、明日へのメッセージ'を読むような思いでした。

また、昭和 40年代以降の、若い世代。の寮友も、恵迫寮に対する想いは一つです。

同じアイデンティティーを共有する仲間たちの拠り所として、本誌が担う役目の重み

を改めて実感しました。

最後に、幹事の皆さんに名刺広告の掲載をお願いしましたが、会誌発行を持続可能

なものにするための方策としてご理解願います。

事務局の佐藤静子さんをはじめ、北大広報課など多数の関係者のご協力に深く感謝

します。

一部一昨一一…(侶削(S40剖ω4ωO

【編集委員】厚谷純吉(侶S3却0年入寮)高井宗宏(侶S3担1年入寮) 司

白 浜 憲 一 (S40年入寮)谷口哲也 (S48年入寮)
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さ出掛い付った料りは | 

自分史や工ツセイ集、画集や写真集・作品集など自費出版か5

記念誌、研究論文、報告書、出版物、辞書・事典まで

つ、
原稿作成、リライト、工程、撮影、費用…、どんなことでもご相談ください。創業以来

40年以上にわたり蓄積してきた本づくりのノウハウと最新技術でお手伝いします。

お気軽にご連絡ください。詳しくはアイワードホームページでもご覧いただけます。

グ
必〆時代の〈企画情報処理…

株式会社アイワード
本 社 :干060-0033札幌市中央区北3条東5丁目 5-91TEL(011)241-9341 FAX(011)207-6178 
東京支后:干 101-0065東京都千代田区西神田2丁目4番3号 TEL(03)3239-3939 FAX (03) 3239-3945 

(高岡ピJレ6階)
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株式会社アークス代表収締役割 長 横 山 清


